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恵
迫

5
号
目
次

扉

グ

一フ

巻

頭

挨特論
寮

歌

物
ピ

語 ア

E

「
花
咲
き
散
り
て
」

第
印
回
記
念
寮
歌

寮
歌
集
・
有
島
武
郎
の
寄
稿
文
抜
粋
:
・

::-ji--

筆
字
は
恵
迫
寮
同
窓
会
事
務
局
・
佐
藤
節
子
さ
ん

大
寮
歌
祭
・
予
科
記
念
碑
・
恵
迫
同
窓
会
点
描

昌

恵
迫
寮
同
窓
会
長

拶

北
大
連
合
同
窓
会
会
長

北
海
道
大
学
総
長

恵
迫
寮
同
窓
会
代
表
幹
事

集

中
瀬

松
田

横中
山村

他

11 

篤
信
(
昭
和
初
年
入
寮
)

昌
士
(
昭
和
初
年
入
学
)

睦
男
(
昭
和
担
年
入
学
)

清
(
昭
和
剖
年
入
寮
)

-
研
究
最
前
線
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
m

集

「
日
米
関
係
」
に
つ
い
て
の
回
想
と
今
後

柴
田

一
身
四
世
の
感

ー
「
時
潮
の
波
の
」

昭
和
幻
年
寮
歌

沼
田

(
歌
)
渋
谷

(
曲
)
寺
井

(
歌
)
佐
伯

(
曲
)
小
椋

雄
(
昭
和
泊
年
入
寮
)
・
j
i
-
-
:
4

久
(
昭
和
初
年
入
寮
)
j
i
-
-・:川崎

富
業
(
昭
和
四
年
入
寮
)
・
j
i
-
-
-
-
m

幸
夫
(
昭
和
四
年
入
寮
)

政
英
(
昭
和
お
年
入
寮
)

進
(
昭
和
沼
年
入
寮
)

思い起こす閉寮の日々~第2代寮 H ・H ・....・H ・.69

小沢晴司(昭和55年入寮) 浅野哲美(昭和57年入寮)

宇治 弘晃(昭和56年入寮) 清原 義雄(昭和57年入寮)

植木 貴昭(昭和57年入寮) 浜田 和雄(昭和61年理学部卒)

〔寮生の写真提供・矢部 恒晶(昭和56年入寮))



入

寮

可

E
z--回

⑧ 

⑥ 

サ

ク

同
窓
会
だ
よ
り

編

集

史

後

念

カ
ッ
ト

入
寮
切
年
「
記
念
の
集
い
」

入
寮
却
年
「
3
9
4
0
会
」
結
成

戦
時
中
「
エ
ッ
セ
ン
」
確
保
に
奮
闘

「
仙
台
学
寮
」
を
偲
ぶ

恩
人
「
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
の
こ
と
」

エ
ッ
カ
マ
ン
「
ゲ
l
テ
と
の
対
話
」

そ
し
て
「
人
知
る
や
否
や
」

女
た
ち
の
恵
迫
寮

老

鷲

シ
リ
ー
ズ
五

寝
技
の
猛
者
集
団
・
柔
道
部

本
部
・
各
支
部
近
況

白鈴
浜木

芝河塩
垣原田

測石
上村沢

勝
男
(
昭
和
却
年
入
寮

)
j
i
-
-
:・卯

憲
一
(
昭
和
幼
年
入
寮
)

敬
司
(
昭
和
同
年
入
寮
)
:
・
j
i
-
-
-
鈍

克
美
(
昭
和
お
年
入
寮
)

美
男
(
昭
和
泊
年
入
寮
)

義
典
(
昭
和
却
年
入
寮
)

玲
子
(
平
成
8
年
入
寮
)

久
弥
(
昭
和
口
年
入
寮
)

二
宅

肇
(
昭
和
初
年
入
寮
)
:
:
:
:
:
:
即

大
寮
歌
祭
に
つ
い
て
:
・
j
i
-
-
:

七
月
十
六
日
名
古
屋
で

「
H
U

z--ロ

「
恵
迫
」
部
会
長

グ
ラ
ビ
ア

平
岡

高
井

高
野

義
博
(
昭
和
お
年
入
寮
)
j
i
-
-
:
:
即

宗
宏
(
昭
和
泊
年
入
寮
)

豊
(
昭
和
泣
年
入
寮
)

第七高校造士館の創設 行親(農学校2期生)・・…H ・H ・...・H ・.....・ H ・...・H ・..113岩崎

「日本風景論」の役割 重昂(農学校4期生)・・H ・H ・....・H ・......・H ・...・H ・...114志賀

永吉(明治44年農学卒) ・…....・ H ・....・H ・....・H ・-…・115磯台湾蓬莱米の父

徳三(明治44年農経卒) ・H ・H ・-……...・ H ・...・H ・.....116駒井満州帝国のあけぼの
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会
誌

『
恵
迫
』

5
号
発
刊
を
祝
し
て

神員

信

中

篤
(昭
和
お
年
入
寮
)

恵
迫
寮
同
窓
会
・
会
長

平
成
十
六
年
九
月
十
九
日
、
北
海
道
開
拓
の
村
の
開
拓
使
庁
舎
講
堂
に
お
い
て
恵
迫
寮
同
窓
会
第
十
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
同
窓
会
本
部
の
主
要
人
事
の

選
出
と
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。
こ
こ
で
暫
く
の
間
休
刊
し
て
い
た
会
誌
「
恵
迫
」
が
再
び
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
改
め
て
公
表
さ
れ
た
。
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確
か
に
第
九
期
(
三
年
間
)
に
あ
っ
て
は
、
乏
し
い
財
政
の
中
で
総
て
が
逼
迫
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
な
ん

と
か
打
開
し
よ
う
と
同
窓
会
改
革
委
員
会
は
、
全
国
同
窓
会
を
東
、
西
、
北
海
道
の
三
支
部
に
構
造
改
革
し
て
均
衡
化
し
、
各
支

部
の
独
立
財
政
化
、
更
に
各
地
方
の
小
さ
な
恵
迎
会
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
若
い
会
員
の
増
加
を
推
進
し
同
窓
会
活
動
の

更
な
る
活
性
化
を
図
っ
た
。

こ
れ
に
応
え
て
東
・
西
両
支
部
の
活
躍
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
新
し
く
立
ち
上
げ
た
北
海
道
支
部
も
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
は
じ
め
た
。

と
は
い
え
そ
の
前
途
は
愈
々
も
っ
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
第
九
期
で
は
、
丁
度
同
窓
会
名
簿
の
改
訂
期
で
も
あ
り
、
本
部
の
名
簿
部
会
の
ご
努
力
で
三
回
目
の
改
訂
を
行
い
、
全
員
に
無
料
配
布
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、

二
年
毎
に
発
行
し
て
い
た
「
恵
迫
」
は
、
平
成
十
三
年
の
第
四
号
か
ら
四
年
間
の
休
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
な
ぜ
恵
迫
を
再
刊
し
な
い
の
か
?
」
と
多
く
の
会
員
か
ら
厳
し
く
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に

一
つ
の
組
織
に
あ
っ
て
は
、
主
義
主
張
、
批
判
、
回
顧
、
研
究
な
ど
の
定
期
的
発
表
の
場
が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
財
政
的
困
難
か
ら
恵
辿
通
信
を
多

少
膨
ら
せ
て
会
誌
「
恵
迫
」
を
代
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
ま

っ
た
く
そ
の
意
を
満
た
さ
な
か
っ
た
。
休
刊
し
て
み
る
と
、
形
を
整
え
た
会
誌
「
恵
辿
」
の
存

在
価
値
が
痛
い
ほ
ど
よ
く
判
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
は
、
休
刊
に
よ
っ
て
改
め
て
知
り
得
た
会
誌
の
重
要
性
と
、
さ
ら
に
は
河
原
克
美
、
井
口
光
雄
の
両
編
集
長
の
優
れ
た
企
画
と
的
確
な
編
集
方
針
で

創
ら
れ
た
一

1
二
号
、
三

1
四
号
の
品
格
の
あ
る
充
実
し
た
内
容
が
、
会
員
の
み
な
ら
ず
多
く
の
読
者
に
大
き
な
満
足
感
を
与
え
た
か
ら
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
寮
歌
祭
と
同
窓
会
名
簿
、
そ
し
て
会
誌
「
恵
迫
」
の
定
期
的
刊
行
は
、
わ
が
恵
迫
寮
同
窓
会
活
動
の
根
幹
な
の
で
あ
る
。
そ
う
と
は
云
え
、

こ
の
出
版
費
用
を
な
ん
と
か
で
き
る
の
か
?
財
政
的
困
難
を
解
決
で
き
る
の
か
?

「
な
ん
く
る
な
い
さ
」
こ
れ
は
最
近
の
新
聞
紙
上
よ
く
見
か
け
る
沖
縄
用
語
で
、
第
一
回
世
界
女
子
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
団
体
一
位
を
勝
ち
取
っ
た
十
九
才

の
宮
里
藍
選
手
が
口
に
す
る
「
何
と
か
な
る
さ
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
な
ん
く
る
な
い
き
」
の
言
葉
は
、
猛
烈
な
練
習
と
弛
ま
ぬ
努
力
に
裏
付

け
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
「
何
と
か
な
る
さ
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
困
難
に
敢
然
と
し
て
立
ち
向
か
う
開
拓
者
魂
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
し

く
恵
迫
精
神
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

会
誌
「
恵
迫
」
を
創
刊
し
て
以
来
、
単
に
回
顧
趣
味
に
陥
る
事
な
く
、
開
拓
者
魂
と
自
治
の
精
神
を
主
題
と
し
て
、
現
代
に
生
き
る
者
に
幾
許
か
の
刺
激

を
与
え
る
よ
う
な
雑
誌
と
す
べ
く
努
力
し
て
き
た
。

「
予
算
が
な
い
か
ら
も
う
止
め
た
」
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
優
れ
た
雑
誌
を
な
ん
と
し
て
も
作
り
上
げ
、
刊
行
し
続
け
る
気
構
え
と
努
力
が
必
要
な
の
で

あ
る
。会

員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
辺
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

...，........，...............母r.-<<.⑮母島，......~.....母島4路島

こ
の
た
び
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
「
恵
迫
」
五
号
が
、
新
編
集
者
た
ち
に
よ
り
漸
く
発
刊
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
の
祝
意
と
敬

意
を
表
し
て
巻
頭
の
ご
挨
拶
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

マ移将ム
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~ι 
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日
本
を
支
え
る
人
材
育
て
よ
う

私
は
、
北
大
連
合
同
窓
会
会
長
の
松
田
昌
士
で
す
。
北
海
道
開
拓
者
の

三
代
目
で
あ
り
、
北
大
病
院
前
の
家
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
為
、
「
恵
迫

寮
」
に
住
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
幼
い
頃
か
ら
、
北
大
の

中
は
我
が
庭
で
あ
り
、
遊
び
場
で
あ
り
ま
し
た
。
木
登
り
も
と
ん
ぎ
ょ
す

く
い
も
、
少
し
大
き
く
な
っ
て
か
ら
は
、
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
芹
取
に
行

~-屯-'~~~~~~~~'"ミ，~-史-'-と-'~~~

き
、
毒
芹
と
食
用
芹
の
見
分
け
方
を
教
え
ら
れ

た
の
も
北
大
の
構
内
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
の
水
泳
部
の
練
習
は
、
北
大
の
プ

l
ル
で

し
た
。

つ
ま
り
は
、

北
大
は
私
に
と

っ
て
は、

単
に
勉
強
を
し
た
と
か
、

学
生
時
代
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
よ
り
は
、
生
活

の
一
部
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ご
承
知
の
通
り
、
北
大
は
、
国
立
大
学
法
人
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
極
め
て
中
途
半
端
な
運
営
形
態
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

な
り
ま
せ
ん
。
折
か
ら
、

既
に
ス
タ
ー
ト
し
た
以
上
、
北
大
が
発
展
す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば

日
本
は
小
子
化
に
向
か
い
、

さ
ら
に
人
口
が
減

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
会
長

松

日
Eヨ

士

田

(
昭
和
初
年
3
月

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
了
)

少
し
始
め
る
時
に
入
り
ま
す
。
大
学
の
質
を
高
め
な
い
と
潰
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
北
大
と
い
え
ど
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
は
、
大
学
の
存
在
を
か
け
た
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と

で
す
。
こ
の
危
機
感
を

O
B
も
含
め
て
共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
前
途
が
拓

け
る
と
お
も
い
ま
す
。

大
学
は
、
特
徴
を
強
め
つ
つ
、
研
究
の
成
果
を
世
に
出
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
大
切
な
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支

え
る
た
く
ま
し
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
こ
の
豊
か
な
大
地
。
人
の

住
み
た
く
な
る
大
ら
か
な
自
然
の
中
に
全
国
か
ら
人
を
集
め
、
育
て
る
こ

と
で
す
。

皆
様
の
学
生
時
代
に
過
さ
れ
た
、
「
恵
迫
寮
」

で
の
生
活
は
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
を
支
え
た
貴
重
な
経
験
で
し
ょ
う
。
時
は
移
ろ
い
変
わ
っ
て
も
、

人
を
育
て
る
要
素
は
、
か
わ
り
ま
せ
ん
。

g吐-'~~~~~~~~~~~-と~~-ミコ6 ~~~~-ミ-'~~~~~~-ミ-'-ミ-'~~~~
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北

海

道

大

学
lま
f込
7 

北
海
道
大
学
は
、
昨
年
(
二
O
O
四
年
)

四
月
よ
り
法
人
化
し
、
国
立

大
学
法
人
北
海
道
大
学
と
い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
文
部
科

学
省
と
い
う
国
の
行
政
組
織
の
一
部
を
構
成
す
る
存
在
か
ら
、
独
立
の
法

人
格
を
有
し
、
経
営
に
自
己
責
任
を
負
う
主
体
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

法
人
化
と
い
っ
て
も
「
民
営
化
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
国
立
大
学
法
人

~酔ド闘争-r-t>--t>-r-t>--t>-r-t>--t>-r-t>--t>ずみ

え
ず
国
立
大
学
と
し
て
の
存
在
意
義
を
納
税
者

と
し
て
、
運
営
経
費
の
半
分
以
上
は
国
か
ら
支

給
さ
れ
る
運
営
費
交
付
金
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
国
家
財
政
の
厳
し
い
折
、
国
立
大
学
は
た

で
あ
る
国
民
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

大
学
は
個
性
と
特
色
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
学

は
幸
い
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
「
国
際
性
の
極
養
」

「
全
人
教
育
」
お
よ
び
「
実
学
の
重
視
」
を
教
育
研
究
の
理
念
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
が
で
き
、
広
大
で
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
と
も
に
全
国
で
も
最

も
特
色
の
あ
る
大
学
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
か
ら
学
生
を
集
め
、

北
海
道
大
学
総
長

中

ネす

H主

男

学
部
入
学
者
の
五
割
強
が
北
海
道
外
出
身
者
と
い
う
の
が
近
年
の
傾
向

で
、
学
部
で
言
い
ま
す
と
、
獣
医
学
部
と
農
学
部
が
特
に
全
国
か
ら
の
学

生
を
集
め
て
い
ま
す
。
女
子
学
生
は
全
体
で
三
割
弱
で
す
が
、
文
学
部
と

教
育
学
部
で
は
女
性
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
学
の
運
営
組
織
と
し
て
、
役
員
会
、
経
営
協
議
会
、
教
育
研
究
評
議

会
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
役
員
会
は
、
総
長
そ
の
他
七
名
の
理
事
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、

重
要
な
事
項
の
議
決
を
行
う
機
関
で
す
。
理
事
に
は
学
外

者
が
必
ず
一
名
加
わ
り
ま
す
。
経
営
協
議
会
は
、
経
営
に
関
す
る
重
要
な

事
項
の
審
議
機
関
で
、
学
外
者
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
経
営
協
議
会

は
、
年
五
回
程
度
聞
き
ま
す
が
、

事
務
の
合
理
化
・
効
率
化
や
産
学
官
連

携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
学
外
者
の
厳
し
い
意
見
は
大
学
の
運
営
に

緊
張
感
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
教
育
研
究
評
議
会
は
、
教
員
の
代

表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
関

す
る
審
議
機
関
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
監
事
が
二
名
置
か
れ
、

一
名
は
常
勤
、

一
名
は
非
常
勤
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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従
来
の
大
学
の
運
営
は
教
員
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
評
議
会
を
中
心

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
法
人
化
後
は
役
員
会
を
中
心
に
し
て
、
総
長
の
リ

ー
ダ
l
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
本
来
の

使
命
で
あ
り
ま
す
教
育
研
究
は
教
員
の
創
意
と
自
発
性
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
学
と
し
て
の
方
針
が
存
在
し
、
組
織
化
が
行
わ

れ
な
い
と
力
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
学
の
運
営
は
、
ボ
ト
ム
ア
ツ

プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
が
大
事
に
な
っ
て
お
り
ま

す
国
立
大
学
の
法
人
化
は
、
行
財
政
改
革
と
大
学
改
革
の
両
面
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
の
面
と
し
て
は
、
毎
年
、
大
学
設
置
基
準
上
の

最
低
数
の
教
員
の
人
件
費
以
外
に
は
一
%
近
く
の
効
率
化
係
数
が
か
か

り
、
病
院
に
つ
い
て
は
、

二
%
の
経
営
改
善
係
数
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
病
院
以
外
の
大
学
の
運
営
経
費
は

一
%
節
約
し
、
病
院
に
つ
い
て

---t>........---t>........ ---t>........---t>........-r-や戸市---t>

は
毎
年
二
%
収
入
を
増
や
さ
、
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
北
大
病
院
の
収
入

は
二
百
億
円
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
年
四
億
円
の
増
収
を
図
る
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
改
革
の
面
で
は
、
人
材
養
成
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
育

内
容
の
改
善
は
も
と
よ
り
、

学
生
の
就
職
の
支
援
や
職
業
意
識
の
形
成
を

図
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
を
ク
ラ

l
ク
会
館
地
階
に
設
け
、

専
任
の
教
職
員
を
数
名
置
い
て
実
績
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
研
究
面
で
は
、

競
争
的
資
金
の
獲
得
が
重
要
に
な
り
、
二

O
O
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
二
一

世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
北
大
は
合
計

二
一
件
採
択
さ
れ
、
全

国
の
大
学
で
は
六
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
、
研
究
に
加
え
て
大
学

の
第
三
の
使
命
で
あ
る
社
会
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
北
キ
ャ
ン

パ
ス
と
呼
ば
れ
る
旧
第
二
農
場
に
は
創
成
科
学
研
究
機
構
、
電
子
科
学
研

究
所
附
属
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
、
次
世
代
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
研
究

棟
な
ど
の
新
し
い
建
物
が
立
て
ら
れ
、
新
し
い
学
問
の
創
造
と
産
学
官
連

携
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
生
・
同
窓
会
と
の
連
携
を
強
め

る
た
め
に
連
合
同
窓
会
を
発
足
さ
せ
、
北
大
カ

l
ド
を
発
行
し
て
同
窓
生

や
教
職
員
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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進

化

す

る

同
4元ョー
世守、

d巳会、

会内

久
方
ぶ
り
の
雑
誌
「
恵
迫
」

第
五
号
の
発
刊
で
血
が
騒
ぐ
思
い
で
す
。

恵
迎
寮
と
い
う
一言
葉
に
過
剰
反
応
す
る
習
性
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
治
癒
す

る
こ
と
の
な
い
生
活
習
慣
病
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

古
希
を
す
ぎ
た
今
で
も
半
世
紀
前
に
得
た
交
友
が
続
く
幸
せ
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
刻
み
込
ん
だ
歴
史
観
は
異
な
っ
て
い
て
も
、

、....:.... 、~.司，.:-、~.、，.:、"‘、.... :.... 、V 司，...:.... 、~.司，.:司，... :.... 、....:.... 、V 司，...:61、~.司，.

理
し
て
い
る
と
北
大
創
基
八
十
年
史
が
出
て
き

乳
ば
な
れ
の
で
き
な
い
子
供
の
よ
う
に
、
未
だ

青
春
期
の
喧
せ
返
る
よ
う
な
空
気
と
情
念
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
先
日
、
本
棚
を
整

ま
し
た
。
何
気
な
く
べ

l
ジ
を
捲
る
と

『明
治
三
十
六
年
に
新
た
に
建
て

ら
れ
た
寄
宿
舎
は
四
十

一
年
に
寮
名
を
恵
辿
寮
と
定
め
ら
れ
、
寮
歌
が
生

ま
れ
、
そ
の
上
、
自
治
寮
の
痛
で
あ
っ
た
賄
問
題
も
解
決
し
て
本
学
の
学

生
生
活
の
中
心
と
し
て
平
和
な
発
展
を
し
て
行
っ
た
』
と
の
記
述
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
突
然
、
都
ぞ
弥
生
の
作
曲
者
で
あ
る
赤
木
顕
次

さ
ん
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
達
が
入
寮
し
た
昭
和
三
十

一
年
は
北
大
創

代
表
幹
事

横

山

1青

(
昭
和
白
年
入
寮
)

基
八
十
年
で
学
内
が
沸
き
立
っ
て
い
た
の
で
す
が
翌
年
九
月
、
都
ぞ
弥
生

の
歌
碑
建
立
に
際
し
赤
木
ご
夫
妻
が
来
札
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。

熱
狂
的
な
現
役
寮
生
の
歓
迎
を
受
け
至
極
ご
満
悦
で
あ
っ
た
先
輩
は
高

名
な
宗
教
家

(
P
L
教
団
祐
祖
)

で
あ
り
な
が
ら
酒
脱
で
ユ

ー
モ
ア
に
溢

れ
る
方
で
し
た
。
何
度
か
晩
餐
の
ご
招
待
に
あ
、
す
か
っ
た
折
に
当
時
の
寮

生
活
を
尋
ね
ま
し
た
。

『学
生
時
代
の
こ
と
を
聞
か
れ
て
も
、

よ
く
覚
え
て
い
な
い
ネ
、
何
し

ろ
四
十
五
年
も
前
の
話
だ
か
ら
ネ
』
と
い
い
な
が
ら

『寮
の
規
則
が
厳
し

く
て
室
内
で
の
飲
酒
は
禁
止
さ
れ
て
お
っ
た
が
結
構
飲
ん
で
い
た
ネ
。
ピ

ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
ら
風
紀
委
員
が
き
た
の
で
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し

て
、
室
内
で
は
飲
ん
で
お
ら
ぬ
と
言
い
張
っ
た
ら
許
し
て
貰
え
た
ヨ
、
何

し
ろ
口
は
外
で
胃
は
室
内
だ
か
ら
ネ
・
:
、
と
阿
々
大
笑
さ
れ
た
。
世
間
知

ら
ず
の
後
輩
に
精

一
杯
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
当
時
の

札
幌
農
学
校
寄
宿
舎
々
で
は

〆-、、

一、、./

淳
朴
の
風
を
存
し
剛
毅
の
徳
を
養
う
べ
き
こ
と
。
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( 

一
、--./

友
愛
の
情
を
篤
く
し
切
思
の
実
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
。

( 

一一一、、ー/

礼
儀
を
尚
び
規
律
を
守
る
べ
き
こ
と
。

(
四
)

摂
生
を
重
ん
じ
清
潔
え
お
務
む
べ
き
こ
と
。

と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
可
成
り
の
寮
則
違
反
を
敢
え
て
や

っ
た
話
で

一
層

盛
り
上
が

っ
た
も
の
で
す
。

回
顧
談
は
さ
て
お
き
同
窓
会
が
発
足
し
て
は
や
く
も
二
十
三
年
を
経
過

し
ま
し
た
。
創
基
八

O
周
年
で
馨
咳
に
接
し
た
赤
木
顕
次
さ
ん
の
齢
を
は

る
か
に
超
え
た
当
時
の
発
起
人
メ
ン
バ

ー
は
年
を
重
ね
た
と
は
い
え
ま
だ

冗
気
に
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

苦
し
い
財
政
面
も
含
め
た
同
窓
会
が
内
包
す
る
諸
問
題
は
三
支
部
か
ら

な
る
新
組
織
が
順
調
に
起
動
し
始
め
ま
し
た
の
で
急
速
に
解
決
さ
れ
、
新

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
同
窓
会
運
営
が
実
現
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ

っ
て
当
初
に
設
定
さ
れ
た
収
支
計
画
は

、....:.... 、~:_:-、~:‘，.:可，.:-、.... :... 、~.、，.:A、~.、，.:、，.:凋、~.局、~.司，...:-・、~.司，.:

抜
本
的
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
永
久
会
員
も
含
め
て
数
々
の
ご
無

理
を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
が
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
ま
恵
辿
寮
は
大
き
く
変
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
新
入
生
か
ら
大
学
院
生
、

留
学
生
ま
で
年
齢
階
層
も
幅
広
く
多
彩
で
す
。
加
え
て
男
女
学
生
が
同
じ

屋
根
の
下
で

一
緒
に
寮
生
活
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

私
達
の
世
代
で
は
到
底
理
解
で
き
な
い
環
境
の
中
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
確
り
と
恵
迎
寮
を
維
持
し
て
い
る
の
で
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
九
十
寮
し
た
同
窓
会
々
員
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
ノ¥

と

「北
大
恵
辿
寮
九
十
』
を
自
認
し
て
お
り
ま
す
。

ル
シ
ン
キ
大
学
九
十
の
テ
ロ
・
サ
ロ
マ
氏
は
留
学
時
の
恵
辿
寮
生
活
を
誇
り

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

事
務
局
を
預
か

っ
て
い
る
私
の
会
社
で
働
く
測

上
玲
子
さ
ん
は
恵
迎
寮
出
身
の
才
媛
で
す
。
経
営
企
画
室
で
中
期
計
画
の

業
務
を
パ
リ
パ
リ
や

っ
て
お
り
ま
す
が
寮
歌
は
現
寮
生
も
顔
負
け
で
す
。

の
女
子
寮
生
に
よ
っ
て
更
に
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

美
人
で
独
身
、

二
十

一
世
紀
型
の
恵
辿
寮
同
窓
会
イ
メ
ー
ジ
は
数
多
く

超
元
気
印
の
繁
富
名
誉
会
長
を
主
軸
に
五
代
に
亘
る
恵
辿
寮
同
窓
会
と

現
寮
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
記
念
い
た
し
ま
す
。

道都の玄関札幌釈
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2004.6.4 
予闘記念碑臨幕

北大予科記念碑

浄財1，320万余円の募金を使い、予科生や新制

教養部生の青春の思い出と北大魂のありか、

そして現役学生と次世代を担う中高校生達へ

のア ッピールとして「大志を抱いてjと書か

れた。北大本部前の口 ン内に建立された。

右と下:除幕式に参列した予科オールドボー

イの「都ぞ弥生J大合唱

11 

上:記念碑の除幕

左:記念碑正面

幅2.6mX高さ 1.55

mX奥行0.8m、重

量7.5t。世界で最

も硬いとされる日高

アポイ岳産カンラン

岩でできている。



時
.W
ぺ
の
淡
の

大寮歌祭:

札幌パークホテル

12 



第10期総会・六寮取祭・聞諦祉
2004. 9. 18"'19 北海道支部担当

ψf 

開識社:北大クラーク会館 講師 :藤田正一氏

13 



否倒木

置葉巧札

iiii 
2去5Z 台風被害の北大

想主北爵きベ菜茅毛主gぉポ

l !?1iifiii!信
託三ギ 塁失菜宮詰た巧留守
宮器歪 民主毒京農4品集 5
主旨ぞ雪麓男空手票塁札 た

Z努ぞお品 84韮雪崩需

時1218寝室良持。
i i i 212i Z設

14 



さ公~

無惨f
~，I-l\の学園溢れ
~~々 台風18号北大を直撃

キャンパス1500本、

上:高層化進む

大
は
沼
目
、
「
北
大
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

全
国
の
人
た
ち
に
割
し
ま
れ

て
き
た
。
な
く
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
』
と
し
て
再
生
を

決
め
た
。

台
風
泊
四
号
の
強
風
は
、

8

B
午
前
に
札
制
市
で
般
大
瞬

間
風
巡
回
・

2
Mと
観
測
史

上
限
高
を

m録
。
北
区
に
あ

42仙大国
m丙
で
は
、
ハ
ル
ニ

レ
な
ど
の
木
が
次
々
に
倒

れ
た
。
約
9
5
0
0本
の
2

制
ほ
ど
が
被
告
に
あ
っ
た
。

左上下:理学部南ローン一帯
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2004. 5 .22 ~ 23 

於:茨城県美浦

東日本支部

六寮I~祭in美浦〈茨峨〉
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17 

恵迫寮喜~IJ!い
初めの会

2005.1 .29 

於:氷雪の門

北海道支部

北も南も支部
集う O 懐かし

流・親睦



崩
す
?

附資
制
れ
豪

州

sr間
協
定

問鴨
川
杭中

凶
足
骨

恵迫寮資制属
北大博物館2004. 9 .14"-10.17 

• 
i両極.. 

巴 副

ff~ ~二子l lfJ

Ltt誌側qit{l 

zit名F!#J(・uifa4 

r 一一 一一 一 一一ー恵迫寮同窓会が管理する貴重な文化財群 ー一 一「

( (右上から)北大初のクラーク肖像画(1899)、佐藤総長音「恵辿古J1932年、南総長苦「自由不息J1931{1三、 ! 
:今総長吉:I立身沃J1942i:]三、(下段右)今総長書「養υ 1]春J194211ニ、伊藤総長書「青年抱大志J194211::、佐 i 
I ïlt.~総長型 「手稲山頭J 1932年、南総長記「ま日徳1Jj:進J1932年。 I

|下右は、 予科応援団旗他の応援団記念物 (写真右端は、 j史学校創立25周年で着JJliした燕尾!lIu、中央は佐藤総 | 

|長当「恵辿吉J額の裏面に記載される「恵辿築史j編纂委員の著名、左は展示を見学 した本同窓会OB遥 と | 

|本部事務をお願いしているラルズ佐藤さん。 )
¥ーーーーーーーーーー ーーーーーーー一一 一一一一 一一一一一
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海道大学NO

特
集

r -ーーメニュー
特
集
E 

北
大
ニ
十
一
世
紀

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
の
創
成

②
海
洋
生
命
統
御
に
よ
る
食
糧
生
産
の
革
新

ー
海
の
生
物
の
高
度
で
安
全
な
活
用
を
目
指
し
て

創
成
科
学
研
究
機
構
が
目
ざ
す
も
の

ー
知
の
創
造
と
活
用
へ
の
テ

l
ク
オ
フ

e 
1ι 
~ 
Z~:l 

4量
~Jj!・
Le-re;. 
5長三
選1
ffa疑:与
さ汚EJ
官許不:

二
十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
大
学
の
構
造
改
革
方
針
」
(
平
成
十

三
年
六
月
)
に
基
づ
き
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
に
新
規
事
業
と
し

て
措
置
さ
れ
た
「
研
究
拠
点
形
成
費
補
助
金
」
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
我
が
国
の
大
学
に
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点

を
学
問
分
野
毎
に
形
成
し
、
研
究
水
準
の
向
上
と
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
的

な
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
重
点
的
な
支
援
を
行
い
、
も
っ
て
、
国
際
競
争
力

の
あ
る
個
性
輝
く
大
学
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
二
十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
研
究
教
育
拠
点
形

成
に
範
囲
を
限
定
し
「
革
新
的
な
学
術
分
野
」
に
つ
い
て
公
募
し
、
全
国
の
大

学
か
ら
の
抑
件
の
申
請
が
あ
り
、
担
大
学
、
沼
件
が
採
択
さ
れ
、
北
海
道
大
学

は
、
申
請
5
件
の
う
ち
2
件
が
採
択
さ
れ
、
全
国
で
も
数
少
な
い
複
数
採
択
の

大
学
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
一
月
の
「
北
大
時
報
号
外
」
に
よ
り
、
以
下
二
つ
の
研
究
分
野

の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

19 

平
成
十
四
年
度
採
択

四
件

人
電子情報 生

科文学 分

複
気電 野iロ』

測と 生態
す心 代世知識

命科拠学点パイオナと
るの

避団地
研書点文年生

Iメ

球圏
Tデ プ
のイ ロ

シ 研究アを ノ グ
ス

態寸且aー-
を フ

T 基
合融す

ム
ム

基盤的
盤

急劇変 と
す る

の る
新生

予 関 次

岸

工

長書喜田幸君!
拠占

中 田
ダ

俊男 仁義7美E 
譲



平
成
十
五
年
度
採
択

六
件

新域領学際・ 域新領学際・ 芸科学
嚢議

襲手学十撃・ 学額揖医
その土木

分

複三為 複ム f工也・
物理学

野

学

ス 新

霊点産堂代自
物代謝流域圏 学数特性異 研究 人

フ

発開獣共通プ
シの 治、 プ

ニL
ステ持続

ら

霊産制

ロ
財 見 グ

フ
法政産

ム可能 た フ
:/ 

事富造
ム

ア な 圧
称名、学

策学
水 の

の た

構築 の
廃棄

め
国 の の

ス

岡喜署田書署法
ィ樺、喜理苦

フ

拠点、プ

家研究

田セン 田 村 辺
タ

ダ

武尚
善

義y品~、 都夫
修 之 徹

平
成
同
年
度
採
択

二
件

工
学
研
究
科

丹
田

聡

-
拠
点
リ
ー
ダ
ー
略
歴

.
北
大
理
学
部
大
学
院
修
士
課
程
修
了

.
小
松
製
作
所
勤
務

・
北
大
工
学
部
教
授

-
ヘ
ル
シ
ン
キ
工
大
教
授

物
性
物
理
学

応
用
物
理
学

専
攻

事
業
推
進
メ
ン
バ
ー

・
丹
田
聡
(
工
)

・
小
田
研
(
理
)

・
矢
久
保
考
介
(
工
)

・
中
垣
俊
之
(
電
)

-
O
T耳
目
・

4
f
m
F同
(

工

)

泰
寛
(
工
)

浩
(
理
)

剛
郎
(
理
)

勉
(
工
)

和
重
(
理
)

-
町
野

-
松
田

・
武
藤

・
森
田

-
浅
野

・
網
塚

-
石
川

・
石
政

・
川
端

竹
内

繁
樹
(
電
)

泰
則
(
工
)

規
彦
(
工
)

幸
児
(
理
)

和
夫
(
経
)

理
(
工
)

俊
一
(
工
)

隆
二
(
工
)

秀
人
(
医
)

戸
田

西
口

根
本

山
田

20 

-
拠
点
形
成
の
背
景
と
目
的

本
拠
点
で
は
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー
と
い
う
「
分
野
を
横
断
し
て
適
用
可
能
な
普
遍

的
概
念
」
を
切
り
口
に
し
た
革
新
的
学
問
分
野
を
構
築
し
ま
す
。
と
も
す
れ
ば

専
門
的
に
陥
り
や
す
い
数
理
科
学
・
物
理
工
学
・
計
測
情
報
工
学
・
物
質
科

学
・
生
命
科
学
・
経
済
学
の
各
分
野
を
有
機
的
に
(
ま
さ
に
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
に
)

連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
と
応
用
を
真
の
意
味
で
融
合
さ
せ
た
世
界
に

例
の
な
い
学
際
的
研
究
教
育
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ト
ポ
ロ
ジ
ー
と
は
、
「
構
造
を
連
続
変
形
し
た
と
き
の
不
変
的
性
質
を
探
る
」

学
問
で
あ
り
、
数
学
の
一
分
野
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
念
は
、
一
般

相
対
性
理
論
や
量
子
論
な
ど
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
科
学
の
発
展
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
、
二
重
螺
旋
構
造
を
も
っ

D
N
A
、
液

晶
や
超
伝
導
体
に
お
け
る
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
欠
陥
の
発
見
に
伴
い
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー



の
概
念
の
重
要
性
は
物
質
科
学
の
分
野
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
在
で
は
臨
界
現
象
や
非
平
衡
相
転
移
な
ど
を
扱
う
複
雑
系
、
生
命
・

経
済
・
情
報
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
と
も

密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
岐
に
わ
た
る
科
学
の
分
野
を
横
断
的
・
総
合
的
に
捉
え
る
試
み

は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
達
は
、
異
分
野
の
研
究
者
が

議
論
を
交
わ
す
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
会
」
を
平
成
十

一
年
に
結
成
し
、
研
究
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
メ
ビ
ウ
ス

結
晶
や
8
の
字
結
晶
の
発
見
、
粘
菌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
知
性
の
発
見
、

ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
欠
陥
の
新
し
い
秩
序
の
発
見
、
フ
ラ
ク
ト
ン
の
実
証
な
ど
、
多

く
の
独
創
的
な
研
究
成
果
と
し
て
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。
本
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
実
績
と
若
手
研
究
者
の
協
力
体
制
を
基
に
、
多
様
な

科
学
に
お
け
る
複
雑
現
象
(
多
自
由
度
・
非
平
衡
・
非
線
形
・
階
層
構
造
)
を

ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
帰
結
と
し

て
得
ら
れ
る
新
し
い
原
理
を
よ
り
広
く
科
学
の
分
野
へ
適
用
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
北
大
発
の
新
し
い
学
問
「
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
」
を

創
成
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学

A
H
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
物
質
創
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
小
田
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
戸
田
、
浅
野
、
石
川
、
石
政
)

B
H
臨
界
的
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
矢
久
保
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
網
塚
、
竹
内
、
町
野
)

C
H
生
命
系
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
中
垣
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
根
本
、
川
端
、
山
田
)

D
H
ト
ポ
ロ
ジ
ー
新
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
巧
ユ
何
回
民
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
西
口
、
松
田
、
森
田
、
武
藤
)

-
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

本
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
以
下
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
連
携
し
て
、

研
究
を
遂
行
し
ま
す
。

A
、
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
物
質
創
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ビ
ウ
ス
結
晶
に
代
表
さ
れ
る
大
局
的
特
異
ト
ポ
ロ
ジ
ー
を
持
つ
新
物
質

を
創
製
し
、
幾
何
学
的
位
相
が
織
り
成
す
新
現
象
の
発
見
を
目
指
し
ま
す
。

特
に
、
リ
ン
グ
超
伝
導
体
に
お
け
る
電
子
被
干
渉
実
験
を
通
し
て
ジ
オ
メ
ト

リ
l
効
果
を
解
明
し
、

D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
・
デ

バ
イ
ス
の
開
発
を
試
み
ま
す
。
ま
た
、
種
々
の
物
質
に
お
け
る
ト
ポ
ロ
ジ
カ

ル
欠
陥
秩
序
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
研
究
も
行
い
ま
す
。
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B
、
臨
界
的
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

物
理
現
象
、
生
命
現
象
、
お
よ
び
社
会
現
象
な
ど
様
々
な
非
平
衡
・
非
線

形
複
雑
現
象
に
お
い
て
、
多
く
の
系
は
自
己
組
織
的
に
臨
界
へ
と
推
移
し
ま

す
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
理
解
し
、
臨
界
系
ト
ポ

ロ
ジ
ー
構
造
を
定
量
解
析
す
る
手
法
を
確
立
し
ま
す
。
ま
た
、
臨
界
性
と
ト

ポ
ロ
ジ
ー
と
の
聞
の
関
係
を
主
に
理
論
的
に
解
明
し
ま
す
。

c、
生
命
系
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
物
組
織
に
お
け
る
種
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
構
造
を
解
明



し
、
生
体
組
織
異
常
と
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、

D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
異
常
組
織
の
可
視
化
技
術
の
基
礎
を
構
築
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
粘
菌
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
空
間
ト
ポ
ロ
ジ
ー
認
識
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
ま
す
。

D
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー
関
連
新
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
」
研
究
の
基
本
ツ

l
ル
と
な
る
新
し
い
加
工
技

術
・
測
定
技
術
・
解
析
技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
術

を
用
い
て

A
・
B
-
Cプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
新
知
見
の
検
証
を
行
い

レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
生
体
組
織
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
す
。
と
く
に
、

構
造
の
可
視
化
技
術
を
開
発
し
ま
す
。

-
人
材
育
成
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
を
創
成
し
世
界
に
発
信
す
る
た
め
に
は
、
広
範
な
学
問

分
野
を
ト
ポ
ロ
ジ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
横
断
的
に
見
渡
せ
る
能
力
を
有
し
、
高

い
国
際
性
と
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
基
礎
科
学
と
工
学
を
融
合
し
、
狭
い
専
門
分
野
に
偏
重
す
る
こ
と
な
く

広
い
視
野
を
持
っ
て
研
究
を
推
進
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、

本

C
O
E
の
大
き
な
目
標
の

一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
世
界
に
さ
き
が
け
た
系

統
的
ト
ポ

ロ
ジ
ー
理
工
学
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
学
生
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
理
工
学
・
医
学
・
経
済
学
に
わ
た
る
幅
広
い
テ

l
マ
を

ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
術
搬
す
る
ト
ポ
ロ
ジ
ー
理
工
学
関
連
科
目
を
開
講
し

ま
す
。
ま
た
、
国
際
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
海
外
の
著
名
な
研
究
者
を

招
聴
し
、
国
際
会
議
や
研
究
集
会
を
開
催
す
る
と
共
に
、
海
外
の
共
同
研
究
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
交
換
研
究
学
生
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
大
学
院
生
に

よ
る
独
自
な
研
究
テ

1
マ
の
設
定
・
研
究
会
の
主
催
を
支
援
す
る
な
ど
、
研
究

活
動
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
独
創
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
公
募
を
通
し
て
若
手
研
究
者

の
本
事
業
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

-
拠
点
リ
ー
ダ
ー
略
歴

.
北
大
水
産
学
部
大
学
院
博
士
課
程
修
了

・
ハ
ワ
イ
大
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
研
究
員

-
北
大
水
産
学
部
教
授

.
日
本
水
産
増
殖
学
会
長

水
産
資
源
学
・
水
産
養
殖
学

専
攻

事
業
推
進
メ
ン
バ

ー

荒
井

克
俊
(
水
)

直
伍
(
水
)

悦
郎
(
北
方
)

芳
幸
(
獣
)

嵯
峨

山
羽

高
橋

足
立

伸
次
(
水
)

靖
彰
(
水
)

都
木

水
産
科
学
研
究
科

山
内

日告
平

22 

本
村

泰
三

(
北
方
)

千
香
子
(
北
方
)

長
里

東
藤

孝
(
水
)

和
寛

(
水
)

浦尾
島

孝
男
(
水
)

浩
之
(
水
)

水
田



-
吉
水
守
(
水
)

・
原
彰
彦
(
水
)

・
有
賀
早
苗
(
農
)

・
藤
田
博
美
(
医
)

阿
部

周
一
(
水
)

和
夫
(
水
)

敬
一
(
農
)

淳
夫
(
農
)

-
宮
下

・
島
崎

・
木
村

-
拠
点
形
成
の
背
景
と
概
要

世
界
人
口
は
六
十
二
億
人
を
超
え
て
今
な
お
増
え
続
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
食

糧
不
足
が
地
球
規
模
で
起
こ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
培
っ
て
き
た
農
・
畜
産
業
、
漁
業
の
技

術
を
は
る
か
に
超
え
る
、
効
率
的
で
か
つ
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
、

持
続
的
な
食
糧
生
産
技
術
の
開
発
が
不
可
欠
で
す
。

陸
上
生
物
で
は
、
そ
の
性
決
定
の
よ
う
に
種
々
の
生
命
機
能
が
遺
伝
子
に
よ

り
厳
密
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
遺
伝
子
改
変
技
術
を
用
い
て
そ

の
生
産
の
効
率
性
を
上
げ
る
研
究
が
行
わ
れ
、
様
々
な
遺
伝
子
改
変
生
物

(
F
Z古
関
宮

oa出
色
。
話
回
巴
即
日
∞
-F冨
O
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
条
約
、
二

O
O
O年
)

が
市
場
に
登
場
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
全
性
へ
の
不
安
か
ら
、

L
M
O
は
社
会
的
に
受
容
さ
れ
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て

L
M
Oと
は

異
な
る
、
安
全
性
の
高
い
革
新
的
な
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
必
要
で
す
。

海
洋
生
物
は
今
な
お
未
開
発
資
源
を
多
く
持
ち
、
ま
た
陸
上
生
物
と
は
桁
違

い
の
多
様
性
と
多
産
性
を
有
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
海
洋
生
物
は
未
来
の

食
糧
資
源
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
非
常
に
高
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

我
が
国
で
は
様
々
な
水
産
物
が
大
量
に
消
費
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
自
給
率
は
既
に
五
十
%
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
改
善
の
た
め
に
は
、

天
然
資
源
に
依
存
し
て
い
る
現
在
の
水
圏
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

海
洋
生
物
で
は
性
転
換
や
ク
ロ
ー
ン
発
生
、
ゲ
ノ
ム
の
変
異
(
三
倍
体
生
物

な
ど
)
が
自
然
に
生
じ
(
性
・
生
殖
の
ゆ
ら
ぎ
)
、
遺
伝
的
な
機
能
制
御
が
非

常
に
柔
軟
で
す
。
こ
の
よ
う
な
海
洋
生
物
の
生
命
現
象
を
解
析
し
、
そ
れ
を
人

為
的
に
統
御
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
遺
伝
子
改
変
技
術
を
用
い
な
く
と
も
、

現
在
の
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
を
一
変
さ
せ
、
低
コ
ス
ト
化
・
効
率
化
を
達
成
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
拠
点
の

「
海
洋
生
命
統
御
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

さ
ら
に
、
未
来
の
技
術
で
生
産
さ
れ
る
食
糧
は
、
安
全
な
も
の
で
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
十
分
に
機
能
性
の
高
い
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た、

B
S
Eな
ど
の
食
糧
の
も
つ
病
原
体
や
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
汚
染
の
問

題
な
ど
で
、
国
民
の
食
の
安
全
性
へ
の
関
心
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
海
洋
生
物
に

お
け
る
こ
れ
ら
の
問
題
や
人
為
的
な
遺
伝
的
撹
乱
の
影
響
な
ど
を
総
合
的
に
-
評

価
し
、
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
食
品
機
能
の
高
度
化
を
す
す
め
る
の
が
、

本
拠
点
の
も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
食
糧
安
全
保
障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
科
学
は
、
地
球
生
態
系
の
一
員
で
あ
る
す
べ
て
の
生
物
に
と

っ
て
優
し
い

g自
営
立
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
海
洋
に
関
す
る
二

十
一
世
紀
型
の
サ
イ
エ
ン
ス
、
冨
向
山
吉
田
F
O
E
S
S
F
H片
的
。

-gnoの
さ
き
が

け
と
な
る
よ
う
、
本
拠
点
で
は
上
述
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
機
的
に
結

合
し
た
世
界
最
高
水
準
の
研
究
と
教
育
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
本
拠
点
の
中

心
と
な
る
水
産
科
学
研
究
科
が
位
置
す
る
函
館
圏
で
は
、
現
在
、
国
際
水
産
海

洋
都
市
構
想
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
拠
点
は
そ
の
中
核
と
し
て
、
学
術
の

普
及
と
同
時
に
市
民
社
会
と
大
学
お
よ
び
産
官
学
の
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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海道大学NO

-
研
究
拠
点
形
成
計
画

本
研
究
教
育
拠
点
は
「
海
洋
生
命
統
御
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
食
糧
安
全
保

障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
手
・
女
性
研
究
者

を
積
極
的
に
養
成
す
る
た
め
の
「
若
手
・
女
性
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

実
施
し
ま
す
。

一
、
海
洋
生
命
統
御
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
洋
生
物
が
持
つ
、
性
転
換
や
ク
ロ

ー
ン
発
生
、
多
産
等
の
特
性
を
応
用
す

る
こ
と
で
、
雌
雄
の
産
み
分
け
、
不
妊
化
、
ク
ロ

ー
ン
集
団
の
作
成
等
は
既
に

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
で
は
そ
の
生
産
過
程
で

「
親
」
を
養
成
し
、
そ
れ
か
ら
配
偶
子
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
「親」

の
生
産
に
は
、
大
型
で
飼
育
に
特
別
な
施
設
が
必
要
な
場
合
や
、
性
成
熟
に
長

い
年
月
を
要
す
る
場
合
、
性
成
熟
自
体
が
困
難
で
あ
る
場
合
も
多
く
、
こ
れ
が

海
洋
生
物
の
生
産
を
非
効
率
化
す
る

一
番
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
「
親
」
を
使
わ
な
い
革
新
的
な
海
洋
生
物
生
産
技
術

を
開
発
す
る
た
め
に
以
下
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

(1
)
生
殖
細
胞
の
分
化
機
構
を
解
明
す
る
「
機
構
解
析
」

(
2
)
配
偶
子
を
他
種
に
産
ま
せ
る
「
借
腹
(
仮
親
)
養
殖
」

(
3
)
配
偶
子
を
試
験
管
の
中
で
生
産
す
る
「
試
験
管
配
偶
子
生
産
」

(
4
)

一
個
体
か
ら
数
百
万
個
体
の
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
を
生
産
す
る
「
ク
ロ

l

ン
種
苗
」

二
、
食
糧
安
全
保
障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
洋
生
命
統
御
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
り
出
さ
れ
た
集
団
に
は
、
種
特
有
の
病

気
が
異
種
間
で
も
垂
直
感
染
す
る
可
能
性
や
、
遺
伝
的
な
偏
り
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
以
下
の
観
点
か
ら
多
角
的
に
安
全

性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
食
品
機
能
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。

(
1
)
種
苗
に
よ
る
病
気
の
拡
散
を
防
ぐ
「
防
疫
」

(
2
)
天
然
集
団
の
遺
伝
的
な
撹
乱
を
防
ぐ
「
遺
伝
的
管
理
」

(
3
)
海
域
の
環
境
汚
染
を
評
価
す
る
「
汚
染
評
価
」

(
4
)
生
産
さ
れ
る
生
物
の
食
品
機
能
を
評
価
す
る
「
機
能
評
価
」

(5
)
安
全
性
と
安
心
感
を
保
障
す
る
「
安
全
管
理
」

三
、
若
手
・
女
性
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
拠
点
の

一
翼
を
担
い
、
学
際
性
と
独
創
性
、
国
際
性
に
富
む
若
手
・
女
性

研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

(
1
)
海
外
客
員
教
授
の
セ
メ
ス
タ

l
制

(二

j
一一一

ヶ
月
)
に
よ
る
質
の
高
い

授
業
の
提
供

(
2
)
海
外
大
学
と
の
交
換
留
学
生
制
度
な
ど
の
拡
充

(
3
)
生
命
倫
理
、
環
境
倫
理
、
知
的
財
産
保
護
、
起
業
家
育
成
に
関
す
る
教

育
の
充
実

(
4
)
表
彰
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
研
究
ス
ペ

ー
ス
提
供
、
競
争
的
研

究
予
算
に
よ
る
支
援
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-
教
育
実
施
計
画

本
拠
点
で
は
、
以
下
に
一
示
す
教
育
理
念
や
目
標
、
計
画
を
も
っ
て
、

二
十

一

世
紀
を
担
う
新
た
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

一
、
教
育
理
念

食海
中量 i羊
科生
学命
体統
系御
」を

を応
担用

T し
った
予食
字糧
際生
的産
か技
て〉土I汗

国両
際発
的を
型通
話じ
男て
を「
身次
に世
つ代
けの



た
高
度
専
門
家
を
養
成
し
ま
す
。

二
、
本
拠
点
が
目
指
す
理
想
の
人
材

以
下
の
五
つ
の
項
目
に
適
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

(
1
)
海
洋
生
物
の
生
命
機
能
の
解
明
か
ら
そ
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
諸
問

題
指
摘
と
解
決
策
を
、
領
域
横
断
型
の
基
礎
知
識
に
基
づ
い
て
具
体
的
に
提

案
で
き
る
高
度
専
門
家

(2
)
「
生
命
現
象
を
解
き
明
か
す
」
技
術
と
知
識
を
備
え
た
高
度
専
門
家

マ
リ
ン
ラ
イ
フ
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
全
体
像
を
把
握
し
、
フ
ロ
ン

(3
)
 

テ
イ
ア
精
神
を
備
え
た
起
業
家

(4
)
協
調
関
係
の
中
で
発
揮
さ
れ
る
、
優
れ
た
独
創
性
を
備
え
た
先
端
研
究
者

(5
)
強
力
な
交
渉
能
力
を
備
え
、
国
際
舞
台
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
l

三
、
目
的
達
成
の
た
め
の
教
育
改
善
計
画

以
下
の
具
体
的
施
策
に
よ
り
、
大
学
院
教
育
の
学
際
性
と
国
際
性
の
飛
躍
的

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

(1
)
本
拠
点
活
動
と

一
体
化
し
た
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
創
成

(2
)
国
内
外
第
一

線
研
究
者
と
の
積
極
交
流

(3
)
国
際
交
流
の

一一
胞
の
推
進

(4
)
海
洋
生
命
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
教
育
の
推
進

(5
)
文
理
融
合
型
教
育
の
実
践
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用

の

ク
オ
フ

平
成
十
三
年
度
に
開
始
さ
れ
た
科
学
技
術
に
応
る

用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
H

は
「
東
京
文
学
先
端
技
術
セ
ン
タ
ー
」

院
工
学
研
究
科
」
「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
」
「
東
北
大
学
先
進
医
工
学

H

コ
ア
の
形
成
と
そ
の
活

「
大
阪
大
学
大
学

研
究
機
構
」
「
北
海
道
大
学
創
成
科
学
研
究
機
構
」
と
独
立
法
人
の

「
産
業
技

術
総
合
研
究
所
」
「
物
質
材
料
研
究
機
構
」
な
ど
が
採
択
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
は
平
成
十
五
年
に
採
択
さ
れ
、

活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

「
北
大
時
報
」

に
掲
載
さ
れ
た
創
成
科
学
機
構
長
の
長
田
義
仁
教
授
の
レ
ポ
!

ト
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ー
科
学
技
術
振
興
調
整
費
・
戦
略
的
研
究
拠
点
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は

7

科
学
技
術
振
興
調
整
費
と
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
(
議
長
一
内
閣
総
理
大

臣
)
の
方
針
に
基
づ
く
科
学
技
術
の
振
興
に
必
要
な
予
算
で
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
抜
本
的
に
改
革
さ
れ
、
下
記
の
三
点
が
目
的
で
す
。

優
れ
た
成
果
の
創
出

・
活
用
の
た
め
の
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
改
革



将
来
性
の
見
込
ま
れ
る
分
野
・
領
域
へ
の
戦
略
的
対
応

科
学
技
術
活
動
の
国
際
化
の
推
進

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
八
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
、
中
で
も
戦
略
的
研

究
拠
点
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

そ
の
中
心
課
題
で
、
以
下
の
三
点
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

一一一一一 三)二)

新
し
い
時
代
を
拓
く
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

研
究
開
発
機
関
の
組
織
改
革
を
進
め
る
。

国
際
的
に
魅
力
あ
る
卓
越
し
た
研
究
拠
点
の
創
出
を
図
る
。

ー
北
海
道
大
学
の
提
案
し
た
構
想
は
?

申
請
諜
題
名
は
、

H

北
大
リ
サ
ー
チ
&
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ク
構
想
H

で
あ
り
、

メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
知
の
創
造
」

(
ニ
ュ

l
サ
イ
エ
ン
ス
の
創
成
)
と

「
知
の
活
用
」

(創
成
さ
れ
た
ニ
ュ

l
サ
イ
エ
ン
ス
の
社
会
還
元
)
で
す
。

創
成
科
学
研
究
機
構

(以
下

「機
構
」
)
を
育
成
機
関
と
す
る
こ
の
構
想
は
、

以
下
の
三
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

↓

「

知
の
創
造
」
で
は
、
先
端
科
学
を
ベ

l
ス
に
北
海
道
の
地
域
性
、
北
大

の
特
徴
、
文
理
融
合
、
科
学
技
術
基
本
計
画

(重
点
四
分
野
)
等
を
生
か
し

た
研
究
を
実
験
的
に
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
は
、
時
代
の
要
功一間
に

あ
っ
た
学
問
領
域
や
教
育
科
目
を
開
拓
し
、
横
断
的
専
攻
や
新
し
い
研
究
組

織
を
創
設
す
る
。

コ

「
知
の
活
用
」
で
は
、
「
知
の
創
造
」
で
得
ら
れ
た
成
果
を
社
会
に
還
元

し
、
地
域
・
経
済
の
発
展
に
供
す
る
。
知
の
流
通
の
為
の
ス
タ
ッ
フ
組
織
を

構
築
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
。
こ
う
し
て
社

会

・
地
域
に
根
付
い
た
新
し
い
大
学
像
を
創
る
。

一ーーーー一一一ーーー一一一一ーー一一一一ーーーー一一一ーー一一一ーーーーー--ーーーー一一ーーーー一一一一一ーーー一一一ーーーーー一一一ーーーー一一一一ーー一一一一一ーーー一一一一一ーーーーー一一一ーーーー一一一ーーーー一一一一ーーーー一一ーーー一一_..ーー一一一ーー一一一一一

上
記
の
研
究
シ
ス
テ
ム
改
革
を
通
し
て
生
み
出
さ
れ
る

ニ
ュ
l
サ
イ
エ
ン

ス
の
創
成
に
よ
り
、
国
際
的
に
魅
力
あ
る
卓
越
し
た
研
究
拠
点
化
を
図
る
。

ー
と
の
拠
点
で
実
施
さ
れ
る
「
知
の
創
造
」
と
は
?

機
構
は
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
、
生
命
、
情
報
、
環
境
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
・
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
広
域
文
化
、
未
踏
領
域
の
七
重
点
研
究
分
野
で
、

新
し
い
「
知
」
を
創
造
す
る
た
め
に
、
特
定
研
究
部
門
と
流
動
研
究
部
門
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。

特
定
研
究
部
門
で
は
、
複
合

・
融
合
分
野
の
創
成
及
び
異
分
野
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
為
、
二
名
の
教
員
、
寺
倉
清
之
教
授
が
北
大
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ

ロ
ン
を
、
田
中
順
三
教
授
が
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
技
術
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、

ま
た
流
動
研
究
部
門
で
は
、
次
代
を
担
う
若
手
研
究
者
の
育
成
と
時
代
に
即
応

し
た
研
究
の
為
、
既
に
学
内
公
募
で
採
用
さ
れ
た
九
名
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
に
本
振
興
調
整
費
で
設
け
ら
れ
た
戦
略
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、

ナ
ノ
、
バ
イ
オ
、
口
，、
環
境
と
い
う
我
が
国
の
科
学
技
術
基
本
計
画
の
四
重

点
分
野
を
基
本
に
、
北
海
道
の
地
域
性
、
北
海
道
大
学
の
得
意
技
、
文
理
融
合

の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
四
テ
l
マ
を
戦
略
的
に
設
定
し
ま
し
た
。

一

人
獣
共
通
感
染
症
の
迅
速
診
断
・
治
療
法
の
開
発

二

移
植
医
療

・
組
織
工
学

一一一四
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食
の
安
全

・
安
定
供
給

環
境
・
科
学
技
術
政
策

既
に
中
核
を
担
う
研
究
者
の
人
選
も
終
了
し
、
創
成
科
学
研
究
械
を
拠
点
と



し
た
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
通
じ
て
、
時
代
の
要
請
に
あ
っ
た
学
問
領
域
が

創
成
さ
れ
、
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
・
ポ
リ
シ
ー
が
明
確
に
発
信
で
き
ま
す
。
研

究
成
果
を
も
と
に
、
新
し
い
教
育
態
勢
、
研
究
シ
ス
テ
ム
の
改
編
を
実
施
し
よ

う
と
い
う
訳
で
す
。

!
こ
の
拠
点
で
実
施
さ
れ
る
「
知
の
活
用
」
と
は
?

創
造
さ
れ
た
「
知
」
の
活
用
に
は
、

二
通
り
の
道
筋
を
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
基
幹
大
学
と
し
て
圏
内
産
業
の
基
盤
を
強
化
す
べ
く
研
究
開
発
に
す
ぐ

れ
た
企
業
と
の
包
括
的
連
携
で
あ
り
、
他
方
は
北
海
道
の
大
学
と
し
て
の
地
域

の
連
携
で
す
。

包
括
的
連
携
に
参
加
す
る
企
業
に
は
、
「
知
」
の
創
造
段
階
か
ら
参
加
願
い
、

協
力
し
あ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ
の

モ
デ
ル
を
基
に
パ
テ
ン
ト

マ
ッ
プ
を
作
り
、
共
同
で
知
的
財
産
権
を
確
保
し
ま
す
。
こ
う
し
て
確
保
さ
れ

た
知
的
財
産
権
を
ベ

l
ス
に
、

北
大
は
北
海
道
、
日
本
国
内
、
さ
ら
に
は
全
世

界
で
の
新
産
業
創
成
に
寄
与
し
て
行
き
ま
す
。
既
に
日
立
製
作
所
、

三
菱
重
工

業
と
の
連
携
協
定
が
交
さ
れ
て
お
り
、

包
括
的
な
取
り
組
み
と
し
て
新
し
い
領

域
の
創
成
ば
か
り
で
な
く
、
人
材
の
交
流
、
人
材
の
育
成
分
野
で
も
連
携
が
進

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
北
大
方
式
と
言
う
べ
き
包
括
連
携
は
、
全
国
の
主
要
企
業
か
ら
熱
い
視

線
で
見
ら
れ
、
従
来
の
共
同
研
究
先
で
あ
っ

た
メ
ー
カ
ー
は
勿
論
の
こ
と
、
金

融
機
関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
独
立
行
政
法
人
、

地

方
自
治
体
か
ら
も
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
輩
・
同
窓
諸
兄
の
注
目

と
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

|北大の目指す包括連携 i
基幹大学としての役割
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一
一
、
独
立
行
政
法
人
「
北
海
道
大
学
」
発
足

-
ニ
、
日
本
学
士
院
賞
の
連
年
受
賞

一
三
、
二
人
の
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
賞
」
受
賞
者
の
展
示

.
回
、
増
加
す
る
外
国
人
留
学
生
の
現
状

r
五
、
「
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
」
の
せ
せ
ら
ぎ
復
活

こ
六
、
北
海
道
大
学
予
科
記
念
碑
が
寄
贈
さ
れ
る

J

七
、
重
要
文
化
財
「
札
幌
農
学
校
第
二
農
場
」
の
一
般
公
開

一
八
、
北
大
総
合
博
物
館
で
「
恵
迫
寮
資
料
展
」
を
開
催

一
九
、
旧
七
帝
大
戦
で
北
大
が
総
合
優
勝

-
十
、
北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
設
立
さ
れ
る

28 

『
治
ゆ

H

平
成
十
六
年
四
月
よ
り
国
立
大
学
が
法
人
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
海
道
大

学
も
独
立
行
政
法
人
と
し
て
新
し
く
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
経
営
に
於
て
自
己
責
任
に
立
っ
た
自
主
運
営
に
よ
り
、
教
育
と
研
究
に

於
て
二
十
一
世
紀
に
世
界
人
類
に
貢
献
し
、
私
達
の
土
台
た
る
北
海
道
を
よ
り

豊
か
で
先
進
的
な
大
地
に
し
て
ゆ
く
べ
く
決
意
を
新
た
に
そ
の
歩
み
を
開
始
し

ま
し
た
。

。
世
界
へ
発
信
す
る
研
究
を

北
海
道
大
学
は
、
一
八
七
六
年
に
学
士
号
を
授
与
す
る
日
本
最
初
の
大
学
で

あ
る
札
幌
農
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
教
頭
の
ク
ラ
l
ク
先
生
が

札
幌
を
去
る
際
に
学
生
に
残
さ
れ
た
、
本
学
の
モ
ッ
ト
ー
「
回

0
3・
Z

白

B
E
t
s∞
一
」
は
、
日
本
の
若
者
に
最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

北
海
道
大
学
は
、
大
学
院
重
点
化
に
よ
っ
て
、
世
界
に
伍
し
て
教
育
研
究
を

行
う
た
め
の
基
盤
整
備
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。
本
学
は
あ
ら
ゆ
る
専
門
分
野
に

及
ぶ
と
い
え
る
多
様
な
学
部
・
大
学
院
研
究
科
及
び
研
究
所
を
も
つ
こ
と
を
誇

る
と
と
も
に
、
四
季
を
彩
る
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
で

な
け
れ
ば
な
し
得
な
い
基
礎
的
研
究
を
粘
り
強
く
進
め
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の

発
足
に
当
り
、
中
村
総
長
よ
り
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。



道大学NO

資
産
を
活
用
し
て
、
自
然
、
人
文
、
社
会
の
諸
科
学
を
総
合
し
た
学
際
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
拠
点
を
創
り
、
世
界
に
発
信
す
る
研
究
を
発
展
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

。
学
生
教
育
の
充
実

北
海
道
大
学
で
は
、
全
学
教
育
お
よ
び
学
部
専
門
教
育
を
通
じ
て
、
専
門
的

知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
主
体
的
か
つ
総
合
的
な
人
格
の
形
成
を
は
か
り
、
全

人
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
学
部
初
年
次
の
全
学
教
育
で
は
、
す
べ
て
の
専
門
教
育
に
必
須
の
教
養
教

育
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般

教
育
演
習
や
論
文
指
導
な
ど
、
少
人
数
教
育
を
充
実
し
て
、
学
生
の
調
査
能
力

と
表
現
能
力
を
高
め
る
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

。
社
会
と
の
連
携
を

北
海
道
大
学
は
、
研
究
内
容
と
授
業
を
直
接
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
高
校
生

を
対
象
に
一
日
体
験
入
学
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
研
究
テ
l
マ
や
業
績
、
授
業
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
や

創
成
科
学
研
究
機
構
な
ど
を
設
置
し
て
、
産
業
界
と
共
同
で
研
究
開
発
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
地
域
そ
し
て
社
会
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
き
た
本
学
は
、

社
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
飛
躍
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

員
が
以
下
の
よ
う
に
就
任
し
ま
し
た
。

北
海
道
経
済
連
合
会
会
長

塾
監
局
参
事

成柘梯岡稲泉
田植田林見

誠

北
海
道
電
力
(
株
)
取
締
役
相
談
役

雅
寿

北
海
道
経
済
産
業
局
長

元
国
立
大
学
事
務
局
長

慶
膳
義
塾

社
団
法
人
日
本
私
立
医
科
大
学
協
会
副
会
長

三
菱
重
工
業
(
株
)

代
表
取
締
役

弁
護
士

成
田
教
子
法
律
事
務
所

北
海
道
高
等
学
校
長
協
会
会
長
代
行

北
海
道
新
聞
社
諭
説
主
幹

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
会
長

N
P
O法
人
ポ
ラ
ナ
ピ
倶
楽
部
代
表
理
事

前
小
樽
商
科
大
学
長

隆

北
里
大
学
名
誉
教
授

教 綾
豊子夫寧

常
務
取
締
役

技
術
本
部
長

札
幌
南
高
等
学
校
長

西
国

東
日
本
旅
客
鉄
道
(
株
)
取
締
役
会
長

新

田

博

松

田

昌

士

森
田
麻
美
子

家
正

邦
彦
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北
海
道
開
拓
記
念
館
館
長

山
本

北
海
道
副
知
事

な
お
、
大
学
の
運
営
は
、
総
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
「
理
事
会
」
が
代
表
し
、

そ
の
下
に
「
経
営
協
議
会
」
と
「
教
育
研
究
評
議
会
」
が
設
置
さ
れ
総
括
し
て

ゆ
き
ま
す
が
、
「
経
営
協
議
会
」
二
十
四
名
の
メ
ン
バ
ー
中
十
二
名
の
学
外
委

山
田



日
本
学
士
院
賞
に
鈴
木
氏
・
喜
田
氏
連
年
受
賞

日
本
学
士
院
貨
は
、
帝
国
学
士
院
賞
と
し
て

一
九

一一

年
(
明
治
四
四
年
)

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
科
学
全
般
に
対
す
る
日
本
最
高
水
準
の
研
究
を

対
象
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
云
わ
れ
ま
す
。

北
海
道
大
学
関
係
の
授
賞
者
は
二
O
名
を
こ
え、

こ
の
十
年
間
で
は
五
名
の
方

が
授
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
平
成
十
七
年
に
喜
田
宏
氏
が
受
賞
し、

平
成

十
六
年
の
鈴
木
章
氏
の
授
賞
と
二
年
連
続
の
授
賞
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
名
誉
教
授
の
受
賞
対
象
は
「
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
を
活
用
す
る
新
有
機
合

成
反
応
の
研
究
」
、
喜
田
宏
教
授
の
受
賞
対
象
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
制
圧
の

た
め
の
基
礎
的
研
究
」
で
す
。
両
先
生
の
略
歴
及
功
績
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
鈴
木
章
氏
〕

最
近
、
研
究
の

Hm2
2
E
U
-q
u
と
い
う
言
葉
が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
意
味
は
、
あ
り
ふ
れ
た
事
象
か
ら
本
質
的
な
も
の
、
大
切
な
も
の
を

見
抜
く
こ
と
、
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
画
期
的
な
研
究
を
行
う
に
は
大
事

な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
研
究
者
に
は
誰
に
で
も
こ
の
印
巾
円
巾
ロ

E
E
qに
遭
遇

す
る
機
会
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
機
会
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
偏
に
、
そ
の
研
究
者
の
自
然
を
直
視
す
る
謙
虚
な
心
、

小
さ
な
光
を
も
見
逃
さ
な
い
注
意
力
と
旺
盛
・な
研
究
意
欲
が
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
加
え
て
、
神
が
与
え
賜
う
幸
運
が
関
係
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は

っ
き
り
い
え
る
こ
と
は
、
手
を
抜
い
て
は
決
し
て
、

や
っ
て
来
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

北
大
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
闘
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

〔
功
績
〕

先
生
は
、
昭
和
三
十
四
年
本
学
理
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
後
、
昭
和
三

十
六
年
工
学
部
合
成
化
学
工
学
科
助
教
授
、
昭
和
四
十
八
年
間
応
用
化
学
科
教

授
に
昇
任
さ
れ
、
平
成
六
年
停
年
退
官
、
そ
の
後
平
成
六
年
か
ら
岡
山
理
科
大

学
教
授
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
教
授
を
務
め

ら
れ
、
先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
す
ホ
ウ
素
化
学
の
研
究
を
展
開
さ
れ
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ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
二
年
間
同

(い・回

5
4〈ロ
研
究
室
(
米

国

-uzE5大
学
)
博
士
研
究
員
と
し
て
、
有
機
ホ
ウ
素
化
合
物
の
合
成
と
利

用
に
関
す
る
研
究
に
従
事
、
帰
国
後
こ
の
分
野
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
多
く
の
卓
越
し
た
業
績
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も

一
九
七
九
年

に
報
告
さ
れ
た
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
を
用
い
る
有
機
ホ
ウ
素
化
合
物
の
ク
ロ
ス
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
反
応
は
有
機
合
成
化
学
の
み
な
ら
ず
、

触
媒
化
学
や
材
料
科
学
な

ど
の
広
い
分
野
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
御
研
究
で
あ
り
、
今
回
の
受
賞
理

由
と
な
っ
た

H

印己
N
C
E
n
o
cu--ロ
ぬ
反
応
H

と
し
て
広
く
世
界
的
に
認
知
さ
れ

る
新
た
な
研
究
分
野
を
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。



〔
喜
田
宏
氏
〕

獣
医
学
博
士

専
攻
学
科
目

現

職

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
生
ま
れ
(
六
十
一
歳
)

獣
医
微
生
物
学

北
海
道
大
学
大
学
院
獣
医
学
研
究
科
長
・
教
授

地

北

海

道

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
制
圧
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
|
家
禽
、
家
畜
お
よ
び
ヒ
ト

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
機
構
の
解
明
と
抗
体
に
よ
る
ウ
イ

ル
ス
感
染
性
中
和
の
分
子
的
基
盤
の
確
立
l
」

出

身

Sミ

ム
⑨ 

i 
~ 
rsr) 

2 
~ 

「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
賞
」
は
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
毎

年
、
世
界
の
水
環
境
に
関
す
る
傑
出
し
た
研
究
や
教
育
、
活
動
を
認
め
ら
れ
た

個
人
や
組
織
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
財
団
か
ら
授
与
さ
れ
る

世
界
的
に
権
威
あ
る
賞
で
、
日
本
人
の
受
賞
者
は
過
去
に
二
人
お
り
、
い
ず
れ

も
北
海
道
大
学
出
身
者
で
す
。

こ
の
た
び
、
受
賞
者
の
久
保
越
・
元
建
設
省
下
水
道
部
長
(
八
四
)
と
浅
野

孝
・
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
名
誉
教
授
(
六
七
)
よ
り
、
水
賞
受
賞
の
デ
ィ
プ

ロ
マ
(
賞
状
)
と
副
賞
の
ク
リ
ス
タ
ル
像
が
北
海
道
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の

寄
贈
記
念
式
典
が
本
学
総
合
博
物
館
で
平
成
十
六
年
五
月
二
十
五
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
合
博
物
館
で
は
両
氏
の
名
誉
あ
る
受
賞
を
称
え
て
、
そ
の
功
績

〔
授
賞
理
由
〕

喜
田
氏
は
、
自
然
界
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

A
ウ
イ
ル
ス
存
続
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
渡
り
ガ
モ
と
北
方
国
営
巣
湖
沼
に
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
さ
ら

に
、
ト
リ
と
ヒ
ト
由
来
の
両
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
プ
タ
を
介
し
て
、
遺
伝
子

の
再
集
合
に
よ
る
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
す
る
こ
と
を
実
証
し
、
家
畜
、
家
禽
、

ヒ
ト
を
含
む
生
態
系
の
中
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
変
異
と
分
子
進
化
が
起
き
る

機
構
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
抗
体
の
新
し
い
生
物
活
性
と
そ
の
分
子
機
構

を
解
明
し
た
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
制
圧
の
方
策
を
も
提
唱
し
、
国
際
共
同

研
究
を
推
進
し
た
。
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と
水
賞
の
企
画
展
示
を
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
賞
と
北
海
道
大
学
水
研
究
の
系

譜
」
と
題
し
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
保
氏
は
一
九
四
四
年
に
工
学
部
を
卒
業
後
、
建
設
省
(
現
・
国
土
交
通
省
)

に
入
省
し
、
高
度
成
長
期
の
日
本
で
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
て
下
水
道
整

備
に
取
り
組
み
、
日
本
の
水
質
改
善
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
日
本
下
水

道
事
業
団
、
日
本
下
水
道
協
会
理
事
長
を
歴
任
し
、
途
上
国
へ
の
技
術
支
援
や

国
際
社
会
に
お
け
る
水
環
境
問
題
解
決
の
た
め
の
技
術
交
流
に
尽
力
し
、
そ
の

多
大
な
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

浅
野
氏
は
一
九
五
九
年
に
農
学
部
を
卒
業
後
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
博
士



謀
程
を
修
了
し
、
大
学
勤
務
の
後
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
水
資
源
局
水
高
度
利

用
専
門
官
と
な
り
、
同
時
に
一
九
八
一
年
か
ら
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
l

ピ
ス
校
教
授
、
二
O
O
一
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
名
誉
教
授
と
な
り
ま

し
た
。
安
全
で
効
率
的
な
排
水
の
再
生
・
再
利
用
に
関
す
る
世
界
的
な
専
門
家

と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
顕
著
な
貢
献
に
対
し
て
二
O
O
一
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
水
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
浅
野
氏
の
研
究
成
果
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

@、明日目

排
水
再
利
用
基
準
に
集
大
成
さ
れ
、
こ
の
基
準
は
世
界
の
排
水
再
利
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
規
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
大
に
は
一
九
五
七
年
、
上
下
水
道
を
扱
う
衛
生
工
学
科
が
日
本
で
最
初
に

設
置
さ
れ
、
浅
野
氏
は
「
こ
の
系
譜
の
中
で
受
賞
で
き
た
」
と
寄
贈
の
理
由
を

語
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
寄
贈
を
契
機
と
し
て
、
北
大
の
水
研
究
の
系

譜
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
留
学
生
総
数
は
七
六
四
名
に
達
し
、
年
々
増
加
の
傾
向
で

す
。
内
訳
は
、
学
部
生
一
二
ハ
名
・
院
生
修
士
コ

l
ス
一
七
二
名
・
博
士
コ
ー

ス
一
四
九
名
・
研
究
生
研
修
生
四
十
一
名
と
な
っ
て
お
り
、
女
子
留
学
生
は
二

九
五
名
と
四
O
%
弱
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
地
域
別
に
は
、
ア
ジ
ア
六
一
一
名
・
中
東
十
三
名
・
オ
セ
ア
ニ
ア
七
名
・

ア
フ
リ
カ
三
十
七
名
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
七
十
七
名
・
南
北
ア
メ
リ
カ
三
十
二
名

で
、
国
別
で
は
中
国
の
二
人
一
名
を
筆
頭
に
韓
国
九
十
九
名
・
台
湾
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
三
十
二
名
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
二
十
六
名
と
続
き
、
十
名
以
上
は
タ

イ
・
ロ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ネ
パ

l
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
メ

リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ン
ド
と
な
り
ま
す
。
我
々
が
在
学
し
て
い

た
頃
に
比
べ
国
際
化
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
費
留
学
生
が
四

四
O
名
・
五
十
五
%
強
に
達
し
学
生
々
活
も
き
び
し
い
よ
う
で
す
。
北
大
に
は

留
学
生
会
館
や
外
国
人
寮
、
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
サ
ポ
ー
ト
施
設
も
充
実
し
て

き
ま
し
た
が
不
足
が
あ
り
「
北
海
道
大
学
外
国
人
留
学
生
後
援
会
」
も
発
足
し

一
年
を
む
か
え
ま
し
た
が
、
加
入
者
千
名
弱
年
間
事
業
費
五
百
万
円
と
の
こ
と
、

O
B
の
積
極
的
な
支
援
(
保
証
人
・
財
政
・
里
親
な
ど
)
を
求
め
て
い
る
と
の

こ
と
、
応
援
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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海道大学NO

涜
吋
『
命
ぬ
マ
診
a

a
A
V
G
G

且⑨

サ
ク
シ
ユ
コ
ト
ニ

川
通
水
式
が
、
平
成
十
六
年
五
月
二
十
六
日
(
水
)
午
前

清流よみがえったサクシュ コ卜二川
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(
吐
出
口
周
辺
)
に

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
中
村
総
長
を
は
じ
め
多
く
の

本
学
関
係
者
、
上
田
札
幌
市
長
ほ
か
水
道
局
、
建
設
局
な
ど
の
札
幌
市
関
係
者
、

ま
た
大
学
近
辺
の
住
民
、
幼
稚
困
児
及
び
観
光
客
な
ど
大
勢
の
人
の
参
加
を
得

十

一
時
か
ら
札
幌
市
と
の
共
催
に
よ
り
本
学
中
央
ロ

1
ン

お
い
て
開
催
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
南
北
に
縦
断
し
、
遺
跡
庭
園
脇
を
流
れ
る

旧
サ
ク
シ
ユ
コ
ト
ニ

川
に
お
よ
そ
五
十
年
ぶ
り
に
清
流
が
復
活
し
ま
し
た
。

て
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。



「
サ
ク
シ
ユ
コ
ト
ニ
川
」
の
再
生
事
業
は
、
本
学
が
平
成
八
年
に
策
定
し
た

「
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

-g」
及
び
、
平
成
十
年
に
そ

の
具
体
的
な
方
策
を
決
定
し
た
「
エ
コ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
基
本
計
画
」
に
基

づ
く
も
の
で
、
札
幌
市
の
「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
と
連
携
し
、
本

学
創
基
一
二
五
周
年
に
当
た
る
平
成
十
三
年
か
ら
三
年
が
か
り
で
本
学
構
内
の

潟
、
治
ゆ

H

工
事
が
行
わ
れ
、
昨
年
十
二
月
完
成
し
た
も
の
で
す
。

本
学
で
は
約
半
世
紀
ぶ
り
に
復
活
し
た
サ
ク
シ
ユ
コ
ト
ニ
川
の
せ
せ
ら
ぎ

と
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
局
前
に
「
大
志
を
抱
い
て
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
明
治
四
十
年
札
幌
農
学
校
が
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
に
昇
格
し
た

と
き
に
そ
の
大
学
の
予
科
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
二
十
五
年
の
新
制
大
学
の
発

足
に
伴
い
四
十
三
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
「
北
海
道
大
学
予
科
」
の
記
念
碑
で
す
。

こ
の
北
海
道
大
学
予
科
記
念
碑
は
、
札
幌
農
学
校
か
ら
引
き
継
が
れ
た
予
科

の
伝
統
と
足
跡
を
記
念
し
、
合
わ
せ
て
本
学
の
大
い
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
、

か
つ
て
の
予
科
生
と
多
く
の
有
志
か
ら
の
醜
金
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
本
学
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
六
月
四
日
(
金
)
に
行
わ
れ
た
「
北
海
道
大
学
予
科
記
念
碑
除

幕
式
」
で
は
、
予
科
記
念
碑
建
立
期
成
会
会
長
の
有
江
幹
男
第
十
二
代
学
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
石
碑
を
取
り
囲
ん
だ
約
一
七
O
名
の
予
科
出
身
者
に
よ
り
序

幕
が
行
わ
れ
、
当
日
不
在
の
中
村
総
長
に
代
わ
っ
て
佐
伯
副
学
長
の
あ
い
さ
つ
、

黙
と
う
、
都
ぞ
弥
生
の
斉
唱
と
式
典
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
部
マ
ン
ト
ル
を
構
成
す
る
主
要
な
岩
石
で
あ
る
「
か
ん
ら
ん
岩
」
を
使
用

し
た
記
念
石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
大
志
を
抱
い
て
」
の
文
字
は
、
か
つ
て
、
予
科

の
あ
っ
た
事
務
局
前
庭
で
法
人
化
と
な
っ
た
本
学
に
エ

l
ル
を
送
っ
て
い
ま

す。
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こ
の
記
念
碑
設
立
に
は
、
本
同
窓
会
の
中
瀬
会
長
も
設
立
発
起
人
と
し
て
活

躍
し
、
本
同
窓
会
員
か
ら
の
多
く
の
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



活建

数
年
に
わ
た
る
整
備
計
画
を
立
て
て
一
般
公
開
の
た
め
の
整
備
を
し
て
い

た
、
重
要
文
化
財
「
札
幌
農
学
校
第
二
農
場
」
の
一
部
建
物
の
内
部
公
聞
が
昨

十
六
年
四
月
二
十
九
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

札
幌
農
学
校
第
二
農
場
は
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
札
幌
農
学
校
開
校
の

直
後
に
、
ク
ラ
l
ク
博
士
の
構
想
に
よ
っ
て
、
二
戸
の
酪
農
家
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
北
海
道
開
拓
の
模
範
農
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
本
邦
最
古
の
洋
式
農
場
で
す
。

ぬ
、
治

-ga鱒
m
E
⑨
濡
被
濁

期公
開
時
間

公
開
場
所

主
な
展
示 間

4
月
却
日

1
日
月
3
日
(
休
館
日

毎
月
第
四
月
曜
日
)

一
O
一

o
o
i
一
六
一

O
O

模
範
家
畜
房
お
よ
び
穀
物
庫
、
建
物
内
部
を
除
く
区
域
は
常
時
公
開

札
幌
農
学
校
農
場
史
、
日
本
畜
産
史
、
ケ
プ
ロ
ン
お
よ
び
札
幌
農

学
校
が
輸
入
し
た
農
機
具
(
約
一

O
O点
)
・
日
本
全
国
の
鋤
・
鍬

(
約
八
十
点
)
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恵
迫
寮
同
窓
会
(
事
務
局
)
は
、
初
代
恵
迫
寮
舎
が
現
文
系
校
舎
位
置
に
新

築
(
一
九

O
五
年
)
さ
れ
て
数
え
一

O
O年
に
な
る
の
を
契
機
に
、
第
十
四
回

企
画
展
示
「
恵
迫
寮
資
料
展
i
恵
迫
魂
の
根
源
を
追
う
i
」
を
平
成
十
六
年
九

月
十
四
日
か
ら
十
月
十
七
日
ま
で
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
三
階
展
示
室
で
開

催
し
た
。
な
お
、
二
年
後
の
平
成
十
九
年
に
は
、
「
恵
迫
寮
歌
連
続
制
定
・
恵

迫
寮
命
名
一

O
O周
年
」
を
迎
え
る
た
め
、
本
会
は
、
全
国
の

O
B
と
共
に
盛

大
に
祝
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

話
を
戻
し
て
本
資
料
展
は
、
北
十
八
条
西
九
丁
目
の
恵
迫
寮
(
第
二
代
)
に

集
積
さ
れ
て
い
た
文
化
資
料
が
、
昭
和
五
十
八
年
の
閉
寮
時
に
現
恵
迫
寮
(
第

三
代
)
に
移
設
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
「
恵
迫
寮
同
窓
会
」
が
預
か
っ
て
学
内

各
所
に
寄
託
管
理
し
て
い
た
も
の
を
、
二
十
年
ぶ
り
に
一
堂
に
集
め
て
公
開
し

た
も
の
で
あ
る
。
折
り
し
も
本
会
の
第
十
期
総
会
と
大
寮
歌
祭
が
開
催
さ
れ
た

か
ら
、
こ
れ
に
参
加
し
た
全
国
の

O
B
が
観
覧
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
見
学
者
も

多
数
あ
り
、
受
付
に
置
い
た
記
帳
簿
に
は
二

O
O名
以
上
の
署
名
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
貴
重
な
資
料
は
、
同
窓
会
が
分
散
管
理
す
る
こ
と
な
く
、
現
恵
迫
寮
生

に
止
ま
ら
ず
、
学
内
一
般
に
広
く
公
開
し
て
、
歴
史
と
意
義
、
書
額
の
揮
事
者

の
願
い
を
伝
え
て
こ
そ
本
旨
が
あ
る
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
北
大
内
に
常
設
展
示
で

き
る
よ
う
関
係
者
に
強
く
要
望
し
た
い
。



海道大学NO

展
示
し
た
約
二
五

O
点
の
展
示
資
料
の
中
で
、
第

一
に
特
筆
す
る
も
の
は
ク

ラ
l
ク
肖
像
画
(
農
学
部
寄
託
)
で
あ
る
。
こ
の
山
円
像
画
は
、

全
国
に
札
幌
農

学
校
を
知
ら
し
め
た
学
芸
会
編
「
札
幌
農
学
校
」
の
利
益
金
に
よ
っ
て
明
治
三

十
二
年

(
一
八
九
九
年
)
に
飯
田
勇
太
郎
予
科
教
授
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
当
時

の
農
学
校
講
堂
(
演
武
場
二
階
、
現
札
幌
時
計
台
)
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
油
絵

で
あ
り
、
学
内
最
古
の
ク
ラ
1
ク
向
像
画
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
キ
ヤ

ン
パ
ス
に
移
転
後
に
現
在
の
大
学
公
式
問
像
画
に
置
き
換
え
ら
れ
た
た
め
、
明

治
三
十
八
年
に
恵
迎
寮
に
永
久
貸
出
さ
れ
た
い
わ
く
付
き
の
品
で
あ
る
。

第
二
の
特
筆
事
項
は
、
歴
代
総
長
の
佐
藤
昌
介
・
南
鷹
次
郎

・
今
祐
・
伊
藤

誠
也
総
長
が
揮
呈
さ
れ
た
七
点
の
書
額
(
グ
ラ
ビ
ア
ペ

l
ジ
参
照
、
同
窓
会
通

信
の
「
恵
辿
寮
の
文
化
財
」
で
紹
介
中
。
農
学
部

・
博
物
館
お
よ
び
開
拓
記
念

館
寄
託
)
と

一一
帽
の
掛
け
軸
な
ど
で
あ
る
。
特
に
佐
藤
総
長
の
揮
牽
に
な
る

「
恵
辿
吉
従
逆
凶
惟
影
響
」
は
、
ク
ラ
l
ク
肖
像
画
と
共
に
食
堂
に
掲
げ
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
万
人
余
の
歴
代
寮
生
が
馴
染
ん
で
き
た
額
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
の
書
を

一
堂
に
揃
え
得
る
の
は
、
学
内
施
設
の
中
で
本
同
窓
会
の
み
で

左大学公式肖像画、右恵迎寮掲示肖像画

あ
る
ば
か
り
か
、
当
時
の
総
長
が
書
額

に
託
し
て
恵
辿
寮
生
に
与
え
ら
れ
た
メ

そ
の
時
代
の
情
勢
を
色

濃
く
反
映
し
て
い
る
が
、
今
日
の
視
点

ツ
セ

l
ジ
は
、

で
見
る
と
、
時
代
を
超
え
て
感
動
を
与

え
る
逸
品
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
自
治
寮
と
し
て
活
動
を

始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
約

一
O
O
年
続

く
恵
辿
寮
執
行
委
員
会
の
日
誌
類
が
挙

dF?今
牝
的
手
議
A

，

n
ld
休
涜
設
安

7
1
4
5
T
F半
後
援
広

れい

M
J
a
f
?
え
t
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本
軸
は
、
鈴
木
信
夫
氏

(S
げ
)
の
寄
託
ロ
叩
で
あ
リ
、

「
琢
堂
」

こ
ピ
北
大
初
代
総
長
佐
勝
目
白

介
先
生
の
縛
老
。
大
正
十
一
年
七
月
に
摂
政
宮
殿
下

(
昭
和
天
皇
)
が
北
大
に
行
啓
さ
れ
た
際
の

感
織
を
七
言
絶
句
で
表
明
し
た
も
の
。
大
意
は

「盗
立
し
た
す向

い
木
に

(亭

、
裕
樹
)
涼
風
が
流

れ
る
/
緩
や
か
な
清
流
が
津
図
浦
々

(
津
宮
)
を
流
れ
る
/
北
大
人
三
千
名
が
行
啓
を
お
迎
え

L

T
い
る
/
瑞
雲
が
統
身
ピ
湧
き
中
山
T
接
受
を
波
っ

T
い
る
/
大
正
十
一
年
(
壬
成
)
初
夏
/
摂
政

宮
殿
下
の
行
彦
(
総
駕
)
を
謹
ん
で
迎
え
る
/
北
大
総
長
男
爵
佐
藤
田
昌
介
(
琢
堂
農
人
こ

Y
」
介

ro
。

げ
ら
れ
る
。
初
代
恵
辿
寮
時
代
の
日
誌
類
は
中
央
図
書
館
北
方
資
料
室
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
展
示
で
は
第
二
代
恵
迎
寮
時
代
の
昭
和
六
1
五
十
八
年

の
執
行
委
員
長

・
寮
務

・
炊
務
日
誌
等
を
展
示
し
た
が
、
各
時
代
の
政
治
・
社

会
に
よ
っ
て
教
育
・
寮
自
治
が
翻
弄
さ
れ
る
状
況
を
、
絶
え
ず
二
十
歳
前
後
の

寮
生
の
目
を
通
し
て
綴
っ
た
近
代
史

・
教
育
史
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
青
春
の
証
と
し
て
旧
制
高
校
時
代
を
席
巻
し
た
寮
歌
関
連
資
料

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
恵
迫
寮
は
、
今
日
も
毎
年
制
定

・
継
承
し
て
い
る
ほ

ぼ
唯

一
の
学
寮
で
あ
る
た
め
、
明
治
凹
十
年
以
来
の
恵
迎
寮
歌
の
経
過
と
察
歌

集
、
そ
れ
に
昭
和
三
十
二
年
に
除
幕
さ
れ
た
「
都
ぞ
弥
生
歌
碑
」
を
契
機
に
し

た
正
調
論
争
の
資
料
を
展
示
し
た
。
な
お
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
「
赤
木

顕
次
氏
の
歌
う
都
ぞ
弥
生
」
や
「
都
ぞ
弥
生
歌
碑
の
除
幕
式
」
の
様
子
を
伝
え

る
テ
l
プ
を
会
場
内
に
流
し
た
が
、
歌
譜
が
正
調
で
な
い
な
ど
の
奥
論
も
出
さ

れ
て
課
題
も
見
出
さ
れ
た
。



(
語
源
は

「書
経
」
大
同
諜
に
あ
る
嘉
帝
を
讃
え

る
爵
の
言
葉
・
迫
(
み
ち
)
に
恵
(
し
た
が
)
え
ば
吉
(
よ
)
し

1
菩
道
に
従

え
ば
吉
事
が
あ
り
、
悪
道
に
従
え
ば
凶
事
が
あ
る
の
は
、
影
が
形
に
従
い
、
響

」
の
他
、
用
語
『
恵
迫
」

「参
観
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

北
大
総
合
博
物
館
で
は
、
本
展
示
場
入
り
口
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
置
い
て
参
観
者
の
意
向
を
調
査
し

た
。
博
物
館
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
て
概
要
を
報
告

す
る
。
上
図
か
ら
参
観
者
が
「
よ
い
」
と
「
普
通
」

を
合
わ
せ
る
と
八
十
八
%
が
好
感
を
持
っ
て
見
学
さ

れ
た
。
そ
の
理
由
に
は
、
「
資
料
(
史
料
)
が
充
実
し

て
い
た
」
「
企
画
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
た
」
「
長
年

の
疑
問
だ
っ
た
寮
名
や
都
ぞ
弥
生
の
由
来
が
わ
か
っ
た
」
「
昔
を
似
び
、
僚
か
し
む
こ
と

が
で
き
た
」
「
北
大
の
精
神
が
わ
か
っ
た
」
「
記
念
写
真
を
搬
れ
る
と
こ
ろ
や
、
参
加
型

の
展
示
が
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
が
あ
る
。
一

方
、
苦
言
に
は
、
「
も
う
少
し
簡
単
に
文
訟

を
沓
い
た

一
般
用
と
、
現
状
の
提
示
説
明
の
二
段
構

え
で
や
っ
て
も
ら
え
ば

P
R
効
果
が
で
る
。
一

般
の

方
は
全
部
読
む
の
は
少
々
き
つ
過
ぎ
る
」
「
コ
ー
ナ
ー

ご
と
に
展
示
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
と
思
う
関

が
、
流
れ
が
無
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
英
語
表
記
が
棚

無
い
の
が
気
に
な
っ
た
」
「
資
料
・
写
真
展
示
不
足
」
廊

な
ど
が
多
数
あ
り
、
今
後
の
参
考
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

駅

下
図
か
ら
年
齢
層
ご
と
の
反
応
を
見
る
と
、
説
明
一
一

を
要
し
な
い
が
、
展
示
し
た
題
材
の
特
性
を
反
映
し

よい
(29人)
5006 

き
が
音
に
応
ず
る
よ
う
に
確
か
で
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
)
に
魅
せ
ら
れ
た
学

今回の展示の評価は?

回答なし
れ人)
206 

ふつう
(22人)
3806 

内
外
の
作
品
群
と
商
品
等
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
寮
内
を
活
動
の
中
核
と
し
た
文
化
・

運
動
部
等
ク
ラ
ブ

(
特
に
野
球

部
・

山
ス
キ
l
部
、
応
援
団
の
協
力
を
得
た
)
の
活
動
成
果
、
寮
舎
壁
面
へ
の

落
書
き
、
果
て
は
第
二
代
恵
辿
寮
舎
の
棟
木
な
ど
ま
で
多
様
な
展
示
品
が
あ
る

が
、
か
つ
て
の
青
春
を
回
顧
す
る
上
で
絶
好
の
品
と
好
評
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
会
場
入
り
口
に
恵
迎
寮
玄
関
両
脇
に
立
つ
角
帽

・
丸
帽
の
制
服
姿
の

マ
ネ
キ
ン
で
シ
ン
ボ
ル
展
示

(グ
ラ
ビ
ア
ペ

1
ジ
参
照
)
を
試
み
た
が
、
予
科

羽
織
は
有
江
幹
男
元
学
長
か
ら
の
借
用
、
予
科
帽
は
篠
原
猛
氏
の
寄
贈
に
頼
る

な
ど
、
多
く
の

O
B
の
支
援
を
得
た
お
陰
で
あ
る
。
こ
の
後
方
上
に
あ
る
「
恵

の
看
板
は
、
旧
寮
舎
玄
関
の
寮
生
名
札
掲
示
板
前
の
廊
下
上
に
掲
げ
て

辿
寮
」

あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
看
板
裏
書
き
に

『昭
和
六
年
十

一
月
一二

日
/
寮
舎
再

建
記
念
/
総
長
南
閣
下
御
執
筆
/
第
七

一
期
委
員
会
/
瀬
野
他

一一

名
の
氏

名
』
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
由
来
が
明
確
に
な
る
。

こ
れ
ら
恵
迫
寮
の
歴
史
を
雄
弁
に
物
語
る
資
料
を
初
め
て
公
開
し
、
見
学
者

に
快
い
印
象
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。

て
い
る
。

(
本
会
副
代
表
幹
事

・
総
合
博
物
館
資
料
部
委
嘱
研
究
員

古
向
井
宗
宏
)

-・E

回苔なし

601度以上

50ft 

40代

30代

20代

10代

101在来満
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治

今
回
で
第
四
十
三
回
を
数
え
る
国
立
七
大
学
総
合
体
育
大
会
は
、

本
学
が
主

管
と
な
り
、
札
幌
を
中
心
に
平
成
十
六
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
第

一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
七
巡

回
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
立
大
学
の
法
人
化
に
伴
い
、
今
回
か
ら
大
会
名
称
が

「
国
立
七
大
学
総
合
体
育
大
会
」
か
ら
「
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
」
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

日
程
は
平
成
十
五
年
十
二
月
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
ス
キ
ー
を
皮
切
り
に
、

航
空
、
馬
術
が
三
月
中
旬
か
ら
四
月
中
旬
に
、
六
月
中
旬
か
ら
八
月
中
旬
に
か

け
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、

空
手
等
競
技
二
十
七
種
目
(
男
女
合
わ
せ
て
三

十
六
種
目
)

に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
七
月
十
七
日
(
土
)
十

一
時
か
ら
七
大
学
の
応
援
団
が
大
通
公

園
か
ら
札
幌
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
同
日
十
六
時
三
十
分
か
ら
本
学
学
術

交
流
会
館
で
各
大
学
総
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
出
席
し
た
開
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
開
会
式
で
の
各
大
学
の
応
援
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
色
が
出
て
い
て
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

八
月
十
二
日
(
木
)
に
第
四
十
三
回
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
は
閉
幕
し

ま
し
た
が
、
本
学
は
主
管
大
学
の
意
地
を
見
せ
、
十
種
目
で
優
勝
、
十

一
種
目

で
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
見
事
十
四
年
ぶ
り
四
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

な
お
、
各
大
学
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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第43回全国七大学総合体育大会成績表

ぷ?ご竺
北海道大学 東北大学 東京大学 名古屋大学 京都大学 大阪大学 九州大学

)11買位得点 順位得点 順位得点 順位得点 )11買位得点 順 位 得 点 順位得点

アイスホッケー 2 8 10 7 1 6 2 5 3 4 4 3 6 

スキー 3 3 4 2 2 4 1 6 5 

航空 2 6 6 1 1 8 3 4 5 2 4 3 

馬術 5 2 4 3 1 8 6 1 2 6 3 4 

柔道 1 10 2 8 6 1.5 6 1.5 5 3 3 5 3 5 

ヨット 2 6 3 4 6 1 5 2 4 3 1 8 

ゴルフ 1 6 5 I 2 4 3 3 4 2 

剣道(男子) 2 8 6 2 3 6 4 4 5 3 1 10 7 l 

剣道(女子) 2 8 6 2 7 1 4 4 3 6 l 10 5 3 

少林寺拳法 7 l 6 2 3 6 5 3 1 10 2 8 4 4 

空手 l 10 2 8 6 2 5 3 4 4 3 6 7 I 

水泳 I 10 7 l 5 3 2 8 3 6 4 4 6 2 

硬式テニス(男子) 2 8 5 3 4 4 3 6 6 2 l 10 7 1 

硬式テニス(女子) 4 3 2 6 5 2 3 4 1 8 6 1 

バスケットボール(男子) 3 6 1 10 4 4 7 1 2 8 6 2 5 3 

バスケットボール(女子) 2 6 3 4 1 8 6 1 4 3 5 2 

洋弓 3 6 5 3 1 10 6 2 2 8 4 4 7 l 

軟式テニス(男子) 4 4 5 3 6 2 3 6 2 8 l 10 7 1 

軟式ァニス(女子) 2 8 5 3 7 1 1 10 4 4 3 6 6 2 

卓球(男子) 5 3 2 8 4 4 3 6 1 10 6 2 7 l 

卓球(女子) 1 6 2 4 4 2 5 1 3 3 

弓道(男子) 2 8 I 10 6 2 3 6 7 1 4 4 5 3 

弓道(女子) 3 6 2 8 6 2 l 10 5 3 4 4 7 l 

ハンドボール I 10 4 4 5 3 7 1 2 8 6 2 3 6 

陸上競技(男子) 7 1 2 8 5 3 3 6 1 10 4 4 6 2 

陸上競技(女子) 5 3 4 4 2 8 I 10 3 6 6 1.5 6 1.5 

体操 6 2 4 4 5 3 l 10 2 8 3 6 7 I 

バレーボール(男子) l 10 6 2 5 3 3 6 2 8 7 1 4 4 

バレーボール(女子) 2 8 3 6 7 1 4 4 5 3 6 2 l 10 

準硬式野球 1 8 3 4 6 1 4 3 2 6 5 2 

フェンシング 6 1 2 6 3 4 I 8 4 3 5 2 

バドミントン(男子) 2 8 1 10 7 l 3 6 6 2 5 3 4 4 

バドミントン(女子) 1 10 4 4 6 2 2 8 3 6 5 3 7 1 
女子ラクロス 2 4 5 l 1 6 3 3 4 2 

自動車 1 10 5 3 3 6 4 4 6 2 7 1 2 8 

硬式野球 3 4 6 1 1 8 2 6 4 3 5 2 
総合順位 1位 4位 6位 3位 2位 5位 7位

総合得点 212 158 122.5 160.5 168 148.5 102.5 
前回総合順位 5位 3位 6位 1位 2位 4位 7位

前回総合得点 153 156 141 221 175 154 118 

(学務部学生支援課)
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合
、
治
?

今
年
度
、
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
北
海
道
大
学
の
社
会
連
携
の
要
と
し
て

既
に
活
発
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
学
部
同
窓
会
と
地
区
同
窓
会
が
連
合
し
て
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
「
北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
」
が
平
成
十
六
年
四
月
十

四
日
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
連
合
同
窓
会
は
、

学
生
の
就
職
支
援
、
職
業
意
識
を
形
成
す
る
た
め
の

教
育
、
職
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
大
学
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
の
支
援
な
ど
、
教
育
、
研
究
及
び
社
会
貢
献
と
い
う
大
学
の
任
務
を
十
全
に

果
た
す
た
め
に
必
要
な
社
会
連
携
の
要
の
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

同
窓
会
の
活
動
と
し
て

①
教
育
研
究
活
動
等
の
北
海
道
大
学
の
情
報
の
発
信
の
要
と
な
る
。
②
北
海
道

大
学
が

一
層
聞
か
れ
た
大
学
と
な
る
よ
う
連
携
を
図
る
。
③
北
海
道
大
学
支
援

施
策
の
企
画
、

立
案
、
実
行
の
窓
口
と
な
る
。
④
連
携
事
業
を
通
じ
て
同
窓
生

と
の
交
流
を
図
る
等
の
連
合
同
窓
会
の
事
業
目
的
達
成
の
た
め
、
平
成
十
六
年

度
の
事
業
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行
う
学
生
の
就
職
支
援
事
業
の
応

援
、
学
生
支
援
金
の
確
保
の
た
め
の
「
北
海
道
大
学
カ

l
ド
」
の
発
行
な
ど
の

幾
つ
か
の
具
体
的
な
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
ス
タ
ー
ト
と
共
に
北
大
学
生
カ

l
ド
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
カ

l
ド
の
利
用
が
北
大
生
を
支
援
す
る
仕
組
み
は
、

北
海
道
大

学
カ

l
ド
を
利
用
さ
れ
る
と
利
用
額
の
閃
%
の
提
携
手
数
料
が
カ

l
ド
発
行
元

の
北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

〈カ
l
ド
保
有
者
ご
本
人
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
は
、
こ
れ
を
「
北
大
生
支
援
資
金
」
と
し
て
北
海
道

大
学
に
寄
附
し
「
奨
学
金
」
、
「
留
学
支
援
金
」
、
「
課
外
活
動
へ
の
費
用
援
助
」

等
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
各
位
に
は
既
に
案
内
と
申
込
書
が
と
ど
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
ぞ

っ
て
加
入
申
込
願
い
ま
す
。

北海道大学連合同窓会役員

F EC北海道代表、前北海道知事

東日本旅客鉄道 (株)取締役会長、

達也 (農33)

昌士(法34)

堀[名誉会長]

[会長} 松田

北海道大学東京同窓会理事長

北海道健診セン女ークリニック院長

(株)アークス代表取締役社長

明治乳業.(株)代表取締役会長

日本フィ ッツ (株)代表取締役会長

富士電後ホールテーイングス (株)取締役社長

(株)ヤマネ会長、北海道大学関西同窓会会長

和雄 (医34)

清(水35)

悠(農35)

直孝 (経38)

邦彦 (工34)

昌夫 (農お)

[副会長]

(北海道プロック) 斉藤

横山

山
出

h
T
 

(1則〔プロック)

村住

沢

阿澄(関西プロック)

昌美(経47)

幹男 (工20)

力 (医30)

愈仁(工30)

浩(工39)

[監事] 公認会計士

公認会計士

駿(法45)山崎

上野

元学長 (北海道尚志学園理事長)有江[顧問]

元学長(北海道医療大学長)康重

前学長 (放送大学長)

北海道大学理事 (副学長)
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、

日
本
は
経
済
大
国
の
地
位
を
維
持
出
来
る
か

柴

田

雄

(
昭
和
泊
年
入
寮
)

二
O
O
五
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
海
外
在
留
邦
人
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
二
度
住
ん
で
既
に
合
計
十
五
年
に
な
る
。
友
人
の
加
藤
法
や
す
さ
ん
が
こ
の
原
稿
募

集
に
つ
い
て
報
せ
て
く
れ
た
の
で
、
日
米
関
係
を
め
ぐ
る
こ
ち
ら
で
の
経
験
や
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
写
真
を
含
め
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

プ
コ
ッ
ク
&
ウ
イ
ル
コ
ッ
ク
ス
な
ど
ボ
イ
ラ
ー
メ
ー
カ
ー

や
、
エ
ッ
ソ
、
モ
ー
ビ
ル
石
油
な
ど
メ
ジ
ャ
ー
へ
の
鋼
管

一
九
七

O
年
か
ら
一
九
七
六
年
ま
で
住
友
金
属
工
業
か
一
販
売
と
技
術
サ
ー
ビ
ス
、
又
は
技
術
調
査
に
同
僚
と
手
分

ら
駐
在
員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
た
。
尼
崎
一
け
し
て
挑
ぴ
回
っ
た
。
長
女
と
次
女
を
含
む
三
人
の
家
族

に
在
っ
た
継
目
無
鋼
管
向
上
の
技
術
者
と
し
て
始
ま
っ
た
一
を
呼
び
寄
せ
て
未
だ
半
年
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

会
社
員
生
活
は
未
だ
十
三
年
程
度
し
か
経
つ
て
な
く
、
果
一
コ
ー
ク
ス
用
原
料
炭
購
買
も
見
て
く
れ
と
言
わ
れ
驚
い

し
て
出
来
る
の
か
と
思
っ
た
。
で
も
そ
の
前
に
日
本
鉄
鋼
一
た
。
日
本
向
け
積
出
し
港
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
や
ノ

1

協
会
に
一
年
ほ
ど
派
遣
さ
れ
て
業
界
調
査
団
の
一
員
と
し
一
フ
ォ
ー
ク
に
出
掛
け
た
ら
外
見
上
か
ら
も
明
ら
か
に
ボ
ロ

て
二
回
海
外
出
張
経
験
を
積
ん
で
い
た
こ
と
が
選
考
の
対
一
炭
と
分
か
る
低
品
質
炭
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
を
発
見
し

象
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
上
司
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
一
本
社
に
報
告
し
た
ら
大
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
程
コ

l
ク

と
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ど
ち
ら
へ
行
き
た
い
か
と
聞
か
一
ス
用
原
料
炭
の
需
給
が
タ
イ
ト
で
日
本
の
鉄
鋼
増
産
の
ネ

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
選
ん
だ
こ
と
が
そ
の
後
の
自
分
の
一
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
以
上

人
生
に
影
響
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
は
多
忙
を
極
一
経
っ
た
今
、
日
本
の
あ
る
自
動
車
生
産
会
社
は
、
鉄
鋼
製

め
て
い
た
。
当
時
、
日
本
の
鉄
鋼
業
界
は
極
め
て
好
調
で
、
一
品
供
給
不
足
の
影
響
を
受
け
、
工
場
を
一
時
休
止
す
る
と

粗
鋼
一
億
ト
ン
弱
を
生
産
し
、
原
子
力
製
鉄
で
一
億
六
千
一
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
長
い
間
、
不
況
に
端
い

万
ト
ン
生
産
の
可
能
性
を
真
面
目
に
研
究
し
て
い
た
。
パ
一
だ
日
本
鉄
鋼
業
界
も
再
ぴ
息
を
吹
き
返
し
フ
ル
操
業
の
よ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士

一
う
だ
。
し
か
し
、
増
産
に
は
多
額
の
設
備
投
資
を
必
要
と

一
す
る
装
置
産
業
で
景
気
の
影
響
を
受
け
る
だ
け
に
、
設
備

一
増
設
に
は
依
然
慎
重
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
一
年
二
月
、
契
約
し
て
い
る
原
料
炭
輸
出
会
社

一
と
の
打
合
せ
に
ボ
ス
ト
ン
へ
出
張
し
た
。
そ
の
時
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
教
授
の
エ
ド
ウ
イ
ン
・

0
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

一
博
士
に
お
会
い
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
は
一
九
六
O

一
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
駐
日
大
使
を
勤
め
た
。
一
九
六

一
O
年
(
昭
和
三
十
五
年
)
の
春
、
日
米
安
保
条
約
の
延
長

一
を
め
ぐ
っ
て
東
京
で
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
起
き
、
日
米

一
関
係
が
悪
化
し
た
際
、
知
日
派
大
使
と
し
て
新
し
く
誕
生

一
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
か
ら
就
任
の
依
頼
を
受
け
た
の
だ
。

一
彼
は
東
京
で
宣
教
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
東
京
へ
赴
任

一
す
る
五
年
前
の
一
九
五
五
年
に
松
方
春
子
と
結
婚
し
た
。

一
松
方
春
子
の
祖
父
は
明
治
の
元
老
で
薩
摩
藩
出
身
の
松
方

一
正
義
。
大
久
保
利
通
に
認
め
ら
れ
、
総
理
大
臣
と
大
蔵
大

41 



臣
を
歴
任
し
、
松
方
財
政
で
知
ら
れ
日
本
銀
行
を
設
立
し

た
。
小
職
は
後
に
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
経
営
大
学
院
に
留
学

す
る
が
、
松
方
正
義
の
三
男
で
川
崎
重
工
業
を
設
立
し
た

松
方
幸
次
郎
が
同
じ
大
学
の
留
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
入

学
し
た

一
九
九
六
年
に
初
め
て
知
っ
た
。

住
金
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
に
は
所
長
と
し
て
外
務
大

臣
松
岡
洋
右
の
三
男
で
あ
る
松
岡
震
三
氏
が
し
ば
ら
く
し

て
着
任
し
指
揮
を
執
り
、
東
大
卒
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
の

兄
も
在
籍
し
た
。
松
岡
震
三
所
長
は
我
々
の
帰
国
時
、
夫

妻
で
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
ゴ
ル
フ
に
招
待
し
て
く
れ

た
。
時
代
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
末
期
で
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の

北
爆
政
策
に
反
す
る
反
戦
運
動
が
渦
巻
い
て
い
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
治
安
は
極
め
て
悪
か
っ
た
。

卒業時、経営大学院職員と

ラ
ト
ガ

i
ス
大
学
と
日
本
人
留
学
生

ラ
ト
ガ

1
ス
大
学

(
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
大
学
)

と
日
本
と
の
ゆ
か
り
は
古
く
、
幕
末
に
遡
る
。
ア
メ
リ
カ

で
初
め
て
日
本
人
留
学
生
を
受
入
れ
た
の
が
ラ
ト
ガ

l
ス

大
学
で
、
一
七
六
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
に
よ
っ

て
創
立
さ
れ
た
が
、
関
係
者
の
中
に
日
本
で
伝
道
に
従
事

し
た
こ
と
の
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
宣
教
師
が
居
た
こ
と
が
日

本
人
留
学
生
を
受
入
れ
る
要
因
と
な
っ
た
。
鎖
国
時
代
に

西
洋
と
の
交
渉
を
許
さ
れ
て
い
た
の
は
周
知
の
よ
う
に
オ

ラ
ン
ダ
人
の
み
で
あ
っ
た
。
創
立
し
た
ば
か
り
の
東
京
帝

国
大
学
へ
初
め
て
ア
メ
リ
カ
人
教
授
を
派
遣
し
た
歴
史
か

ら
、
ラ
ト
ガ
!
ス
は
日
米
関
係
の
発
祥
地
と
し
て
も
評
定

さ
れ
て
い
る
。

初
期
の
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
で
学
ん
だ
日
本
人
留
学
生
の

中
に
は
、
日
下
部
太
郎
、
原
安
太
郎
、
松
平
忠
礼
、
服
部

一
正
、
畠
山
義
成
、
松
方
幸
次
郎
ら
が
居
た
。
松
方
幸
次

郎
は
、

一
八
八
四
年
、
十
九
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。

「
絹
と
武
士
」
(
ハ
ル
・
松
方

・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
著
)
に
は
、

「
明
治
政
府
の
指
導
者
が
フ
ル
ベ
ッ
キ
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ

改
革
派
の
者
と
親
し
か
っ
た
関
係
で
、
幸
次
郎
は
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
に
入
学
し
た
。
そ
こ
は
か
つ
て
従
兄
の
正
雄
が

一
八
七

一
年
の
岩
倉
具
視
使
節
団
に
従
っ
て
留
学
し
た
大

学
で
あ
る
」

と
あ
る
。
幸
次
郎
は
後
に
エ

1
ル
大
学
法
律

大
学
院
に
進
ん
だ
。
松
方
幸
次
郎
は
川
崎
重
工
業
を
設
立

し
た
の
み
な
ら
ず
、
神
戸
新
聞
を
創
刊
し
た
。
ま
た
、
東

京
国
立
美
術
館
所
蔵
の
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
有
名
な
美

術
収
集
家
と
し
て
も
名
を
成
し
た
。

小
職
が

一
九
九
六
年
九
月
に
ニ
ュ

l
ワ
I
ク
市
の
経
営

大
学
院
に
入
学
し
た
時
、
日
本
人
は
二
人
だ
け
で
福
井
県

か
ら
伊
東
尋
志
氏
が
来
て
い
た
。
彼
は
福
井
県
庁
の
若
い

事
務
官
で
あ
っ
た
。
聞
け
ば
福
井
県
は
こ
の
大
学
と
は
越

前
藩
の
時
代
か
ら
縁
が
あ
る
と
い
う
。
越
前
藩
最
初
の
留

学
生
日
下
部
太
郎
は
一
八
六
七
年
に
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
で

学
び
、
優
秀
な
成
績
を
上
げ
、
ベ

l
タ
フ

ア
イ
カ
ツ
バ
ク

ラ
ブ
会
員
に
選
ば
れ
た
が
卒
業
を
目
前
に
二
十
六
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
の
友
人
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・

E
・
グ
リ
フ
ィ
ス
は
そ
の
後
、
越
前
務
の
藩
校
「
明

新
館
」
の
教
師
と
し
て
福
井
に
滞
在
し
、
明
治
維
新
時
代

の
教
育
に
貢
献
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
福
井
市
と
ニ
ュ

l
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ

ツ
ク
市
と
は

一
九
八
二
年
、
姉
妹
都
市
盟
約
に
調
印
し
て

い
る
。

二
年
間
の
学
生
生
活
は
予
想
を
超
え
る
杭
烈
な
も
の

で、

一
九
九
八
年
五
月
に
規
定
の
単
位
を
ぎ
り
ぎ
り
に
取

得
し、

本
番
の
経
営
学
の
真
髄
を
学
び

M
B
A
を
得
る
こ

と
が
出
来
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
。
一

九
九
七
年
十

二
月
に
は
伊
東
氏
と
相
談
し
、
日
本
人
留
学
生
に
よ
る
講

演
会
兼
ク
リ
ス
マ
ス
す
し
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
日
米

国
旗
を
掲
げ
、
学
部
長
他
人
十
人
を
呼
ん
だ
。
日
本
か
ら

も
妻
絶
子
も
呼
ん
だ
。
日
本
の
代
表
的
会
社
と
し
て
現
地

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
松
下
電
器
産
業
、
ジ
ェ
ト
ロ
か
ら
講

演
者
を
招
待
し
、
寄
付
も
頂
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ

の
で
評
判
が
良
か
っ
た
。
一

九
九
八
年
三
月
か
ら
二
ヶ
月

間
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
借
り
た
ア
パ

ー
ト
か
ら
ニ
ュ

l
ワ

ー
ク
市
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ば
し
て
通
っ

た
。
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ク
ラ
l
ク
博
士
と
黒
田
清
隆

長
女
の
美
絵
子
は
上
智
大
学
英
文
学
科
卒
業
と
同
時
に

一
年
の
交
換
留
学
で
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ

l
ス



ト
校
に
留
学
し
た
。
偶
然
で
は
あ
っ
た
が
因
縁
を
感
じ
た
。

美
絵
子
は
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
手
証
券
会
社
モ
ル

ガ
ン
ス
タ
ン
レ

l
に
勤
務
し
て
い
る
。
今
年
は
女
房
と
、

ア
マ

l
ス
ト
近
く
の
レ
ノ
ッ
ク
ス
で
の
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド

音
楽
祭
の
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
を
聴
い
た
。

一
八
七
六
年
(
明
治
九
年
)
に
ア
マ

i
ス
ト
農
科
大
学

の
学
長
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
S
-
ク
ラ
1
ク
博
士
を
札
幌
農
学

校
の
初
代
教
頭
に
招
科
し
た
の
は
司
馬
遼
太
郎
の
「
期
ぶ

が
如
く
」
に
よ
れ
ば
明
治
三
年
に
北
海
道
平
定
の
功
に
よ

ラトガース経営大学院卒業時の学生部職員と

り
北
海
道
開
拓
次
官
に
な
っ
て
い
た
陸
摩
出
身
の
黒
田
清

隆
で
あ
る
。

黒
田
清
隆
は
明
治
二
年
、
箱
館
総
攻
撃
の
命
令
を
出
し
、

五
稜
郭
は
内
部
分
裂
し
、
降
伏
状
態
と
な
る
。
黒
田
は
人

材
の
助
命
を
岩
倉
具
視
に
願
い
出
、
斬
罪
を
主
張
す
る
長

州
ら
に
対
抗
し
、
西
郷
隆
盛
ら
に
働
き
か
け
て
朝
議
を
動

か
し
人
材
を
救
っ
た
。
ち
な
み
に
、
小
職
は
函
館
市
松
風

町
出
身
で
あ
る
。

司
馬
遼
太
郎
は
「
黒
田
清
隆
は
北
海
道
開
拓
を
米
国
式

で
や
ろ
う
と
し
、
明
治
四
年
に
渡
米
し
て
グ
ラ
ン
ト
大
統

領
に
会
い
、
直
談
判
し
て
合
衆
国
農
商
務
局
長
ケ
プ
ロ
ン

を
顧
問
と
し
て
連
れ
て
来
た
。
ケ
プ
ロ
ン
は
評
判
ほ
ど
の

人
物
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
各
省
の
卿
に
あ
た
る
人
物

を
現
職
か
ら
退
か
せ
て
つ
れ
て
く
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
グ
ラ
ン
ト
が
よ
ほ
ど
黒
田
に
魅
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
ら
し
い
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
九
年
、

黒
田

は
ク
ラ

l
ク
を
連
れ
て
北
海
道
へ
行
く
べ
く
東
京
か
ら
出

帆
し
た
時
、
そ
の
乗
船
の
玄
武
丸
の
船
上
で
宗
教
に
よ
る

徳
育
に
つ
い
て
大
議
論
と
な
り
、
札
幌
農
学
校
で
は
キ
リ

ス
ト
教
教
育
を
重
視
す
べ
き
と
の
ク
ラ
l
ク
の
意
見
に
閉

口
し
た
と
あ
る
。
当
時
は
未
だ
切
支
丹
禁
制
が
解
か
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

黒
田
は
ク
ラ
l
ク
の

教
育
を
ま
も
り
ぬ
い
た
。
黒
田
は
後
世
あ
ま
り
評
価
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
酒
乱
の
た
め
に
事
件
を
起
こ
し
た
た
め
で

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、

北
海
道
開
拓
十
ヶ
年
計
画

を
実
施
し
て
北
海
道
開
拓
の
基
礎
を
築
き
、
開
拓
使
の
予

算
で
五
人
の
女
子
留
学
生
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
た
。
こ

の
中
に
は
九
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
津
田
梅
子
も
居
た
。

黒
田
が
亡
く
な

っ
た
と
き
の
内
村
鑑
三
の
黒
田
に
対
す
る

追
悼
の
文
章
と
し
て
「
黒
田
が
な
け
れ
ば
札
幌
農
学
校
は

な
か
っ
た
。
札
幌
農
学
校
が
な
か
っ
た
ら
余
は
札
幌
に
ゆ

か
ず
、
札
幌
に
ゆ
か
な
か

っ
た
ら
余
は
聖
書
と
キ
リ
ス
ト

教
に
接
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
も
書
い
て
い
る
。
と

な
れ
ば
、
黒
田
が
な
け
れ
ば
津
田
塾
大
学
も
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
黒
田
清
隆
は
明
治
七
年
に
屯
田
兵
を
創
設
、

八
月
に
は
参
議
兼
開
拓
長
官
と
な
る
。
明
治
十
年
に
は
西

商
戦
争
で
西
郷
軍
と
戦
っ
た
。
黒
田
の
札
幌
農
学
校
創
設

と
北
海
道
開
拓
は
日
米
関
係
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ

の
業
績
は
卓
越
し
て
い
た
と
考
え
る
。

黒
船
来
航
一
五

O
周
年
と
ペ
リ
ー
提
督

現
在
の
日
米
友
好
の
歴
史
は

一
八
五
三
年
七
月
八
日
神

奈
川
県
横
須
賀
浦
賀
沖
に
凹
隻
の
軍
艦
を
派
遣
し
た
米
国

海
軍
極
東
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
l
提
督
の
来
航
に
始
ま
っ

た
。
当
時
の
徳
川
幕
府
に
開
国
を
要
求
し
、
神
奈
川
条
約

の
交
渉
を
始
め
て
か
ら
二
O
O
三
年
で

一
五
O
周
年
に
な

る
と
い
う
の
で
、
同
年

一
月
以
来
連
載
し
て
い
る
「
食
品

工
業
」
へ
の
取
材
の
た
め
、
七
月、

ペ
リ
l
提
督
の
お
膝

元
で
あ
る
ロ

l
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
ニ

ュ
l
ポ
l
ト
市
で
開

催
さ
れ
た
黒
船
祭
り
に
参
加
し
日
米
友
好
の
由
緒
を
探
っ

て
み
た
。

一
六
三
七
年
か
ら

一
八
五
四
年
ま
で
日
本
は
二
O
O年

以
上
に
百
一る
鎖
国
で
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
を
除
き
諸
外
国
に

門
を
閉
ざ
し
て
い
た
。
フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
か
ら
日
本
国

天
皇
へ
の
親
書
を
携
え
た
ペ
リ
1
提
督
の
般
隊
に
は
二
隻

の
蒸
気
船
を
含
み

H

黒
船
M

と
し
て
日
本
を
驚
か
せ
た
。

初
め
て
見
た
蒸
気
船
の
文
明
に
、
幕
府
や
人
々
が
対
応
に

右
往
左
往
し
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

ペ
リ
l
提
督
来
航
の
目
的
は
親
書
に
述
べ
ら
れ
た
「
幕

府
と
の
間
で
米
国
の
捕
鯨
船
へ
の
避
難
港
の
提
供
や
蒸
気

船
へ
の
石
炭
の
供
給
と
水
の
補
給
、
遭
難
船
員
へ
の
救
助
」
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を
要
求
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
H

黒
船
H

は
幕
末
の
志

士
や
尊
王
嬢
夷
運
動
が
燃
え
広
が
っ
て
ゆ
く
先
駆
け
と
な

っ
た
が
、

一
方
で
、
徐
々
に
海
外
の
文
明
開
化
を
導
入
す

る
必
要
性
と
機
運
を
も
醸
成
し
た
に
違
い
な
い
。

ペ
リ
l
は
開
国
を
拒
み
出
航
を
迫
る
幕
府
の
出
先
に
し

び
れ
を
き
ら
し
た
が
遂
に
大
統
領
親
書
を
手
渡
す
こ
と
の

承
諾
を
得
た
。
し
か
し
、
そ
の
回
答
を
受
取
る
の
に
数
ヶ

月
を
要
す
る
こ
と
を
知
り
、

翌
年
、
戻
る
と
告
げ
て
去

っ

た
。
一

八
五
四
年
二
月
、
ペ
リ
ー
は
再
び
来
航
し
た
。
日

本
の
情
勢
は
や
や
前
向
き
に
変
化
し
て
い
た
。
幕
府
と
の

聞
の
微
妙
な
交
渉
の
後
、

一
八
五
四
年
三
月
三
十

一
日、

日
米
和
親
条
約
と
し
て
の
神
奈
川
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。

こ
の
条
約
で
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
船
が
救
助
と
補
給
の
た

め
画
館
と
下
回
に
寄
港
す
る
こ
と
を
認
め
、
且
つ
、
乗
組

員
の
保
護
を
約
し
た
。
こ
れ
が
四
年
後
の
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト

ハ
リ
ス
領
事
に
よ
る
下
回
で
の
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約

の
調
印
に
導
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
日
米
関
係

一
五

O
年
を
思
う
と
、
歴
史
の
大
き
な
一扉
を
聞
い
た
と
は
、
ペ

リ
l
自
身
も
予
想
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

七
月
十
八
日
に
ロ

l
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
ニ
ュ

l
ポ
1
ト

市
で
開
催
さ
れ
た
「
黒
船
祭
り
」
の
開
会
式
典
は
、
ニ
ュ

ー
ポ
l
ト
市
ト
ゥ
l
ロ
公
園
に
建
つ
ペ
リ

l
提
督
の
銅
像

の
前
で
行
わ
れ
た
。
台
座
に
は
、
日
米
和
親
条
約
締
結
の

様
子
が
レ
リ
ー
フ
に
描
か
れ
て
い
る
。
米
国
側
か
ら
は
ロ

ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
知
事
や
ニ
ュ

l
ポ
l
ト
市
長、

ニ
ュ

ー
ポ
l
ト
海
軍
基
地
司
令
官
・
な
ど
が
出
席
し
た
が
、
日
本

側
か
ら
は
加
藤
良
三
日
本
国
駐
米
大
使
、
西
林
在
ボ
ス
ト

ン
総
領
事
、
石
井
下
田
市
長
、
井
出
日
本
国
海
上
自
衛
隊

H

せ
と
ぎ
り
H

艦
長
な
ど
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
下
回
市
は

一
九
五
八
年
以
来

ニ
ュ
I
ポ
l
ト
市
と
姉

妹
都
市
の
間
柄
。
日
本
の
護
衛
艦
の
参
加
は
初
め
て
で
あ

っ
た
。

考
え
る
に
、
日
本
か
ら
見
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
外
国
へ
の

干
渉
と
お
節
介
を
や
く
国
の

一
語
に

つ
き
る
で
あ
ろ
う
。

当
時
は
英
国
が
世
界
の
新
株
国
家
で
あ

っ
た
が
結
果
と
し

て
明
治
維
新
を
実
現
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
ナ
イ
ン
イ
レ

ブ
ン
に
端
を
発
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
侵
攻
も

同
様
で
あ
ろ
う
。
歴
史
の
必
然
性
は
、
あ
る
程
度
年
月
が

経
た
な
い
と
人
々
は
理
解
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う

だ
。

Wentworth by the Seaと妻

日
露
戦
争
と
ポ
I
ツ
マ
ス
条
約

こ
の
八
月
、
休
暇
を
兼
ね
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ

l
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
地
方
を
旅
行
し
、
ニ
ュ

1
ハ
ン
プ
シ

ャ
l
州
ポ
l

ツ
マ
ス
を
訪
れ
た
。
ポ
l
ツ
マ
ス
条
約
と
は
、
明
治
三
十

八
年

一
九

O
五
年
九
月
に
、
セ
オ
ド
ア
・
ル

l
ズ
ベ
ル
ト

米
国
大
統
領
の
斡
旋
に
よ
り
ニ
ュ

i
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
州
ポ

1
ツ
マ
ス
の
海
軍
工
廠
に
お
い
て
、
日
本
全
権
小
村
寿
太

郎
と
ロ
シ
ア
全
権
ウ
イ

ッ
テ
と
の
間
で
調
印
さ
れ
締
結
さ

れ
た
日
露
講
和
条
約
の
こ
と
で
、

二
O
O
五
年
九
月
五
日

は
、
条
約
締
結

一
O
O
周
年
に
当
た
る
。
日
露
戦
争
に
お

い
て
、
旅
順
陥
落
、

奉
天
占
領
、
日
本
海
海
戦
な
ど
終
始

優
勢
を
保

っ
た
日
本
は
、
こ
の
条
約
に
お
い
て
、
樺
太
島

の
北
緯
五
十
度
以
南
の
領
土
を
領
有
、
朝
鮮
に
お
け
る
優

越
権
獲
得
、
南
満
州
鉄
道
を
譲
渡
さ
れ
、
沿
海
州
沿
岸
の

漁
業
協
慨
を
獲
得
な
ど
の
権
訴
を
得
た
。

ポ
l
ツ
マ
ス
条
約
と
は
、
世
界
史
上
の
大
事
件
で
、
日

本
海
海
戦
に
当
た

っ
て
の
東
郷
平
八
郎
元
帥
の
「
興
国
の

興
廃
こ
の

一
戦
に
あ
り
。
各
員
奮
励
努
力
せ
よ
」
の
訓
示

は
有
名
だ
。
で
も
、
現
実
に
は
日
本
の
戦
力
は
枯
渇
し
、

戦
死
者
四
六
、
四
二
三
名
、
戦
傷
者
約
十
六
万
人
。
約
二

十
億
円
の
軍
費
を
要
し
た
(
当
時
の
国
家
年
間
予
算
は
約

三
億
円
)
。
国
民
は
賠
償
金
四
十
億
円
の
断
念
な
ど
か
ら

条
約
を
非
難
し
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
を
起
こ
し
た
。
し

か
し
、

当
時
の
日
本
政
府
と
軍
首
脳
は
大
局
を
誤
ま
ら
な

か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
米
国
が
仲
介
の
労
を

取

っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
米
国
で
入
手
し
た
文
書
に
は
、

「
米
国
は
、
太
平
洋
地
域
で
の
力
の
均
衡
を
維
持
す
る
こ

と
が
米
国
の
利
害
に
合
致
す
る
と
考
え
た
」
と
あ
る
。
こ

の
後
、
し
ば
ら
く
し
て
、
日
本
は
次
第
に
軍
国
主
義
化
の

方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
く
。
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ポ
1
ツ
マ
ス
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の
は
ポ
l
ツ
マ
一
後
、
札
幌
農
学
校
教
授
と
な
る
。
後
に
国
際
連
盟
事
務
次
一

ス
市
に
あ
る
海
軍
工
廠
で
、
訪
問
し
た
ポ

1
ツ
マ
ス
市
の
一
長
に
な
っ
た
。
一
九
三

0
年
代
前
半
ア
メ
リ
カ
で
一

O
O
一

南
岸
に
あ
る
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
&
ス
パ

(drEd『
R
吾
一
回
以
上
講
演
し
日
米
平
和
維
持
に
尽
力
し
た
。
一
前
段
が
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
字
数
は
限
ら
れ
て
い
る

σ吋
吾
m
m
g
)
は
、
正
し
く
一
九

O
五
年
に
、
日
本
と
ロ
一
司
馬
遼
太
郎
の
「
坂
の
上
の
雲
」
は
夫
々
日
本
陸
軍
と
一
は
ず
で
あ
り
、
米
国
に
在
住
す
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

シ
ア
代
表
団
が
一
ヶ
月
に
一
旦
り
滞
在
し
た
場
所
で
あ
っ
一
海
軍
の
作
戦
を
担
当
し
た
秋
山
好
古
と
秋
山
真
之
を
主
人
一
ル
タ
ン
ト
の
目
か
ら
見
た
日
米
経
済
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
両
国
代
表
団
は
こ
こ
か
ら
会
議
場
の
海
軍
工
廠
へ
通
一
公
に
日
露
戦
争
を
描
い
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
と
英
国
は
一
て
簡
潔
に
触
れ
て
み
た
い
。
豊
富
な
デ
l
タ
が
あ
る
の
で
、

っ
た
。
同
ホ
テ
ル
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
一
常
に
ロ
シ
ア
の
南
進
政
策
に
警
戒
心
を
持
っ
て
い
た
と
そ
一
要
請
が
あ
れ
ば
日
本
中
ど
こ
で
も
行
っ
て
詳
細
に
解
説
し

日
本
は
欧
州
で
の
交
渉
場
所
を
拒
否
し
、
ロ
シ
ア
も
ア
ジ
一
の
背
景
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
米
英
を
し
て
日
本
を
支
一
講
演
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
二

O
O
四
年
に
は
、
五
、

ア
で
の
交
渉
を
拒
否
し
た
。
そ
れ
で
当
初
は
ワ
シ
ン
ト
ン
一
援
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
小
村
寿
太
郎
の
外
交
一
六
月
に
東
京
大
学
、
酪
農
学
園
大
、
豊
橋
技
術
科
学
大
、

が
選
ば
れ
た
が
気
候
の
関
係
で
掠
し
い
ポ

1
ツ
マ
ス
市
に
一
上
の
活
躍
と
新
渡
戸
稲
造
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
一
協
和
発
酵
、
味
の
素
、
持
田
製
薬
-
帝
人
フ
ァ

l
マ
、
三

決
定
し
た
と
い
う
。
マ
リ
オ
ッ
ト
が
こ
こ
を
改
装
し
た
の
一
折
り
し
も
今
、
ロ
シ
ア
は
四
島
返
還
を
頑
強
に
拒
絶
し
、
一
菱
化
学
、
エ
イ
プ
ル
で
「
米
国
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産

は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
、
ゴ
ル
フ
場
と
マ
リ
l
ナ
が
付
随
一
二
島
返
還
に
固
執
し
て
い
る
。
択
捉
、
国
後
、
色
丹
、
歯
一
業
の
全
貌
」
、
「
米
国
の
産
学
連
携
/
技
術
移
転
」
の
講
演
、

す
る
風
光
明
掴
な
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
日
本
と
関
係
深
い
歴
一
舞
四
島
は
、
一
八
五
五
年
の
日
露
通
好
条
約
、
一
八
七
五
一
九
月
に
再
度
東
大
で
「
米
国
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
総
合

史
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
。
ル

1
ズ
ベ
ル
ト
米
国
大
統
領
一
年
樺
太
千
島
交
換
条
約
、
一
九

O
五
年
の
ポ
l
ツ
マ
ス
条
一
支
援
戦
略
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

は
こ
の
条
約
で
の
功
労
が
認
め
ら
れ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
一
約
、
及
び
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
一
日
本
は
二

O
O
四
年
末
現
在
、
未
だ
消
費
者
物
価
の
下

賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
ポ
l
ツ
マ
ス
市
と
日
商
一
(
甫
樺
太
と
千
島
列
島
の
放
棄
一
こ
れ
に
は
四
島
は
入
つ
一
落
デ
フ
レ
が
続
い
て
い
て
、
十
四
年
目
に
な
る
ゼ
ロ
金
利

市
と
は
小
村
寿
太
郎
の
縁
に
よ
り
姉
妹
都
市
の
関
係
を
結
一
て
い
な
い
)
の
何
時
の
時
点
で
も
日
本
の
領
土
で
あ
っ
た
。
一
は
解
消
の
メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
。
ゼ
ロ
金
利
の
継
続
で

ん
で
い
る
。
小
村
寿
太
郎
が
帰
国
の
際
、
感
謝
の
意
味
で
一
更
に
付
言
す
れ
ば
、
前
述
し
た
松
岡
洋
右
は
ア
メ
リ
カ
一
や
っ
と
景
気
回
復
を
も
た
ら
し
た
が
、
同
時
に
多
く
の
問

地
元
へ
遺
し
た
十
万
ド
ル
の
基
金
は
現
在
も
存
在
し
、
莫
一
オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
留
学
し
、
一
九
三
三
年
、
国
際
連
盟
首
一
題
を
起
こ
し
た
。
多
く
の
銀
行
や
保
険
会
社
は
成
り
立
た

大
な
額
と
な
っ
て
日
米
友
好
に
寄
与
し
て
い
る
と
聞
い
一
席
全
権
と
な
り
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
。
松
岡
一
ず
倒
産
し
或
い
は
買
収
さ
れ
た
。
年
金
生
活
者
は
今
で
も

た

。

一

は

日

独

伊

三

国

軍

事

同

盟

や

日

ソ

中

立

条

約

締

結

に

尽

力

一

「

一

円

利

息

で

泣

く

」

状

態

。

一

部

の

輸

出

産

業

保

護

の

賠
償
金
が
取
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
ポ

1
ツ
マ
ス
条
一
し
た
。
一
九
四

O
年
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
満
州
国
を
黙
一
た
め
円
高
介
入
を
繰
り
返
し
た
。
ゼ
ロ
金
利
で
も
依
然
と

約
は
日
本
の
対
外
戦
争
史
上
最
大
の
戦
果
を
上
げ
た
と
云
一
認
し
、
同
時
に
中
国
か
ら
の
撤
兵
を
要
求
し
た
妥
協
案
を
一
し
て
景
気
の
失
速
懸
念
が
政
府
の
頭
に
あ
る
の
だ
。
そ
の

え
る
の
だ
。
何
故
、
ア
メ
リ
カ
と
英
国
は
日
本
を
応
援
し
一
提
出
し
た
が
、
日
本
は
受
入
れ
を
拒
否
し
た
た
め
日
米
開
一
理
由
は
経
済
学
的
に
活
性
化
さ
れ
て
い
な
い
規
制
産
業
と

た
の
か
。
小
村
寿
太
郎
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
律
学
科
に
一
戦
は
時
間
の
問
題
と
な
る
。
一
九
四
一
年
十
二
月
六
日
、
一
リ
ス
ト
ラ
す
べ
き
官
業
が
依
然
と
し
て
温
存
さ
れ
て
い
る

留
学
し
、
外
務
省
に
入
り
、
駐
米
全
権
公
使
と
駐
露
全
権
一
日
米
開
戦
の
方
針
を
知
り
、
「
僕
一
生
の
不
覚
で
あ
る
」
一
か
ら
と
私
は
み
て
い
る
。
規
制
改
革
と
云
っ
て
も
二
十
五

公
使
を
歴
任
し
、
外
務
大
臣
と
な
っ
た
人
物
。
セ
オ
ド
一
と
無
念
の
思
い
を
周
囲
に
洩
ら
し
、
敗
戦
後
、

A
級
戦
犯
一
年
前
の
新
聞
記
事
を
見
て
も
、
実
態
は
殆
ど
変
わ
っ
て
い

ア
・
ル
l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
新
渡
戸
稲
造
の
「
武
士
道
」
一
に
指
名
さ
れ
、
裁
判
中
に
病
死
し
た
。
こ
こ
に
日
米
開
戦
一
な
い
の
で
は
な
い
か
。
道
路
公
団
や
郵
政
の
民
営
化
と
い

(叶

zmo己
え
』
昌
吉
)
が
大
好
き
な
日
本
通
で
あ
っ
た
一
回
避
へ
の
歴
史
的
瞬
間
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
。
一
つ
で
も
分
社
化
な
ど
と
い
う
だ
け
で
実
態
は
官
業
の
ま
ま

と

云

わ

れ

る

。

新

渡

戸

稲

造

は

周

知

の

如

く

ジ

ョ

ン

ズ

・

一

一

で

高

速

道

路

の

通

行

料

や

切

手

代

が

下

が

っ

た

わ

け

で

は

ホ

プ

キ

ン

ス

大

学

に

留

学

、

ド

イ

ツ

の

ハ

レ

大

学

に

転

校

一

一

な

い

。

そ

れ

で

い

て

、

需

要

の

裏

付

け

な

し

に

政

治

が

ら

日
米
経
済
比
較
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み
で
公
共
事
業
を
遂
行
し
、
国
債
を
垂
れ
流
す
。
米
国
で

は

一
0
0
キ
口
走
っ
て
も
高
速
料
金
は
わ
ず
か
七
ド
ル

だ
。
日
本
で
は

一
区
間
で
同
じ
額
を
徴
収
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

封
書
の
郵
便
料
金
は
全
国
三
十
七
セ
ン
ト
。

U
S
P
S
は

郵
便
の
み
し
か
扱
つ
て
な
い
。
貯
金
が
あ
る
と
い
っ
て
も

簡
保
や
郵
貯
で
殆
ど
利
息
を
生
ま
ず
に
眠
っ
て
い
る
。
A

T
&
T
は
独
占
企
業
だ
っ
た
が
二
十
年
前
の
ロ
ミ

g
c
E
B

で
解
体
さ
れ
、
最
近
〉
叶
伶
叶
，

d

『↑円巾

-2∞
は
と
う
と
う

ぽ
同
額
で
あ
っ
た
。
悲
し
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
知
人
に

云
っ
た
ら
ア
ン
ピ
リ

1
パ
ボ
!
と
驚
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
控
え
目
の
価
格
で
四
倍
に
な

っ
て
い
る
。
現
時
点
で
米

国
で
は
普
通
預
金
で
2
%
の
利
息
が
出
る
。
米
国
で
は
最

近
の

G
D
P
は
年
率
4
%
で
、

景
気
は
落
ち
ず
、
グ
リ
ー

ン
ス
パ
ン
は
二
O
O
五
年
も
更
に
公
定
歩
合
を
上
げ
て
ゆ

く
だ
ろ
う
。

米
国
の
唯

一
の
問
題
は
財
政
・
経
常
収
支
の
双
子
の
赤

E

字
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
ア
メ
リ
カ
は
世
界
に
市
場
を

一回
提
供
し
て
き
た
。
九
十
年
代
末
期
、
ク
リ
ン
ト
ン
政

調
権
の
時
は
黒
字
だ

っ
た
。
ト
ヨ

タ
は

G
M
を
い
ず
れ

圃
抜
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
地
生
産
で
人
員
を
雇
用

凶

し
て
い
る
た
め
通
商
摩
擦
の
雰
囲
気
は
今
の
と
こ
ろ

固
な
い
。
ト
ヨ

タ
な
ど
輸
出
運
搬
船
を
護
っ
て
き
た
の

圃
も
米
軍
で
あ
る
。
日
本
は
五
十
年
間
軍
事
支
出
な
し

圃
に
経
済
に
集
中
出
来
た
の
だ
。
景
気
の
良
い
会
社
は

閉
輸
出
企
業
ば
か
り
で
、

三
十
年
内
需
拡
大
は
空
文
句

.
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
、
久
し
振
り
に
函
館
に
泊
ま

P

・
E

・--

hm
:
禁
園
っ
た
が
空
地
の
多
い
の
に
驚
い
た
。
双
子
の
赤
字
に

l
E
U
1
p
z
p
c
a
 

M
d綿

hu
三同一

つ
い
て
の
小
職
の
見
解
は
明
瞭
で
、
解
決
は
時
間
の

O
同
同

J
r
h

B

・2
4
同

凶

器

引

」ごレ

問
題
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ア
メ
リ
カ
は
現
在
、
戦

一打

ぶ

、

ーノ

哨

J

山川

釧

紅

一U

一切
即
時
体
制
化
に
あ
る
。
中
東
の
地
政
学
的
要
素
が
関
係

包
登
一
冷

却
一
?
す
る
が
、
イ
ラ
ク
の
選
挙
が
仮
に
半
年
延
期
に
な
っ

初

判

ピ

1品

目

.加

川

郵

止知

一
た
と
し
て
も
こ
の

二
年
で
イ
ラ
ク
は
解
決
す
る
だ
ろ

日間
一

一

う
。
日
本
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
平
和
ボ
ケ
大
新
聞

一
が
如
何
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵
略
を
攻
撃
し
よ
う

と
も
、
ア
ル
カ
イ
ダ
が
イ
ラ
ク
に
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と

は
否
定
の
し
ょ
う
が
な
い
。
こ
の
ま
ま
米
軍
が
撤
退
し
て

も
中
東
が
即
座
に
平
和
に
な
る
保
証
は
万
に

一
つ
も
な

い
。
長
女
は
二
O
O
一
年
九
月
十

一
日
の
朝
、
飛
行
機
が

激
突
す
る
幸
運
に
も
三
十
分
前
に
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ

米国の芳芸芯て
と総合支援戦闘合

の
5
m
c
U円に
買
収
さ
れ
た
。
日
本
の
専
門
家
は
未
だ

N
T

T
の
独
占
体
質
を
指
摘
し
て
い
る
。
二
十
七
年
前
に
建
て

た

二
戸
建
て
を
最
近
売
却
し
た
が
売
値
は
建
築
費
用
と
ほ

ン
タ

l
の
地
下
鉄
駅
を
通
過
し
て
死
を
免
れ
た
。
そ
れ
以

来
、
確
か
に
世
の
中
が
変
わ

っ
た
の
だ
。
戦
争
が
解
決
す

れ
ば
米
国
に
は
レ
ー
ガ
ン
の
冷
戦
終
結
時
と
同
様
平
和
の

配
当
と
し
て
歳
出
の
大
幅
削
減
が
期
待
出
来
る
。
二
年
経

た
な
く
と
も
ド
ル
は
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
解
決
し
な
く
と

も
四
年
後
の
大
統
領
選
挙
で
変
化
が
あ
る
だ
ろ
う
。
民
主

主
義
が
生
き
て
い
る
か
ら
だ
。
ケ
リ

l
は
都
市
部
で
勝
っ

た
が
、
意
外
に
同
性
愛
問
題
な
ど
の
失
点
が
影
響
し
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
は
任
期
中
減
税
を
撤
回
し
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
は
今
後
、
増
税
を
狙
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、
国
家
債
務
残
高
が

G
D
P

の
1
5
0
%
と
い
う
文
明
国
で
最
悪
の
事
態
を
解
決
す
る

方
策
が
他
に
な
い
か
ら
だ
。
経
団
連
の
本
音
で
は
歳
出

回

%
削
減
か
、
日
%
消
費
税
が
必
要
と
見
て
い
る
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
も
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
日
米
の
経
済
基
盤
を
見
れ
ば
絡
差
は
膨
大
だ
。

二
O
O
四
年
に
東
大
で
二
度
講
演
し
た
時
、

全
入
の
時
期

が
二
年
早
ま
っ
て
二
O
O
七
年
に
な
る
と
聞
い
た
。
少
子

化
で
あ
る
。
文
明
国
で
は
米
国
は
ダ
ン

ト
ツ
の

一
位
で

2

・
ー
で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
二
人
は
お
ろ
か
三
人
の
ベ

ビ
ー
カ
ー
も
目
に
す
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
教
授
の
経
済

学
者
ポ

l
ル
・
ク
ル

l
グ
マ
ン
は
人
口
問
題
を
重
要
な
経

済
問
題
と
述
べ
て
い
る
。
北
欧
諸
国
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン

ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
も
出
生
率
が
急
速

に
回
復
し
て
い
る
の
だ
。
日
本
に
あ
る
許
可
制
の
官
営
的

託
児
所
で
は
話
に
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
女
性
の
就
職
は
フ

リ
l
タ
l
が
多
く
厳
し
い
。
国
連
の
勧
告
で
は
、
日
本
は

毎
年
五
十
五
万
人
の
移
民
が
必
要
と
し
て
い
る
が
、
移
民

を
許
可
す
る
こ
と
も
先
ず
永
久
に
な
い
だ
ろ
う
。

国
際
競
争
力
は
世
界
十
五
位
。
米
国
は

一
位
。
日
本
も

人

0
年
代
は

一
位
だ
っ
た
。
小
職
が
教
え
て
い
る
米
国
パ
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イ
オ
、
産
学
連
携
/
技
術
移
転
、
食
品
、
投
資
関
連
で
も
、

日
本
の
国
立
大
学
独
立
法
人
化
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
格

差
が
大
き
い
。
バ
イ
オ
で
も
、
農
業
バ
イ
オ
分
野
は
、
カ

イ
ロ
会
議
で
印
度
の
農
学
者
ス
ワ
ミ
ナ
タ
ン
が
、
「
商
業

化
せ
ず
科
学
研
究
だ
け
で
満
足
し
て
い
る
」
と
日
本
の
こ

と
を
笑
っ
た
。
農
業
バ

イ
オ
は
二
十

一
世
紀
食
料
増
産
の

切
札
な
の
だ
。
理
数
系
の
教
育
水
準
も
問
題
が
出
て
き
た
。

日
本
の
介
護
保
険
料
も
値
上
げ
額
が
パ
カ
に
な
ら
な
い
。

こ
ち
ら
は
す
べ
て
民
営
で
あ
り
、
安
価
で
あ
る
。
ま
た
、

汚
職
、
談
合
、
虚
偽
事
件
が
依
然
多
い
と
い
う
印
象
が
あ

る
。
そ
れ
も
有
名
企
業
が
で
あ
る
。
独
占
禁
止
法
と
法
警

察
力
が
弱
い
の
だ
ろ
う
。
背
番
号
制
に
も
反
論
あ
る
よ
う

だ
が
、
そ
れ
な
し
に
ク
ロ
ヨ

ン
脱
税
を
ど
の
よ
う
に
防
止

出
来
る
の
か
。
ま
た
、

B
S
E
で
牛
肉
の
禁
輸
が
続
い
て

い
る
が
、
こ
ち
ら
か
ら
見
て
い
る
と
日
本
は
、
米
国
が
毎

年
牛
三
五
O
O
万
頭
を
消
費
し
て
い
て
、

一
O
O
万
人
の

日
系
人
が
毎
日
の
よ
う
に
牛
肉
を
食
べ
て
い
る
事
実
を
知

ら
な
い
の
で
は
と
思

っ
て
し
ま
う
。
も
う
字
数
に
制
限
あ

ろ
う
。
最
後
に
、

一
言
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ

l

ク
精
神
で
、
日
本
を
再
び
元
気
な
固
に
し
て
ゆ
こ
う
で
は

な
い
か
。

一てコ~lU膨努ゑY… 
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.里園.

四
世

そ
の
一
開
拓
の
村
で

二
O
O
四

(
平
成
十
六
)
年
九
月
十
九
日

(日
)、

札
幌
パ

l
ク
ホ
テ

ル
で
寮
同
窓
会
総
会
と
大
寮
歌
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
の
正
午
頃
、
札

幌
駅
北
口
か
ら
パ
ス
二
台
に
分
釆
し
た
恵
辿
寮
O
B
に
混
じ

っ
て
開
拓
の

村
へ
向

っ
た
。
そ
こ
に
建
っ
て
い
る
旧
恵
迫
寮
舎
内
を
見
て
回
っ
て
い
る

う
ち
に
、
寮
室
の
展
示
「
恵
辿
寮
の
歴
史
(
年
表
ご
の
記
述
と
、
「
対
寮

試
合
」
の
説
明
文
に
誤
り
を
発
見
し
た
。
次
の
二
文
で
あ
る
。

「
大
正
四
年
(
一
九

一五)、

小
樽
高
商
戦

(
野
球
)
始
ま
る
」

「
こ
の
他

H

北
の
早
慶
戦
μ

と
呼
ば
れ
た
北
大
予
科
|
小
樽
高
商
戦

は
大
正
四
年
に
始
ま

っ
た
が
:
:
:」

こ
の
「
大
正
四
年
」
は
誤
り
で
、
野
球
の
対
小
樽
高
商
定
期
戦
の
第

一

聞
は
「
明
治
四
五
年
五
月
二
五
日
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
三
年
に
出

た
「
北
大
野
球
部
史
」
、

二
O
O
一

(
平
成
十
三
)
年
の
「
北
海
道
大
学

野
球
部
1
0
0
年
史
」
、
そ
し
て
当
時
の
新
聞
記
事
で
も
確
か
め
ら
れ
る
。

私
は
野
球
部
員
で
は
な
か
っ

た
が
、
小
樽
商
大
の
教
員
に
な
っ
て
か
ら
、

商
大
野
球
部
の
部
長

・
監
督
を
続
け
、
退
職
後
も
「
総
監
督
」
と
称
し
て

野
球
部
に
関
わ
っ
て
い
る
関
係
で
、
「
1
0
0
年
史
」
の
編
集
の
お
手
伝

い
を
頼
ま
れ
、
か
な
り
関
わ
っ
た
の
で
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
野
球
部
以

(1) 

鍵

(昭
和
初
年
入
寮
)

沼

田

久

外
の
運
動
部
の
定
期
戦
開
始
は
、
部
ご
と
に
異
な
る
の
で
私
は
知
ら
な
い
。

何
故
こ
う
い
う
誤
り
が
起
き
た
の
か
。
我
が
家
に
あ
る
「
恵
迫
寮
史
」

(昭
和
八
年
)
を
調
べ
て
判
明
し
た
。
三
九
七
ペ
ー
ジ
に
誤
っ
た
記
述
が

あ
っ
た
。
祭
史
の
記
述
者
が
別
の
部
の
部
員
だ

っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う

か
。
展
示
の
作
成
者
は
寮
史
を
そ
の
ま
ま
信
じ
て
書
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
北
大
小
樽
高
商
」
戦
と
い
う
呼
び
方
は
、
厳
密
に
言
え
ば
後
代
の

略
称
で
あ
る
。
小
樽
高
商
戦
が
始
ま
っ
た
頃
の
「
北
大
」
は
実
は

「東
北

帝
国
大
学
農
科
大
学
」
で
、
通
称
は
「
農
大
」
。
だ
か
ら
そ
の
時
期
は

「
農
大
高
商
」
定
期
戦
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

「
北
海
道
帝
国
大
学
」
と
な
る
の
は
大
正
七
年
だ
か
ら
、
そ
れ
以
後
は

「
北
大
|
高
商
」
定
期
戦

野
球
の
場
合
(
他
部
の
こ
と
は
知
ら
な
い
て
そ
れ
ま
で
「
文
武
会
野
球

部
」
と
し
て
予
科
・
本
科

・
実
科
の
合
同
チ
l
ム
だ

っ
た
が
、
大
正
十
年

に
予
科
野
球
部

(正
式
名
「
桜
星
会
野
球
部
」
)
が
独
立
し
た
。
本
科
と

合
同
で
は
「
全
国
高
等
専
門
学
校
大
会
」
出
場
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
高
商
戦
も
予
科
野
球
部
の
対
戦
と
な
っ
た
。
従
っ
て
以
後
は

「
北
大
予
科
|
小
樽
高
商
」
、
略
称
「
予
科
|
高
商
」
定
期
戦

戦
争
中
の
昭
和
十
九
年
、
小
樽
古
同
商
(
正
式
名
「
小
樽
高
等
商
業
学
校
」
)

は
強
制
的
に
「
小
樽
経
済
専
門
学
校
」
と
改
称
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

戦
後
昭
和
二
十

一
年
に
復
活
し
た
定
期
戦
は

「
予
科
経
専
」
だ
が
、
「
予
科

高
商
」
で
通
用
し
た
よ
う
だ
。

一一一一一一一一一一一一一一一士一一一一一一一一一一一一一一一
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学
制
改
革
に
よ
り
新
制
大
学
が
発
足
し
た
昭
和
二
十
四
年
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
「
北
海
道
大
学
」
「
小
樽
商
科
大
学
」
と
な
っ
た
の
で
、
以
後

「
北
大
l
小
樽
商
大
」
、
さ
ら
に
略
し
て
「
北
大
|
商
大
」
定
期
戦

と
な
っ
た
。
と
い
う
の
が
呼
び
名
の
変
遷
史
で
あ
る
。

こ
の
定
期
戦
は
、
大
正
九
年
以
前
も
随
分
の
人
気
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

「
北
の
早
慶
戦
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
一
般
市
民
の
熱
狂
を
呼
ん
だ
の
は

「
予
科
|
高
商
・
経
専
」
の
時
代
で
あ
る
。
北
海
道
で
二
つ
し
か
な
い
高

等
教
育
の
学
校
の
対
抗
戦
、
学
生
数
も
あ
ま
り
差
が
な
く
同
年
齢
層
同
士

な
の
で
実
力
伯
仲
、
と
い
う
こ
と
で
人
気
が
沸
い
た
の
だ
ろ
う
。

つ
い
で
に
。
「
北
大
の
1
2
5
年
」
(
北
海
道
大
学
1
2
5
年
史
編
集
室
編
、

北
大
図
書
刊
行
会
、
二

O
O
一
年
)
の
中
の
「
略
年
表
」
(
一
三
五
ペ
ー

ジ
)
に
も
誤
記
が
あ
る
。
「
1
9
1
2
年
、
大
学
予
科
と
小
樽
高
商
の
野

球
定
期
戦
始
ま
る
」
と
い
う
記
述
。
ど
こ
が
誤
り
か
、
説
明
不
要
だ
ろ
う
。

住
民
票
事
件

昭
和
二
十
七
年
、
「
住
民
登
録
制
」
が
制
定
さ
れ
、
寮
生
も
住
民
登
録

票
を
市
役
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
「
住

民
登
録
制
は
徴
兵
制
の
準
備
だ
」
と
主
張
し
て
、
住
民
票
提
出
血
止
の
運

動
を
す
る
勢
力
が
あ
っ
た
。
私
は
、
敗
戦
前
は
そ
ん
な
制
度
が
な
く
て
も

徴
兵
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
無
理
な
理
屈
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。

七
月
五
日
夕
刻
、
市
役
所
幌
北
出
張
所
長
が
寮
に
入
っ
て
、
住
民
登
録

票
を
回
収
し
よ
う
と
し
て
数
室
回
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
へ
阻
止
派
の
寮
外

生
五
人
が
押
し
か
け
て
来
て
所
長
を
取
り
囲
み
、
回
収
し
た
住
民
票
を
奪

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
「
寮
自
治
の
侵
害
だ
」
と
主
張
す
る
寮
生
た
ち

何
人
か
と
寮
外
生
た
ち
と
の
争
い
に
な
り
、
そ
し
て
警
察
が
阻
止
派
の
行

為
は
公
務
執
行
妨
害
に
当
た
る
、
と
し
て
「
事
件
」
と
な
っ
た
。

私
は
何
か
の
用
事
で
部
屋
か
ら
出
て
、
廊
下
の
玄
関
前
を
通
り
過
ぎ
よ

う
と
し
た
時
、
学
生
た
ち
が
所
長
を
取
り
囲
み
、
大
声
で
怒
鳴
り
あ
っ
た

り
、
も
み
合
っ
た
り
し
て
い
た
の
を
三
十
秒
ほ
ど
見
て
い
た
だ
け
で
、
い

わ
ば
ヤ
ジ
馬
だ
っ
た
。
争
っ
て
い
た
人
数
は
双
方
合
計
十
数
人
か
。
匝
止

派
の
寮
生
が
そ
の
中
に
い
た
か
ど
う
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

そ
の
「
住
民
票
事
件
」
が
「
恵
迫
寮
史
第
二
巻
」
に
書
か
れ
て
い
る
の

だ
が
、
記
述
が
実
際
と
全
く
違
う
の
を
私
は
発
見
し
た
の
は
平
成
十
三
年

だ
っ
た
。
そ
れ
を
同
期
入
寮
の
清
水
邦
昭
君
に
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
も

偶
然
同
じ
日
、
「
誤
記
述
」
に
気
付
い
て
憤
慨
し
て
い
た
。

寮
史
第
二
巻
、
四
五
二
ペ
ー
ジ
の
記
述
を
要
約
す
る
と
、
四
点
に
な
る
。

(
イ
)
:
・
当
時
住
民
登
録
:
・
制
定
が
:
・
徴
兵
の
準
備
だ
と
:
・
、
学
内
で

も
反
対
運
動
が
盛
り
上
っ
て
い
た
。

(
ロ
)
恵
迫
寮
で
も
:
・
反
対
の
立
場
:
・
ほ
ぽ
全
寮
の
一
致
で
・
:
全
員
の

住
民
票
を
警
察
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
・
:
焼
却
し
た
。

(
ハ
)
・
:
ど
こ
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
・
:
あ
る
住
民
票
を
強
奪
し

た
五
人
の
学
生
活
動
家
が
寮
内
に
逃
げ
込
む
・
:
事
件
が
・
:
。

(
ニ
)
警
察
側
は
寮
へ
の
立
入
も
辞
さ
な
い
態
度
・
:
深
夜
ま
で
の
寮
生

大
会
で
討
論
:
・
五
人
・
:
を
警
察
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
・
:
。

こ
の
う
ち
(
ロ
j
ニ
)
は
ど
れ
も
事
実
で
は
な
い
。
(
イ
)
の
「
盛
り
上

が
り
」
も
血
止
派
的
主
観
で
事
実
と
は
遠
い
が
、
こ
こ
で
は
議
論
し
な
い
。

事
件
前
の
六
月
二
十
九
日
に
住
民
票
の
件
で
寮
生
大
会
が
聞
か
れ
た
。

七
月
五
日
の
事
件
直
後
の
夜
に
も
寮
生
大
会
が
聞
か
れ
た
。
私
は
直
後
の

大
会
の
議
長
を
や
ら
さ
れ
た
。
小
池
亮
君
と
二
人
の
共
同
議
長
だ
っ
た
。

前
半
を
小
池
君
、
後
半
を
私
の
議
長
で
議
事
を
進
め
た
。
後
半
は
議
論
が

か
な
り
激
し
く
な
っ
て
長
時
間
か
か
っ
た
。
小
池
君
は
議
長
卓
の
左
側
後

方
で
椅
子
に
座
り
時
々
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。
土
門
堅
君
の
「
既
に
こ
の

寮
は
機
動
隊
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
議
場
が
一
時

シ
l
ン
と
な
っ
た
。
た
だ
し
大
会
と
し
て
は
、
状
況
偵
察
は
し
て
い
な
い
。

当
時
の
委
員
長
は
津
正
雄
君
。
土
門
君
は
寮
務
部
長
で
あ
る
。
こ
の
原

稿
執
筆
中
に
、
仙
台
在
住
の
揮
君
が
所
用
で
来
札
、
同
期
の
十
人
ほ
ど
が

集
ま
り
面
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
揮
君
や
清
水
君
の
話
や
清
水
君
が
持

っ
て
い
た
資
料
な
ど
も
総
合
し
、
私
の
記
情
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
確
か

な
こ
と
を
(
ロ

1
ニ
)
に
対
応
し
て
(
ろ

l
に
)
と
し
て
述
べ
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
勿
論
、
非
が
あ
れ
ば
文
責
は
私
に
あ
る
。

「
警
察
に
渡
す
・
:
」
と
い
う
(
ロ
)
の
文
章
は
い
か
に
も
意
図
的
。
住

民
票
は
「
市
役
所
に
出
す
」
も
の
。
(
ハ
)
の
「
ど
こ
の
も
の
か
不
明
」

は
「
活
動
家
」
の
こ
と
か
、
「
あ
る
住
民
票
」
の
こ
と
か
。
(
ロ
)
で
「
全
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員
の
住
民
票
を
焼
却
」
と
書
い
た
か
ら
「
寮
内
で
強
奪
」
と
は
書
け
な
い

わ
け
だ
。
当
時
、
寮
外
で
の
強
奪
事
件
は
な
い
か
ら
「
寮
外
の
住
民
票
を

奪
っ
た
誰
か
分
か
ら
ぬ
活
動
家
が
寮
内
に
逃
げ
込
ん
だ
」
事
実
は
な
い
。

(
ハ
)
が
本
当
な
ら
「
寮
自
治
の
侵
害
問
題
」
な
ど
と
は
な
ら
な
い
筈
。

事
実
は(

ろ
)
六
月
二
十
九
日
の
寮
生
大
会
で
「
住
民
票
を
提
出
す
る
か
ど
う

か
は
各
自
の
判
断
に
任
せ
る
」
と
決
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
全
員
の
住

民
票
を
焼
却
し
た
」
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。

(
は
)
寮
内
に
入
っ
て
、
出
張
所
長
か
ら
寮
生
の
住
民
票
を
奪
っ
た
五

人
の
活
動
家
(
う
ち
四
人
は
氏
名
が
判
明
)
は
、
寮
生
た
ち
と
の
論
争
が

長
く
続
き
、
寮
か
ら
逃
げ
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

(
に
)
事
件
後
の
寮
生
大
会
で
は
「
警
察
に
引
き
渡
す
」
決
議
は
し
て

い
な
い
。
寮
生
が
大
会
の
決
議
に
基
づ
き
自
由
意
志
で
提
出
し
た
住
民
票

を
、
寮
外
の
者
が
暴
力
を
使
っ
て
奪
い
取
っ
た
。
と
い
う
行
為
は
寮
の
自

治
を
侵
害
す
る
も
の
だ
か
ら
、
「
そ
う
い
う
者
た
ち
は
寮
か
ら
退
去
さ
せ

る
」
と
決
議
を
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
で
あ
る
。

五
人
は
武
装
警
察
に
「
結
果
と
し
て
は
」
逮
捕
さ
れ
た
。
「
そ
れ
は
単

な
る
言
い
逃
れ
。
寮
外
に
出
せ
ば
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
か

ら
」
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
幾
っ
か
を
付
記
し
よ
う
。

警
察
が
事
件
を
知
っ
た
の
は
所
長
が
脱
出
し
て
通
報
し
た
か
ら
で
あ

る
。
警
察
は
大
学
当
局
と
協
議
、
早
く
か
ら
待
機
し
て
い
た
よ
う
だ
。

寮
生
大
会
は
深
夜
午
前
一
時
過
ぎ
ま
で
五
時
間
以
上
続
い
た
。
学
友
を
、

好
ん
で
警
察
に
突
き
出
し
た
い
な
ど
と
思
う
者
は
い
な
い
。
苦
悩
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
五
時
間
以
上
も
議
論
し
た
の
だ
。
五
人
は
寮
生
大
会
中
、
会

場
の
最
後
部
の
席
に
い
た
。
傍
聴
を
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
寮
外
に
出
さ
な
い
」
と
議
決
し
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
。
分
散
し
て
匿

う
こ
と
に
な
る
。
武
装
警
察
は
寮
内
に
突
入
、
全
室
を
捜
索
、
「
証
拠
物

件
」
の
押
収
や
「
阻
止
派
寮
生
」
の
逮
捕
も
し
た
だ
ろ
う
。
自
治
寮
の
自

殺
行
為
と
な
る
。
警
察
力
で
寮
の
自
治
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
、
寮
生
が

強
く
危
倶
し
て
い
る
こ
と
も
傍
聴
し
て
い
て
分
か
っ
た
筈
。
所
長
が
警
察

に
通
報
す
る
の
は
明
ら
か
な
の
だ
か
ら
彼
が
脱
出
し
た
後
、
逮
捕
さ
れ
た

く
な
け
れ
ば
五
人
は
直
ぐ
に
寮
外
に
逃
げ
る
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。
そ
う
せ

ず
に
寮
生
た
ち
を
論
破
し
よ
う
と
し
て
逃
げ
出
す
機
会
を
失
っ
た
の
だ
か

ら
、
信
念
に
殉
じ
逮
捕
覚
悟
で
進
ん
で
寮
外
に
出
る
の
が
正
道
だ
ろ
う
。

大
会
決
議
の
執
行
に
当
た
る
委
員
会
も
苦
し
ん
だ
。
表
玄
関
で
な
く
、

裏
の
炊
事
場
か
ら
な
ら
逃
げ
ら
れ
る
か
も
:
・
と
か
議
論
し
た
と
い
う
。
淳

委
員
会
の
大
黒
柱
、
土
門
君
や
二
川
義
昭
君
(
会
計
部
長
)
な
ど
に
、
当

時
の
心
境
を
聞
い
て
み
た
い
と
も
思
う
。

翌
日
、
学
内
あ
ち
こ
ち
に
「
恵
迫
寮
生
が
学
生
を
警
官
に
引
き
渡
し
た
」

と
い
う
掲
示
が
出
た
。
そ
ん
な
掲
示
は
敵
を
増
や
す
だ
け
だ
ろ
う
。
無
神

経
な
こ
と
だ
。
委
員
長
名
で
実
情
を
知
ら
せ
る
声
明
文
を
出
し
、
新
聞
社

に
も
送
っ
た
。
と
揮
君
は
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
。
当
時
の
北
海
道
新
聞

と
北
海
タ
イ
ム
ス
(
数
年
前
に
潰
れ
た
)
の
二
紙
を
見
る
と
、
記
述
が
一

致
し
て
い
る
事
と
違
う
事
が
あ
る
。
一
致
し
て
い
て
も
「
誤
記
」
で
あ
る

場
合
も
あ
る
。
一
方
に
は
載
っ
て
い
て
、
他
方
に
は
記
載
が
な
い
場
合
も

あ
る
。
寮
生
大
会
に
学
生
部
長
・
課
長
が
出
席
し
た
、
な
ど
自
治
寮
と
し

て
あ
り
得
な
い
こ
と
を
書
い
て
い
た
り
す
る
。
当
事
者
の
一
人
と
し
て
、

過
去
の
出
来
事
を
調
べ
る
際
に
新
聞
を
「
丸
々
信
用
し
て
は
い
け
な
い
」

こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
(
何
度
も
経
験
し
て
い
る
が
)
。

「
人
民
日
報
で
信
用
で
き
る
の
は
発
行
年
月
日
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
い

る
中
国
人
も
い
る
そ
う
だ
が
:
:
:
。
付
記
は
こ
れ
ま
で
。

私
を
議
長
に
推
薦
し
た
の
は
中
瀬
篤
信
君
(
現
同
窓
会
長
)
そ
れ
ま
で

付
き
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
か
ら
不
思
議
に
思
っ
た
の
で
、
後
で
推
薦

理
由
を
尋
ね
た
ら
「
よ
く
通
る
声
だ
か
ら
」
と
答
え
た
。
全
く
「
ウ
l
ン」

と
い
う
感
じ
。
小
池
君
を
推
薦
し
た
の
は
誰
か
記
憶
が
な
い
。

後
で
見
た
小
池
君
の
議
事
メ
モ
に
「
議
場
か
な
り
コ
ン
ラ
ン
」
と
書
い

で
あ
っ
た
。
中
瀬
君
は
「
何
も
混
乱
な
ん
か
し
て
い
な
か
っ
た
よ
」
と
言

っ
て
い
た
が
・
:
。
議
事
を
ど
う
捌
く
か
、
私
が
一
瞬
迷
っ
て
振
り
向
き
、

小
池
君
と
相
談
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

蛇
足
一
。
こ
の
「
寮
史
第
二
巻
」
は
随
分
「
ミ
ス
プ
リ
や
誤
記
」
が
多
い

の
で
、
読
む
際
は
要
注
意
。

蛇
足
ニ
。
こ
の
寮
生
大
会
議
長
の
経
験
は
、
私
の
議
長
歴
の
原
点
と
な
っ
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た
。
こ
れ
以
後
の
半
世
紀
、
数
知
れ
ぬ
ほ
ど
の
会
議
や
集
会
で
議
長
を
務

め
た
。
自
分
で
は
「
勲
章
だ
」
と
思
っ
て
い
る
全
国
大
会
の
議
長
経
験
が

//戸電』唱。

，Yぞやー斗
来札したj墨正雄君を囲んで。第一ホテル。清水邦昭君撮影 (04.12.17)

・前列右から、中瀬篤信同窓会長、運正雄、菊地弘明、飯沼副夫。

・後列右から、筆者、津田昭志、佐久間哲郎、河原克美、神野善司、清水邦昭。

あ
る
。
「
全
国
」
だ
か
ら
勲
章
な
の
で
は
な
く
「
文
部
官
僚
に
楯
突
い
て
、

そ
の
後
お
呼
び
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
「
勲
章
」
な
の

で
あ
る
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
組
織
「
国
立
大
学
入
学
者
選
抜
研
究
連

絡
協
議
会
」
の
あ
る
年
の
全
国
大
会
で
、
公
開
パ
ネ
ル
と
翌
日
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
二
日
間
、
京
大
の

N
教
授
と
共
同
議
長
を
務
め
た
。
テ
ー
マ
は

「
受
験
機
会
の
複
数
化
」
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

N
H
K
が
開
始
か
ら
終
了

ま
で
撮
影
し
て
い
た
。
私
の
「
組
め
」
の
発
言
の
「
勘
所
」
が

N
H
K
テ

レ
ビ
の
夜
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
た
と
の
こ
と
(
私
は
見
て
い
な

い
)
。
昭
和
五
十
四
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
共
通

一
次
試
験
」
制
度
で
は
、

国
立
大
を
「

一
校
し
か
受
験
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
国
立

大
の
地
盤
沈
下
を
も
た
ら
す
、
と
反
対
論
も
あ
っ
た
が
文
部
官
僚
は
耳
を

貸
さ
ず
だ

っ
た
。
私
も
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
し
数
年
で
反
対
論
の
正
し

さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
テ
l
マ
の
討
論
会
を
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
纏
め
の
「
勘
所
」
は
、
誤
り

を
認
め
ず
、
部
分
的
手
直
し
に
と
ど
め
た
い
彼
ら
に
と
っ
て
不
愉
快
な
も

の
だ

っ
た
ら
し
く
、
後
に
送
ら
れ
て
来
た
議
事
録
で
は
、
そ
の
部
分
は
書

き
変
え
ら
れ
て
い
た
。
以
前
は
あ
っ
た
執
筆
依
頼
も
来
な
く
な

っ
た
。

蛇
足
三
。
二
代
目
恵
辿
寮
舎
の
取
り
壊
し
を
期
に
恵
迎
寮
同
窓
会
が
発
足

し
た
の
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
、
「
恵
迎
寮
の
青
春
」
(
恵
辿
寮
同
窓
会

文
集
編
集
委
員
会
編
、
恵
辿
寮
同
窓
会
発
行
、
昭
和
六
十

一
年
)
に
棒
正

雄
君
が
「
住
民
登
録
事
件
の
こ
と
」
と
題
す
る
思
い
出
を
載
せ
て
い
る
。

そ
の
中
で
「
(寮
外
生
に
H

沼
田
注
)
炊
事
場
の
裏
口
よ
り
出
て
も
ら
う

事
に
決
ま
っ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
浮
君
の
当
時
の
思
い
違
い
と

思
う
。
襟
君
来
札
の
際
の
前
記
の
集
ま
り
で
の
話
の
結
果
で
は
、
「
表
玄

関
よ
り
」
が
正
し
い
よ
う
だ
。

蛇
足
四
。
「
恵
辿
寮
の
青
春
」
に
、
水
庭
久
尚
君
編
の
「
恵
辿
寮
青
春
諮

|
|
熊
の
会
日
誌
よ
り
|

|
」
が
載
っ
て
い
る
が
、
水
庭
君
は
二
十
六
年

入
寮
な
の
に
「
二
十
七
年
」
と
誤
植
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。

関
連
し
て
。
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
横
切
る
北
十
八
条
通
り
と
北
大
前
通
り

と
の
交
差
点
が
市
電
の
終
点
、

北
十
八
条
停
留
所
。
そ
の
北
側
は
建
物
も

殆
ど
な
く
、

二
十
七
年
に
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
的
な
飲
み
屋
が
三
軒
建
っ
た
。

そ
の
北
十
八
条
通
り
が
狭
い
の
で
、
拡
幅
す
る
構
想
が
当
時
か
ら
あ
っ

た
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
拡
幅
は
「
軍
用
道
路
」
に
す
る
た
め
だ
、
と

主
張
し
て
「
拡
幅
反
対
」
の
ピ
ラ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
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て
い
る
の
を
見
た
。
「
『
軍
用
道
路
』
と
は
、
こ
じ
つ
け
み
た
い
な
理
屈
だ

な
」
と
思
っ
た
も
の
だ
。
今
は
「
エ
ル
ム
・
ト
ン
ネ
ル
」
で
地
下
を
通
る

が
、
「
拡
幅
」
が
実
現
し
て
い
る
。
構
想
か
ら
実
現
ま
で
半
世
紀
く
ら
い

掛
か
っ
た
わ
け
だ
。
日
本
の
公
共
事
業
の
完
成
ま
で
の
所
要
期
聞
は
主
要

国
の
な
か
で
は
格
段
に
長
い
と
言
わ
れ
る
が
・
:
。

そ
れ
だ
け
の
年
月
を
経
て
も
「
徴
兵
制
」
に
な
っ
て
い
な
い
し
、

八
条
通
り
は
「
軍
用
道
路
」
に
な
っ
た
様
子
も
な
い
。

北
十

二
十
七
年
七
月
、
第
百
四
十
六
期
委
員
会
(
佐
藤
文
利
委
員
長
、
今
は

故
人
)
の
寮
務
部
(
部
長
は
中
瀬
篤
信
君
)
の
厚
生
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。

清
水
君
は
会
計
部
の
委
員
、
小
池
君
は
炊
務
委
員
に
な
っ
た
。

当
時
は
皆
貧
乏
で
大
学
の
数
も
少
な
か
っ
た
(
道
内
だ
け
で
み
る
と
二

十
六
年
に
は
四
年
制
私
大
は
な
く
、
国
立
五
校
と
札
医
大
だ
け
。
マ
ッ
カ

l
サ
l
の
指
令
に
よ
る
学
制
改
革
で
、
国
立
は
各
県
一
大
学
が
原
則
。
北

海
道
と
大
都
市
だ
け
が
複
数
大
学
を
認
め
ら
れ
た
)
し
、
管
理
社
会
化
も

進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
寮
に
対
す
る
世
間
の
態
度
も
、
良
く
言
え
ば

「
大
ら
か
」
、
ま
あ
「
多
少
の
こ
と
は
大
目
」
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

「
旧
帝
国
大
学
の
特
権
」
を
世
間
も
認
め
て
い
る
よ
う
な
空
気
と
言
お
う

か
。
し
か
し
敗
戦
後
の
「
民
主
化
」
の
時
代
。
寮
内
で
は
「
特
権
意
識
は

捨
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
議
論
も
な
さ
れ
て
い
た
。

前
任
委
員
の
招
倉
盈
君
に
連
れ
ら
れ
て
北
大
病
院
へ
挨
拶
に
行
く
。
総

婦
長
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
り
し
た
。
病
院
の
「
実
権
」
は
総
婦
長
さ
ん
が

握
っ
て
い
る
ら
し
い
。
恵
迫
寮
生
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
無
料
で
治
療

を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
「
特
権
的
慣
行
」
が
あ
っ
た
か
ら
「
挨
拶
」
も

必
要
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
他
あ
ち
こ
ち
挨
拶
に
行
っ
た
。
次
に
述
べ
る
大

西
薬
局
も
そ
の
一
つ
。
し
か
し
時
代
は
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
て
、
北
大
病
院

で
は
、
寮
生
で
も
特
別
扱
い
き
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

前
々
任
の
厚
生
委
員
菊
地
調
史
氏
(
昭
和
二
十
五
年
入
寮
)
が
寮
生
大

会
な
ど
で
「
北
大
病
院
で
(
治
療
費
が
)
フ
ラ
イ
に
な
る
な
ど
と
期
待
し

な
い
で
下
さ
い
」
と
何
度
も
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
が
「
学
生
診
療
所
」
が
出
来
、
北

大
内
だ
け
の
学
生
の
「
健
康
保
険
制
度
」
が
出
来
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
た

と
思
う
。
私
は
入
学
時
に
保
険
料
を
払
っ
て
加
入
し
て
い
た
。
そ
れ
が
後

に
、
命
拾
い
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
に
:
:
:
。

マ
代
々
伝
わ
る
処
方
違
法
だ
け
れ
ど

既
に
時
効
と
思
う
の
で
、
当
時
の
「
多
少
の
こ
と
」
を
書
い
て
み
よ
う
。

厚
生
委
員
の
仕
事
室
(
正
式
名
忘
失
)
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
簡
単
な
薬

の
調
合
を
し
て
い
た
。
風
邪
薬
や
胃
腸
薬
や
頭
痛
薬
な
ど
で
あ
る
。
原
料

(
ア
ス
ピ
リ
ン
や
フ
ェ
ナ
セ
チ
ン
や
カ
フ
ェ
イ
ン
な
ど
種
々
)
は
当
時

「
北
海
道
第
こ
と
称
し
て
い
た
大
西
薬
局
(
狸
小
路
に
あ
っ
た
。
倒
産

し
て
今
は
な
い
)
へ
行
っ
て
仕
入
れ
る
。
先
輩
か
ら
代
々
伝
わ
っ
て
い
る

処
方
に
従
っ
て
「
調
合
」
す
る
。
市
販
薬
よ
り
ず
っ
と
安
く
出
来
る
の
だ
。

原
料
の
調
合
時
に
使
う
天
秤
は
最
小
一
グ
ラ
ム
ま
で
し
か
計
れ
な
い
の

に
、
一
服
に
0
・
一
グ
ラ
ム
な
ど
と
い
う
処
方
が
あ
る
。
ど
う
す
る
か
。

乳
鉢
に
澱
粉
か
何
か
増
量
剤
と
原
料
一
グ
ラ
ム
を
入
れ
充
分
か
き
混
ぜ

る
。
そ
れ
を
十
枚
の
薬
包
紙
に
等
量
に
分
け
る
と
よ
い
、
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
の
薬
を
寮
生
が
貰
い
に
来
る
。
薬
包
紙
に
包
ん
だ
数
服
を
渡
す
。
委

員
会
予
算
で
ま
か
な
う
の
で
無
料
で
あ
る
。
注
射
も
し
た
。
寮
生
ば
か
り

で
は
な
い
、
炊
務
の
オ
パ
さ
ん
が
「
肩
こ
り
で
頭
が
痛
い
か
ら
、
肩
に
注

射
し
て
」
な
ど
と
言
っ
て
来
る
。

当
時
は
結
核
患
者
が
ま
だ
多
く
、
寮
生
に
も
結
核
は
治
っ
た
が
ま
だ
完

全
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
も
数
人
い
た
。
そ
う
い
う
「
患
者
」
が
血
管

注
射
を
し
て
も
ら
い
に
や
っ
て
来
る
。
注
射
薬
の
名
は
確
か
「
ザ
ル
ソ
プ

ロ
カ
ノ
ン
」
(
略
称
ザ
ル
プ
ロ
)
だ
っ
た
と
記
憶
。
カ
ル
シ
ュ

1
ム
剤
だ

っ
た
と
思
う
。
血
管
注
射
の
仕
方
は
厚
生
委
員
の
引
継
ぎ
の
時
、
前
任
委

員
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
も
の
だ
。
擦
り
傷
に
「
『
赤
チ
ン
』
塗
っ
て
く

れ
」
と
来
る
者
も
い
る
。
赤
チ
ン
が
無
く
な
っ
て
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

塗
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
と
て
も
痛
い
ら
し
い
。
「
ふ
っ
、
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ふ
っ
」
と
傷
を
吹
い
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

試
験
時
期
に
は
体
調
に
異
変
を
起
こ
す
者
が
多
発
す
る
。
本
人
が
薬
を

も
ら
い
に
来
る
こ
と
が
多
い
が
、
同
室
の
者
が
呼
ぴ
に
来
た
場
合
は
、
私

が
救
急
箱
を
持
っ
て
そ
の
部
屋
へ
行
き
、
体
温
を
測
っ
た
り
注
射
を
し
た

り
。
薬
が
足
り
な
く
な
る
と
追
加
の
調
合
な
ど
。
そ
れ
や
こ
れ
や
で
忙
し

い
。
試
験
勉
強
で
一
斉
に
電
気
を
使
う
(
電
熱
器
も
使
う
ら
し
い
。
エ
ツ

セ
ン
マ
ッ
ヘ
ン
の
場
合
は
ヒ
ー
タ
ー
室
で
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
部

屋
で
の
使
用
は
禁
止
な
の
だ
が
)
の
で
時
々
ヒ
ュ
ー
ズ
が
切
れ
て
停
電
す

る
。
寮
生
た
ち
は
窓
か
ら
「
寮
務
ウ
l
、
電
気
イ
l
ツ
ケ
ロ

l
」
と
怒
鳴

る
。
寮
務
の
二
、
三
人
で
軍
手
と
二
百
五
十
ア
ン
ペ
ア
の
ヒ
ュ
ー
ズ
と
懐

中
電
灯
と
工
具
類
を
も
っ
て
配
電
盤
の
切
れ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
を
取
替
え
に
行

く
。
配
電
盤
の
鉄
の
扉
が
、
素
手
で
さ
わ
れ
な
い
ほ
ど
熱
く
な
っ
て
い
る

か
ら
軍
手
を
は
め
る
の
だ
。
扉
を
聞
け
る
と
す
ご
い
熱
気
。
よ
く
火
事
に

な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
感
電
し
な
い
よ
う
用
心
し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
ペ
ン
チ
な
ど
を
使
っ
て
新
し
い
ヒ
ュ
ー
ズ
を
付
け
る
。
一
夜
に
二

度
も
三
度
も
ヒ
ュ
ー
ズ
が
切
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
ま
た
「
患
者
」

発
生
の
知
ら
せ
、
自
分
の
試
験
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
だ
。

委
員
会
が
発
足
し
て
二
ヶ
月
経
ち
、
夏
休
み
後
の
試
験
も
終
わ
り
、
学

部
移
行
の
時
期
に
な
っ
た
九
月
十
四
日
頃
、
下
痢
患
者
が
数
人
発
生
し
た
。

彼
ら
が
診
て
も
ら
っ
た
医
者
は
、
急
性
大
腸
カ
タ
ル
く
ら
い
の
診
断
を
し

て
い
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
十
七
日
頃
に
な
る
と
下
痢
患
者
が
多
発
し
始

め
た
。
学
生
部
厚
生
課
と
学
生
診
療
所
長
の
本
田
先
生
に
連
絡
、
種
々
指

示
を
受
け
た
。
赤
痢
の
疑
い
が
あ
る
の
で
全
寮
生
一
週
間
外
出
禁
止
を
し

て
は
ど
う
か
、
と
い
う
の
が
保
健
所
の
意
向
だ
っ
た
。

委
員
会
が
聞
か
れ
、
「
禁
足
」
す
る
か
ど
う
か
協
議
し
た
。
皆
決
め
か

ね
て
い
た
。
佐
藤
委
員
長
が
決
断
し
た
。
「
世
間
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い

け
な
い
。
禁
足
に
し
よ
う
。
」
重
々
し
い
声
だ
っ
た
。

保
健
所
の
噴
霧
車
が
消
毒
薬
を
全
寮
に
噴
霧
し
た
。
全
員
が
尻
を
出
し

て
ガ
ラ
ス
棒
を
突
っ
込
ま
れ
、
「
検
便
」
を
受
け
た
。
医
学
部
か
ら
か
北

大
病
院
か
ら
か
は
知
ら
ぬ
が
小
太
り
の
医
者
が
来
て
、
寮
務
部
室
の
私
の

椅
子
に
座
り
、
机
の
上
に
赤
っ
ぽ
い
箱
を
置
き
「
こ
れ
は
ま
だ
使
っ
た
こ

と
の
な
い
新
薬
だ
」
と
言
っ
た
。
箱
に
は
「
ド
ミ
ア
ン
」
と
書
い
で
あ
っ

た
。
そ
の
薬
を
応
接
室
な
ど
に
隔
離
さ
れ
た
患
者
に
飲
ま
せ
て
い
た
。
寮

生
を
実
験
に
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
。

隔
離
中
に
使
っ
た
金
属
製
「
オ
マ
ル
」
十
数
個
を
、
隔
離
の
最
後
の
目
、

後
で
処
置
し
よ
う
と
思
い
「
中
身
」
が
入
っ
た
ま
ま
、
寮
の
裏
側
の
ゴ
ミ

置
き
場
に
置
い
た
。
忙
し
さ
に
忘
れ
て
い
て
数
日
後
に
行
っ
て
み
た
ら
、

オ
マ
ル
は
一
つ
も
無
い
。
誰
が
ど
う
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

禁
足
中
に
学
部
移
行
の
志
望
書
提
出
の
期
限
が
来
る
の
で
、
志
望
書
を

入
れ
る
箱
を
寮
務
部
室
に
設
置
し
た
。
志
望
学
科
を
決
め
か
ね
て
箱
の
投

入
口
で
入
れ
よ
う
と
し
て
は
引
っ
込
め
た
り
す
る
者
も
い
た
。
最
後
に
入

れ
た
寮
生
は
何
度
も
そ
う
い
う
動
作
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
締
め
切
っ
て

封
を
し
た
箱
を
、
教
養
部
の
教
務
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
寮
務
の
内
務
委
員

で
あ
る
久
門
雅
史
君
と
二
人
で
行
っ
た
よ
う
に
思
う
。
中
瀬
部
長
か
高
木

任
之
渉
外
委
員
か
が
一
緒
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

当
時
は
理
類
・
文
類
・
水
産
類
の
ど
れ
か
を
志
望
し
て
入
学
し
、
二

年
目
の
後
半
か
ら
志
望
の
学
部
の
学
科
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

一
学
年
理
類
十
一
組
、
文
類
四
組
、
水
産
は
直
接
函
館
に
行
っ
て
い
た

の
で
組
数
は
正
確
に
は
知
ら
な
い
が
、
人
数
で
百
数
十
名
。
合
計
約
千

名
だ
っ
た
時
代
。
志
望
者
が
学
科
定
員
を
超
え
る
と
成
績
順
で
第
二
・

第
三
志
望
に
因
さ
れ
た
。
医
学
部
志
望
者
は
理
類
で
教
養
二
年
間
の
単

位
修
得
(
若
干
の
条
件
付
)
後
、
全
国
ど
の
大
学
の
医
学
部
(
専
門
課
程
)

で
も
志
望
・
受
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
制
度
だ
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え

ず
他
の
学
科
に
志
望
を
出
し
て
お
い
て
、
半
年
間
、
名
目
だ
け
そ
こ
に

い
る
こ
と
に
す
る
か
、
ま
た
は
纏
め
て
名
目
だ
け
数
学
科
(
実
験
が
な

い
の
で
定
員
超
過
で
も
困
ら
な
い
)
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
医
学
進
学
課
程
(
医
進
)
が
設
け
ら
れ
る
の
は
三
十
一
年
入
学

者
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
経
過
措
置
が
二
年
間
続
き
、
旧
制
度
完
全
廃

止
は
三
十
三
年
で
あ
る
。
ま
た
、
二
十
六
年
ま
で
の
水
産
類
は
入
学
時

に
函
館
へ
行
っ
て
い
る
の
で
、
恵
迫
寮
に
入
っ
て
い
な
い
。
札
幌
で
教

養
一
年
半
を
過
ご
す
よ
う
に
な
る
の
は
二
十
七
年
入
学
者
か
ら
で
あ
る
。

患
者
の
発
生
も
な
く
な
り
、
禁
足
も
解
除
に
な
っ
て
も
ク
レ
ゾ
ー
ル
原
液
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を
薄
め
た
も
の
を
噴
霧
ポ
ン
プ
に
詰
め
て
、
時
々
便
所
の
消
毒
を
し
て
い

た
。
あ
る
夜
、
消
毒
に
行
く
と
「
大
」
の
一
つ
か
ら
「
ゴ

1
、
ベ
チ
ャ
ベ

チ
ャ
ベ
チ
ヤ
」
と
い
う
猛
烈
な
下
痢
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
届
出
せ
ず
に

症
状
を
隠
し
て
い
た
寮
生
に
違
い
な
い
。
幸
い
「
本
人
」
だ
け
で
済
ん
だ

ら
し
く
、
そ
の
後
の
発
生
は
な
か
っ
た
が
。

「
禁
足
」
は
完
全
に
守
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。
窓
か
ら
抜

け
出
て
飲
み
に
行
っ
た
者
も
い
た
の
で
は
な
い
か
な
。
「
知
ら
ぬ
は
寮
務

ば
か
り
な
り
」
な
ん
で
い
う
話
も
聞
い
た
か
ら
。

赤
痢
が
去
っ
て
私
は
ド
ッ
と
疲
れ
が
出
た
。
も
っ
と
色
々
な
こ
と
が
あ

っ
た
が
疲
れ
の
せ
い
か
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
。
患
者
の
人
数
も
名
も
・
:
。

寮
史
第
二
巻
に
よ
る
と
、
そ
の
後
も
赤
痢
は
時
々
発
生
し
た
よ
う
だ
。

実
は
、
赤
痢
終
罵
の
ふ
た
月
ほ
ど
後
に
「
腸
チ
フ
ス
」
患
者
が
一
人
発
生

し
た
。
患
者
の
高
校
の
先
輩
で
、
医
学
部
生
か
大
学
院
生
か
医
局
員
か
は

知
ら
ぬ
が
、
そ
の
人
が
自
分
の
下
宿
に
患
者
を
連
れ
て
行
き
、
寝
か
せ
て

治
療
を
し
て
い
た
の
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
医
者
と
い
え
ど
も
腸
チ

フ
ス
な
ど
と
い
う
病
気
に
は
滅
多
に
出
会
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
密
か

に
自
分
の
勉
強
か
研
究
か
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

勿
論
、
厚
生
課
に
は
連
絡
し
た
。
そ
の
下
宿
を
私
一
人
で
訪
ね
た
。
そ
の

先
輩
は
「
下
宿
の
オ
パ
さ
ん
が
嫌
が
っ
て
ね
え
」
と
言
っ
て
い
た
。
ま
、

当
然
だ
ろ
う
が
・
:
。
表
ざ
た
に
す
る
わ
け
に
も
(
厚
生
課
も
そ
れ
を
嫌
が

っ
て
い
た
)
い
か
ず
に
い
る
う
ち
、
患
者
は
全
快
、
寮
に
戻
っ
た
。
半
世

紀
過
ぎ
た
今
、
知
っ
て
い
る
人
は
殆
ど
い
な
い
と
思
う
。

⑨
当
時
の
大
学
受
験
に
は
全
国
共
通
の
「
進
学
適
性
検
査
」
(
略
称

「
進
適
」
、
単
純
に
言
え
ば
「
知
能
検
査
」
み
た
い
な
も
の
)
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
二
十
二
年
に
始
ま
り
、
旧
制
高
校
・
旧
制
専

門
学
校
へ
進
も
う
と
す
る
者
、
二
十
四
年
か
ら
は
新
制
大
学
に
進
も
う

と
す
る
者
に
適
用
さ
れ
た
。
二
十
九
年
ま
で
の
八
年
間
続
い
た
。
学
業

途
中
で
軍
隊
に
取
ら
れ
た
り
、
軍
の
学
校
を
中
途
半
端
で
前
線
に
出
さ

れ
た
り
し
た
者
た
ち
は
、
当
面
の
学
力
よ
り
も
潜
在
的
能
力
を
重
視
し

て
評
価
す
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
で
設
け
ら
れ
た
。
二
十
六
年
大
学
受

験
の
者
は
二
十
五
年
十
二
月
に
進
適
を
受
け
た
。
北
空
知
に
あ
る
滝
川

の
者
は
南
空
知
の
岩
見
沢
東
高
が
試
験
場
だ
っ
た
。
岩
見
沢
駅
か
ら
か

な
り
の
道
の
り
を
雪
を
蹴
立
て
て
歩
い
た
。
空
知
地
方
の
進
学
希
望
者

全
部
を
岩
見
沢
に
集
め
て
試
験
す
る
こ
と
が
出
来
た
ほ
ど
、
大
学
進
学

者
が
少
な
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
文
献
に
よ
れ
ば
進
適
受
験
者
は
全
国
で
、
二
十
三
年
に
十

三
万
人
、
二
十
八
年
に
三
十
一
万
人
、
最
後
の
二
十
九
年
は
三
十
五
万

人
と
急
増
し
て
い
る
。
廃
止
に
な
っ
た
の
は
反
対
が
強
か
っ
た
か
ら
だ

が
、
あ
ま
り
合
理
的
な
理
由
で
は
な
い
。
ろ
く
な
追
跡
調
査
も
行
わ
れ

て
い
な
い
。
裏
話
で
は
息
子
を
志
望
大
学
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
有

力
大
学
長
数
名
の
強
硬
な
廃
止
論
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
か
。

三
十
年
の
大
学
進
学
率
(
短
大
含
む
)
は
十
%
、
四
年
制
大
に
限
る

と
約
七
%
。
そ
れ
よ
り
前
の
調
査
は
な
い
が
二
十
六
年
の
四
年
制
大
進

学
率
は
五
%
く
ら
い
だ
ろ
う
。
女
子
の
進
学
率
は
極
め
て
低
か
っ
た
。

⑨
受
験
の
時
、
恵
迫
寮
に
宿
泊
し
た
。
高
校
で
希
望
を
纏
め
て
先
輩
を

通
じ
て
斡
旋
し
て
く
れ
た
の
だ
。
横
畠
勤
氏
の
部
屋
。
出
身
高
の
異
な

る
四
人
が
泊
ま
っ
た
。
明
け
方
「
ガ
ツ
ン
、
ガ
ツ
ン
」
と
い
う
音
で
目

が
覚
め
た
。
何
事
か
?
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
「
シ
ュ

l
」
と
い
う
音

が
混
じ
り
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
に
蒸
気
が
通
り
始
め
た
と
分
か
っ
た
。
蒸

気
暖
房
は
鉄
道
の
客
車
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
。
矢
張
り
大
学
だ
な
あ
、

と
思
っ
た
。
初
め
て
ベ
ッ
ド
に
寝
た
。

私
の
試
験
場
は
札
幌
南
高
だ
っ
た
の
で
、
炊
務
が
作
っ
て
く
れ
た

「
お
握
り
」
を
持
っ
て
市
電
の
北
十
八
条
電
停
ま
で
歩
く
。
寮
が
札
幌

市
交
通
局
に
依
頼
し
て
仕
立
て
た
専
用
電
車
に
乗
る
の
だ
。
寮
の
外
に

松
岡
三
良
寮
務
部
長
が
立
っ
て
い
て
、
雪
道
を
一
列
に
な
っ
て
電
停
に

向
か
う
我
々
に
「
ケ
ッ
パ
ル
ぞ
う
!
」
と
大
音
声
の
ハ
ッ
パ
。
堂
々
た

る
体
格
か
ら
出
る
声
の
迫
力
に
「
す
ご
い
な
あ
」
と
思
っ
た
。

⑨
入
学
手
続
き
に
正
門
を
通
る
。
教
養
部
へ
行
く
途
中
に
生
協
が
あ
っ
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た
の
で
加
入
手
続
き
を
し
た
。
入
学
手
続
き
よ
り
先
に
生
協
に
入
っ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
被
っ
て
い
た
高
校
時
代
の
帽
子
は
、
頭
の
上
は

三
つ
に
裂
け
、
す
だ
れ
の
よ
う
な
糸
数
本
で
辛
う
じ
て
繋
が
っ
て
い
た
。

鍔
は
二
つ
に
割
れ
、
縁
取
り
の
糸
で
ど
う
や
ら
繋
が
っ
て
い
た
。
生
協

の
女
子
職
員
は
「
予
科
の
帽
子
よ
り
ひ
ど
い
」
と
言
っ
た
。

⑨
当
時
、
教
養
部
の
授
業
は
農
学
部
の
東
側
に
あ
る
建
物
群
を
使
っ
て

行
わ
れ
た
。
昼
食
時
に
は
、
寮
か
ら
炊
務
の
オ
ジ
さ
ん
や
オ
パ
さ
ん
が

リ
ヤ
カ
ー
で
食
事
を
運
ん
で
来
て
、
決
め
ら
れ
た
一
つ
の
建
物
の
中
で

盛
り
付
け
さ
れ
た
、
湯
気
の
立
つ
食
事
を
摂
る
。
昼
食
の
た
め
に
北
十

七
条
に
あ
る
寮
ま
で
往
復
す
る
と
、
午
後
の
授
業
に
間
に
合
わ
な
い
か

ら
な
の
だ
が
、
何
か
「
貴
族
的
」
待
遇
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
、
実
直

に
働
く
炊
務
の
人
達
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
も
の
だ
。

⑨
入
寮
の
約
一
週
間
後
、
寮
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
が
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
趣
旨
の
試
合
だ
っ
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
私

も
参
加
し
た
。
当
時
の
私
は
体
が
桁
違
い
に
小
さ
く
、
高
校
三
年
生
の

時
で
も
中
学
生
と
間
違
え
ら
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
の
小
さ
い
私
を
見

て
二
年
目
た
ち
は
「
少
年
野
球
、
少
年
野
球
」
と
言
っ
て
い
る
。
物
不

足
の
時
代
、
グ
ラ
ブ
が
内
野
手
の
分
し
か
な
い
。
そ
れ
は
二
年
目
が
独

占
し
て
い
る
。
私
は
素
手
の
ま
ま
レ
フ
ト
の
守
備
に
つ
い
た
。
レ
フ
ト

線
に
強
烈
な
ラ
イ
ナ
ー
が
飛
ん
で
来
た
。
横
っ
飛
び
で
追
い
つ
き
、
左

手
を
伸
ば
し
て
(
い
わ
ゆ
る
逆
シ
ン
グ
ル
)
球
を
掴
ん
で
す
ぐ
に
一
直

線
の
ス
ト
ラ
イ
ク
で
投
手
に
返
し
た
。
二
年
目
た
ち
は
「
ウ
ヘ
ツ
」
と

言
っ
て
、
そ
れ
以
後
「
少
年
野
球
」
と
は
言
わ
な
く
な
っ
た
。
入
学
後

一
年
間
で
七
セ
ン
チ
も
身
長
が
伸
び
て
、
ま
あ
ま
あ
の
背
丈
に
な
っ
た
。

⑨
入
寮
し
た
年
、
四
丁
目
三
越
近
く
を
通
る
と
プ
l
ン
と
良
い
匂
い
。

三
越
の
建
物
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
て
、
一
階
が
米
軍
の
食

堂
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
日
本
人
は
立
入
禁
止
。
「
こ
の
野
郎
ど
も
」

と
思
っ
た
も
の
だ
。
三
越
の
ほ
か
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
(
バ
ブ
ル
崩
壊

後
潰
れ
て
し
ま
っ
た
)
の
本
庖
、
鉄
道
局
の
ク
ラ
ブ
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
そ
の
他
目
ぼ
し
い
建
物
が
軒
並
み
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
。
接
収

命
令
は
有
無
を
言
わ
さ
ず
だ
っ
た
と
い
う
。
四
十
八
時
間
以
内
に
明
け

渡
せ
と
か
:
:
:
。
道
庁
や
市
役
所
も
接
収
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
で
は
行
政
が
不
可
能
に
な
る
と
必
死
に
抗
弁
、
よ
う
や
く
接
収
を
ま

ぬ
か
れ
た
と
の
こ
と
。
水
洗
便
所
が
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
ぬ
か
れ
た
理

由
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
山
形
屋
旅
館
に
は
水
洗
便
所
が
三
箇
所
あ
る
筈

だ
、
な
ど
と
い
う
こ
と
ま
で
米
軍
は
知
っ
て
い
た
。
山
形
屋
の
主
人
は
、

そ
ん
な
こ
と
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
じ
ゃ
負
け
る
の
も
当
然
だ
、
と

思
っ
た
と
い
う
。

戦
争
に
負
け
た
口
惜
し
き
は
今
の
若
い
人
に
は
分
か
る
ま
い
。
良
い

悪
い
と
は
別
の
次
元
の
こ
と
な
の
だ
。

講
話
条
約
で
接
収
は
解
除
に
な
っ
た
が
、
和
風
の
部
屋
は
ペ
ン
キ
を

塗
ら
れ
た
り
で
、
元
通
り
に
す
る
の
に
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
。

⑨
中
谷
宇
吉
郎
先
生
の
講
演
を
聴
い
た
。
当
時
あ
っ
た
中
央
講
堂
。
先

生
は
喉
を
傷
め
て
い
て
大
き
い
声
が
出
せ
な
い
と
の
こ
と
で
、
最
前
列

の
席
で
聞
い
た
。
ニ
セ
コ
の
山
頂
で
ゼ
ロ
戦
の
翼
の
結
氷
を
防
ぐ
研
究

を
し
た
と
い
う
話
し
か
記
憶
し
て
い
な
い
。
最
近
、
そ
の
ゼ
ロ
戦
の
残

骸
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
当
時
の
先
生
は
か
な

り
の
年
に
見
え
た
が
、
考
え
て
み
る
と
今
の
私
よ
り
二
十
歳
ほ
ど
若
い

時
な
の
だ
。

⑨
二
十
六
年
六
月
上
旬
、
第
四
十
四
回
記
念
祭
の
最
終
日
の
夜
か
ら
払

暁
に
か
け
て
、
寮
の
西
側
の
草
原
で
行
わ
れ
た
「
聖
火
祭
」
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
東
の
空
が
薄
明
る
く
な
る
頃
の
、
た
な
び
く
朝
も
や
の
神
秘

的
な
「
気
配
」
に
溶
け
込
み
た
く
な
っ
て
、
朝
露
の
草
を
踏
み
分
け
て

歩
い
て
い
っ
た
。
自
然
の
美
し
さ
を
初
め
て
感
じ
た
目
だ
っ
た
。

⑨
二
十
六
年
の
秋
頃
の
こ
と
。
野
球
場
を
借
り
て
仲
間
と
練
習
し
、
借

用
時
聞
が
終
わ
っ
た
の
で
、
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
時
、
次
に
練
習
す

る
チ
l
ム
に
呼
ぴ
と
め
ら
れ
た
。
三
年
目
と
お
ぼ
し
き
上
級
生
の
チ
ー

ム
だ
っ
た
。
「
パ
ツ
テ
イ
ン
グ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
く
れ
」
と
言
う
。

「
疲
れ
た
か
ら
も
う
出
来
な
い
」
と
断
わ
る
と
、
「
そ
ん
な
締
麗
な
フ
ォ

ー
ム
で
疲
れ
る
筈
が
な
い
」
と
言
わ
れ
仕
方
な
く
、
ふ
た
回
り
く
ら
い

投
げ
た
。

⑨
や
は
り
一
年
目
の
時
、
朝
に
目
覚
め
る
と
寮
内
の
放
送
で
素
晴
ら
し
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い
女
声
の
独
唱
(
日
本
語
)
が
聞
こ
え
て
来
た
。
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

マ
イ
ス
タ
l
の
遍
歴
」
の
オ
ペ
ラ
で
歌
わ
れ
る
「
君
よ
知
る
や
南
の
国
」
。

し
ば
し
聞
き
惚
れ
た
。
誰
が
レ
コ
ー
ド
を
か
け
た
の
だ
ろ
う
。

⑨
部
屋
の
先
輩
の
一
人
が
高
校
の
先
輩
H
H
氏
。
高
校
時
代
は
真
面
目

一
方
の
秀
才
で
「
貴
族
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。
厳
格
な
お
爺
さ

ん
の
撲
で
、
「
由
緒
正
し
い
歌
や
音
楽
」
を
良
く
知
っ
て
い
た
。
寮
で

酒
を
覚
え
て
か
ら
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
た
ま
ま
、

よ
く
歌
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
普
仏
戦
争
を
歌
っ
た
「
二
人
の
榔
弾
兵
」
。

切
れ
切
れ
の
記
憶
を
辿
る
と
「
戦
い
に
は
敗
れ
て
そ
落
ち
行
く
道
す

が
ら
ァ
:
:
:
陛
下
は
捕
ら
わ
れ
し
と
ォ
:
:
:
悲
し
み
は
胸
に
せ
ま
り

ィ
、
涙
に
か
ァ
き
く
れ
て
ェ
:
:
:
」
と
い
う
よ
う
な
:
・
。

⑨

H
H
氏
は
そ
の
「
蓬
髪
」
を
買
わ
れ
て
か
、
前
述
の
記
念
祭
の
演
劇

「
俊
寛
」
で
俊
寛
役
を
や
っ
た
。
島
の
海
岸
で
、
都
へ
去
り
行
く
船
に

向
っ
て
何
度
も
叫
び
倒
れ
る
場
面
で
「
ほ
こ
り
」
が
舞
い
上
が
る
の
が
、

照
明
の
中
の
「
チ
ン
ダ
ル
現
象
」
で
は
っ
き
り
見
え
る
。
海
岸
で
「
ほ

こ
り
」
が
舞
い
上
が
る
筈
は
な
い
の
だ
が
・
:
。
何
せ
舞
台
に
敷
い
て
あ

る
畳
は
大
掃
除
で
叩
い
た
り
し
た
こ
と
の
な
い
畳
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な

い
。
前
述
「
恵
迫
寮
の
青
春
」
の
富
永
巌
氏
(
昭
和
二
十
五
年
入
寮
)

の
文
に
よ
る
と
、
そ
の
「
俊
寛
」
の
稽
古
中
に
前
進
座
の
中
村
翫
右
衛

門
が
、
ど
う
い
う
事
情
で
か
ひ
ょ
っ
こ
り
と
現
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
「
ど
も
又
の
死
」
に
土
門
君
が
出
演
し
て
い
た

記
憶
が
あ
る
が
・
・
・
・
・
・
。

⑨

H
H
氏
は
よ
く
飲
み
に
出
て
い
た
が
、
あ
る
夜
中
、
部
屋
は
寝
静
ま

っ
て
い
る
中
、
千
鳥
足
で
帰
っ
て
来
た
。
私
は
眠
っ
て
い
る
ふ
り
を
し

て
見
て
い
る
と
、
す
ぐ
机
に
向
か
い
英
語
の
勉
強
を
始
め
た
。

後
に
商
大
で
、
い
つ
か
の
授
業
中
に
そ
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
後
の
試
験
で
「
さ
す
が
北
大
で
す
ね
」
と
書
い
た
答
案
が
あ
っ
た
。

H
H
氏
は
あ
ま
り
授
業
に
も
出
ず
、
同
室
の
二
年
目
の

T
T
氏
に

「
歌
ぽ
っ
か
り
歌
っ
て
い
た
っ
て
ダ
メ
な
ん
だ
ぞ
」
と
た
し
な
め
ら
れ

て
い
た
が
、
競
争
率
の
高
い
農
経
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
成
績
は
良
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
道
庁
を
途
中
で
辞
め
、
塾
を
聞
い
て
い
た
。
か
な
り
前

に
亡
く
な
っ
た
。

⑨
あ
る
日
食
堂
へ
行
く
と
、
勉
強
会
か
討
論
会
か
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
掲
示
が
貼
つ
で
あ
っ
た
。
「
バ
ル
ト
と
ニ

l
パ
l
の
論
争
に
つ
い

て
」
と
書
い
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
二
人
の
人
物
も

論
争
の
テ
l
マ
も
皆
目
分
か
ら
な
い
。
「
随
分
難
し
そ
う
な
こ
と
を
や

っ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
横
目
で
見
た
だ
け
だ
っ
た
。

ず
っ
と
後
に
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
ス
イ
ス
の
カ

l
ル
・
バ
ル
ト
(
一

八
六
六
|
一
九
六
人
)
と
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
ニ

l
パ
l

(
一
八
九
二
|
一
九
七
一
)
、
と
も
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
。
バ
ル

ト
は
ボ
ン
大
学
教
授
の
と
き
、
反
ナ
チ
で
ド
イ
ツ
を
追
わ
れ
て
い
る
が
、

人
間
中
心
的
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
し
神
の
啓
示
を
絶
対
視
す
る
。
ニ
ー

パ
l
は
デ
ト
ロ
イ
ト
の
自
動
車
工
場
の
労
働
者
に
接
し
て
、
資
本
主
義

の
欺
蹄
と
社
会
悪
を
見
、
労
働
運
動
に
も
参
加
。
と
い
う
取
り
合
わ
せ

と
分
か
っ
た
。

多
分
恵
水
会
の
主
催
だ
ろ
う
。
今
思
う
と
、
当
時
の
社
会
風
潮
の
中
、

そ
う
い
う
テ
I
マ
を
選
ん
だ
の
も
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

⑨
二
十
六
年
の
晩
秋
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
一
隊
が
や
っ
て
来
て
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
試
合
を
し
よ
う
と
い
う
話
。
十
人
ほ
ど
集
ま
り
寮
前
の
野
球
場

で
試
合
を
し
た
。
米
軍
の
捕
手
は
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
捕
手
が
マ
ス
ク
を
つ
け
る
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
い
の
で
意
外

に
思
っ
た
。
投
手
の
投
球
は
腕
を
体
の
真
横
よ
り
も
前
に
出
し
て
は
な

ら
な
い
の
だ
が
、
そ
ん
な
ル

l
ル
に
無
頓
着
に
腕
を
前
ま
で
出
し
て
、

結
果
と
し
て
山
な
り
ボ
l
ル
を
投
げ
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
従
つ
で
フ

ァ
ウ
ル
チ
ッ
プ
が
顔
に
当
た
っ
て
も
痛
く
な
い
か
ら
マ
ス
ク
は
不
要
だ

っ
た
の
だ
。

寮
生
チ
l
ム
の
投
手
は
山
な
り
の
球
を
投
げ
て
い
る
。
相
手
の
投
手

の
球
も
速
く
は
な
い
。
試
合
は
打
ち
合
い
と
な
っ
た
。
試
合
終
盤
、
米

チ
l
ム
の
投
手
が
交
代
し
た
。
物
凄
い
速
球
だ
っ
た
。
長
い
腕
を
振
り

回
し
、
体
の
横
で
ピ
タ
リ
と
止
め
る
。
指
先
か
ら
飛
び
出
し
た
ボ
l
ル

は
一
瞬
の
聞
に
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
ミ
ッ
ト
に
パ
シ
ッ
と
い
う
感
じ
で
納

ま
る
。
こ
ち
ら
の
バ
ッ
タ
ー
は
ボ
l
ル
に
触
れ
る
こ
と
も
出
来
ず
三
振
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の
連
続
。
野
球
部
の
木
村
正
君
も
振
り
遅
れ
の
三
振
。
誰
も
前
方
に
打

球
を
飛
ば
せ
な
か
っ
た
。
あ
の
速
球
で
は
フ
ァ
ウ
ル
が
顔
に
当
た
れ
ば

大
変
だ
。
マ
ス
ク
必
要
の
理
由
が
わ
か
っ
た
次
第
だ
っ
た
。

私
の
打
順
の
一
人
前
で
試
合
は
終
わ
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
そ
の

速
球
に
対
面
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
サ
ー
ド
を
守
っ
た
。
攻
守
交
替

で
す
れ
違
っ
た
ア
メ
さ
ん
が
「

Z
2
1
ω
司
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。

試
合
中
、
ア
メ
さ
ん
側
の
後
ろ
に
や
や
離
れ
て
数
人
の
寮
生
が
立
っ

て
試
合
を
見
て
い
る
振
り
を
し
て
い
る
。
打
者
が
打
っ
て
ア
メ
さ
ん
た

ち
の
注
意
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
方
に
向
く
と
、
立
っ
て
い
た
連
中
が
パ

ツ
と
し
ゃ
が
む
。
ア
メ
さ
ん
た
ち
が
捨
て
た
半
分
ほ
ど
し
か
吸
っ
て
い

な
い
「
洋
モ
ク
」
を
拾
う
の
だ
。
そ
れ
に
火
を
つ
け
て
吸
っ
て
「
や
っ

ぱ
り
旨
メ
エ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
今
は
故
人
の

I
君
な
ど
。

⑨
二
年
目
に
な
っ
た
春
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
い
か
に
も
「
右
翼
壮

士
」
風
の
男
が
近
づ
い
て
来
て
、
私
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。

社
士
「
お
前
ら
学
生
は
、
な
ぜ
激
越
な
学
生
運
動
を
す
る
ん
だ
」

私
「
僕
は
一
年
生
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
分
か
ら
な
い
」

社
士
「
そ
の
顔
は
一
年
生
の
顔
で
な
い
!
」

も
っ
と
か
ら
ん
で
来
る
か
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
き
り
彼
は
歩
き
去
っ
た
。

し
か
し
、
一
年
目
の
顔
と
二
年
目
の
顔
は
や
は
り
違
う
ら
し
い
。

⑨
寮
生
大
会
の
議
決
で
、
二
十
七
年
六
月
下
旬
に
第
四
十
五
回
記
念
祭

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
記
念
祭
委
員
の
一
員
に
さ
れ
た
。
「
恵
迫
座
」

の
出
し
も
の
が
集
ま
ら
ず
、
委
員
た
ち
と
各
部
屋
を
回
っ
て
勧
誘
し
た

が
反
応
は
鈍
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
の
に
苦
労
し
た
。
早
朝
か
ら
対

寮
マ
ッ
チ
の
野
球
の
審
判
を
し
た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
に
出
た

り
、
「
恵
迫
十
傑
」
の
賞
品
選
ぴ
、
佐
藤
文
利
君
と
二
人
で
恵
迫
座
の

舞
台
作
り
、
等
々
で
数
日
間
は
徹
夜
続
き
。
終
わ
っ
て
か
ら
の
後
片
付

け
も
大
変
だ
っ
た
が
、
緊
張
の
ほ
ぐ
れ
て
行
く
感
じ
は
何
と
も
言
え
ぬ

心
地
よ
い
も
の
だ
っ
た
。

乏
し
い
予
算
で
恵
迫
十
傑
の
賞
品
を
用
意
す
る
の
は
簡
単
で
な
い
。

「
バ
ッ
カ
ス
恵
迫
」
の
賞
品
と
し
て
、
北
大
前
通
り
の
「
来
々
軒
」
と

い
う
飲
み
屋
に
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
寄
付
し
て
も
ら
い
に
行
っ
た
。
庖
の

主
人
は
寄
付
す
る
条
件
と
し
て
来
々
軒
の
名
前
を
宣
伝
せ
よ
と
言
う
。

当
時
は
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
だ
の
と
い
う
考
え
は
な
い
。

「
象
牙
の
塔
が
商
業
主
義
に
汚
さ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
。
小
池

君
は
猛
反
対
。
私
も
た
め
ら
っ
た
が
「
そ
う
い
う
条
件
で
寄
付
し
て
も

ら
っ
た
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
、
「
の
〉
Z
N快
適
来
々
軒
」
と
書

い
た
長
い
紙
を
垂
ら
す
よ
う
に
角
瓶
に
貼
っ
て
、
舞
台
に
呼
び
上
げ
ら

れ
た
バ
ッ
カ
ス
君
に
授
与
し
た
。
私
が
そ
の
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
」
を
書

い
て
い
る
時
、
潔
癖
な
小
池
君
が
「
俺
は
悪
魔
に
魂
を
売
っ
た
ぞ
う
」

と
叫
ん
で
い
た
。
私
は
「
俺
は
そ
れ
ほ
ど
純
粋
で
は
な
か
っ
た
な
」
と

思
い
な
が
ら
、
今
こ
れ
を
書
い
て
い
る
。

後
に
小
樽
商
大
で
長
く
暮
ら
す
う
ち
に
、
商
業
を
蔑
視
・
圧
迫
す
る

社
会
は
必
ず
停
滞
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
商
業
者
に
モ
ラ
ル

が
必
要
な
こ
と
は
勿
論
だ
が
。

⑨
二
十
七
年
の
夏
休
み
中
、
野
球
を
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
話
が
持
ち
込

ま
れ
た
。
炭
鉱
町
の
土
建
屋
さ
ん
の
会
社
チ
l
ム
の
対
抗
試
合
が
あ
っ

て
、
チ
ー
ム
を
作
る
ほ
ど
の
人
数
が
い
な
い
会
社
が
「
コ
ケ
ン
に
か
か

わ
る
」
か
ら
と
「
助
っ
人
」
を
求
め
て
来
た
の
だ
。
旅
費
・
宿
泊
費
・

食
事
代
は
勿
論
の
こ
と
、
試
合
の
報
酬
ま
で
く
れ
る
と
い
う
「
い
い
話
」

だ
っ
た
。

委
員
会
や
残
留
し
て
い
た
寮
生
た
ち
若
干
名
で
行
っ
た
。
中
瀬
君
や

会
計
部
長
の
田
丸
孝
君
や
購
買
部
委
員
の
安
瀬
方
宏
君
(
故
人
)
や
前

述
の

I
君
も
行
っ
た
。
岩
見
沢
方
面
の
山
間
の
町
「
美
流
渡
」
だ
っ
た

と
思
う
。
相
手
の
土
建
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
町
に
あ
る
ら
し
い
。

寮
生
た
ち
は
学
生
だ
と
覚
ら
れ
な
い
よ
う
な
格
好
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
手
拭
で
ハ
チ
マ
キ
を
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
に
着
る
服
を

着
た
り
し
て
い
た
。

一
試
合
目
は
勝
っ
た
が
、
あ
ま
り
勝
つ
と
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

二
試
合
目
は
負
け
る
試
合
を
し
た
。
私
は
「
あ
ま
り
ス
マ
ー
ト
な
プ
レ

イ
を
す
る
と
疑
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
二
試
合
目
は
出
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
「
報
酬
」
は
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
額
だ
っ
た
。

プ
レ
イ
を
す
る
こ
と
で
報
酬
を
貰
っ
た
の
だ
か
ら
、
他
の
寮
生
は
別
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と
し
て
、
私
が
後
に
商
大
野
球
部
の
監
督
に
な
っ
た
こ
と
は
当
時
の
ア

マ
チ
ュ
ア
規
定
に
反
し
た
こ
と
に
な
る
が
こ
れ
も
時
効
か
な
。

⑨
寮
内
で
二
・
二
六
事
件
の
こ
と
を
記
し
た
、
委
員
会
の
日
誌
ら
し
い

も
の
を
見
た
記
憶
が
あ
る
。
「
皇
国
の
精
神
」
な
ど
が
幅
を
利
か
す
時

代
。
建
前
的
な
記
述
で
、
寮
生
と
し
て
は
軽
挙
盲
動
は
慎
む
べ
し
、
と

い
う
よ
う
な
締
め
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
た
が
、
全
文
が
「
寮

史
第
二
巻
」
(
六
八
ペ
ー
ジ
)
に
載
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
れ

を
読
む
と
寮
生
た
ち
が
「
軍
人
嫌
い
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
実

に
セ
ン
ス
の
良
い
や
り
方
で
配
属
将
校
を
か
ら
か
っ
た
り
し
て
い
る
。

で
も
、
そ
の
日
誌
帳
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
開
拓
の
村
の

旧
寮
舎
の
展
示
品
の
な
か
に
混
じ
っ
て
い
な
い
の
か
な
。

関
連
し
て
一
。
旧
制
一
高
寮
歌
の
「
あ
あ
玉
杯
に
:
・
」
に
「
行
く
手
を

阻
む
者
あ
ら
ば
斬
り
て
捨
つ
る
に
何
か
あ
る
。
破
邪
の
剣
を
抜
き
持
ち
て

:
:
:
」
と
い
う
節
が
あ
る
。
ま
さ
に
「
武
断
主
義
」
。
言
論
の
自
由
の
思

想
な
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
恵
迫
寮
は
こ
の
よ
う
な
寮
歌
を
一
つ
も
作
っ
て

い
な
い
こ
と
を
誇
り
に
し
て
よ
い
と
思
う
。

関
連
し
て
ニ
。
旧
寮
舎
の
展
示
品
の
う
ち
に
雑
誌
「
恵
迫
」
(
復
刊
第

一
号
)
が
あ
っ
た
。
私
が
入
寮
し
た
年
度
の
も
の
だ
。
「
詩
」
み
た
い
な

も
の
を
投
稿
し
た
ら
載
せ
て
く
れ
た
。
「
部
屋
紹
介
」
も
書
い
た
。

翌
年
度
(
復
刊
第
二
号
)
に
も
「
散
文
詩
」
み
た
い
な
も
の
、
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
小
池
亮
君
と
の
往
復
手
紙
の
形
を
と
っ
た
「
随
筆
」
も
ど
き
、
数

人
に
よ
る
座
談
会
の
出
席
者
と
し
て
の
発
言
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。
し
か

し
「
恵
迫
」
は
復
刊
・
途
絶
・
復
刊
・
途
絶
を
繰
り
返
し
て
い
た
よ
う
で
、

ガ
ラ
ス
ケ
l
ス
の
な
か
の
展
示
品
は
「
刺
身
」
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い

た
か
ら
、
刺
身
の
二
枚
目
が
昭
和
二
十
七
年
度
の
「
復
刊
第
二
号
」
か
ど

う
か
は
、
発
行
年
月
日
も
号
数
も
見
え
ず
、
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

私
は
両
号
と
も
持
っ
て
い
る
が
、
自
分
の
も
の
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、

「
若
気
の
い
た
り
」
と
開
き
直
る
し
か
な
い
青
臭
い
底
の
浅
い
も
の
ば
か

り
。
あ
ま
り
他
人
に
は
見
て
も
ら
い
た
く
な
い
気
持
ち
に
な
る
。

⑨
二
十
七
年
に
「
電
産
ス
ト
」
が
あ
っ
た
(
同
年
に
あ
っ
た
「
炭
労
ス

ト
」
の
時
か
も
し
れ
な
い
。
鉄
道
へ
の
影
響
は
同
じ
だ
か
ら
、
記
憶
に

従
っ
て
書
く
)
。
電
気
産
業
の
労
働
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。
完

全
停
電
で
は
な
く
、
部
分
的
・
時
間
的
停
電
と
記
憶
す
る
。
鉄
道
は
石

炭
で
動
い
て
い
た
け
れ
ど
、
電
力
が
ダ
メ
な
ら
石
炭
の
産
出
も
大
幅
減

に
な
る
。
列
車
の
本
数
を
減
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
旅
客
に
直
接
影

響
の
少
な
い
貨
物
列
車
の
本
数
を
減
ら
し
た
。
困
っ
た
の
は
種
々
の
業

界
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
寮
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
求
人
が
来
た
。
人
が
旅
客
列
車
の
切
符

を
持
っ
て
業
務
用
の
物
品
を
担
い
で
乗
り
込
み
、
目
的
地
ま
で
運
ぶ
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
切
符
は
そ
の
会
社
が
用
意
し
、
弁
当
も
付
く
。

十
数
人
が
行
っ
た
。
小
型
の
俵
に
入
っ
た
物
品
は
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
。

ズ
シ
リ
と
重
い
。
長
身
痩
躯
の

K
君
の
体
が
、
荷
物
の
重
み
で
曲
っ
て

い
た
の
を
思
い
出
す
。
目
的
地
は
炭
鉱
町
の
芦
別
だ
っ
た
。

政
府
は
翌
年
、
電
気
・
石
炭
業
の
争
議
を
制
限
す
る
「
ス
ト
規
制
法
」

を
成
立
さ
せ
た
。
以
後
組
合
側
は
、
停
電
せ
ず
に
細
々
と
送
電
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ロ
l
ソ
ク
送
電
」
戦
術
で
対
抗
す
る
。

⑨
二
十
七
年
秋
、
寮
の
風
呂
の
改
修
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古

色
蒼
然
、
傷
み
が
ひ
ど
い
の
で
、
厚
生
謀
と
交
渉
し
て
予
算
が
つ
い
た

の
だ
。
「
痛
み
が
・
:
」
と
い
う
の
は
表
向
き
の
理
由
み
た
い
な
も
の
で
、

主
眼
は
白
癖
菌
対
策
、
つ
ま
り
当
時
流
行
し
て
い
た
「
イ
ン
キ
ン
」
対

策
。
そ
れ
で
完
成
後
し
ば
ら
く
は
お
湯
の
中
に
「
ム
ト
ウ
ハ
ッ
プ
」
と

い
う
薬
を
入
れ
て
い
た
の
で
、
白
濁
・
硫
黄
臭
の
風
呂
だ
っ
た
。

工
事
中
の
入
浴
は
銭
湯
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
近
く
の
銭

湯
と
交
渉
し
て
入
浴
料
を
割
引
し
て
貰
う
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
浴

場
組
合
の
規
定
で
割
引
は
出
来
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
銭

湯
に
は
絶
対
秘
密
、
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
寮
務
で
入
浴
券
を
発
行
し
、

そ
れ
を
持
参
し
た
寮
生
に
は
一
円
引
き
に
す
る
。
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

八
円
の
も
の
が
七
円
に
な
っ
た
と
記
憶
す
る
。
し
ば
ら
く
は
順
調
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
寮
生
の
一
人
が
間
違
え
て
他
の
銭
湯
へ
行
っ
て
入
浴
券
を
出

し
た
の
だ
。
そ
れ
で
「
コ
ト
」
は
露
見
、
交
渉
に
応
じ
て
く
れ
た
風
呂
屋

は
激
怒
、
担
当
の
厚
生
委
員
と
し
て
平
あ
や
ま
り
。
以
後
割
引
ナ
シ
。
そ

の
寮
生
は
H
君
だ
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
が
:
:
:
お
ぼ
ろ
で
あ
る
。
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「
寮
史
第
二
巻
」
に
、
厚
生
課
学
寮
掛
だ
っ
た
水
野
巌
氏
が
寮
史
編
纂

委
員
の
清
原
義
雄
君
の
質
問
に
答
え
る
「
昔
の
寮
の
こ
と
」
と
い
う
記
事

が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
風
目
場
を
新
し
く
し
た
話
が
出
て
く
る
。
清
原
君

が
「
風
呂
場
の
話
は
よ
く
伺
い
ま
す
ね
。
こ
う
、
ま
ん
丸
く
し
て
」
(
一

五
三
八
ペ
ー
ジ
)
と
言
っ
て
い
る
の
は
こ
の
時
の
こ
と
。
古
い
浴
槽
は
四

角
だ
っ
た
。
丸
く
大
き
く
な
っ
た
の
で
洗
い
場
が
狭
く
な
っ
た
。

蛇
足
五
。
旧
帝
大
で
は
、
掛
・
掛
長
。
そ
の
他
の
国
立
大
で
は
、
係
・

係
長
、
と
書
く
。
旧
帝
大
の
特
権
意
識
の
現
わ
れ
か
。

蛇
足
六
。
水
野
氏
の
話
で
「
:
・
そ
の
人
も
タ
ン
パ
ラ
な
ん
だ
。
・
:
」
と

い
う
所
の
「
タ
ン
パ
ラ
」
に
(
マ
マ
)
と
振
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
字
で

書
く
と
「
短
腹
」
で
、
「
短
気
だ
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
こ
と
を
、
清

原
君
が
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
彼
の
出
身
地
は
ど
こ
か
な
。

⑨
二
十
七
年
十
一
月
二
、
三
日
の
文
化
祭
で
、
「
国
境
の
夜
」
(
秋
田
雨

雀
作
)
と
い
う
演
劇
に
出
演
し
た
。
道
東
の
開
拓
農
家
の
物
語
で
あ
る
。

家
の
中
に
「
殖
産
奥
業
」
と
書
い
た
大
き
な
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
一
家
の
主
人
役
が
田
丸
孝
君
、
そ
の
妻
の
役
は
北
大
看
護
学
院

(
現
医
療
技
大
)
の
女
学
生
、
息
子
役
が
一
年
目
で
恵
迫
十
傑
ダ
ス
キ

ン
の
児
玉
君
だ
っ
た
と
思
う
。
私
は
そ
の
家
に
押
し
入
る
覆
面
ピ
ス
ト

ル
強
盗
。
購
買
部
委
員
の
白
松
幸
爾
君
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
中
瀬
君

が
照
明
を
や
っ
て
い
た
。
役
が
終
わ
っ
て
他
の
演
劇
を
観
客
席
の
後
ろ

で
立
見
し
て
い
た
ら
、
炊
務
の
オ
パ
さ
ん
が
「
沼
田
さ
ん
つ
て
、
見
か

け
に
よ
ら
な
い
凄
い
声
を
出
せ
る
ん
で
す
ね
エ
」
と
話
し
か
け
て
き
た
。

茶
畑
仁
司
君
が
「
息
子
」
と
い
う
題
の
時
代
劇
に
出
て
い
た
の
を
見

た
。
演
技
の
旨
さ
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
佐
藤
文
利
君
が
別
の
劇
で
、

気
の
良
い
旦
那
役
を
演
じ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

羨
ま
し
い
話
。
演
劇
の
「
女
優
」
と
し
て
前
記
の
女
性
も
含
め
、

三
人
の
看
護
学
院
生
が
来
て
い
た
。
そ
の
う
ち
最
も
「
シ
ェ

l
ン」

と
思
わ
れ
る
「
女
優
」
の
ア
タ
ッ
ク
に
成
功
、
伴
侶
と
し
た
の
は
S

君
(
故
人
)
で
あ
る
。
「
S
君
」
と
言
っ
て
も
、
こ
の
文
に
名
前
が

出
て
く
る
人
物
で
は
な
い
。
誤
解
な
き
ょ
う
念
の
た
め
。

こ
の
文
化
祭
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
市
民
が
来
て
く
れ
た
。

「
恵
迫
座
」
も
満
員
だ
っ
た
。
寮
の
前
に
立
て
た
看
板
は
中
瀬
君
が
毛

筆
に
イ
ン
ク
を
つ
け
て
描
い
た
も
の
。
字
も
絵
も
下
手
な
私
は
、
彼
が

ス
ラ
ス
ラ
と
筆
を
走
ら
せ
る
の
を
感
心
し
な
が
ら
見
て
い
た
。

⑥
記
念
祭
や
文
化
祭
な
ど
の
行
事
や
委
員
会
の
仕
事
を
通
じ
て
、
医
学

部
志
望
の
寮
生
が
そ
う
い
う
寮
の
行
事
に
協
力
的
で
な
い
感
じ
を
持
っ

た
。
前
述
の
よ
う
な
制
度
(
北
大
医
学
部
受
験
に
は
面
接
も
あ
っ
た
。

全
国
す
べ
て
の
医
学
部
で
面
接
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
ぬ
が
)
だ

っ
た
の
で
、
教
養
部
在
学
中
の
成
績
を
良
く
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
般
に
彼
ら
は
良
く
勉
強
し
て
い
た
よ
う
だ
。

も
っ
と
も
、
当
時
寮
生
だ
っ
た
者
た
ち
は
口
々
に
「
勉
強
し
な
か
っ

た
、
勉
強
し
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
私
が
入
寮
し
て
驚
い
た

こ
と
の
一
つ
は
、
寮
生
た
ち
が
良
く
勉
強
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
「
勉
強

を
ネ
I
ベ
ン
に
し
て
エ
ツ
セ
ン
す
る
男
」
と
言
わ
れ
た
寮
生
も
い
た
。

私
は
委
員
会
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
北
寮
・
南
寮
・
新
寮
・
中
寮
・

北
寮
と
、
五
つ
の
部
屋
で
取
り
合
わ
せ
の
異
な
る
住
人
た
ち
と
暮
ら
し

た
が
、
そ
の
都
度
「
よ
く
勉
強
す
る
な
あ
」
と
感
じ
た
。
「
復
刊
恵
迫
」

を
読
ん
で
み
て
も
分
か
る
が
、
授
業
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
て
、
思

想
・
哲
学
・
文
学
・
芸
術
・
社
会
な
ど
の
勉
強
も
し
て
い
る
、
と
い
う

印
象
も
受
け
た
。

⑨
一
年
目
の
冬
、
丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子
の
両
氏
が
来
寮
、
「
原
爆
の

図
」
展
と
講
演
が
あ
っ
た
。
原
水
爆
禁
止
運
動
に
か
け
る
情
熱
に
は
感

心
し
た
が
一
つ
疑
問
が
残
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
水
爆
は
実
現
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
赤
松
さ
ん
が
「
ア
メ
リ
カ
は
海
中
で
水
爆
実
験
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
す
る
と
海
水
中
の
水
素
が
核
融
合
反
応
を
起
こ
し
、
全

世
界
の
海
が
爆
発
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
科
学
者
は
誰
も
い

な
い
」
と
言
っ
た
。
私
は
「
い
か
に
核
兵
器
に
反
対
で
も
、
そ
ん
な
信

愚
性
の
な
い
こ
と
を
言
う
の
は
良
く
な
い
」
と
思
っ
た
。
二
十
七
年
十

一
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
は
エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
環
礁
で
水
爆
実
験
に
成
功
し

て
し
ま
う
。

⑨
私
は
人
付
き
合
い
が
苦
手
な
の
で
、
一
般
の
会
社
や
官
庁
に
就
職
し

て
も
ウ
ダ
ツ
が
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
当
時
は
就
職
先
の
見
込
み
の
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な
い
、
従
っ
て
志
望
者
の
少
な
い
数
学
科
へ
進
む
予
定
だ
っ
た
の
で
、

成
績
が
悪
く
て
も
ハ
ネ
ら
れ
る
心
配
は
な
い
。
そ
れ
で
委
員
会
に
入
る

ま
で
は
外
で
野
球
ば
か
り
や
っ
て
い
て
、
勉
強
は
さ
っ
ぱ
り
し
な
か
っ

た
。
数
学
の
授
業
だ
け
は
出
席
し
た
け
れ
ど
:
・
。

数
学
科
卒
の
同
期
生
は
他
に
二
人
だ
け
。
私
は
大
学
院
に
進
む
こ
と

に
な
っ
た
。
学
部
生
と
し
て
の
最
終
日
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
、

「
学
生
健
保
」
の
有
効
期
限
の
最
終
日
に
学
生
診
療
所
を
訪
れ
、
検
診

を
受
け
た
。
「
最
後
の
日
ま
で
有
効
に
使
お
う
」
と
思
っ
た
だ
け
の
こ

と
。
本
田
先
生
が
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
見
て
「
お
前
、
い
つ
テ
l
ベ
l

(
T
B
)
に
な
っ
た
ん
だ
!
」
と
大
き
な
声
で
言
っ
た
。
左
肺
の
上
端

に
「
影
」
が
見
つ
か
っ
た
の
だ
。
で
も
時
代
が
幸
い
し
た
。
結
核
の
特

効
薬
が
開
発
さ
れ
、
健
康
保
険
も
適
用
さ
れ
て
い
て
半
年
で
完
治
し
た
。

今
は
影
も
映
ら
ず
「
既
往
症
ナ
シ
」
で
通
用
す
る
。
何
年
か
前
だ
っ
た

ら
ど
う
な
っ
た
か
。

⑨
冬
の
悩
み
は
粗
悪
な
長
靴
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
穴
が
聞
く
。
大
学
本
部

の
向
か
い
側
、
南
門
の
東
側
に
広
さ
十
畳
程
の
小
屋
が
あ
り
、
そ
こ
に

モ
ツ
サ
リ
と
し
た
お
や
じ
さ
ん
の
靴
修
理
屋
が
い
た
。
ゴ
ム
長
靴
が
す

ぐ
傷
む
の
で
、
時
々
修
理
を
頼
み
に
行
っ
て
い
た
。
あ
る
日
行
っ
て
み

る
と
小
屋
の
中
は
石
炭
ス
ト
ー
ブ
の
煙
が
煙
突
の
継
ぎ
目
か
ら
室
内
に

逆
流
し
て
い
て
目
が
痛
く
な
る
。
お
や
じ
さ
ん
は
、
ど
う
や
っ
て
も
煙

が
逆
流
す
る
と
諦
め
て
い
る
。
外
に
出
て
煙
突
を
見
た
。
煙
突
の
三
十

V
ほ
ど
北
側
に
木
が
立
っ
て
い
る
。
南
風
が
木
に
当
た
っ
て
そ
の
付
近

の
気
圧
が
高
く
な
り
、
煙
突
か
ら
の
排
気
を
妨
げ
て
い
る
と
分
か
っ
た

の
で
「
南
側
の
窓
を
開
け
る
と
逆
流
し
な
く
な
る
よ
」
と
言
っ
て
窓
を

聞
け
さ
せ
た
。
風
が
入
っ
て
少
々
寒
い
が
、
逆
流
は
止
ま
り
、
室
内
の

煙
は
消
え
た
。
お
や
じ
さ
ん
は
「
な
l
る
ほ
ど
l
」
と
言
っ
た
。
靴
の

品
質
が
良
く
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
小
屋
も
い
つ
し
か
無
く
な
っ
た
。

⑨
大
学
院
に
入
っ
た
翌
年
か
、
厚
生
課
の
西
川
掛
長
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
「
都
ぞ
弥
生
の
歌
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歌
詞
を
四
角
の

石
板
に
刻
む
の
だ
が
、
四
角
形
が
最
も
美
し
く
見
え
る
縦
横
の
長
さ
の

比
率
『
黄
金
比
』
の
数
字
を
教
え
て
く
れ
」
と
い
う
話
。
黄
金
比
な
ど

は
古
代
の
話
で
、
数
字
は
覚
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
調
べ
て
返
事
を

す
る
と
答
え
て
数
学
科
の
図
書
館
で
調
べ
、
返
答
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
歌
碑
を
見
る
と
ど
う
も
黄
金
比
で
は
な
い
よ
う
だ
。
歌
詞
の
行
数
と

一
行
の
長
さ
・
文
字
の
大
き
さ
・
形
な
ど
の
関
係
か
ら
だ
ろ
う
。

⑨
商
大
に
赴
任
し
て
か
ら
の
こ
と
、
佐
藤
文
利
君
か
ら
、
相
談
が
あ
る

と
の
電
話
。
会
っ
て
話
を
聞
い
た
。
当
時
彼
が
勤
め
て
い
た
久
米
建
築

事
務
所
で
「
若
い
者
た
ち
が
、
開
道
百
年
記
念
塔
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
に

応
募
し
て
当
選
し
た
。
塔
の
曲
線
部
分
の
長
さ
を
求
め
る
計
算
が
出
来

な
い
、
ど
う
し
た
ら
出
来
る
か
、
と
若
い
者
に
尋
ね
ら
れ
た
の
で
や
っ

て
み
た
が
、
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
。
教
え
て
く
れ
」
と
い
う
話
。
元

に
な
る
関
数
は
極
め
て
簡
単
な
式
で
、
そ
れ
を
チ
ョ
チ
ヨ
イ
と
加
工
し

て
積
分
す
る
の
だ
が
、
そ
の
積
分
で
つ
ま
ず
い
て
い
た
の
だ
。
見
る
と

そ
れ
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
積
分
不
能
に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
(
純

理
論
的
に
は
積
分
可
能
だ
が
、
計
算
上
で
は
出
来
な
い
、
と
い
う
意
味
)
。

私
は
「
こ
れ
は
積
分
不
可
能
だ
か
ら
、
近
似
計
算
で
や
る
し
か
な
い
な
」

と
答
え
た
。
彼
は
「
そ
う
か
あ
、
積
分
不
能
な
の
か
あ
、
出
来
な
か
っ

た
ら
若
い
者
に
示
し
が
つ
か
な
い
し
、
困
っ
て
い
た
ん
だ
が
、
助
か
っ

た
」
と
、
安
心
し
た
よ
う
に
言
っ
た
。
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
ま
だ

一
般
の
実
用
に
な
っ
て
い
な
い
時
期
。
実
際
の
近
似
計
算
の
手
聞
は
大

変
だ
っ
た
と
思
う
。

マ
心
に
残
る
授
業

⑨
時
は
遡
る
が
、
二
年
目
後
期
の
化
学
は
、
触
媒
研
究
所
長
だ
っ
た
堀

内
寿
郎
教
授
が
担
当
し
た
。
そ
ん
な
偉
い
先
生
が
教
養
部
の
授
業
を
持

つ
の
は
異
例
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
初
の
授
業
で
衝
撃
を
受

け
た
。
過
去
の
授
業
で
経
験
の
な
い
、
学
問
・
研
究
に
携
わ
る
際
の

「
心
構
え
」
の
話
だ
っ
た
か
ら
だ
。
観
測
や
実
験
で
、
自
分
の
理
論
や

予
想
に
不
利
な
デ
l
タ
を
無
視
し
た
り
、
ど
ち
ら
と
も
つ
か
ぬ
デ
l
タ

を
自
分
の
都
合
の
良
い
方
に
分
類
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
な
ど
論
外
。
自
分
の
理
論
に
不
利
で
も
、
事
実
は
事
実
と
し

て
受
け
入
れ
、
理
論
の
方
を
改
良
す
べ
き
こ
と
。
他
者
か
ら
自
分
の
研

究
成
果
の
欠
点
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
「
人
格
攻
撃
」
と
か
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「
面
子
を
潰
さ
れ
た
」
な
ど
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
謙
虚
に
話
を
聞

き
、
指
摘
に
誤
り
が
あ
る
な
ら
反
論
し
、
正
し
い
点
は
受
け
入
れ
て
、

自
分
の
理
論
を
よ
り
良
く
す
る
よ
う
に
せ
よ
。
と
い
う
よ
う
な
授
業
で

あ
っ
た
。
「
私
情
や
私
益
を
離
れ
て
、
物
事
を
客
観
的
に
見
よ
」
と
要

約
で
き
よ
う
か
。

以
後
、
こ
の
姿
勢
が
私
の
生
き
方
の
基
本
と
な
っ
た
。
凡
人
だ
か
ら
、

実
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
。

⑨
商
大
で
、
あ
る
時
、
普
段
は
殆
ど
話
を
し
た
こ
と
の
な
い
他
学
科
の

若
い
教
官
に
「
教
授
会
で
の
沼
田
先
生
の
発
言
は
、
ど
う
し
て
あ
ん
な

に
説
得
力
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
話
し
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
な
い
の
で
、
返
事
に
困
っ
て
「
自
分
に

不
利
な
こ
と
で
も
言
う
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
答
え
た
。
彼
は

「
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。

「
教
授
会
で
の
沼
田
先
生
の
、
理
路
整
然
と
し
た
静
か
な
発
言
を
聞
く

の
が
楽
し
み
だ
」
と
い
う
教
官
グ
ル
ー
プ
が
い
た
こ
と
は
噂
で
聞
い
た
。

私
の
発
言
一
つ
で
教
授
会
の
議
論
の
流
れ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
こ
と
が
何

度
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
私
を
嫌
う
グ
ル
ー
プ
の
憎
し
み
は
異
常
だ
っ

た
。
彼
ら
に
堀
内
先
生
の
授
業
を
聴
か
せ
た
い
。

⑨
前
任
厚
生
委
員
の
沼
倉
盈
君
は
工
学
部
治
金
の
修
士
課
程
を
出
て
石

川
島
重
工
に
入
っ
た
が
、
入
社
二
ヵ
月
後
に
舌
癌
で
亡
く
な
っ
た
。
葬

儀
で
会
っ
た
お
父
さ
ん
の
や
つ
れ
た
感
じ
の
姿
が
今
も
目
に
浮
か
ぶ
。

安
瀬
方
宏
君
は
工
学
部
電
気
を
出
て
自
衛
隊
に
入
っ
た
。
昭
和
四
十

年
代
に
学
会
出
張
で
東
京
へ
行
っ
た
時
に
、
自
衛
隊
に
電
話
を
し
た
。

当
時
「
潜
水
艦
課
長
」
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
彼
は
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
そ
ん
な
経

歴
が
自
衛
隊
を
選
ば
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

委
員
会
の
任
期
も
終
わ
り
、
も
う
す
ぐ
二
年
間
の
在
寮
期
限
も
終
わ
り

と
い
う
こ
十
八
年
三
月
上
旬
、
当
時
の
ソ
連
(
現
ロ
シ
ア
)
の
首
相
で
ソ

連
共
産
党
書
記
長
の
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
だ
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ

え
て
来
た
。
独
裁
者
の
死
で
あ
る
。
株
式
相
場
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
暴
落
」

と
言
わ
れ
る
株
価
暴
落
に
見
舞
わ
れ
た
。

当
時
は
な
ぜ
株
価
が
暴
落
し
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に
な
っ

て
分
か
っ
た
。
二
十
五
年
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
が
、
三
十
八
度

線
付
近
で
戦
線
が
腰
着
、
休
戦
会
談
が
板
門
底
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

が
な
か
な
か
妥
結
せ
ず
長
々
と
会
談
が
続
い
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
妥

結
さ
せ
な
い
よ
う
指
示
し
て
い
た
こ
と
が
、
ソ
連
崩
壊
後
に
出
て
き
た
文

書
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
彼
が
死
ん
だ
の
で
休
戦
協
定
成
立
は
近
い
。
す

る
と
日
本
の
「
朝
鮮
特
需
」
は
終
わ
る
、
と
株
式
投
資
を
し
て
い
る
連
中

は
読
ん
で
い
た
の
だ
。
株
屋
の
情
報
網
は
凄
い
も
の
だ
。
そ
れ
か
ら
数
日

後
、
誰
が
言
い
出
し
た
の
か
、
何
人
か
が
会
議
室
に
集
ま
っ
て
、
ス
タ
ー

リ
ン
の
死
の
影
響
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
出
席
者
は
一
人
を
除
い
て
記
憶

が
な
い
。
議
論
の
内
容
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
学
院
に
六
年
い
た
。
北
大
で
十
年
間
暮
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。
昭
和

三
十
年
代
の
北
大
は
、
「
杉
野
目
高
度
成
長
時
代
」
と
で
も
言
お
う
か
、

建
物
が
増
え
、
学
部
・
学
科
が
増
え
、
学
生
数
も
激
増
し
た
。
ク
ラ
l
ク

会
館
が
建
ち
、
教
養
部
の
建
物
が
恵
迫
寮
の
前
を
塞
ぐ
よ
う
に
建
っ
た
。

大
学
院
生
も
増
え
た
の
で
、
院
生
た
ち
と
学
長
に
大
学
院
の
寮
を
作
る
よ

う
に
と
、
請
願
に
行
っ
た
。
私
が
「
女
子
寮
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
よ
り
人

数
の
多
い
大
学
院
の
寮
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
言
っ
た
ら
、
杉
野
目
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学
長
は
「
学
部
が
先
。
大
学
院
は
後
回
し
!
」
と
答
え
た
。
一
緒
に
行
っ

た
女
子
院
生
が
後
で
「
女
子
寮
だ
っ
て
収
容
定
数
が
足
り
な
い
の
に
、
あ

ん
な
事
を
言
っ
て
」
と
、
私
に
恨
み
言
を
言
っ
た
。

東
京
に
あ
る
文
部
省
の
研
究
所
に
勤
め
た
。
小
樽
商
大
か
ら
話
が
あ
っ

た
の
で
、
三
十
七
年
四
月
、
北
海
道
に
戻
っ
た
。
早
速
、
北
大
の
教
養
部

担
当
の
先
輩
教
官
た
ち
に
狩
り
出
さ
れ
、
翌
年
か
ら
教
養
部
の
数
学
の
非

常
勤
講
師
を
ふ
た
ク
ラ
ス
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
五
十
九
年
四
月
に
商
大

の
学
生
部
長
に
さ
れ
る
ま
で
二
十
一
年
間
続
い
た
。
管
理
職
は
他
大
学
の

非
常
勤
講
師
に
な
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
辞
め
た

の
だ
が
、
辞
め
ず
に
非
常
勤
を
続
け
て
い
る
人
も
い
た
よ
う
だ
。

愚
痴
単
科
大
学
の
学
生
部
長
は
忙
し
い
。
学
部
長
も
教
養
部
長
も
い
な

い
の
で
、
学
生
部
長
・
学
部
長
・
教
養
部
長
の
三
つ
を
兼
ね
た
よ
う
な
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。
時
に
は
学
長
代
わ
り
も
す
る
(
学
長
が
海
外
出
張
中

な
ど
で
不
在
の
際
の
、
正
式
の
「
学
長
代
理
」
は
図
書
館
長
だ
が
)
。

教
授
会
の
際
に
は
学
長
の
隣
り
に
座
っ
て
、
管
轄
の
仕
事
に
つ
い
て
の

説
明
や
答
弁
や
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
会
議
々
々
で

非
常
勤
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
寮
問
題
で
団
交
を
五
回
ゃ
っ
た
。
学
生
の
陰

で
糸
を
引
く
教
官
が
い
た
が
、
理
不
尽
な
要
求
は
全
て
突
っ
ぱ
ね
て
商
大

で
の
「
寮
問
題
」
は
解
消
し
た
。
そ
ん
な
多
忙
な
の
に
「
管
理
職
手
当
」

は
総
合
大
学
の
学
部
長
よ
り
安
か
っ
た
よ
う
だ
。
今
は
制
度
が
変
わ
っ
て
、

副
学
長
(
教
育
担
当
)
が
学
生
部
長
に
相
当
す
る
ら
し
い
。

他
人
の
家
二
十
一
年
間
の
非
常
勤
の
聞
に
「
大
学
紛
争
」
が
あ
っ
た
。

北
大
本
部
が
セ
ク
ト
の
学
生
た
ち
に
封
鎖
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
が
騒
然

と
し
て
い
る
と
き
に
行
っ
て
見
た
。
商
大
の
某
セ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
の
学

生
が
「
一
個
中
隊
」
を
指
揮
し
て
い
た
。

機
動
隊
の
手
で
本
部
の
封
鎖
が
解
除
さ
れ
た
日
に
、
「
勝
手
知
っ
た
る

他
人
の
家
」
と
ば
か
り
に
、
警
戒
網
を
か
い
潜
っ
て
建
物
の
中
に
入
っ
た
。

催
涙
ガ
ス
の
匂
い
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
目
が
痛
く
な
る
が
、
我
慢
し
て

建
物
の
中
を
殆
ど
全
部
見
て
歩
い
た
。
天
井
の
蛍
光
灯
は
全
て
壊
さ
れ
、

机
は
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
電
話
線
は
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
ロ
ッ
カ
ー
は
扉
が

ひ
ん
曲
が
っ
て
開
け
ら
れ
、
窓
ガ
ラ
ス
は
全
て
割
ら
れ
、
書
類
は
散
乱
し

て
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
。
便
所
の
窓
ガ
ラ
ス
や
照
明
灯
ま
で
壊
し
で
あ

っ
た
。
「
こ
れ
は
相
当
な
重
労
働
を
や
っ
た
も
の
だ
。
普
段
な
ら
、
『
ゃ
れ
』

と
命
令
さ
れ
て
も
、
サ
ボ
ル
よ
う
な
連
中
が
よ
く
働
い
た
も
ん
だ
」
と
思

っ
た
。
電
話
線
を
引
き
ち
ぎ
る
と
か
ロ
ッ
カ
ー
の
扉
を
鍵
も
な
し
に
捻
じ

曲
げ
て
聞
け
る
な
ど
、
か
な
り
の
「
努
力
」
が
必
要
だ
ろ
う
。

商
大
で
も
紛
争
が
あ
り
、
校
舎
の
封
鎖
も
あ
っ
た
が
、
私
は
同
僚
教
官

に
「
こ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
は
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
連
合
赤
軍
事
件
で
世
間
は
白
け
、
寮
問
題
な
ど
多
く
の
学
生
に
と

っ
て
無
縁
の
こ
と
を
除
き
、
全
て
の
大
学
は
平
穏
に
な
っ
た
。
そ
の
教
官

は
「
沼
田
先
生
の
言
っ
た
と
お
り
で
し
た
ね
」
と
言
っ
た
。

当
時
、
世
界
的
規
模
で
起
き
た
「
学
生
の
反
乱
」
や
「
文
化
大
革
命
」

の
狂
乱
は
、
各
国
の
事
情
の
違
い
も
あ
り
、
単
純
に
決
め
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
仮
面
」
を
見
抜
く
「
眼
力
」
が
必
要

な
こ
と
を
人
々
に
教
え
た
、
と
い
う
意
義
は
あ
ろ
う
。

古
希
を
超
え
て
半
世
紀
以
上
の
年
月
が
流
れ
、
昭
和
二
十
六
年
入
寮
生

は
全
員
、
古
希
も
過
ぎ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
勿
論
の
こ
と
、

F
・
D
-
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
も
チ
ャ
ー
チ
ル
も
蒋
介
石
も
毛
沢
東
も
日
本
占
領
連
合
軍
最

高
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
l
サ
l
も
死
ん
だ
。
世
界
や
日
本
の
戦
後

体
制
を
作
っ
た
「
大
物
」
た
ち
は
皆
い
な
く
な
っ
た
が
、
東
ア
ジ
ア
や
日

本
で
は
そ
の
「
体
制
の
不
合
理
」
は
ま
だ
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。

①
福
沢
諭
吉
は
「
一
身
に
し
て
二
世
を
経
る
が
ご
と
し
」
と
か
言
っ
た

が
、
私
は
「
一
身
に
し
て
四
世
」
く
ら
い
の
感
じ
が
す
る
。

残
像
の
時
代
昭
和
十
一
、
二
年
頃
の
、
「
シ
ナ
事
変
H

日
中
戦
争
」
が

始
ま
る
前
か
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
、
ま
だ
ノ
ン
ピ
リ
し
た
都
会
、
小

樽
や
函
館
の
記
憶
が
あ
る
(
昭
和
十
年
の
人
口
は
、
函
館
・
小
樽
・
札
幌

の
順
。
統
制
経
済
の
強
ま
り
で
、
緒
官
庁
の
集
ま
る
札
幌
の
人
口
が
急
増
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し
、
十
二
年
に
は
、
画
館
・
札
幌
・
小
樽
の
順
に
な
る
)
。

都
市
を
除
け
ば
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
都
会
だ
っ
た
。

大
正
の
終
わ
り
頃
か
ら
日
本
は
「
お
か
し
く
」
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、

一
般
庶
民
の
生
活
は
海
底
の
水
の
よ
う
な
も
の
で
、
表
面
の
波
風
が
す
ぐ

響
い
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
万
事
不
自

由
に
な
っ
て
行
く
感
じ
で
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

子
供
時
代
の
旺
盛
な
好
奇
心
と
記
憶
力
で
、
画
館
や
小
樽
の
祖
母
や
親

戚
の
家
に
行
く
た
め
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
親
た
ち
が
迷
う
道
を
、
あ
そ
こ

を
右
へ
、
次
は
左
へ
な
ど
と
指
図
し
た
も
の
だ
。
外
を
歩
く
物
売
り
の
声

|
|
豆
腐
や
煮
豆
や
金
魚
な
ど
ー
ー
が
聞
こ
え
、
魚
屋
や
八
百
屋
の
御
用

聞
き
が
家
庭
の
勝
手
口
を
訪
問
し
て
い
た
。
半
襟
や
下
駄
の
鼻
緒
や
替
や

糸
や
針
な
ど
の
雑
貨
を
並
べ
た
り
吊
り
下
げ
た
り
の
屋
台
が
出
て
い
た
。

祖
母
の
住
む
函
館
へ
毎
年
の
よ
う
に
行
っ
て
何
日
間
か
滞
在
し
て
い

た
。
あ
る
年
の
こ
と
表
通
り
の
街
へ
遊
び
に
出
る
と
、
そ
ん
な
屋
台
が
や

っ
て
来
た
。
傍
で
見
て
い
た
ら
、
客
が
何
か
言
っ
た
の
に
対
し
て
屋
台
の

主
人
が
「
戦
争
が
始
ま
っ
た
か
ら
、
高
く
な
っ
た
ん
だ
よ
」
と
応
え
て
い
た
。

「
戦
争
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
値
段
が
上
が
る
の
か
な
」
と
考
え
た
。
そ

の
「
戦
争
」
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
の
秋
頃
の
事
と
思
う
。

小
学
校
入
学
前
、
倶
知
安
町
に
住
ん
で
い
た
頃
、
小
樽
の
呉
服
庖
が

時
々
御
用
聞
き
に
回
っ
て
来
て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
の
だ
。

後
に
商
大
の
教
員
に
な
っ
て
小
樽
の
都
通
り
で
、
我
が
家
に
あ
る
洋
服

箱
の
屋
号
の
庖
を
発
見
、
感
慨
に
ふ
け
っ
た
。

兵
隊
さ
ん
そ
の
倶
知
安
の
我
が
家
で
、
兵
隊
さ
ん
を
一
人
泊
め
た
こ
と

が
あ
る
。
家
族
と
一
緒
の
食
卓
で
軍
服
で
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
座
り
、

談
笑
し
な
が
ら
食
事
し
た
。
近
所
で
も
何
軒
か
が
同
じ
日
に
兵
隊
さ
ん
を

泊
め
て
い
た
。
多
分
陸
軍
が
兵
士
を
「
民
宿
」
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

後
の
親
た
ち
の
会
話
か
ら
判
断
す
る
と
、
昭
和
十
一
年
十
月
の
陸
軍
特
別

大
演
習
の
時
ら
し
い
。
演
習
は
島
松
付
近
の
原
野
で
行
わ
れ
て
い
る
。
旭

川
師
団
が
南
か
ら
の
弘
前
師
団
を
迎
え
撃
つ
、
と
い
う
想
定
だ
っ
た
。

文
献
に
よ
れ
ば
、
弘
前
師
団
は
室
蘭
で
上
陸
し
て
い
る
が
、
万
単
位
の

人
数
だ
か
ら
、
一
部
は
別
路
線
を
通
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
倶
知
安

函
館
は
六
大

に
民
宿
し
た
の
は
、
画
館
に
上
陸
し
鉄
道
で
札
幌
経
由
、
島
松
へ
行
く
弘

前
師
団
の
分
隊
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
各
地
に
分
屯
し
て
い
た
旭

川
師
団
の
兵
士
を
、
旭
川
へ
戻
す
途
中
だ
っ
た
の
か
。

マ
大
演
習
と
北
大

演
習
に
も
段
階
が
あ
り
、
天
皇
が
大
元
帥
と
し
て
直
接
統
監
す
る
演
習

を
「
特
別
大
」
演
習
と
い
う
。
当
時
の
北
海
道
は
、
東
京
か
ら
見
れ
ば
交

通
不
便
な
「
植
民
地
」
。
半
月
も
東
京
を
離
れ
る
の
で
、
い
つ
で
も
閣
議

が
開
け
る
よ
う
、
広
田
弘
毅
首
相
以
下
主
要
大
臣
、
諸
官
庁
首
脳
も
来
道
。

天
皇
は
九
月
二
十
四
日
、
軍
艦
「
比
叡
」
で
東
京
出
発
、
二
十
六
日
に
室

蘭
着
旭
川
へ
。
そ
の
後
道
東
方
面
を
巡
幸
し
て
札
幌
へ
。
北
大
農
学
部
に

大
本
営
と
行
在
所
(
ア
ン
ザ
イ
シ
ヨ
)
が
設
置
さ
れ
た
。
実
際
の
演
習
は

十
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
。
天
皇
は
九
日
小
樽
へ
。
小
樽
高
商
を
視
察
、

「
生
徒
は
よ
く
勉
強
し
て
お
る
か
」
と
下
問
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
同
日

小
樽
港
か
ら
離
道
。
そ
の
問
、
警
察
は
本
州
か
ら
の
応
援
も
頼
み
、
大
警

備
陣
を
布
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
前
の
、
道
路
や
建
物
整
備
、
衛
生
関
係

の
警
戒
、
思
想
関
係
に
も
神
経
を
尖
ら
す
。

と
い
う
わ
け
で
北
海
道
で
の
特
別
大
演
習
は
特
に
費
用
が
か
か
る
。
そ

れ
で
一
般
家
庭
を
「
お
国
の
た
め
」
低
報
酬
で
「
宿
と
メ
シ
」
に
動
員
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
接
し
た
限
り
の
文
献
資
料
で
は
、
そ
ん
な
「
兵

拙
」
的
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
確
証
は
な
い
が
。

軍
の
検
閲
で
本
当
の
こ
と
は
書
け
な
い
こ
と
も
理
由
の
一
つ
だ
が
、
日

本
陸
軍
は
兵
描
を
極
端
に
軽
視
す
る
軍
隊
だ
っ
た
の
で
、
新
聞
記
者
な
ど

「
も
の
書
き
」
も
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
兵
結
に
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
の

が
、
大
演
習
に
限
ら
ず
、
そ
の
種
の
文
献
資
料
の
不
足
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

北
大
で
は
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
、
全
運
動
部
の
一
切
の
練
習
も

禁
止
さ
れ
た
。
恵
迫
寮
で
は
壁
の
落
書
き
が
全
部
、
学
校
当
局
に
よ
っ
て

白
ペ
ン
キ
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
。
当
時
は
既
に
廊
下
の
壁
の
落
書
き
は
禁

止
さ
れ
て
い
て
、
室
内
の
落
書
き
だ
け
で
、
し
か
も
天
皇
が
視
察
に
来
る

予
定
も
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
寮
生
の
い
な
い
夏
休
み
中
に
消
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
残
し
て
お
き
た
い
「
名
落
書
き
」
も
消
え
て
し
ま
っ
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た
。
以
後
の
落
書
き
も
禁
止
に
な
っ
た
。

小
学
校
昭
和
十
四
年
、
岩
内
で
小
学
校
入
学
。
男
子
だ
け
の
学
校
だ
っ

た
の
で
「
男
学
校
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
若
い
人
は
私
立
学
校
と
誤
解
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
公
立
で
あ
る
。
当
時
は
小
学
校
で
も
男
女
別
学
校

か
、
同
一
の
学
校
で
も
ク
ラ
ス
は
男
女
別
が
普
通
だ
っ
た
。
複
式
学
級
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
小
規
模
校
は
例
外
だ
が
。
当
時
の
岩
内
は

錬
も
獲
れ
近
く
に
炭
鉱
も
あ
り
、
繁
盛
し
て
い
た
ら
し
い
。
町
財
政
が
豊

か
だ
っ
た
の
で
男
女
別
学
校
を
作
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
夏
、
札
幌
郊
外
の
篠
路
小
学
校
へ
転
校
し
た
。
複
式
学
級
だ
っ
た
。

当
時
の
篠
路
村
は
一
面
の
玉
ね
ぎ
畑
と
水
田
と
牧
場
。
母
の
お
使
い
で
一

升
瓶
を
持
っ
て
、
二
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
農
家
へ
牛
乳
を
買
い
に
何
回
か
行

っ
た
。
砂
利
道
を
往
復
歩
く
。
途
中
、
玉
ね
ぎ
を
入
れ
た
枠
箱
が
畑
に
い

く
つ
も
並
ん
で
い
る
。
「
枠
箱
の
隙
聞
は
風
を
通
し
て
玉
ね
ぎ
を
乾
か
す

た
め
か
な
。
で
も
雨
が
降
っ
た
ら
濡
れ
ち
ゃ
う
な
」
な
ど
と
考
え
な
が
ら

歩
い
た
。
吹
雪
の
朝
に
登
校
す
る
と
、
六
年
生
た
ち
が
学
校
の
玄
関
で
待

っ
て
い
て
、
帯
で
雪
を
払
っ
て
く
れ
た
。

科
学
昭
和
十
五
年
七
月
、
小
樽
緑
小
学
校
に
転
校
。
担
任
の
女
性
教
師

が
「
山
板
大
夫
H
安
寿
と
厨
子
王
の
物
語
」
を
毎
週
連
続
で
読
み
聞
か
せ

て
く
れ
た
。
ク
ラ
ス
の
殆
ど
が
涙
を
流
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

そ
の
年
は
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
。
市
の
祝
典
が
花
園
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
。
学
校
は
す
ぐ
そ
ば
だ
か
ら
、
生
徒
全
員
が
参
列
さ
せ
ら

れ
た
。
飛
行
機
が
一
機
だ
け
上
空
を
一
直
線
に
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。

当
時
の
我
が
家
は
二
階
建
て
の
借
家
。
二
階
は
十
畳
間
一
室
。
そ
こ
に

半
年
弱
ほ
ど
小
樽
高
商
生
が
、
そ
の
後
は
工
業
学
校
生
三
人
が
下
宿
し
て

い
た
。
私
は
毎
日
の
よ
う
に
二
階
へ
上
が
っ
て
、
彼
ら
の
本
や
雑
誌
を
手

当
り
次
第
に
読
ん
で
い
た
。

工
業
学
校
生
の
雑
誌
に
は
、
地
球
の
構
造
の
説
明
図
や
人
類
の
進
化
の

説
明
や
ウ
エ
ツ
ゲ
ナ
l
の
「
大
陸
漂
移
説
」
な
ど
が
載
っ
て
い
た
。
成
層

圏
飛
行
を
す
る
に
は
、
低
温
・
低
圧
・
翼
へ
の
着
氷
な
ど
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
自
分
で
買
っ
た
少
年
雑
誌
に
は

二
千
年
前
の
「
ロ

l
マ
の
軍
艦
」
の
絵
が
あ
っ
て
、
昔
の
日
本
の
軍
船
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
立
派
だ
っ
た
。
歩
い
て
数
分
の
市
立
図
書
館
で

も
色
々
な
本
を
読
ん
だ
。
あ
と
何
十
年
も
見
ら
れ
な
い
と
い
う
皆
既
日
食

が
あ
っ
た
。
学
校
で
も
新
聞
で
も
、
日
食
現
象
の
解
説
を
し
て
い
た
。

疑
問
だ
ら
け
一
方
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
、
神
武
天
皇
の

即
位
は
二
千
六
百
年
前
、
天
孫
降
臨
は
そ
の
ま
た
千
五
百
年
く
ら
い
前
と
、

三
年
生
か
ら
担
任
に
な
っ
た
男
の
先
生
は
教
え
る
。
日
本
人
は
皆
、
太
陽

の
神
、
天
照
大
神
の
子
孫
だ
と
も
言
、
っ
。
高
天
原
か
ら
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

が
日
向
の
高
千
穂
の
峰
に
天
下
っ
た
際
に
、
民
草
は
そ
の
徳
と
威
光
に
ひ

れ
伏
し
た
、
と
言
う
。
す
る
と
そ
れ
以
前
か
ら
日
本
に
人
が
住
ん
で
い
た

こ
と
に
な
る
。
天
照
大
神
の
子
孫
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
雲
に
乗
っ
て

天
下
っ
て
来
る
絵
を
見
て
い
る
と
「
高
空
は
寒
い
筈
だ
。
こ
の
服
装
で
寒

く
な
い
の
か
な
。
何
か
変
だ
な
あ
」
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

後
醍
醐
天
皇
が
特
に
強
調
し
て
教
え
ら
れ
た
。
南
朝
方
の
楠
木
正
成
は

模
範
的
忠
臣
と
扱
わ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
教
室
に
貼
つ
で
あ
る
年
表
と
教

科
書
だ
け
で
も
、
今
の
天
皇
は
北
朝
系
統
と
い
う
こ
と
は
小
学
生
で
も
分

か
る
。
図
書
館
の
本
を
読
ん
で
も
そ
う
だ
。
足
利
尊
氏
は
大
逆
臣
だ
と
学

校
で
は
教
え
る
。
変
だ
な
あ
、
と
思
っ
た
も
の
だ
。

科
学
と
教
科
書
の
中
身
と
学
校
で
教
え
る
こ
と
の
不
整
合
。
小
学
生
三

年
生
や
四
年
生
の
頭
や
人
生
経
験
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
だ
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
も
下
宿
生
の
雑
誌
で
知
っ
た
。
勿
論
、
日
本
軍
の
勇

戦
奮
闘
大
勝
利
と
い
う
書
き
方
だ
が
:
・
。
日
本
兵
が
肉
弾
突
撃
し
て
ガ
ソ

リ
ン
瓶
を
投
げ
つ
け
、
ソ
連
軍
戦
車
多
数
が
黒
煙
を
上
げ
て
燃
え
て
い
る

写
真
な
ど
。
私
は
「
日
本
に
は
対
戦
車
砲
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
日

本
軍
も
戦
車
を
出
し
て
戦
わ
な
い
の
か
な
。
肉
弾
突
撃
で
は
、
敵
の
機
関

銃
で
多
数
の
戦
死
者
が
出
る
だ
ろ
う
に
」
と
思
っ
た
。

戦
車
と
い
え
ば
、
街
に
戦
車
が
二
両
や
っ
て
来
て
、
見
学
を
許
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
中
に
入
っ
て
見
た
。
装
甲
に
細
い
「
ス
リ
ッ
ト
」
が
何
箇

所
か
空
け
で
あ
っ
て
、
目
を
あ
て
る
と
外
部
が
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
外
の

状
況
を
見
て
操
縦
し
た
り
砲
撃
し
た
り
す
る
ら
し
い
。
「
敵
の
砲
弾
が
近

く
で
爆
発
し
た
ら
、
火
炎
や
土
砂
の
微
粉
が
そ
こ
か
ら
吹
き
込
ん
で
、
眼

が
や
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
」
と
心
配
し
た
。
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「
煮
豆
売
り
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
な
く
な
り
、
御
用
聞
き
も
来
な
く

な
っ
た
。
統
制
が
強
ま
り
、
生
の
バ
ナ
ナ
は
庖
か
ら
消
え
代
わ
り
に
「
干

し
バ
ナ
ナ
」
が
売
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
す
ぐ
に
姿
を
消
し
た
。
食
料
が

配
給
制
に
な
り
衣
類
が
点
数
切
符
な
し
に
は
買
え
ぬ
よ
う
に
な
り
、
ヤ
ミ

の
食
料
買
出
し
が
始
ま
っ
た
。
鼠
の
糞
や
小
石
や
砂
や
油
の
塊
や
コ
ク
ゾ

ウ
虫
な
ど
の
混
じ
っ
た
配
給
の
外
米
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ひ
ろ
げ
、
米

粒
だ
け
を
選
別
し
て
炊
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

防
空
壊
十
人
年
夏
、
手
宮
町
へ
引
っ
越
し
手
宮
国
民
学
校
(
十
六
年
四

月
か
ら
、
小
学
校
は
「
国
民
学
校
」
と
改
称
)
に
転
入
。
下
宿
生
た
ち
と

も
別
れ
た
。
後
に
読
ん
だ
商
大
の
「
緑

E
五
十
年
史
」
に
、
「
食
料
難
で

下
宿
屋
を
や
め
る
家
が
多
く
、
追
い
出
さ
れ
る
学
生
が
増
え
た
の
で
、
学

校
と
し
て
は
捨
て
て
も
お
け
ず
、
不
要
に
な
っ
た
丸
井
百
貨
屈
の
男
子
寮

を
借
り
て
学
寮
と
し
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
デ
パ
ー
ト
で
も
若
い
男

子
庖
員
が
皆
徴
兵
さ
れ
、
男
子
寮
が
不
要
に
な
っ
た
ら
し
い
。

食
糧
難
は
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
り
、
豊
漁
だ
っ
た
小
樽
の
鯨
も
家
族
数
に

応
じ
て
何
匹
と
い
う
配
給
制
と
な
っ
た
。
小
樽
港
で
船
積
み
す
る
南
京
袋

の
穴
か
ら
こ
ぼ
れ
る
大
豆
を
、
帽
子
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て
持
ち
帰
り
、
母

に
喜
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

天
照
大
神
が
天
孫
降
臨
の
際
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
下
し
賜
っ
た
と
い

う
「
神
勅
」
が
、
教
科
書
の
最
初
に
登
場
す
る
「
神
湿
り
」
的
時
代
に
な

っ
て
い
た
。
「
文
字
も
な
い
時
代
の
言
葉
を
、
ど
う
や
っ
て
今
ま
で
伝
え

た
の
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
思
っ
た
も
の
だ
。

家
の
前
に
防
空
壕
を
掘
っ
た
。
「
焼
夷
弾
で
焼
け
た
家
が
倒
れ
で
き
た

ら
、
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
焼
け
死
ん
で
し
ま
う
の
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、

掘
り
な
が
ら
考
え
た
。
近
所
の
防
空
壕
掘
り
で
、
人
間
の
頭
蓋
骨
が
出
て

き
た
の
を
見
た
。
古
代
人
の
骨
か
犯
罪
の
犠
牲
者
か
、
そ
の
後
ど
ん
な
結

論
が
出
た
の
か
は
知
ら
な
い
。

手
宮
は
高
台
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
航
空
母
艦
が
一
隻
入
港
し
た
の
を
見

た
。
港
の
半
分
を
占
め
る
ほ
ど
の
感
じ
で
「
航
空
母
艦
っ
て
大
き
い
な
あ
」

と
思
っ
た
。
今
考
え
る
と
、
呉
や
佐
世
保
や
横
須
賀
に
い
る
と
米
空
軍
に

爆
撃
さ
れ
る
の
で
、
小
樽
に
避
難
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

学
校
に
朝
鮮
人
ら
し
い
白
い
服
の
一
隊
が
来
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
り

の
斜
面
に
横
穴
を
掘
り
、
太
い
材
木
で
天
盤
を
支
え
た
、
立
派
な
防
空
壕

を
作
っ
た
。

学
校
の
品
格
手
宮
は
小
樽
の
場
末
の
よ
う
な
町
。
学
校
も
何
と
な
く
品

(
ヒ
ン
)
が
悪
い
。
ま
ず
校
長
に
品
が
な
い
。
ガ
キ
大
将
が
い
て
「
い
じ

め
」
も
あ
る
。
担
任
が
や
た
ら
と
生
徒
を
叩
く
。
自
習
時
間
が
多
い
。
そ

の
問
、
担
任
は
教
卓
で
何
か
を
書
い
て
い
る
。
商
大
赴
任
後
に
、
あ
る
事

で
気
付
い
た
が
、
字
の
旨
い
先
生
だ
っ
た
の
で
、
筆
耕
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
ら
し
い
。
露
骨
に
「
え
こ
ひ
い
き
」
も
す
る
。
担
任
が
教
室
に

来
ず
、
医
者
の
息
子
で
あ
っ
た
級
長
と
私
に
「
授
業
」
を
す
る
よ
う
に
命

じ
た
こ
と
も
あ
る
。
私
は
理
科
の
「
授
業
」
を
し
た
。
三
学
期
に
な
っ
て

か
ら
、
担
任
は
教
科
書
を
ベ
ラ
ベ
ラ
読
み
上
げ
る
だ
け
の
授
業
で
二
学
期

分
く
ら
い
進
み
、
教
科
書
の
最
後
ま
で
「
教
え
」
終
わ
っ
た
。
な
お
、
当

時
の
小
学
校
の
一
学
級
は
六
十
j
七
十
人
く
ら
い
で
あ
る
。

子
供
心
で
比
較
し
て
も
、
緑
小
学
校
は
真
面
目
な
学
校
だ
っ
た
と
思
う
。

後
に
分
か
っ
た
事
だ
が
、
校
長
が
、
「
国
語
教
育
の
神
様
」
と
言
わ
れ
た

芦
田
恵
之
助
の
信
奉
者
で
、
そ
の
系
統
の
先
生
を
集
め
て
い
た
ら
し
い
。

小
樽
中
学
(
現
潮
陵
高
)
で
大
勢
の
緑
小
学
校
の
級
友
た
ち
と
再
会
し

た
。
北
大
で
も
何
人
か
と
再
会
し
た
。
手
宮
の
男
子
二
学
級
の
同
期
生
は

ど
ち
ら
で
も
誰
も
い
な
い
。

下
宿
中
学
入
学
後
ひ
と
月
ほ
ど
で
父
が
転
勤
、
親
戚
の
家
に
下
宿
し
て

通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
滝
川
中
学
へ
の
転
入
希
望
を
断
わ
ら
れ
た
の
だ
。

当
時
の
滝
川
は
大
規
模
な
人
造
石
油
の
工
場
が
あ
り
、
隣
の
砂
川
に
東

洋
高
圧
の
工
場
、
周
辺
の
山
間
部
に
は
赤
平
・
芦
別
・
上
砂
川
・
歌
志
内

な
ど
の
炭
鉱
が
集
中
し
、
平
野
部
は
水
田
や
リ
ン
ゴ
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
人
口
の
集
中
し
た
周
辺
か
ら
の
入
学
者
と
、
東
京
な
ど
か
ら
の
諌

開
者
の
転
入
が
多
く
、
受
け
入
れ
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

港
に
近
い
小
樽
勝
納
町
の
そ
の
親
戚
の
家
は
、
空
襲
に
よ
る
火
災
の
延

焼
を
防
ぐ
空
間
を
作
る
た
め
の
「
疎
開
」
で
強
制
的
に
取
り
壊
さ
れ
、
引

っ
越
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
取
り
壊
し
作
業
指
揮
の
役
人
と
何
か
イ
ザ

コ
ザ
が
あ
り
、
親
戚
の
主
人
が
激
怒
、
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
自
分
の
家
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に
マ
サ
カ
リ
を
打
ち
つ
け
た
。
退
職
金
で
買
っ
た
家
を
壊
さ
れ
る
の
は
、

さ
ぞ
や
無
念
な
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

二
十
年
七
月
十
四
、
十
五
日
の
空
襲
も
受
け
、
防
空
壕
に
逃
げ
た
。
小

樽
港
外
で
沈
め
ら
れ
た
船
の
紬
先
が
戦
後
し
ば
ら
く
の
問
、
海
面
か
ら
突

き
出
て
い
た
。
東
京
そ
の
他
道
外
都
市
に
比
較
す
れ
ば
、
「
空
襲
」
な
ど

と
は
言
え
な
い
程
度
の
も
の
だ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど
・
:
。
そ
れ
に
は
理
由
が

あ
る
。
米
軍
は
日
本
降
伏
後
、
小
樽
港
か
ら
占
領
軍
を
上
陸
さ
せ
る
計
画

だ
っ
た
の
で
、
港
湾
施
設
を
爆
撃
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
親
戚
の
家
に
、
中
国
の
古
代
の
神
話
か
ら
始
ま
り
、
三
国
志
く
ら

い
ま
で
の
歴
史
を
書
い
た
分
厚
い
本
が
あ
り
、
全
部
読
ん
だ
。
混
沌
の
な

か
か
ら
天
地
が
分
か
れ
、
と
い
う
天
地
創
造
か
ら
、
三
皇
五
帝
・
:
諸
葛
孔

明
な
ど
ま
で
。
「
外
国
で
も
古
い
と
こ
ろ
は
『
神
話
』
な
ん
だ
な
」
、
と
思

っ
た
あ
た
り
、
中
学
生
と
も
な
れ
ば
考
え
方
も
進
歩
す
る
ら
し
い
。

②
七
月
末
、
再
度
滝
川
中
学
へ
陳
情
、
転
入
許
可
が
出
た
。

汽
車
通
生
親
元
へ
戻
り
、
歌
志
内
線
(
今
は
廃
線
)
で
砂
川
乗
り
換
え

の
汽
車
通
生
と
な
っ
た
。
生
徒
の
八
割
は
汽
車
通
生
だ
っ
た
。
半
月
後
、

殆
ど
全
世
界
相
手
の
愚
か
な
戦
争
は
当
然
な
が
ら
負
け
て
終
わ
っ
た
。

夏
休
み
も
な
く
通
学
し
て
い
た
八
月
十
五
日
、
重
大
放
送
が
あ
る
と
の

こ
と
で
全
生
徒
が
講
堂
に
集
め
ら
れ
た
。
そ
の
「
玉
音
放
送
」
は
「
ザ
ー

ザ
ー
、
ウ
オ
l
ン
ウ
オ
l
ン
」
と
い
う
雑
音
で
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

全
く
分
か
ら
な
い
。
時
々
妙
な
抑
揚
の
声
は
聞
こ
え
る
の
だ
が
・
:
。

教
室
に
戻
っ
て
待
機
し
て
い
る
と
、
上
級
生
が
や
っ
て
き
て
「
日
本
は

戦
争
に
負
け
た
」
と
言
っ
た
。
彼
の
目
は
泣
い
た
後
ら
し
く
、
赤
か
っ
た
。

教
室
で
も
泣
く
者
が
多
か
っ
た
。
私
も
泣
い
た
。
「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
」
と
あ
れ
こ
れ
考
え
た
。

「
玉
音
放
送
」
が
雑
音
で
聞
き
取
り
難
か
っ
た
の
は
全
国
的
現
象
の
よ

う
だ
。
寧
の
抗
戦
派
が
妨
害
電
波
を
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

現
象
の
原
因
を
調
査
し
た
資
料
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。

マ
米
軍
占
領
下
の
生
活

戦
後
の
食
料
難
・
物
資
不
足
は
戦
中
よ
り
ひ
ど
か
っ
た
。
学
校
か
ら
帰

る
と
畠
仕
事
だ
っ
た
。
イ
モ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
澱
粉
の
ウ
ド
ン
な
ど
が
主
食

だ
っ
た
。
澱
粉
粕
も
食
べ
た
が
あ
の
異
様
な
臭
さ
に
は
閉
口
し
た
。

ゴ
ム
の
長
靴
が
な
く
、
冬
に
下
駄
で
通
学
す
る
者
も
い
た
。
長
靴
が
あ

っ
て
も
「
澱
粉
靴
」
と
呼
ば
れ
た
粗
悪
品
で
す
ぐ
に
穴
が
あ
い
た
。
す
ぐ

に
穴
の
あ
く
靴
下
、
膝
が
す
ぐ
に
見
え
て
く
る
ズ
ボ
ン
。
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら

け
の
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
た
も
の
だ
。

マ
ツ
カ

l
サ
l
の
指
令
に
よ
る
「
学
制
改
革
」
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
複
線
型
」
が
「
六
一
二
三
四
」
の
「
単
線
型
」
に
な
り
、
旧
制
高
校
や
予

科
は
廃
止
さ
れ
、
義
務
教
育
は
六
年
間
か
ら
九
年
間
に
延
び
た
。
私
は

「
随
分
窮
屈
で
不
親
切
な
制
度
」
だ
な
あ
、
と
思
っ
た
。
義
務
教
育
年
数

の
延
長
は
国
民
の
知
識
水
準
の
向
上
の
た
め
と
言
う
が
、
実
際
は
低
下
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
書
く
と
キ
リ

が
な
い
の
で
止
め
る
が
、
例
え
ば
「
九
九
」
は
、
そ
れ
ま
で
小
学
校
二
年

生
で
教
え
て
い
た
も
の
を
三
年
生
で
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

ハ
l
グ
陸
戦
条
約
第
四
三
条
は
「
占
領
者
ハ
絶
対
的
ノ
支
障
ナ
キ
限
、

占
領
地
ノ
現
行
法
律
ヲ
尊
重
シ
テ
、
成
ル
ヘ
ク
公
共
ノ
秩
序
及
生
活
ヲ
回

復
確
保
ス
ル
為
施
シ
得
ヘ
キ
一
切
ノ
手
段
ヲ
尽
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
い

る
。
日
本
の
教
育
制
度
が
「
絶
対
的
ノ
支
障
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

マ
ツ
カ
l
サ
l
の
指
令
は
こ
の
条
約
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
が
濃
い
。
西

ド
イ
ツ
は
教
育
制
度
を
変
え
て
い
な
い
。

カ
ー
ビ
ン
銃
列
車
の
運
行
は
米
軍
絶
対
優
先
だ
っ
た
。
札
幌
駅
に

「問、吋
O
」
と
書
い
た
札
が
さ
が
っ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
道
内
主
要
駅
に
設
け
ら
れ
た
「
連
合
国
軍
鉄
道
輸
送
事
務
所
」

(
何
色
当
者
、
吋

3
5守
口

E巴
O
ロ
O
自
門
巾
)
の
略
称
で
あ
る
。
そ
こ
が
鉄
道

輸
送
の
全
て
を
支
配
し
て
い
た
。
最
上
等
の
客
車
・
機
関
車
・
寝
台
車
・

食
堂
車
は
全
て
米
軍
が
接
収
し
て
使
用
し
て
い
た
。
降
雪
な
ど
で
我
々
の

帰
り
の
汽
車
が
後
回
し
に
な
り
、
遅
れ
に
遅
れ
、
家
に
着
い
た
の
は
夜
中

の
一
時
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ザ
ラ
だ
っ
た
。
超
満
員
の
と
き
は
機
関
車
の

前
面
に
ま
で
乗
っ
た
。
今
な
ら
絶
対
に
許
き
れ
な
い
こ
と
だ
が
。

あ
る
時
、
駅
の
ホ
l
ム
に
い
た
私
の
正
面
が
、
停
ま
っ
た
客
車
の
乗
り

目
だ
っ
た
。
珍
し
く
、
降
車
す
る
者
も
い
な
い
。
生
徒
た
ち
の
先
頭
を
切

っ
て
勢
い
良
く
客
室
の
入
り
口
の
戸
を
開
け
て
二
、
三
歩
踏
み
込
ん
で
足
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が
止
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
兵
専
用
客
車
だ
っ
た
の
だ
。
座
席
に
は
す
べ
て

ア
メ
リ
カ
兵
が
座
っ
て
い
た
。
い
き
な
り
戸
が
聞
い
て
日
本
人
が
な
だ
れ

込
ん
で
来
た
の
で
彼
ら
も
驚
い
た
ら
し
い
。
何
か
を
叫
び
な
が
ら
、
フ
ッ

ク
に
掛
け
で
あ
っ
た
「
カ
ー
ビ
ン
銃
」
(
軽
量
の
自
動
小
銃
)
を
素
早
く

手
に
す
る
や
否
や
、
一
斉
に
我
々
に
銃
口
を
向
け
た
。
こ
の
時
も
し
ア
メ

リ
カ
兵
の
誰
か
が
早
ま
っ
て
引
き
金
を
引
い
て
い
た
ら
、
私
を
含
め
何
人

か
は
こ
の
世
か
ら
消
え
た
筈
だ
。
我
々
は
後
ず
さ
り
し
て
戸
を
閉
め
、
車

外
に
出
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
屈
辱
の
思
い
出
で
あ
る
。

一
方
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
兵
が
乗
っ
た
列
車
が
停
ま

っ
た
。
窓
を
聞
け
て
兵
士
た
ち
が
身
を
乗
り
出
し
、
石
鹸
や
煙
草
や
タ
オ

ル
そ
の
他
、
当
時
の
日
本
で
は
欠
乏
し
て
い
た
物
を
手
に
乗
せ
て
、
日
本

人
に
売
ろ
う
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
。
石
鹸
を

手
に
し
た
米
兵
は

F
g
u・
8
白

U
」
と
言
い
な
が
ら
手
で
石
鹸
と
顔
を
交

互
に
「
こ
す
る
」
ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
。

大
転
換
あ
る
日
の
こ
と
、
上
級
生
の
一
人
が
ア
メ
リ
カ
兵
の
傍
に
座
っ

て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
「
〉
B
耳目

n
S
8
5ぽ
B
R
O
〈
巾
弓

w
E
E
な
ど

と
話
し
か
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
兵
に
出
会
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
初
め
て

く
ら
い
の
時
だ
っ
た
か
ら
、
私
は
「
E
ロ
午
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
に
、

何
へ
つ
ら
っ
て
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
も
の
だ
。
特
に
そ
の
上
級
生
は
リ
ー

ダ
ー
格
の
一
人
で
、
「
鬼
畜
米
英
撃
滅
、
尽
忠
報
国
の
精
神
」
な
ど
と
演

説
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
「
豹
変
ぶ
り
」
は
何
だ
ろ
う
。
「
英
語
の
力
試

し
な
ら
も
っ
と
別
な
こ
と
を
喋
れ
」
と
思
っ
た
も
の
だ
。

ま
た
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
敗
戦
後
の
十
月
か
十
一
月
頃
だ
と
思
う
。

何
か
の
行
事
で
全
校
生
徒
が
講
堂
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
終
わ
り
頃
、
あ
る

上
級
生
が
先
生
に
指
名
さ
れ
て
壇
に
上
が
り
、
演
説
め
い
た
話
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
彼
は
全
校
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
戦

争
中
は
「
天
皇
陛
下
の
御
為
に
、
七
生
報
国
」
な
ど
と
演
説
し
て
い
た
。

そ
の
彼
が
「
・
:
軍
閥
・
官
僚
の
横
暴
に
よ
っ
て
戦
争
と
な
り
:
・
」
と
い
う

よ
う
な
演
説
を
始
め
た
。
講
堂
に
生
徒
た
ち
の
「
オ
l
」
と
い
う
声
が
沸

き
あ
が
っ
た
。
あ
ま
り
の
「
変
わ
り
身
の
速
さ
」
に
驚
い
た
の
だ
。
今
考

え
る
と
マ
ツ
カ

I
サ
l
の
「
日
本
洗
脳
大
成
功
」
の
一
例
だ
と
思
う
。

価
値
観
の
大
転
換
を
経
験
し
た
私
は
、
そ
の
後
、
ど
ん
な
「
結
構
な
説
」

に
出
会
っ
た
場
合
に
も
、
心
底
に
何
か
し
ら
「
醒
め
た
も
の
」
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

③
二
十
五
年
六
月
、
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
、
マ
ツ
カ
l
サ
l
の
命
令
で

「
警
察
予
備
隊
H
後
の
自
衛
隊
」
が
作
ら
れ
た
。
父
の
職
場
の
若
い
者
が

好
条
件
に
釣
ら
れ
て
応
募
し
た
。

二
十
六
年
は
「
朝
鮮
特
需
」
で
日
本
経
済
が
急
速
に
復
活
し
始
め
た
時

期
だ
っ
た
が
、
一
般
家
庭
は
ま
だ
貧
し
く
食
生
活
は
「
江
戸
時
代
」
と
い

う
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
。
寮
の
食
事
も
生
協
の
食
事
も
私
の
家
の
も
の
に

比
べ
れ
ば
上
等
だ
っ
た
。
だ
か
ら
寮
で
食
事
に
あ
ま
り
不
満
を
感
じ
た
こ

と
は
な
い
。
家
で
ビ
フ
テ
キ
な
ど
と
い
う
も
の
は
食
べ
た
こ
と
が
な
く
、

母
も
作
り
方
を
知
ら
な
か
っ
た
。
理
学
部
の
生
協
食
堂
で
ビ
フ
テ
キ
(
鯨

肉
の
テ
キ
も
あ
っ
た
)
の
焼
き
方
を
見
覚
え
て
、
母
に
教
え
た
も
の
だ
。

や
が
て
高
度
成
長
。
庶
民
の
生
活
も
年
々
楽
に
な
っ
た
。
二
度
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
は
あ
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
の
絶
頂
ま
で
は
縄
文
以
来
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
生
活
水
準
の
向
上
を
、
日
本
人
は
経
験
し
た
筈
だ
。

④
バ
ブ
ル
が
潰
れ
、
ま
だ
そ
の
後
始
末
が
出
来
ず
に
い
る
日
本
。

「
政
・
官
・
財
・
暴
・
報
」
の
「
鉄
の
五
角
形
」
が
日
本
の
再
生
を
妨
げ

て
い
る
と
私
は
思
う
。
「
報
」
と
は
、
肝
心
の
事
ご
と
を
タ
ブ
!
と
し
て

報
道
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
の
こ
と
だ
。
ま
た
こ
の
国
は
、
幾
つ
か
の
国
々
の

新
し
い
タ
イ
プ
の
植
民
地
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
「
誇
り
」
も

捨
て
、
政
治
や
軍
事
や
マ
ネ
ー
で
も
精
神
的
に
も
:
:
:
。

マ
「
隙
間
」
を
す
り
抜
け
た
世
代

生
と
世
私
は
昭
和
八
年
三
月
生
ま
れ
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
一
月
末
に
政
権

を
取
り
、

F
・
D
-
ル
l
ズ
ベ
ル
ト
が
三
月
上
旬
に
大
統
領
に
就
任
し
た

直
後
。
同
じ
月
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
。
世
界
的
激
動
の
時
代

を
生
き
て
来
た
わ
け
だ
が
、
昭
和
一
桁
後
半
生
ま
れ
の
世
代
は
、
振
り
返

る
と
「
利
己
的
」
に
見
れ
ば
幸
運
な
世
代
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

生
活
に
責
任
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
年
代
に
は
、
日
本
は
豊
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。
も
う
数
年
早
く
生
ま
れ
て
い
た
ら
兵
隊
に
取
ら
れ
、
生
き
て

い
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
も
う
数
年
遅
か
っ
た
ら
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
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の
本
格
的
困
難
の
始
末
に
追
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
「
隙
間
」

を
ス
ル
リ
と
抜
け
て
来
た
世
代
だ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
で
も
私
は
、
日
本

が
他
国
へ
の
従
属
と
「
五
角
形
」
か
ら
脱
し
、
多
発
し
始
め
た
犯
罪
が
減

少
す
る
な
ど
、
精
神
的
背
骨
が
新
生
す
る
日
ま
で
は
生
き
て
い
た
い
と
思

う
。
も
し
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
「
五
世
目
」
と
い
う
こ
と
か
。

子
供
の
頃
か
ら
夜
型
だ

っ
た
の
で
、
暗
い
部
屋
の
寝
床
に
入
っ
て
も
す

ぐ
は
眠
れ
な
い
。
小
学
校
二
年、

三
年
、
四
年
生
の
頃
、

寝
床
で
考
え
る

こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
「
今
日
も

一
日
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
毎
日
続
い
て

『あ
っ
と
い
う
聞
に
」
死
ぬ
日
に

な
る
ん
だ
」
と
。
そ
し
て
「
死
の
恐
怖
」
で
体
が
震
え
て
き
た
も
の
だ

っ

た
。
五
年
生
く
ら
い
に
な

っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
な

っ
た
が
。

昭
和
六
十

一
年
春
頃
、
胃
が
不
調
な
の
で
近
所
の

N
医
院
へ
行

っ
た
。

そ
こ
に
は
胃
カ
メ
ラ
が
な
い
の
で
近
く
の

N
病
院
を
紹
介
さ
れ
た
。
札
幌

の
長
者
番
付
に
載
る
病
院
で
あ
る
。
院
長
と
若
い
医
者
の
二
人
で
写
真
を

見
て
胃
潰
揚
だ
と
言
う
。
当
時
既
に
H
2
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
あ

っ
て
、
そ
れ

を
飲
め
ば
通
常
は
直
ぐ
治
る
筈
な
の
に

一
向
に
良
く
な
ら
な
い
。
約

一
年

後
に
ま
た
胃
カ
メ
ラ
を
飲
ん
だ
が
、
完
治
し
て
い
な
い
と
言
う
。
約
四
カ

月
後
に
ま
た
胃
カ
メ
ラ
。
今
度
は
「
治
っ
た
」
と
言
う
。
し
か
し
ピ

l
ル

を
飲
む
と
胃
が
シ
ク
シ
ク
す
る
な
ど
、
治
っ
た
感
じ
が
し
な
い
の
で

N
医

院
へ
行

っ
た
と
こ
ろ
「
そ
れ
じ
ゃ
」
と
言
っ

て
K
医
院
を
紹
介
さ
れ
、
行

っ
て
胃
カ
メ
ラ
を
飲
み
、
生
検
サ
ン
プ
ル
を
採
っ
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
と
グ
ア
ム
旅
行
を
し
た
の
で
、
旅
行
幹
事
の
慰
労

会
を
や

っ
て
、
夜
遅
く
帰
宅
す
る
と
家
内
が
「
K
先
生
か
ら
電
話
が
あ
っ

て
、
検
査
の
結
果
は
癌
で
す
と
」
と
言
っ
た
。
私
は
「
そ
う
か
、
俺
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
思
っ
た
。
家
内
は
「
癌
」
と
言
う
べ
き
か
ど
う

か
、
姉
や
兄
嫁
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
沼
田
さ
ん
な
ら
隠
し
た
っ
て
分

か
る
か
ら
、
本
当
の
こ
と
を
言
い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。

K
医
院
へ
行
っ
て
説
明
を
受
け
、
手
術
は
K
医
師
が

一
年
前
ま
で
勤
務

し
て
い
た
、
北
三
十
三
条
の

K
病
院
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

商
大
へ
の
手
続
き
、
当
分
の
間
休
講
の
掲
示
な
ど
を
出
し
て
、
入
院
ま

で
の
問
、
授
業
の
試
験
成
績
の
整
理
や
、
冬
に
家
族
が
困
ら
な
い
よ
う
に

風
日
の
修
理
や
、
石
炭
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
掃
除
な
ど
を
し
た
り
し
た
。

K
病
院
の

D
医
師
は
数
学
科
の
後
輩
の
兄
と
い
う
こ
と
は
顔
が
そ
っ
く

り
な
の
で
直
ぐ
分
か

っ
た
。
グ
イ
グ
イ
グ
イ
と
勢
い
よ
く
胃
カ
メ
ラ
を
突

っ
込
み
「
あ
l
、
す
ぐ
切
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
。
生
存
率
九
八
%
」
と
言
っ

た
。
そ
し
て
「
日
本
は
胃
の
手
術
で
は
世
界

一
だ
か
ら
ね
」
と
言
っ

た
。

入
院
三
日
目
に
手
術
。
手
術
の
成
功
率
が
百
%
で
な
い
こ
と
は
科
学
者

と
し
て
理
解
し
て
い
る
か
ら
、
別
に
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
麻
酔
が

効
い
て
き
た
と
き
「
こ
の
ま
ま
醒
め
る
こ
と
が
な
い
か
も
」
と
思
っ
た
だ

け
だ
っ
た
。
そ
の
病
院
の
看
護
婦
が
「
K
先
生
は
見
つ
け
る
の
が
上
手
な

ん
で
す
よ
」
と
言
っ

て
い
た
。
「
4
γ
×

5
Y
の
癌
を
、

三
回
の
胃
カ
メ

ラ
で
発
見
出
来
な
か

っ
た
N
病
院
の
ヤ
ブ
医
者
め
が
」
と
思

っ
た
。

術
後

一
週
間
で

K
医
院
へ
移
り
、
四
週
間
後
の
年
末
に
退
院
。
そ
の
問

K
医
師
に
自
分
の
癌
細
胞
を
顕
微
鏡
で
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
、
手
術
の
仕

方
な
ど
の
議
論
を
し
た
。
退
院
後
の
抗
癌
剤
服
用
は
断

っ
た
。
当
時
「
ク

レ
ピ
シ
問
題
」
と
い
う
無
効
果
の
抗
癌
剤
問
題
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か

ら
だ
。
お
蔭
で
副
作
用
も
な
い
。
大
き
め
の
癌
だ

っ
た
が
、
幸
い
粘
膜
層

だ
け
で
、
転
移
も
な
か

っ
た
の
で
今
ま
で
十
八
年
間
生
き
て
い
る
。

K
医
院
で
は

(個
室
を
頼
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
)
個
室
で
電
話
が
あ

っ
た
の
で
中
瀬
君
に
電
話
し
た
。
彼
に
は
色
々
お
世
話
に
な

っ
て
い

る
。

父
が
前
立
腺
癌
で
市
立
病
院
に
入
院
し
た
際
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
。

早
速
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
。
そ
し
て
「
お
前
、
よ
く
直
ぐ
に
手
術
す

る
気
に
な

っ
た
な
あ
」
と
言
っ

た
。
医
者
で
も
手
術
を
受
け
る
前
に
は
迷

う
の
か
。
そ
れ
と
も
、
悩
ん
で
あ
ち
こ
ち
病
院
巡
り
を
す
る
患
者
が
多
い

か
ら
な
の
か
。
彼
は

K
医
師
と
も
会
っ
て
何
か
話
し
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。

小
学
生
の
時
に
考
え
震
え
た
「
死
の
恐
怖
」
は
全
く
無
か
っ
た
。
堀
内

教
授
の
授
業
で
学
ん
だ
「
客
観
的
」
思
考
の
お
蔭
か
、
そ
れ
と
も
小
学
生

の
う
ち
に
「
免
疫
」
に
な
っ
た
せ
い
か
。

「
あ
っ
と
い
う
間
」
も
更
に
短
く
な

っ
た
。
次
の
「
い
ざ
」
と
い
う
局

面
で
ど
ん
な
心
構
え
で
い
ら
れ
る
か
。
で
も
、
無
理
と
は
思
う
が
「
五
世

田
」
を
経
験
し
て
み
た
い
、
と
い
う
強
い
気
持
ち
は
持

っ
て
い
る
。
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『
モ
}
モ
}
ミ
川
h

リ
バ
一
つ
、
タ
イ
ヌ
』

「モ

l
モ
l
ミ
ル
ク
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
と
は
、
私
が

二
O
O
二
年
八
月
に
自
費
出
版
し
た
、
牛
乳
普
及
応

援
歌
C
D
の
曲
名
で
あ
る
。
私
は
、
農
学
部
農
業
工

学
科
を
卒
業
し
た
後
、
二
年
間
、
埼
玉
で
飼
料
販
売

の
営
業
を
経
営
し
た
。
そ
の
後
、
実
家
の
あ
る
福
島

市
へ
戻
り
、
酪
農
と
稲
作
の
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

る
。
三
年
程
前
、
牛
舎
で
聞
い
て
い
た
ラ
ジ
オ
か
ら

『
お
さ
か
な
天
国
」
と
い
う
曲
が
流
れ
て
き
た
。
私

は
そ
の
場
に
立
ち
つ
く
し
て
聞
き
入
っ
た
。
こ
の
曲

は
、
さ
か
な
を
売
る
人
達
の
側
か
ら
す
る
と
も
の
す

ご
く
機
能
的
な
歌
だ
、
こ
う
い
う
歌
の
利
用
法
が
あ

っ
た
の
か
と
驚
い
た
。
誰
が
創
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い

う
疑
問
が
沸
き
上
が
り
、
い
ざ
調
べ
て
み
る
と
、
水

産
関
係
の
業
界
で
創
り
、
全
国
の
魚
屋
さ
ん
に
配
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
我
々
の
業
界
も
創
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
し
、
〈
俺
が
創
ろ
う
〉
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。
俺
が
創
ら
な
い
で
誰
が
創
る
と
い

う
感
じ
で
あ
る
。
ど
う
考
え
て
も
、
ド
レ
ミ
の
音
階

が
取
れ
な
い
自
分
に
と
っ
て
無
謀
な
こ
と
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
何
か
わ
か
ら
な
い
力
が
自
分
の
背
中

を
押
し
た
の
で
あ
る
。
恵
姐
の
仲
間
に
言
え
ば
こ
の

発
案
を
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
い
う
勝
手
な
思
い
と
、
恵
姐

寮
の
昭
和
五
十
七
年
間
寮
記
念
寮
歌
の
作
歌
を
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
自
負
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
俺

と
明
白
照
包
窓
療
歌

に
は
創
れ
る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
わ
り
の
人
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
私
が
作
調
し
、
曲
も
歌
も
ア
マ

チ
ュ
ア
の
人
で
つ
い
に
、
リ
リ
ー
ス
ま
で
こ
ぎ
つ
け

た
の
で
あ
る
。

人
生
の
中
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
い
う
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
幾
日
か
あ
る
と
思
う
。
自
分
に
と

っ
て
そ
の
一
日
が
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
五
日
で
あ

る
。
忘
れ
ら
れ
な
い
映
画
の
シ
l
ン
の
よ
う
に
、
私

の
記
憶
に
イ
ン
プ
ッ
卜
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
の
夕

刻
に
、
私
は
恵
姐
寮
の
仮
宿
生
と
し
て
入
寮
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
札
幌
駅
に
昼
頃
に
到
着
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
駅
の
地
下
飲
食
街
で
軽

食
を
と
っ
た
後
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ま
だ

雪
の
衣
を
か
ぶ
っ
て
い
る
北
大
講
内
を
寮
の
方
向
へ

向
か
っ
て
い
た
。
今
で
も
時
折
、
こ
の
寮
へ
向
か
い

到
着
す
る
ま
で
の
時
間
を
、
も
っ
と
大
切
に
、
も
っ

と
長
く
ゆ
っ
く
り
と
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
こ

と
が
あ
る
。
期
待
と
不
安
の
入
り
交
じ
っ
た
静
か
な

充
実
の
時
を
も
っ
と
味
わ
い
た
か
っ
た
。
。
そ
れ
は
、

そ
の
時
を
逃
が
し
て
は
味
わ
え
な
い
独
特
の
時
間
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
原
始
林
の

中
に
姿
を
現
し
た
恵
姐
寮
に
足
を
一
歩
踏
み
入
れ
た

瞬
間
か
ら
、
エ
ア

l
ポ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
、
タ
イ
ム

植

木

昭

貴
(
昭
和
町
年
入
寮
)

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
へ
我
が
身
が
引
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
木
造
の
古
い
舎
屋
の
う
す
暗
い
玄
関

を
入
る
と
、
学
ラ
ン
を
着
て
目
が
ね
を
か
け
た
、
哲

学
者
然
と
し
た
先
輩
が
応
対
し
て
く
れ
た
。
松
本
清

嗣
氏
だ
っ
た
と
思
う
。
寮
務
事
務
室
へ
案
内
さ
れ
、

各
部
屋
の
紹
介
文
を
記
し
た
新
歓
雑
誌
を
見
せ
ら

れ
、
ど
の
部
屋
に
す
る
か
尋
ね
ら
れ
た
。
私
は
一
応

ペ
l
ジ
を
め
く
る
仕
草
を
し
た
が
、
応
援
団
に
入
る

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、
応
援
団
部
屋
の
十
一
号
室
を

指
名
し
た
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、
廊
下
の
奥

の
方
か
ら
、
「
う
l
れ
し
い
な
。
う
れ
し
い
な
。
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
声
の
主
は
、
私
を

迎
え
に
き
て
く
れ
た
、
二
年
目
の
青
木
崇
氏
の
声
で

あ
っ
た
。
(
青
木
氏
は
、
後
に
昭
和
五
十
八
年
度
寮

歌
の
作
歌
者
と
な
っ
て
い
る
。
)
う
す
暗
い
廊
下
を

案
内
さ
れ
、
南
寮
階
下
の
十
一
号
室
の
部
屋
へ
案
内

さ
れ
た
。
五
人
部
屋
で
あ
っ
た
。
一
番
奥
の
ベ
ッ
ド

に
は
、
前
日
に
、
桑
園
学
寮
へ
移
ら
れ
た
先
輩
が
寝

て
お
ら
れ
た
。
そ
の
方
が
全
学
の
応
援
団
長
さ
ん
と

聞
い
て
驚
い
た
。
旅
の
疲
れ
か
ら
、
部
屋
に
あ
っ
た

コ
タ
ツ
で
う
た
た
寝
を
し
て
目
を
覚
ま
す
と
、
同
じ

コ
タ
ツ
に
、
新
入
寮
生
の
神
奈
川
出
身
の
渡
辺
隆
一

君
と
東
京
出
身
の
吉
原
君
が
座
っ
て
い
た
。
し
ば
ら

く
し
て
同
室
の
舟
木
淳
氏
が
現
れ
た
。
そ
の
夜
は
、
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隣
の
十
号
室
の
方
々
と
新
入
寮
生
の
歓
迎
会
を
開
い

て
い
た
だ
い
た
。
酒
と
緊
張
と
旅
の
疲
れ
の
せ
い
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
忘
れ
ら
れ
な
い

一
日
は
、
い
つ

の
間
に
か
眠
り
と
共
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
寮
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

一
番
人
気
の
あ
っ

た
寮
歌
が
、
昭
和
五
十
四
年
の

『う
す
紅
の
」
で
あ

る
。
「
想
い
は
恵
姐
よ
永
遠
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が、

旧
恵
辿
寮
最
後
の

一
年
と
い
う
こ
と
で
、
我
々

寮
生
を
つ
か
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
曲
を
作
曲

し
た
の
が
、
私
の
入
寮
初
日
に
十

一
号
室
で
寝
て
お

ら
れ
た
当
時
の
応
援
団
長
高
田
和
重
氏
で
あ
る
。
恵

辿
寮
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
人
が
身
近
に
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
寮

歌
を
創

っ
た
人
が
こ
ん
な
身
近
に
い
た
!
〈よ
し
、

俺
も
創
ろ
う
〉
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。
隣
の
十
号
室

に
い
た
同
期
で
群
馬
出
身
の
串
田
厚
司
君
が
、
自
作

の
曲
を
ギ
タ
1
で
弾
い
て
歌
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
私
は
、

二
人
で
寮
歌
を
創
ろ
う
と
い
う
話
を
も

ち
か
け
た
。
俺
が
詞
を
つ
く
る
か
ら
、
耐
を
つ
け
て

く
れ
と
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
春
の
観
桜
会
も
終
わ
っ

た
頃
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
実
際
に
作
詞
を
始
め
た

の
は
、

雪
ま
つ
り
の
頃
で
あ

っ
た
。
応
援
団
の

一
年

目
の
同
期
と
、

雪
ま
つ
り
の
雪
像
づ
く
り
に
大
通
会

場
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
メ
モ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の

ば
せ
て
、

地
下
鉄
の
中
な
ど
で
思
い
つ
い
た
歌
詞
を

書
い
て
い
っ
た
。
歌
詞
の
製
作
過
程
で
は
、
同
期
の

山
田
安
秀
君
や
、
先
輩
の
タ
部
道
夫
氏
の
御
指
導
を

い
た
だ
い
た
。
案
内
に
流
す
デ
モ
テ
l
プ
は
、
雑
音

の
入
ら
な
い
よ
う
に
、
夜
、
寮
の
玄
関
前
の
ラ
イ
ト

の
下
で
収
録
し
た
。
そ
の
最
中
に
、
寮
生
が
帰
っ
て

き
て
、
積
も
っ
た
雪
の
上
を
、
キ
ユ
ッ
。
キ
ユ

ッ。

と
ス
ノ
ト
レ
の
靴
音
を
響
か
せ
て
雑
音
が
入

っ
て
し

ま
い
、
何
度
か
や
り
直
し
た
の
も
今
で
は
い
い
思
い

出
で
あ
る
。
念
願
が
か
な
い
、
二
人
で
創

っ
た
「
寮

友
よ
永
遠
に
極
歌
わ
ん
」
が
。
昭
和
五
十
七
年
閉
寮

記
念
寮
歌
に
選
ば
れ
た
。
音
楽
に
縁
遠
い
自
分
に
と

っ
て
、
信
じ
難
い
快
挙
で
あ
っ
た
。

閉寮直前の旧恵迫寮夕景。雪解けを迎えると水芭蕉も咲

く。原始林の中の小さな湿地に不夜城が映った。

十
年
程
前
、
福
島
県
の
北
大
同
窓
会
の
席
で
、
昭

和
二
十
二
年
応
援
団
長
を
さ
れ
た
、
恵
姐
の
大
先
輩

多
田
邦
雄
氏
と
寮
歌
作
成
の
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
先
輩
の
頃
と
全
然
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
異

和
感
が
な
い
の
で
あ
る
。
何
か
が
時
代
を
超
え
て
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
今
回
、
応
援
団
の
先
輩

谷
口
氏
よ
り
寄
稿
の
お
話
を
い
た
だ
い
て
か
ら
寮
歌

を
テ
l
マ
に
し
て
少
し
考
え
て
み
た
。
こ
れ
程
の
長

い
年
月
に
渡
っ
て
寮
歌
が
創
ら
れ
続
け
て
き
た
秘
訣

は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く

も
長
い
間
世
紀
を
超
え
て
寮
歌
が
続
い
て
き
た
の

は
、
〈相
手
の
主
体
性
を
否
定
し
な
い
〉
と
い
う
恵

辿
寮
の
も
つ
精
神
性
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
私
は
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る
。
〈
俺
も

や
ろ
う
〉
と
言
っ

た
時
に
、

〈そ
れ
は
無
理
だ
〉
と

か、

〈そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
〉
と

か
、
恵
姐
の
寮
生
は
言
わ
な
か
っ
た
と
思
う
。
〈
よ

し、

ゃ
れ
〉
と
か

〈
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
や
っ
て

み
ろ
〉
と
言
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ

の
相
手
の
主
体
性
を
否
定
し
な
い
自
由
な
精
神
と
い

う
も
の
が
、
寮
歌
の
形
を
と

っ
て
、
寮
の
伝
統
と
し

て
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
音
楽
ほ
ど
苦
手
な
も
の
が
な
い
自
分
が
、

寮

歌
の
作
歌
者
に
な
っ
た
り
、

C
D
を
リ
リ
ー
ス
し
た

り
と
不
思
議
な
気
が
す
る
。
考
え
て
み
れ
ば
恵
辿
寮

時
代
に
哉
わ
れ
た
、
ま
わ
り
の
人
聞
は
応
援
し
て
く

れ
る
と
い
う
他
者
に
対
す
る
信
頼
感
や
、
相
手
は
自

分
の
主
体
性
を
否
定
し
な
い
と
い
う
(
あ
る
意
味
で

は
都
合
の
い
い
)
信
頼
感
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
だ
っ
た

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

我
が
身
を
か
え
り
み
ず
、
思
い
つ
く
ま
ま
書
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

今
尚
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
御
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

追
伸

『
モ
l
モ
l
ミ
ル
ク
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
で
紅

白
歌
合
戦
の
出
場
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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態

昭
和
五
十
七
年
(
一
九
八
二
年
)
旧
寮
が
閉
寮
す

る
年
、
私
は
恵
迫
寮
に
入
寮
し
た
。
高
校
三
年
の
夏
、

寮
を
下
見
に
来
て
、
閉
寮
前
の
恵
迫
寮
に
入
る
た
め

に
北
大
受
験
を
決
め
た
。
運
良
く
合
格
し
、
希
望
通

り
入
寮
で
き
た
。
新
寮
階
上
の
「
寮
歌
普
及
委
員
会
」

に
入
り
、
こ
の
先
八
年
に
も
わ
た
る
恵
迫
寮
で
の
生

活
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
新
歓
期
の
部
屋
周

り
に
は
参
っ
た
。
大
し
て
酒
に
強
く
な
い
く
せ
に
勢

い
で
飲
ん
で
し
ま
い
、
二
日
酔
い
が
ひ
ど
い
自
分
に

と
っ
て
、
夜
な
夜
な
で
き
る
だ
け
多
く
の
部
屋
を
回

り
先
輩
達
に
顔
を
売
り
、
寮
生
活
を
見
聞
き
す
る
、

数
日
間
は
実
に
苦
し
か
っ
た
。
薄
暗
い
旧
寮
の
廊
下

に
う
ご
め
く
新
入
寮
生
の
影
が
な
ん
と
も
不
気
味
だ

っ
た
の
が
昨
日
の
事
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

「
あ
の
部
屋
は
、
優
し
い
先
輩
た
ち
が
相
手
を
し
て

く
れ
る
。
」
、
「
あ
の
部
屋
で
は
、
し
た
た
か
飲
ま
さ

れ
た
挙
句
、
眉
毛
を
剃
ら
れ
る
事
も
あ
る
ら
し
い

ぞ
。
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交
っ
た
。

部
屋
回
り
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
、
あ
ま
り
の
辛

さ
に
、
北
大
入
学
の
主
目
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
恵
迫

寮
を
た
っ
た
の
数
日
間
で
退
寮
す
る
こ
と
ま
で
考

え
、
退
寮
後
の
ア
パ
ー
ト
ま
で
決
め
て
い
た
。
結
局

は
思
い
直
し
、
恵
迫
寮
に
留
ま
る
事
に
し
た
が
、
こ

の
と
き
の
判
断
は
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

新
歓
コ
ン
パ
、
新
歓
ス
ト
ー
ム
、
観
桜
会
に
暁
の

大
決
閥
、
水
産
追
い
コ
ン
、
観
楓
会
、
寮
祭
、
ジ
ャ

ン
プ
大
会
な
ど
楽
し
い
行
事
が
続
き
、
思
い
切
り
満

喫
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
も
そ
う
だ
が
、
み
ん
な
が

授
業
に
出
か
け
た
後
の
妙
な
静
け
さ
が
広
が
っ
て
い

た
寮
で
過
ご
す
時
聞
が
心
地
よ
く
、
す
ぐ
裏
に
あ
る

教
養
部
へ
の
道
の
り
は
必
然
と
遠
く
な
っ
た
。
新
歓

期
に
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
も
顔
を
覚
え
ら
れ
、
そ
れ

な
り
の
印
象
を
持
た
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
学
校
と

も
疎
遠
に
な
っ
て
く
る
と
た
ま
に
授
業
で
顔
を
あ
わ

せ
る
と
、
珍
し
い
物
を
見
る
よ
う
な
目
付
き
を
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
思
え
ば
、
北
大
時
代
は
、
学

生
生
活
と
い
う
よ
り
は
寮
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い

う
の
が
正
し
い
表
現
に
な
る
。

怒
涛
の
よ
う
に
飲
ま
さ
れ
た
新
歓
期
を
過
ぎ
る

と
、
少
し
は
酒
の
飲
み
方
も
覚
え
、
先
輩
に
飲
み
に

誘
わ
れ
る
と
喜
ん
で
付
い
て
行
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

帰
っ
て
く
る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
酔
っ
払
い
十
八
条

界
隈
の
道
中
に
「
お
好
み
焼
き
」
を
作
り
な
が
ら
帰

つ
て
は
、
玄
関
に
お
い
で
あ
る
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、

寮
歌
を
が
な
り
始
め
た
。
夜
中
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

何
人
か
が
集
ま
っ
て
き
で
は
、
一

Ez--'
二
時
間
に
も
及

ぶ
寮
歌
指
導
に
な
っ
て
い
た
。

旧
寮
か
ら
新
々
寮
へ
の
移
行
期
で
、
自
治
権
な
ど

浅

野

哲

美

(
昭
和
町
年
入
寮
)

を
廻
り
大
学
当
局
側
と
団
体
交
渉
が
な
さ
れ
、
寮
内

で
も
代
議
員
会
が
盛
ん
に
聞
か
れ
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
真
剣
に
協
議
さ
れ
て
い
た
。
正
直
言
っ
て
、
こ

の
手
の
話
題
に
は
頭
が
回
ら
な
か
っ
た
私
は
、
積
極

的
に
協
議
の
場
で
意
見
す
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た

が
、
今
か
ら
思
え
ば
、
あ
の
頃
の
真
剣
な
話
し
合
い

が
、
結
局
は
恵
迫
の
文
化
・
伝
統
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

新
々
寮
へ
の
引
越
し
も
進
み
閉
寮
を
間
近
に
控
え

た
あ
る
夜
、
十
八
条
界
隈
で
飲
ん
だ
帰
り
道
、
も
う

誰
も
住
ん
で
い
な
い
旧
寮
に
入
り
込
み
、
何
だ
か
悲

し
く
な
っ
て
廊
下
の
窓
ガ
ラ
ス
を
叩
き
割
っ
て
ま
わ

っ
た
。
自
分
な
り
の
旧
恵
迫
寮
へ
の
別
れ
の
挨
拶
だ

っ
た
の
だ
ろ
、
っ
。

新
々
寮
に
移
っ
て
も
恵
迫
の
文
化
、
行
事
、
伝
統

な
ど
は
継
承
さ
れ
、
私
の
楽
し
い
寮
生
活
は
続
き
、

七
年
で
北
大
を
中
退
し
た
後
も
、
一
年
間
は
恵
迫
で

お
世
話
に
な
っ
た
。
北
大
在
籍
は
七
年
、
恵
迫
生
活

は
八
年
、
や
は
り
私
の
北
海
道
で
の
暮
ら
し
は
寮
生

活
の
八
年
で
あ
っ
た
。
寮
に
ず
っ
と
い
て
、
特
に
何

か
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
敢
え
て
言
え
ば
、

非
常
に
貴
重
な
「
無
駄
な
時
間
」
を
過
ご
し
て
い
た

の
だ
と
思
、
っ
。

恵
迫
を
出
て
北
海
道
を
離
れ
、
縁
あ
っ
て
琉
球
大
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学
へ
編
入
後
、
無
事
卒
業
、
現
在
で
は
ベ
ト
ナ
ム
で

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
を
お
手
伝
い
す
る
仕
事
を
し
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
各
地
の
農
村
で
、
村
人
達
と
酒
(
ベ

ト
ナ
ム
の
地
焼
酎
)
を
飲
む
こ
と
も
多
い
。
き
つ
め

の
焼
酎
を
小
さ
い
コ
ッ
プ
に
注
い
で
、
ぐ
い
っ
と
空

け
て
次
の
人
に
回
し
て
い
く
の
だ
が
、
恵
迫
時
代
の

馬
鹿
飲
み
に
慣
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
余
裕
を
持
っ

て
こ
れ
ら
の
飲
み
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

療
生
協
-

二
O
O
O年
十
一
月
、
こ
ち
ら
で
の
私
の
結
婚
式

に
は
、
二
十
名
以
上
の
恵
迫
時
代
の
先
輩
、
同
期
、

後
輩
が
は
る
ば
る
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
披
露
宴
で

は
寮
歌
、
応
援
団
O
B
に
よ
る
演
舞
、
そ
し
て
お
な

じ
み
赤
フ
ン
で
の
ス
ト
ー
ム
な
ど
が
あ
り
実
に
楽
し

い
宴
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
大
好
評
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ
る
が
、
私
の
妻
も
「
ソ
l
レ
、
ソ

l
レ
」
の
掛
け
声
が
気
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
路

一
庖
出
合
-
つ

私
は
昭
和
五
十
六
年
に
入
寮
し
、
旧
寮
二
年
、
新

寮
三
年
在
籍
し
て
昭
和
六
十
一
年
に
卒
業
し
た
。

旧
寮
か
ら
新
寮
へ
の
移
行
時
だ
か
ら
疾
風
怒
樟
と

い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
時
代
で
、
多
く
の
方
と
同
じ

よ
う
に
恵
迫
寮
で
の
生
活
が
(
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な

物
言
い
で
お
恥
ず
か
し
い
が
)
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
「
文
化
」
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
き

が
あ
る
。
文
化
が
巧
唱
え
口
問
。
(
行
動
の
基
準
と

か
倫
理
観
・
価
値
観
)
の
共
有
だ
と
す
れ
ば
、
あ
れ

ほ
ど
生
き
方
考
え
方
の
違
う
輩
が
集
ま
っ
て
い
る
恵

迫
寮
で
は
、
倫
理
観
・
価
値
観
の
共
有
は
理
屈
の
上

か
ら
は
難
し
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
具
体
的
な
行
動
で
倫
理
観
・
価
値

観
の
共
有
と
い
う
の
は
表
れ
る
の
で
あ
る
。

私
が
入
社
し
て
ま
も
な
く
、
同
期
入
社
の
仲
間
と

二
十
人
く
ら
い
で
東
京
の
新
宿
に
繰
り
出
し
た
。
大

分
盛
り
上
が
っ
て
き
た
頃
、
隣
席
の
グ
ル
ー
プ
が
席

を
立
っ
た
が
卓
上
に
は
大
量
の
食
べ
物
が
残
っ
て
い

る
。
私
は
基
本
動
作
と
し
て
、
隣
席
の
グ
ル
ー
プ
が

立
ち
去
る
の
と
庖
員
が
片
付
け
に
来
る
わ
ず
か
な
聞

を
逃
さ
ず
に
、
大
量
の
食
べ
物
を
自
席
に
持
ち
込
む

こ
と
に
成
功
し
た
。
鼻
高
々
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
私

の
同
期
は
喜
ん
で
箸
を
の
ば
す
者
も
い
た
が
、
箸
を

上
飯
屋
で
の
二
次
会
で
は
、
恵
迫
流
自
己
紹
介
、
寮

歌
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
見
物
人
も
集
ま
っ
て
き
て
、

遂
に
は
警
察
が
出
て
き
て
指
導
が
入
る
ほ
ど
の
楽
し

い
二
次
会
と
な
っ
た
。
や
は
り
持
つ
べ
き
も
の
は
友

で
あ
る
。

旧
寮
が
閉
寮
し
て
、
す
で
に
二
十
年
以
上
が
過
ぎ

た
が
、
今
で
も
恵
迫
寮
は
私
に
と
っ
て
心
の
故
郷
で

あ
る
。

r且ー-

T 

弘

晃

治
(
昭
和
田
年
入
寮
)

っ
け
な
い
。
遠
慮
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
ろ

う
こ
と
か
隣
の
席
の
男
は
「
汚
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

言
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
異
星
人
を
見
る
思
い
で
こ

の
男
を
見
た
。
私
と
て
人
の
残
し
た
も
の
を
食
べ
る

こ
と
は
、
必
ず
し
も
世
間
の
常
識
で
は
な
い
こ
と
く

ら
い
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
年
齢
で
し
か
も
東
北

大
学
出
身
の
山
猿
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
場
面
で
(
ど
ん
な
に
馬
齢

を
重
ね
た
と
し
て
も
)
「
汚
い
」
な
ど
と
思
う
恵
迫

出
身
者
は
年
齢
層
を
間
わ
ず
、
皆
無
で
あ
ろ
う
。

あ
る
寮
生
の
結
婚
式
で
の
こ
と
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ

ー
ビ
ス
で
新
郎
新
婦
が
テ
ー
ブ
ル
を
回
る
際
、
突
然

72 



旧恵迎寮食堂に 08および当時の現役学生が集い名残り

を惜しんだ。

隣
の
テ
ー
ブ
ル
が
わ
さ
わ
さ
と
卓
上
の
も
の
を
片
付

け
始
め
た
。
何
を
す
る
の
か
と
見
て
い
る
と
卓
の
中

央
に
下
半
身
裸
の
男
が
奇
妙
な
形
で
う
ず
く
ま
っ
て

い
る
。
あ
た
り
は
真
っ
暗
で
あ
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
に
毛
の
生
え
た
尻
に
ろ
う
そ
く
の
刺
さ

っ
て
い
る

姿
が
浮
か
び
上
が
っ

た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
を
手

に
し
た
新
婦
は
悲
鳴
を
上
げ
た
が
、
私
は
実
に
ほ
ほ

え
ま
し
い
も
の
光
景
を
見
て
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く

帰
途
に
着
い
た
。
と
こ
ろ
が
後
日
談
に
よ
る
と
、
新

婦
の
側
の
両
親
親
戚
が
激
怒
し
、
新
郎
は
か
な
り
追

い
詰
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
ま
あ
そ
れ
も
わ
か
ら
な
い

で
は
な
い
が
、
も
し
両
親
親
戚
に
恵
迫
寮
出
身
者
が

い
た
ら
「
ま
あ
ま
あ
若
気
の
至
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
丸
く
治
め
た
だ
ろ
う
し
、
心
か
ら
拍
手
喝
采
を
送

っ
た
に
相
違
な
い
。

こ
ん
な
例
は
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
し
、
誰
も
が

そ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
い
か
に

倫
理
観
価
値
観
が
異
な
ろ
う
と
も
、
少
し
世
間
の
常

識
と
は
離
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
恵
迫
独
特

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
(
そ
の
大
き
な
部
分
は
「
寛

容
性
」
と
「
心
意
気
」
)
は
共
通
で
あ
り
、
ゆ
え
に

「
恵
辿
文
化
」
と
い
う
概
念
は
成
立
す
る
の
だ
、
と

回
也
、
つ
。

生
水
聡
君
は
私
よ
り
ひ
と
つ
上
の
昭
和
五
十
五
年

入
寮
で
あ
る
。
学
生
時
代
こ
の
人
は
苦
手
だ
っ
た
。

私
は
学
生
時
代
、
誰
よ
り
も
享
楽
を
む
さ
ぼ
っ
た
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
生
水
さ
ん
の
よ
う
な
論
理
的
に
陣
を
張

っ
て
く
る
人
を
敬
遠
し
て
い
た
。
七
年
ほ
ど
前
だ

っ

た
か
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

Z
の
O
を
や
っ
て
い
る
松
本
清

嗣
君
(
私
と
同
期
の
昭
和
五
十
六
年
入
寮
)
の
結
婚

式
で
迦
遁
し
、
何
軒
目
か
で
飲
む
う
ち
に
、
お
互
い

の
学
生
時
代
の
立
場
を
認
め
合
っ
た
こ
と
か
ら
意
気

投
合
し
、
以
来
ず
っ
と
親
密
に
つ
き
あ
っ
て
い
る
。

(北
十
二
条
で
「
く
に
む
ら
」
と
い
う
実
に
雰
囲
気

の
い
い
庖
の
庖
主
だ
)
間
違
い
な
く
現
在
で
も
生
水

さ
ん
と
私
は
倫
理
観
も
価
値
観
も
異
な

る
。
し
か
し
、
根
底
に
あ
る
恵
迫
文
化
と

い
う
共
通
項
が
あ
る
が
た
め
に
、
卒
寮
し

て
か
ら
十
五
年
も
経
と
う
と
い
う
の
に
、

も
う

一
度
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
お
そ

ら
く
学
生
時
代
で
あ
れ
ば
話
題
に
な
ら
な

か
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
も
、
お
互

い
年
輸
を
重
ね
て
、
え
も
い
え
ぬ
深
い
会

話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
経
験

以
降
私
は
積
極
的
に
「
寮
生
と
の
二
度
目

の
出
会
い
」
を
求
め
て
い
る
。
単
に
懐
か

し
い
だ
け
で
は
・
な
い
の
だ
。
倫
理
観
も
価

値
観
も
異
な
っ
た
相
手
と
こ
そ
、

二
度
目
の
出
会
い

は
深
い
も
の
に
な
る
。

男
も
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
多
忙
の
日
常
生
活
の
中

で
、
求
め
て
も
新
た
な
出
会
い
は
限
ら
れ
て
く
る
。

ま
た
、
価
値
観
の
異
な
る
他
者
と
の
出
会
い
に
積
極

的
に
も
な
ら
な
い
。
人
生
の
至
福
は
他
者
と
の
出
会

い
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
融
合
の
瞬
間
に
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
少
し
ず
つ
出
会
い
の
可
能
性
を
狭
く

し
て
い
る
日
常
を
過
ご
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
確
実

に
「
老
い
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
も
社
会
の
役
割
の
中
で
や
む
を
得
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
寮
生
と
の
二

度
目
の
出
会
い
を
求
め
れ
ば
、
必
ず
や
か
つ
て
の
感

動
を
魁
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
経
験
は
、
恵
辿
寮
生
活
の
余
禄
で
あ
り
、
こ
ん
な

余
禄
な
ら
ば
ぜ
ひ
と
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

寮名の由来と なる額
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札
幌

l
与
郎

@
l
E
や
が
凡
タ

l
g尾

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
、
在
留
邦
人
が

中
心
に
な
っ
て
結
成
し
た
「

B
&
B
」
と
い
う
混
声

合
唱
団
が
あ
り
ま
す
。
十
五
年
の
活
動
期
間
中
、

様
々
な
団
員
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
帰
国
者
の

一
部
は
引
き
続
き
「
東
京

B
&
B
」

と
し
て
、
都
内
で
練
習
や
演
奏
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
暮
ら
し
た
二
年
間
に
お
世

話
に
な
っ
た
縁
で
、
帰
国
後
も
時
々
東
京

B
&
B
の

練
習
に
顔
を
だ
し
て
い
ま
す
。
今
年
二
月
末
、
練
習

の
後
の
小
料
理
屋
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
駐
在
時
か
ら

尊
敬
し
て
い
た
先
輩
か
ら
、
思
い
が
け
・な
い
話
を
き

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
昨
日
は
早
稲
田
の
学
寮
時
代
の
友
人
の
出
版
祝

賀
会
だ
っ
た
。
本
は
与
那
国
の
援
農
活
動
を
書
い
た

も
の
だ
。
」
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、

二
十
年
の

月
日
を
遡
り
、
北
大
恵
迫
寮
で
過
ご
し
て
い
た
と
き

の
思
い
出
が
胸
に
溢
れ
だ
し
ま
し
た
。

黒
潮
洗
う
琉
球
列
島
の
一
番
西
の
端
に
与
那
国
と

い
う
島
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
八
重
山
群
島
の
主
島
の

石
垣
島
よ
り
、
台
湾
の
方
が
近
い
亜
熱
帯
の
烏
で
す
。

私
が
そ
こ
を
訪
ね
た
の
は
恵
辿
寮
入
寮
後
約
二
年
近

く
に
な
る
一

九
八
二
年
の

一
月
初
旬
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

刈
り
の
援
農
隊
参
加
の
た
め
で
し
た
。
大
学
二
年
目

の
秋
に
留
年
が
決
ま
り
、
学
部
振
り
分
け
後
の
進
学

先
の
迷
い
も
あ
り
、
労
働
や
宗
教
に
つ
い
て
も
考
え

て
み
た
い
と
、

一
種
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
症
候
群
に
か

か
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
宗
教
に
触
れ
つ
つ

思
索
と
労
働
の
機
会
を
半
年
程
度
与
え
て
く
れ
る
場

所
を
探
そ
う
と
、
晩
秋
の
頃
、
函
館
の
ト
ラ
ピ
ス
ト

修
道
院
に
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
対
応
で
し

た
が
、
「
こ
こ
の
者
は

一
生
涯
か
け
て
求
道
し
て
い

る
。
予
め
入
っ
て
半
年
で
出
る
予
定
と
い
う
人
は
来

て
い
な
い
よ

と
の
指
摘
は
耳
に
残
り
ま
し
た
。
今

寮歌を唱う時に欠かせない太鼓

沢

司

日青
(昭
和
田
年
入
寮
)

度
は
福
井
の
永
平
寺
に
電
話
し
ま
し
た
。
時
期
が
あ

わ
ず
受
け
入
れ
は
適
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
別
の
若

狭
湾
に
面
し
た
町
の
禅
寺
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
す
ぐ
日
本
海
航
路
か
ら
北
陸
路
を
辿
り
ま
し
た
。

脱
サ
ラ
、
外
国
人
等
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
た
寺
で
、

短
い
時
間
で
し
た
が
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
お
暇
を
告
げ
た
と
き
、
す
で
に

一
九
八

一
年
の

冬
は
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
次
に
我
が
身
を

省
み
る
場
と
し
て
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
与
那
国
で
し

た
。
恵
迎
寮
内
の
図
書
室
に
沖
縄
の
雑
誌

「
青
い
海
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
が
あ
り
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

の
頃
の
島
で
の
援
農
活
動
に
つ
な
が
る
記
事
が
あ
っ

た
の
を
思
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。

与
那
国
へ
の
援
出
隊
は
札
幌
か
ら
出
発
し
東
京
参

集
組
と
合
流
し
て
烏
へ
む
か
い
ま
す
。

都
内
で
の
最
終
説
明
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集

ま

っ
て
い
ま
し
た
。
農
閑
期
の
北
海
道
の
農
家
の

方
々
が
主
で
し
た
が
、

ベ
ビ
!
ブ

l
ム
世
代
の
ア
ウ

ト
ロ

l
的
人
生
経
験
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
東

京
港
、
那
覇
港
、
石
垣
港
と
、
最
後
の
与
那
国
久
部

良
港
ま
で
何
度
も
乗
り
換
え
る
船
の
中
で
、
島
酒
ど

な
ん
を
片
手
に
、
経
験
者
が
島
で
の
活
動
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
傍
ら
で
与
那
国
の
サ

ト
ウ
キ
ビ
刈
り
の
こ
と
が
で
て
く
る
本
を

一
心
に
読
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ん
で
い
た
若
者
が
あ
り
ま
し
た
。
本
は
立
松
和
平
氏

の
著
作

「
太
陽
の
王
」
で
、

一
読
す
る
こ
と
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。

援
農
は
最
初
製
糖
工
場
で
の
作
業
に
振
り
分
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ
農
家
に
寝
泊
ま
り
し
て
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
で
汗
を
流
す
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
島

唄
の
好
き
な
底
抜
け
に
明
る
い
お
母
さ
ん
、
好
奇
心

旺
盛
な
小
学
生
の
息
子
、
陽
気
で
適
当
に
い
い
加
減

風
の
三
線
の
上
手
な
手
伝
い
の
兄
貴
、
寡
黙
な
お
父

さ
ん
と
い
う

一
家
が
、
不
器
用
な
私
を
暖
か
く
見
守

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
製
糖
工
場
の
休
み
の
日
に
は
、

援
農
隊
の
仲
間
と
珊
瑚
の
海
や
赤
瓦
屋
根
の
伝
統
集

落
、
川
の
草
原
地
帯
等
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。

三
ヶ
月
の
烏
で
の
暮
ら
し
を
終
え
、
札
幌
に
戻
り

秋
の
学
部
移
行
を
迎
え
ま
し
た
。
も
と
も
と
工
学
部

建
築
工
学
科
希
望
で
入
学
し
た
の
が
農
学
部
に
進
学

す
る
こ
と
に
な
り
、

与
那
国
の
援
農
経
験
か
ら
つ
な

が
る
運
命
を
感
じ
ま
し
た
。
旧
察
閉
寮
か
ら
新
寮
に

移
っ
た

一
九
八
三
年
の
春
か
ら
林
学
科
で
学
び
、

一

九
八
六
年
の
卒
業
後
、
環
境
庁

(
当
時
)

に
就
職
し

ま
し
た
。
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
囲
内
の
国
立
公
闘

の
管
理
業
務
等
に
扱
わ
っ
た
後
、

二
O
O
一
年
か
ら

二
年
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
赴
任
し
、
ジ
ャ

ワ
島
西

部
最
大
の
熱
帯
林
地
域
の
保
護
管
理
を
進
め
る
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
熱
帯
林
周

辺
の
山
村
地
域
振
興
の
た
め
の

エ
コ

ツ
l
リ
ズ
ム
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
人

を
呼
ぶ
魅
力
的
な
ツ
ア

l
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
た

め
、
何
度
も
被
験
者
を
募
り
実
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
時

B
&
B
の
多
く
の
友
人
が
不
便
を
厭

わ
ず
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

(
参
考

，
E
G一¥
¥巧
毛
巧

En--ご
百
¥
口
町
『
田
町
可
¥
宮
門
宮
司
¥
{〕

ES---∞-
Z
B
ニ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
帰
国
後
は
、
日
光
国
立
公

園
の
自
然
保
護
や
利
用
等
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
、
日
光
市
の
隣
の
足
尾
町
で
の
町
づ
く

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
り
、
地
元
や
関
連
企
業

の
方
々
と

一
緒
に
ア
イ
デ
ア
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
日
本
の
公
害
の
原
点
と
い
わ
れ
、
精
銅
事

業
に
伴
、
つ
亜
硫
酸
ガ
ス
等
で
禿
げ
山
と
な

っ
た
地
区

は
、
か
の
立
松
和
平
氏
が
市
民
主
体
に
よ
る
緑
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
場
所
で
す
。

青
年
期
の
無
鉄
砲
な
試
行
を
許
し、

失
敗
や
過
ち

も
包
み
込
ん
で
く
れ
た
恵
辿
寮
は
、
そ
の
後
の
人
生

で
の
様
々
な
?
な
が
り
の
原
点
と
し
て
忘
れ
得
ぬ
場

所
で
す
。

東
京
B
&
B
の
先
輩
と
の
小
料
理
屋
で
の
か
の

夕
、
与
那
国
の
話
を
さ
か
な
に
杯
を
傾
け
、
旧
寮
閉

声高らかに…

寮
後
の
二
十
年
を
溢
れ
る
思
い
と
と
も
に
飲
み
干
し

寺
品

1
レ
れ
~
。

，告会。十.
術:
交:
流 1
-<>.; 
コ，̂，

館!
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鋼電
a 

。
乞

。〉

O
B
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
台
風
六
個
の
上
陸
を
許
し
た
四
国
は
未
だ
土

砂
・
洪
水
災
害
の
傷
跡
が
残
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
も

冬
に
は
雪
景
色
を
用
意
す
る
。
自
然
の
神
秘
に
は
、

た
だ
感
動
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
l
ム
ペ

I
ジ
で

}HHGい
¥
¥
ロ
担
問

O
B
b
E
¥
w
m
-
Z
E
¥円】
B
Z
W白
ESu--宮
日

お
よ
び

日
同
片
仲
間
】
一
¥
¥
ロ
印
肉
。
口
同
・
ロ
め
同

¥wo--応
ww-¥円
可

O
C
W同
回
同
』
。
∞
・

V
C
M
M

(
北
大
寮
歌
祭
小
史
l
都
ぞ
弥
生
作
歌
九
十
年
記
念

を

祝

し

て

山

元

周

行

先

生

よ

り

)

(
前
略
)
私
が
教
授
会
で
「
恵
迫
寮
」
と
言
う
言
葉

を
使
っ
た
ら
、
議
事
録
に
は
「
札
幌
に
お
け
る
男
子

寮
」
と
訂
正
し
て
記
録
す
る
よ
う
に
と
の
嫌
み
な
発

言
で
攻
撃
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
。

(
以
上
、
こ
の
段
引
用
)

恥
ず
か
し
な
が
ら
昭
和
五
十
七
年
入
寮
し
た
私
は
、

わ
ず
か
二
ヶ
月
で
退
寮
、
市
内
の
一
下
宿
に
移
り
住

み
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
す
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
恵
迫
へ
の
名
残
は
尽
き
ず
、
一

下
宿
に
移
り
住
ん
で
か
ら
も
教
養
生
と
し
て
平
均
月

一
回
ベ

l
ス
で
は
出
没
、
風
呂
に
も
入
れ
て
も
ら
う

と
い
う
ρ
招
か
れ
ざ
る
客
人
u

生
活
を
送
っ
て
い
ま

{(! 
し
た
。こ

ん
な
私
が
再
ぴ
恵
迫
に
戻
っ
て
き
た
の
は
昭
和

五
十
九
年
三
月
、
お
り
し
も
当
局
主
導
で
引
越
が
行

わ
れ
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
寮
生
有
志
数
名
が
古
い
寮

に
残
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
過
渡
期
で
し
た
。
当
時
入

寮
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
入
寮
詮
衡
委
員
会
の
諸

氏
の
苦
労
も
知
ら
ず
、
私
自
身
の
身
勝
手
を
反
省
し

て
い
ま
す
。
当
局
か
ら
は
明
ら
か
に
不
正
入
寮
者
と

み
な
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
約
一
年

に
も
及
ぶ
寮
生
側
執
行
委
員
会
・
当
局
と
の
激
論
の

末
、
現
状
追
認
と
い
う
形
で
入
寮
が
当
局
に
も
認
め

ら
れ
入
寮
願
書
を
提
出
し
た
の
が
八
十
五
(
昭
和
六

十
)
年
三
月
、
ま
さ
に
異
例
の
再
入
寮
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
中
、
当
時
の
寮
長
伊
藤
隆
君
が
寮
内
で
自

殺
す
る
と
い
う
憂
き
目
に
直
面
し
ま
し
た
。
確
か
秋

深
ま
る
八
十
四
(
昭
和
五
十
九
)
年
十
月
下
旬
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
時
“
負
担
区
分
"
導
入
、
と
い

う
よ
り
問
答
無
用
で
当
局
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
水
光
熱
費
が
全
額
大
学
側
の
負
担
だ
っ
た
の
が
、

個
室
内
等
私
的
空
間
で
使
用
す
る
も
の
は
寮
生
個

人
、
共
同
空
間
は
均
等
割
寮
生
側
の
負
担
と
す
る
も

の
で
し
た
。
寮
長
と
な
っ
た
彼
は
「
共
同
空
間
の
電

気
代
を
節
約
し
よ
う
」
と
、
彼
最
後
と
な
っ
た
全
寮

集
会
で
呼
び
か
け
た
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を

浜

手日

雄

田(
昭
和
白
年
理
学
部
卒
)

痛
烈
に
批
判
す
る
も
の
が
若
干
名
お
り
、
こ
れ
以
外

に
も
懸
案
を
抱
え
た
実
直
ま
じ
め
な
性
格
の
彼
が
、

か
え
っ
て
周
囲
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
よ
う
で
し

た
。
こ
の
結
果
思
い
悩
ん
だ
末
の
結
論
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
誠
に
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
は

寮
の
他
に
も
大
学
施
設
の
管
理
強
化
が
進
ん
だ
時
代

で
、
伊
藤
君
も
こ
の
犠
牲
者
だ
と
い
う
こ
と
で
片
づ

け
る
の
は
あ
ま
り
に
“
は
か
な
い
"
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
少
し
雄
大
な
自
然
に
学
び
大
同
を
見
定
め
小
異

を
受
容
す
る
自
律
姿
勢
が
全
寮
生
に
あ
れ
ば
、
彼
は

私
ら
と
同
じ

O
Bだ
っ
た
の
に
。

そ
の
直
後
ほ
ど
な
く
寮
歌
募
集
が
あ
り
、
五
編
の

応
募
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
本
来
な
ら

寮
歌
普
及
委
員
会
の
五
関
君
応
募
三
編
の
う
ち
一
曲

が
世
に
残
る
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
私
自
身
思
い
ま

し
た
。
確
か
こ
の
一
つ
が
『
世
紀
の
不
死
鳥
』
と
か

い
う
題
名
で
し
た
。
「
今
こ
そ
飛
び
た
た
ん
吹
雪
の

た
だ
中
に
!
今
こ
そ
飛
び
た
た
ん
不
死
鳥
の
よ
う

に
!
」
で
終
わ
る
詩
に
は
、
新
々
寮
に
移
行
し
今
な

お
困
難
の
た
だ
中
に
あ
る
寮
長
他
執
行
部
や
全
寮
生

を
奮
い
立
た
せ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
五
関

君
が
こ
の
一
編
に
絞
っ
て
応
募
し
て
い
れ
ば
、
浜
田

の
歌
詞
は
世
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
漁
夫
の
利
を
得
て
、
こ
ん
な
私
の
「
雪
の
白
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さ
に
」
が
当
選
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

未
熟
な
歌
詞
に
見
事
な
曲
を
付
け
て
く
れ
た
青
木
毅

君
の
力
添
え
が
大
き
か
っ
た
。

寮
歌
普
及
委
員
会
出
身
泉
進
介
君
(
昭
和
五
十
八

年
度
寮
歌
作
歌
者
)
も
太
鼓
の
節
を
付
け
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
も
寮
歌
集
に
そ
の
名
前
が
残
る
と

い
う
の
は
、
今
も
大
変
恥
ず
か
し
く
、
二
、
三
番
に

は
、
今
で
も
許
さ
れ
る
な
ら
修
正
し
再
応
募
し
た
い

部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
彼
ら
と
の
連
名
で

残
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
条
件
な
ら
ご
容
赦
願
い

た
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
「
雪
の
白
さ
に
」
は
、
か
つ
て
の
偉
大
な
先

輩
諸
氏
が
自
然
の
描
写
を
悠
々
と
歌
わ
れ
て
い
る
の

と
対
照
的
に
、
自
然
の
描
写
は
浅
く
未
熟
で
申
し
分

け
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
四
番
(
秋
)
に

あ
る
、
林
檎
の
木
の
『
頂
の
実
」
と
は
、
ま
さ
に
当
時

乞

Cろ

(e決

実需

地
下
鉄
十
八
条
駅
か
ら
二
十
三
年
に
渡
る
北
の
地

の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
あ
の
日
、
雪
は
舞
っ
て
い
な

か
っ
た
。
寮
へ
の
初
め
て
の
経
路
は
、
十
八
条
道
路

を
獣
医
学
部
前
ま
で
歩
き
、
鎖
で
塞
が
れ
た
入
り
口

の
寮
長
だ
っ
た
伊
藤
隆
君
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

思
え
ば
、
現
在
も
“
改
革
"
と
い
う
表
現
の
も
と

時
代
の
流
れ
が
激
し
く
苦
悩
す
る
中
高
年
の
自
殺
が

増
え
、
病
気
事
故
で
も
自
ら
の
命
を
落
と
す
人
も
お

り
、
残
念
で
心
痛
み
ま
す
。
職
場
内
で
も
組
織
自
体

が
変
革
期
の
只
中
で
一
部
の
上
司
か
ら
各
種
の
攻
撃

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
で
生
か
せ

て
い
た
だ
け
る
の
は
、
こ
の
時
代
に
培
っ
た
経
験
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
し
て
な
り

ま
せ
ん
。

原
稿
の
締
切
り
二
日
前
善
通
寺
市
を
出
張
で
訪
れ

ま
し
た
。
(
た
し
か
昭
和
六
十
二
年
に
亡
く
な
ら
れ

た
藤
田
敦
士
君
の
地
元
に
近
か
っ
た
と
思
い
ま
す
)

御
縁
日
最
終
日
に
訪
れ
た
境
内
に
は
赤
ん
坊
を
抱
く

弘
法
大
師
像
前
に
も
参
拝
者
が
多
く
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
伊
藤
隆
君
、
藤
田
敦
士
君
他
、
在
学

ie> 
か
ら
跨
い
で
大
学
構
内
へ
。

寮
務
事
務
室
で
入
室
す
る
部
屋
を
決
め
る
。
こ
こ

は
挨
も
な
く
締
麗
だ
っ
た
。
羽
織
、
袴
を
着
て
ソ
フ

ァ
で
寝
て
い
た
人
が
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の

中
に
亡
く
な
ら
れ
た
諸
氏
に
も
是
非
四
国
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
私
共
に
は
会
う
こ
と
の
出
来
な
い
弘
法

大
師
様
に
直
接
、
ご
指
導
を
仰
い
で
も
ら
い
た
い
。

そ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
大
師
様
自
身
も
こ
の
地
で

生
誕
さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
で
す
。
私
、
未
だ
世

間
の
中
で
は
こ
の
赤
ん
坊
の
よ
う
に
未
熟
な
の
か
と

ふ
と
感
慨
に
ふ
け
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
一
文
を
作
成

し
た
と
き
少
々
涙
ぐ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

取
り
と
め
の
な
い
拙
文
に
て
失
礼
し
ま
し
た
が

「
雪
の
白
さ
に
」
は
、
亡
き
伊
藤
君
へ
の
鎮
魂
歌
で

す
。
こ
の
よ
う
な
文
章
を
世
に
出
す
機
会
を
与
え
て

下
さ
っ
た
谷
口
哲
也
様
、
植
木
貴
昭
君
、
伏
島
康
男

君
他
、
編
集
関
係
諸
氏
に
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
読
者
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

j青

義

雄

原
(
昭
和
町
年
入
寮
)

記
憶
は
暖
昧
で
別
の
目
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
髭
を
生
や
し
た
豪
傑
。
昭
和
五
十
七
年
度
の
入

寮
詮
衡
委
員
長
で
あ
っ
た
。
〈
北
杜
夫
の
ド
ク
ト
ル

ま
ん
ぼ
う
の
世
界
、
蛮
カ
ラ
、
憶
れ
の
異
界
。
〉
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入
室
し
た
最
初
の
部
屋
は
、
恵
辿
「
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス」
。
三
年
目
の
早
野
さ
ん
が
犬
の
シ
ロ
と
走
っ
て

迎
え
に
き
た
。
歓
迎
の
雄
叫
び
付
き
。
ピ
ッ
ク
リ
と

感
動
。
異
界

〈
恵
辿
寮
〉
へ
の
入
り
口
だ
っ
た
。

部
屋
の
あ
る
南
寮
「

S
下
」
ま
で
歩
く
。
汚
さ
と

匂
い
、
お
か
し
な
に
お
い
。
で
も
、
あ
た
た
か
さ
が

あ
っ
た
。
怖
さ
も
感
じ
て
い
た
。
あ
の
時
の
自
分
は
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
生
活
へ
の
期
待
と
不
安
を
抱
い
た

新
入
生
で
あ
っ
た
。

(S
下
の
入
口
奥
の
右
端
に
は

白
色
の
山
が
あ

っ
た
。
標
高
山

m
の
紙
ゴ

ミ
、
生
ゴ

ミ
は
無
い
)

そ
の
日
の
う
ち
に
自
分
を
含
め
新
入
生
が
四
名
入

り
、
翌
日
若
い
た

一
名
を
加
え
五
名
の

一
年
目
。
そ

の
晩
、
白
山
を
黒
い
ゴ
ミ
袋
に
収
納
し
、
部
屋

O
B

も
入
っ
て
隣
の
「
逆
噴
射
、
機
長
や
め
て
く
だ
さ
い
」

と
合
同
の
歓
迎
会
。
本
格
的
な
酒
の
洗
礼
で
あ
っ
た
。

最
初
は
ジ
ュ
ー
ス
と
称
さ
れ
た
ピ

l
ル
と
「
正
本
の

梅
ジ
ヤ
ン
」
、
北
海
道
は
大
き
い
け
ど
鮪
ま
で
大
き

い
と
は
。
(今
と
な

っ
て
は
俵
型
の
お
に
ぎ
り
に
ピ

ラ
ピ
ラ
の
刺
身
の
載
っ
た
代
物
だ
が
)
美
味
し
か

っ

た
。
次
に
焼
酎
サ
ッ
ポ
ロ
ソ
フ
卜
。
そ
の
晩
は
酔
い

つ
ぶ
れ、

気
が
つ
い
た
と
き
に
は
先
輩
の
布
団
で
寝

て
い
た
。
初
体
験
が
続
い
た
。
髪
の
毛
が
固
か

っ
た
。

シ
l
ツ
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
と
布
団
干
し
。
売
庖
が
あ

る
こ
と
を
こ
の
時
知
っ
た
。
故
山
本
さ
ん
と
の
出
会

い
で
あ
っ
た
。
あ
の
日
も
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら

新
入
り
の
私
に
優
し
く
対
応
し
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
私
は
飲
酒
に
よ
る
失
敗
を
数
々
重
ね
る

の
で
あ
る
が
、
大
人
の
飲
み
方
が
最
近
よ
う
や
く
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ど
う
も
学
習
機
能
が
低
い
の

だ
。

弓入主 2
=図利
回ー園田園'博

'土
の
肖
像

，を
，背

で
な
く
「
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
ぬ
も
の
」

で
あ
る
べ
き
だ
。
さ
も
な
く
ば
す
べ
き
で
な

い
。
ま
た
、

「
真
肢
を
見
抜
く
視
点
」
を
持

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
真
撃
な
態
度
」
で

こ
と
に
臨
む
。

恵
迎
で
は
崇
高
な
理
念
が
培
わ
れ
続
け
て

い
た
。
自
分
も
他
の
入
寮
者
も
そ
の
中
に
没

入
し
て
い
く
。
「
酒
の
洗
礼
を
受
け
、
自
分

を

一
度
崩
せ
、
そ
れ
か
ら
自
分
を
も
う

一
度

作
れ
。
た
だ
し
、
自
分
で
。
」
厳
し
い
が
そ

れ
で
良
い
と
思
う
。
快
悩
が
長
か
っ
た
分
、

辛
い
思
い
も
あ
る
け
れ
ど
、
あ
そ
こ
に
入

っ

て
良
か
っ
た
。
自
分
の
核
は
あ
そ
こ
で
作
ら

れ
た
。

入
学
式
を
挟
ん
で
新
歓

〈
部
屋
周
り
〉。

毎
晩
サ

ッ
ポ
ロ
ソ
フ
ト
を
食
堂
の
ど
ん
ぶ
り

で
た
ら
ふ
く
飲
ま
さ
れ
た
。
旧
寮
最
後
の
年

で
あ
り
先
輩
た
ち
は
心
し
で
か
か
っ
た
の

か
、
胃
虚
飾
与
な
ど
で
救
急
車
が
数
台
来
た
。

酔

っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
苦
し
む
後

輩
を
懸
命
に
介
抱
す
る
北
寮
の
先
輩
の
姿
が

今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
。
寮
内
で
は

後
に
深
い
反
省
が
な
さ
れ
て
い
た
と
聞
か
さ

た
。辛

夷
が
咲
き
乱
れ
新
歓
コ
ン
パ
が
行
わ
れ

た
目
、
今
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
に
い
る
浅

野
哲
美
君
扮
す
る

「赤
フ
ン
マ
フ
ラ
ー
」
が

登
場
。
赤
フ
ン
を
首
に
巻
き
付
け
酔
っ
ぱ
ら

っ
て
ス
テ
ー
ジ
上
を
飛
び
回
っ
た
。
こ
の
ピ
ン
芸
人

は
円
山
公
園
で
の
観
桜
会
ま
で

一
世
を
風
・
脱
し
た
。

氏
の
人
柄
ゆ
え
で
あ
る
。
我
々
ル
、
不
ツ
の

一
年
目
は

寮
生
活
で
得
た
も
の
、
失

っ
た
も
の
を
思
う
と

「学
問
の
捉
え
方
」
が
変
わ

っ
た
こ
と
か
も
知
れ
な

い
。
「
身
を
立
て
世
に
認
め
ら
れ
る
た
め
の
も
の
」
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昨
夜
先
輩
に
仕
込
ま
れ
た
部
屋
の
持
ち
芸
「
花
火
」

を
踊
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
燃
料
の
よ
う
に
入
れ
て
。

G
W
明
け
、
大
学
構
内
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

新
緑
が
燃
え
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
燦
々
と
降
る
陽

光
の
な
か
若
葉
が
踊
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
自
分
の

大
学
入
学
を
実
感
し
た
。
毎
日
通
う
は
ず
の
教
養
部

は
近
く
に
あ
る
の
に
実
に
遠
か
っ
た
が
、
総
合
講
義

「
科
学
技
術
と
現
代
」
、
小
笠
原
克
先
生
の
「
北
海
道

の
風
土
と
文
学
」
、
は
面
白
く
、
実
に
楽
し
か
っ
た
。

殊
に
総
合
講
義

・
高
分
子
学
科
中
川
鶴
太
郎
先
生
の

「
近
代
化
学
の
父
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
の
話
」
は
、
高
校

の
化
学
教
師
と
な
っ
て
し
ま
う
私
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
思
、
っ
。

夏
休
み
実
家
に
戻
り
悪
夢
を
見
た
。
勉
強
し
て
い

な
い
自
分
が
何
か
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
た
。
札
幌

に
戻
り
退
寮
、
間
借
り
を
し
て
三
か
月
、
寂
し
く
味

気
な
く
実
に
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。
十
二
月
再
入
寮
。

そ
の
聞
に
旧
寮
最
後
の
「
恵
迎
察
祭
」
・
「
水
光

熱
費
負
担
区
分
」
闘
争
で
の
教
養
部
座
り
込
み
、

「
寮
連
委
員
長
選
挙
」
が
あ
っ
た
。
同
郷
の
寮
生
が

来
て
は
話
し
て
く
れ
た
。
寮
祭
の
凄
さ
・
面
白
さ
、

寮
の
お
か
れ
た
状
況
、
選
挙
の
争
点
。
残
さ
れ
た
三

ヶ
月
、
今
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
居
る
寮
連
委
員
長
だ
っ
た

松
本
さ
ん
、

二
三
七
期
執
行
委
長
の
荻
村
さ
ん
や
青

木
さ
ん
に
つ
い
て
学
生
部
に
行
っ
た
。
団
体
交
渉
も

や
っ
た
が
、
そ
の
前
の
事
前
協
議
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
?
新
寮
移
行
後
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
た
だ
横
に

居
て
聞
い
て
い
る
だ
け
な
の
だ
が
そ
う
し
て
い
な
い

と
気
が
済
ま
な
か
っ
た
。
(
後
輩
に
残
し
伝
え
て
い

く
べ
き
大
切
な
「
恵
迫
の
文
化
」
を
壊
さ
れ
て
な
る

も
の
か
。
)
学
寮
係
の
小
倉
さ
ん
に
比
べ
、

厚
生
部

長
補
佐
に
は
良
い
印
象
が
残
っ
て
い
な
い
。
小
倉
さ

ん
に
は
新
寮
移
行
後
、
文
化
活
動
常
任
委
員
と
し
て

ジ
ャ
ン
プ
大
会
、
追
い
コ
ン
な
ど
の
行
事
の
た
び
に

酔
う
ほ
ど
に
、
唱
う
ほ
ど
に

相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
感

謝
し
て
い
る
。

あ
の
頃
、
学
生
・
寮
生
は
羽
仁
五
郎
の

「君
の
心

が
戦
争
を
起
こ
す
」
を
読
ん
で
い
た
。
戦
争

へ
の
危
倶
を
ま
と
も
に
考
え
て
動
く
寮
生
が

主
流
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
「
キ
ミ
コ
コ
セ

ン
オ
コ
」
な
ど
と
略
し
て
呼
ぶ
同
期
の
者
も

い
る

一
方
で
、
巷
で
は
「
ブ
ラ
ン
ド
志
向
」

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
大
学
生
の
消
費

行
動
も
あ
っ
た
。
価
値
観
の
多
様
化
が
言
わ

れ
て
久
し
く
、
若
者
の
志
向
が
分
裂
し
始
め

た
八
十
年
代
の
初
め
だ
っ
た
。
そ
ん
な
世
相

の
中
で
寮
生
は
理
念
を
貫
き
恵
迎
寮
を
守
っ

た
。
浅
田
彰
の

「構
造
と
力
』
な
ん
か
が
読

ま
れ
る
前
年
で
あ
る
。

二
月
四
日
夜
明
け
前

一
期
上
の
水
野
渉
さ

ん
が
教
養
部

S
棟
で
亡
く
な
っ
た
。
「回
出、中

国
ヨ
こ
と
い
う
曲
を
残
し
て
。
私
は
何
が
な

ん
だ
か
解
ら
な
く
な
る
く
ら
い
辛
か
っ
た

が
、
先
輩
た
ち
は
淡
々
と
事
態
に
対
処
し

「別
離
の
歌
」
で
氏
の
野
辺
を
送

っ
た
。

真
冬
の
深
夜
、
廊
下
で
〈
寮
歌
指
導
〉
。

多
く
の
寮
歌
を
唄
っ
た
の
だ
が
、
「
う
す
紅

の
」
(
昭
和
五
十
四
年
度
)
や
「
偉
大
な
る

北
浜
の
自
然
」
(
同
三
十
九
年
度
)
を
好
ん

だ
。
昭
和
四
十
二
年
度
「
寒
気
身
を
刺
す
」

が
個
人
的
に
好
き
で
前
口
上
し
た
の
を
覚
え

て
い
る
。

寮
歌
普
及
委
員
会
は
宇
治
宏
晃
氏
が
中
心

と
な
っ
て
「
寮
歌
珍
報
」
(
創
始
者
は
青
木

絶
学
氏
ら
し
い
)
を
発
行
し
、
寮
歌
の
特
集
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を
し
た
。
恵
迫
新
開
会
は
前
年
夏

〈暁
の
大
決
闘
〉

の
頃
か
ら
松
本
清
嗣
氏
を
中
心
に

「
恵
迫
印
国
O
口、
吋
」

を
盛
ん
に
出
し
、
山
本
敬
久
氏
・
今
井
浩
人
氏
の
日

刊
「
H
u
o
n
F
H
」
は
寮
内
ネ
タ
を
も
と
に
閉
寮
を
迎
え

ん
と
す
る
寮
生
を
湧
か
せ
た
。
遅
し
か
っ
た
、
「
潰

さ
れ
た
っ
て
死
ぬ
も
ん
か
」
で
あ
る
。

大
学
入
学
試
験
の
目
だ
っ
た
か
、
当
局
側
の
不
当

と
寮
の
現
状
を
受
験
生
に
報
せ
る
べ
く
寮
生
ほ
ほ
全

員
が
ピ
ラ
配
り
に
出
て
い
た
気
が
す
る
。
ビ
ラ
が
尽

き
寮
連
ボ
ッ
ク
ス
に
戻
る
と
謄
写
版
で
マ
メ
が
で
き

て
も
ス
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
三
年
目
の
先
輩
が
い

た
。
み
ん
な
熱
か
っ
た
。

三
月
末
目
だ
っ
た
と
思
う
。
当
局
側
は
昼
間
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
同
時
刻
、

我
々
寮
生
は

S
棟
前
で
集
会
を
し
た
後
、

雪
の
舞
う

な
か
札
幌
の
街
を
デ
モ
行
進
し
た
。
当
局
側
の
式
典

中
に
ホ
テ
ル
前
を
通
り
「
偉
大
な
る
北
漢
の
自
然
」

を
唄
っ
た
。
叫
ん
だ
!
涙
が
出
る
寮
生
、
怒
り
で
顔

が
紅
潮
す
る
寮
生
。
夕
方
、
教
養
部
生
協
食
堂
で
O

B
を
交
え
閉
寮
記
念
コ
ン
パ
を
盛
大
に
や
っ
た
。
恵

迫
の
食
堂
か
ら
演
台
を
運
ん
だ
。
O
B
に
は
、
往
復

は
が
き
を
用
い
ず
「
稚
拙
だ
」
と
叱
ら
れ
な
が
ら
も

案
内
を
出
し
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
。
羽

織
袴
で
酒
縛
を
引
っ
張
り
場
を
盛
り
上
げ
る
二
年
目

の
先
輩
、
七
十
年
代
の
出
で
立
ち
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
す
る
先
輩
、
寮
歌
集

に
名
を
連
ね
る
年
配
の
先
輩
が
壇
上
に
上
り
時
代
ご

と
に
ア
ピ
ー
ル
を
繰
り
返
し
た
。
さ
な
が
ら
寮
の
歴

史
絵
巻
で
あ
っ
た
。

三
月
最
後
の
日
、
新
寮
階
下
五
十
六

1
六
十
号
に

位
置
す
る
応
援
団
部
屋
と
私
の
属
す
る
寮
歌
普
及
委

員
会
の

一
年
目
が
閉
寮
記
念
ス
ト
ー
ム
を
か
け
た
。

深
夜
十

一
時
半
に
南
寮
の
一
号
か
ら
始
め
て
自
分
た

ち
の
先
輩
の
居
る
六
十
号
室
ま
で
。
朝
八
時
半
頃
終

わ
っ
た
気
が
す
る
。
疲
れ
て
は
い
た
だ
ろ
う
が
、
爽

快
だ
っ
た
。
今
は
も
う
、
あ
ん
な
体
力
は
な
い
け
れ

ど
僕
た
ち
は
若
か
っ
た
。

五
十
年
ぶ
り
の
恵
迎
の
引

っ
越
し
は
、
四
月
二
目

だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
し
行
き
先
は
新
新
寮
「
札
幌

地
区
男
子
学
生
寮
」
で
あ
る
。
今
で
は
、
寮
名
が
大

学
側
に
認
知
さ
れ
電
話
帳
に
も
載
っ
て
い
る
の
に
。

あ
の
日
、
「
我
等
が
愛
し
誇
ら
ん
自
治
の
砦
、
母
な

る
恵
辿
」
は

一
旦
消
滅
し
た
。

僕
た
ち
新
入
寮
生
や
先
輩
た
ち
を
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
水
芭
蕉
も
以
前
の
の
よ
う
に
咲
か
な
く
な
っ

た
。
四
月
だ
っ
た
か
寮
舎
が
取
り
壊
さ
れ
環
境
が
変

わ
っ
た
翌
年
の

一
九
八
四
年
は
、
い
じ
け
た
よ
う
に

ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。

現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
?

不
明
で
す
。

寮
生
が
元
気
で
や
っ
て
い
れ
ば
植
物
は
そ
れ
を
育

て
る
人
に
呼
応
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
植
物
は
愛

情
を
注
げ
ば
注
ぐ
だ
け
応
え
て
く
れ
る
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

絶
望
は
容
易
い
こ
と
、
希
望
を
持
っ
た
ほ
う
が
楽

に
生
き
ら
れ
ま
す
。

寮
が
引
っ
越
す
時
の
よ
う
に
。
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委参愛野連参鯵昨
年
五
月
二
十
二
日
、
茨
城
県
美
浦
(
み
ほ
)
村
の
陸
平
(
お
か
だ
い

ら
)
縄
文
遺
跡
H

国
指
定
史
跡
H

で
北
大
寮
歌
祭
が
行
わ
れ
た
。
「
地
方

巡
業
」
の
第
一
回
と
あ
っ
て
、
こ
の
村
(
と
い
っ
て
も
人
口
一
万
八
千
)

の
村
長
を
四
期
十
六
年
勤
め
た
市
川
紀
行
君
(
林
4
卒
)
ら
岡
県
同
窓
会

の
皆
さ
ん
が
大
量
の
薪
を
用
意
し
、
季
節
外
れ
の
寒
波
を
撃
退
す
る
盛
大

な
饗
火
を
た
い
て
く
れ
た
。
私
に
と
っ
て
は
「
時
潮
の
波
の
」
が
生
ま
れ

た
昭
和
二
十
一
年
秋
の
記
念
祭
以
来
の
「
聖
き
焔
」
で
あ
り
、
フ
ァ
イ
ア

ス
ト
ー
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
夜
は
花
王
の
研
修
所
に
泊
め
て
も
ら
い
寮
歌
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談
義
の
続
き
を
や
っ
た
。

翌
二
十
三
日
は
前
村
長
が
パ
ス
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
岡
県
下
を
ツ
ア
I
。

ご
自
慢
の
競
走
馬
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
昔
の
作
家
の
旧
宅
を
回
っ

た
後
、
霞
ヶ
浦
湖
畔
の
予
科
練
資
料
館
を
見
学
し
た
。
零
戦
、
装
甲
車
の

並
ぶ
基
地
の
一
角
に
同
館
は
あ
り
、
広
い
部
屋
の
壁
面
を
少
年
兵
た
ち
の

昭
和
幻
年
寮
歌
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ロ
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む、7
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谷

渋

業

富
(
昭
和
四
年
入
寮
)

作
歌

遺
影
や
遺
書
が
び
っ
し
り
埋
め
て
い
た
。
彼
ら
は
ハ
ン
サ
ム
で
「
父
上
様
、

母
上
様
」
の
筆
跡
は
美
し
か
っ
た
。
機
体
下
に
魚
雷
を
つ
る
し
た
特
攻
機

の
模
型
、
白
い
マ
フ
ラ
ー
の
飛
行
服
も
あ
っ
た
。
私
た
ち
と
は
全
く
対
極

的
な
青
春
の
形
に
接
し
、
い
た
た
ま
れ
な
い
衝
撃
を
受
け
た
。

時
代
を
遡
る
。
昭
和
十
八
年
の
あ
る
日
、
学
生
の
徴
兵
延
期
措
置
が
文

科
系
だ
け
廃
止
に
な
っ
た
。
予
備
校
に
通
っ
て
い
た
私
は
急
逮
、
理
科
に

転
向
し
た
。
戦
地
に
行
っ
て
死
ぬ
の
が
イ
ヤ
だ
っ
た
。
必
死
に
な
っ
て

数
・
物
・
化
を
勉
強
し
、
近
所
の
原
っ
ぱ
で
毎
晩
、
友
だ
ち
と
「
都
ぞ
弥

生
」
を
歌
っ
た
。
翌
十
九
年
春
、
念
願
か
な
い
、
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
旅

程
三
十
余
時
問
、
札
幌
駅
に
到
着
し
た
。
織
を
立
て
た
恵
迫
寮
の
先
輩
た

ち
が
大
勢
出
迎
え
て
く
れ
て
い
た
。
「
新
丸
l
」
の
声
が
木
造
三
階
建
て

の
駅
舎
に
こ
だ
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
札
幌
は
、
狸
小
路
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
が
や
っ
て
お
り
、
寿
司
屋
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で
は
ち
ら
し
井
が
食
え
た
。
東
京
か
ら
来
た
者
に
は
夢
の
よ
う
な
こ
の
豊

か
さ
は
束
の
間
の
こ
と
で
、
食
糧
事
情
は
急
速
に
悪
化
し
て
ゆ
く
。

恵
迫
寮
北
方
の
牧
場
へ
午
乳
を
買
い
に
行
っ
た
、
第
二
農
場
で
カ
ボ
チ

ャ
を
盗
ん
だ
、
銭
函
海
岸
へ
錬
を
買
い
に
行
っ
た
、
な
ど
の
証
言
は
多
く

の
O
B
が
し
て
い
る
が
「
カ
イ
ホ
ウ
麺
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
青
緑
色

の
海
藻
を
麺
に
し
た
も
の
で
「
カ
ロ
リ
ー
は
零
」
と
生
活
部
が
い
う
の
で
、

こ
れ
が
朝
食
に
出
る
日
は
力
が
抜
け
て
学
校
を
休
ん
だ
。
そ
の
う
ち
に
援

農
が
始
ま
っ
た
。
米
や
澱
粉
は
十
分
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
、
米
軍
ル
ソ
ン
島
上
陸
、
ド
イ
ツ
降
伏
、
東
京
大
空
襲
、

広
島
・
長
崎
に
原
爆
、
ソ
連
の
対
日
宣
戦
と
続
い
て
終
戦
。
私
は
空
知
郡

東
山
村
の
小
学
校
の
校
庭
で
「
玉
音
放
送
」
を
聞
い
た
。
体
の
底
か
ら
突

き
上
げ
て
く
る
歓
喜
に
、
じ
っ
と
耐
え
た
。
と
も
か
く
死
な
ず
に
す
ん
だ

の
だ
。
よ
か
っ
た
。

戦
争
末
期
、
授
業
は
断
続
的
で
難
解
だ
っ
た
け
れ
ど
、
寮
生
活
や
援
農

は
整
然
と
し
て
伝
統
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
溢
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
都

を
遠
く
離
れ
た
人
口
二
十
二
万
人
の
札
幌
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隅
っ

こ
の
自
治
寮
、
全
学
ほ
ほ
理
科
系
、
空
襲
な
し
、
こ
う
い
っ
た
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
北
大
予
科
は
ど
こ
よ
り
も
弊
衣
破
帽
の
旧
制
高
校
で
あ
り
得

た
。
聾
火
や
全
寮
ス
ト
ー
ム
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
ス
ト
ー
ム
は
禁
を

犯
し
て
よ
く
や
っ
た
。
宇
野
親
美
予
科
長
に
呼
び
出
さ
れ
「
ま
た
や
っ
た

な
」
と
小
言
を
言
わ
れ
る
程
度
だ
っ
た
し
、
教
室
で
は
数
学
の
教
授
が

「
物
量
的
に
二
十
倍
の
差
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
勝
て
る
わ
け
が
な
い
」
な

ど
と
講
義
し
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
の
一
級
上
の
先
輩
が
二
年
で
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
た
め
、
二
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年
目
か
ら
私
も
寮
の
幹
事
(
次
の
代
か
ら
委
員
)
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
学
年
三
代
目
の
委
員
長
・
寺
井
幸
夫
が
二
十
一
年
度
寮
歌
選
考
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
が
、
い
い
の
が
集
ま
ら
な
い
。
こ
の
事
態
を
奇
貨
と
し
'

満
を
持
し
て
私
も
作
詞
を
始
め
た
。
考
え
た
の
は
次
の
二
点
。

①
新
し
い
再
出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
。

②
戦
後
の
虚
脱
の
中
に
あ
っ
て
頼
り
に
な
る
の
は
寮
の
精
神
的
伝
統

ぐ
ら
い
。
寮
生
活
を
活
写
す
る
こ
と
。
「
自
然
賛
歌
」
は
先
人
の
作
に
譲

り
、
敢
え
て
継
承
し
な
い
。

学
校
を
一
日
休
ん
で
一
気
に
書
き
上
げ
た
。
好
評
だ
っ
た
。
作
曲
は
阿

部
屋
の
牟
田
悌
三
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
が
、
こ
れ
が
賛
美
歌
み
た
い
で

頂
け
な
い
。
そ
こ
で
寺
井
に
頼
ん
だ
。
彼
は
譜
を
見
て
歌
え
、
そ
れ
ま
で

歌
わ
れ
ず
に
い
た
「
大
地
は
な
ご
や
か
に
」
や
「
黒
潮
鳴
れ
る
」
な
ど
の

名
歌
を
復
活
さ
せ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
ク
ラ
ス
で
座
席
を
並
べ
、

援
農
先
も
隣
同
士
で
あ
っ
た
。
友
情
と
同
じ
価
値
観
の
結
実
が
、
あ
の
流

麗
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

美
浦
の
寮
歌
祭
で
は
「
都
ぞ
弥
生
」
を
し
の
ぐ
、
な
ど
と
い
う
戸
が
出

た
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
私
は
あ
わ
て
て
反
論
し
た
。
「
都
ぞ
弥
生
は
北
大

全
寮
歌
の
原
点
。
一
番
の
意
味
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
星
影
冴

か
に
、
以
下
の
二
行
を
い
う
た
め
、
都
の
春
宴
の
は
か
な
さ
を
執
揃
に
書

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
(
一
高
に
背
を
向
け
て
)
北
を
目
指
し
た
横
山
さ

ん
の
心
意
気
。
こ
の
後
、
感
動
的
な
大
自
然
の
賛
歌
が
続
く
の
で
す
」

(
東
北
大
文
卒
、
元
朝
日
新
聞
記
者
)
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恵
迫
寮
に
入
っ
た
の
は
昭
和
十
九
年
の
春
、
未
だ
白
雪
に
蔽
は
れ
た
北

国
の
大
地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
あ
あ
や
っ
と
こ
の
広
々
と
し
た
大
自
然

の
中
で
、
憧
れ
の
生
活
が
始
ま
る
の
だ
と
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た

も
の
だ
っ
た
。
戦
争
の
さ
中
に
も
拘
わ
ら
ず
、
寮
は
我
々
の
想
像
以
上
に

自
由
の
気
が
横
溢
し
て
お
り
、
抑
圧
さ
れ
た
中
学
生
活
を
し
い
ら
れ
た

我
々
に
と
っ
て
、
正
に
別
天
地
で
あ
り
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
珍

し
く
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
又
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
来
た
個
性
豊
か

な
連
中
と
の
交
わ
り
も
又
、
今
ま
で
に
な
い
大
き
な
刺
激
だ
っ
た
。
昔
通

り
の
宣
誓
式
、
鈍
才
会
、
ス
ト
ー
ム
、
寮
歌
祭
が
行
わ
れ
、
共
に
手
を
た

ず
さ
え
、
肩
を
組
み
、
自
由
を
青
春
を
彊
歌
し
た
も
の
だ
っ
た
。
当
時
よ

く
歌
わ
れ
た
寮
歌
は
「
都
ぞ
弥
生
』
『
別
離
の
歌
』
は
格
別
と
し
て
『
藻

岩
の
緑
』
『
魔
神
の
呪
』
『
生
命
の
争
闘
』
『
春
雨
に
濡
る
』
『
タ
ン
ネ
の
氷

柱
』
『
春
未
だ
浅
き
』
『
時
潮
の
流
転
』
『
春
来
に
け
ら
し
』
『
天
地
の
奥
に
』

で
あ
っ
た
。
一
方
今
の
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
事
と
思
う
が
、
目
前
に

死
を
控
え
て
い
た
我
々
の
悩
み
は
大
き
く
、
逼
迫
し
た
情
勢
の
中
で
『
哲

学
以
前
』
『
若
き
ヴ
エ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
『
三
太
郎
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幸
(
昭
和
四
年
入
寮
) 夫

の
日
記
』
『
善
の
研
究
』
等
数
少
な
い
本
を
貧
る
よ
う
に
読
ん
だ
。
又
音

楽
を
聴
き
、
夜
を
徹
し
て
文
学
を
、
宗
教
哲
学
を
論
じ
、
あ
の
素
晴
ら
し

い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
触
れ
た
の
も
こ
の
時
期
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
に
な
る
と
、
一
年
先
輩
は
学
徒
出
陣
で
続
々
戦
地
に
赴
き
、

我
々
も
又
長
期
間
農
村
に
狩
り
出
さ
れ
た
が
、
志
を
共
に
す
る
素
晴
ら
し

い
友
人
達
に
恵
ま
れ
、
学
業
こ
そ
放
榔
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
人
間
と

し
て
誠
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
広
々
と
し
た

富
良
野
の
原
野
に
点
々
と
分
宿
し
、
共
に
馬
を
使
い
鍬
を
振
る
い
、
日
が

暮
れ
る
頃
仕
事
を
終
え
て
三
々
五
々
集
ま
り
、
時
に
は
馬
を
駆
り
濁
酒
を

飲
ん
で
人
生
を
語
り
高
歌
放
吟
し
た
青
春
の
日
々
を
、
今
到
底
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
当
時
の
仲
間
は
幸
坂
、
栗
田
、
渋
谷
、
竹
内
、
建
見
、

西
村
、
束
、
又
原
で
、
今
は
亡
い
も
の
も
い
る
が
年
一
回
の
旧
交
を
暖
め

て
い
る
。
同
年
夏
、
あ
の
悲
し
い
終
戦
の
知
ら
せ
を
農
村
の
一
室
で
迎
え

た
我
々
は
、
精
一
杯
働
い
て
報
わ
れ
な
か
っ
た
虚
脱
感
を
抱
え
て
、
三
々

五
々
札
幌
駅
頭
に
集
合
し
た
。
懐
か
し
い
顔
々
:
・
そ
し
て
お
別
れ
に
と
農

家
で
作
っ
て
く
れ
た
下
駄
と
蛇
の
ス
テ
ッ
キ
を
つ
い
た
我
々
に
、
あ
の
陸
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橋
の
上
で
大
目
玉
を
食
ら
わ
せ
た
宇
野
先
生
、
今
は
懐
か
し
い

一
コ
マ
で

あ
る
。

二
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
た
予
科
も
我
々
の
時
か
ら
戦
前
の
三
年
に
戻

り
、
又
寮
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
吹
き
荒
れ
た
民
主
主
義
の
嵐
も
柑
々
落

着
き
を
取
り
戻
す
と
、
戦
時
中
中
断
さ
れ
て
い
た
記
念
祭
の
公
開
を
望
む

声
が
彰
済
と
し
て
沸
き
起
こ
り
、
復
活
第
一
回
の
記
念
祭
を
挙
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
当
時
記
念
祭
の
執
行
委
員
長
で
あ
っ
た
私
は
昭
和
二
十

一

年
度
寮
歌
を
募
集
し
た
が
、
中
々
い
い
作
品
が
集
ま
ら
な
い
。
同
級
の
渋

谷
君
に
投
稿
を
強
要
し
た
と
こ
ろ
、

今
ま
で
の
寮
歌
の
前
例
を
破
り
、
あ

の
壮
重
な
五
七
調
の
序
、
結
び
と
七
五
調
の
流
れ
る
よ
う
な
本
歌
が
出
来

上
が
り
、
我
々

一
同
感
激
し
た
。
北
海
道
の
自
然
を
う
た
っ
た
名
曲
は

『都
ぞ
弥
生
』
を
初
め
と
し
て
数
々
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
自
然
だ
け
で
な

く
、
こ
の
激
し
い
時
代
を
共
に
生
き
、
共
に
乗
り
越
え
て
来
た
若
者
の
心

情
が
溢
れ
て
い
て
、
一
時
代
を
画
し
た
画
期
的
な
も
の
と
評
価
し
て
い

る
。

今
度
は
彼
か
ら
私
が
脅
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
日
学
校
を
休
ん
で
講

堂
に
龍
り
出
来
上
が
っ
た
の
が
こ
の
曲
で
あ
る
。
寝
食
を
共
に
し
た
彼
の

心
情
は
分
か
り
過
ぎ
る
ほ
ど
分
か
っ
て
い
た
し
、
何
と
し
て
も
我
々
が
過

ご
し
た
こ
の
貴
重
な
寮
生
活
を
、
高
ら
か
に
う
た
い
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、

極
力
表
現
を
抑
え
て
、
そ
の
底
か
ら
浸
み
出
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
我
々
の

時
代
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
高
揚
す
る
気
持
ち
を

抑
え
に
抑
え
て
作
っ
た
積
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
今
迄
の
寮
歌
と
は
違
っ
た

新
し
い
も
の
が
出
来
た
と
密
か
に
自
負
し
て
い
る
。
記
念
祭
の
当
日
、
食

堂
に
墨
痕
鮮
や
か
に
張
り
出
さ
れ
た
寮
歌
を
見
な
が
ら
、
全
寮
生
並
び
に

招
待
客
の
前
で
、
作
曲
者
と
し
て
、
こ
の
曲
を
序
、
本
歌
、
結
び
と
全
部
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を
私
が
歌
っ
て
初
め
て
披
露
し
た
。
晴
れ
が
ま
し
い
席
で
私
も
興
奮
し
た

が
、
当
時
寮
監
だ
っ
た
独
逸
語
の
真
方
先
生
が
、
わ
ざ
わ
ざ
握
手
を
求
め

て
来
ら
れ
『
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
匹
敵
す
る
」
と
最
大
限
の

賛
辞
を
戴
き
、
恐
縮
し
又
小
踊
り
し
た
の
を
今
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。
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時

潮

の
波

の

序

i且げ厳
まにし
ざさか
ら あ る
めれ遣
や I某に
残:き仕
の因4 へ
月縁f て
lこ σ】

不臨 時
様，潮
町内

真波
緒的
を寄
1魚す
りる
す 問
る を

緑
町

星
秘を
溺夢
のむ
啓1時
示L

語
る
な
り

四

銀宿
燭命
頼ゅ の

i畏，選
をを
照行
らく
す身
脊に

も
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受
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五

北
斗
頭
上
に
影
冴
え
て

府
組
み
歌
ふ
旅
の
子
を

暮
る
る
に
早
き
脊
和
の
目
的

汲
ま
ん
今
宵
の
記
念
祭

{
昭
和
二
十
一
年
寮
歌
)

限
あ
る
玉
緒
惜
し
む

魂
申
す
る
生
命
的
饗
宴

旅
の
朝
早
く
は
明
け
白

疎寺嶋久
楠a 呼遣
を 三土 の
払星也 岸
J. 霜ー に

天の作
鎖光み
は栄て

よ

団沈t 友
鍵黙h を
に iこ 誇
ふ 語 ら
るるん
ふ歓 花
共t喜蓬
E島日 よ
{ま

進t染神《
f聾υ む 秘も
を る の
込伝令 官‘
む統去 に
るの P};

此篤か
の火れ
盃2ょっ
をつ

奇t 制孤
しり窓
く も に
貴E 知流
き ら る
生 に 皐
命底屑
をつに
ばひ

ゆ

溶
け
行
く
方
に
馳
す
る
か
な

渋

谷

高

業

君

作

歌

再重量

友}言量ι

情刊の辺2
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讃洩調も
ふれ伴、
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声 f!( へ
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る

{一二三目玉}
，崎

‘' じちょう の なみ町 ょするま を、

朽
葉
ゆ
ら
ぎ
て
湧
き
出
づ
る
械
の
林
の
真
清
水
に

己

を

責

的

て

泣

く

友

の

狐

拡

を

運

占

泣

造

平

虚
し
き
春
に
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逮
き
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;t"たき
し..kか
きるな結
真a と槍・
理E 打2陵か
の笑a を
道む去
は時る

ぞ日
は

進
ま
ぎ
ら
め
や

-A
E--' 

還

q
来
由
足
跡
愛
し
み
て

は求
ろめ
かつ

なつ
り 得
我べ
等 か
がら
前? ぎ
途τ り

し

時潮の波の

，町一 一九

..司.."
@"しに たたずみて、

寺弁当隆夫雪作幽

v f アマ一一ー一ーーーー-..

みちに つ かえて、

おかをさ る ひ は、

J • 66 
("Ji¥") A -

・J ‘.'"・ .. 
F引き U しか る

陪)ちかきか な

言語事
〆-ァーー

ああ、み っ とせの

，， ， 〆-ー一一ー一一ーーー~、

ω 

い ざ り す る.

，-ーーーーーーーー一ー『ー』ーーー-

.... .. .. 吋6 ・・ ... 
たまのお おしむ、

あとかな しみて、

/一一一一一-..

4降 、，

か~りあ る

かえり ζ ぬ

辞
ω

回
f 

みどり 白 ほしを ゆめむと 傘、

桂三冨茸1
4・
一
え

む

毘主犀昌
ヰ
重
一
あ
る

毒事司
げにさ

李主

，~ーーーー ーー一一ーーー‘

-..・‘'"-
こず えを はらう てんらい 柱、 ひし£う の きとし

ー

善幸仁=1¥=骨=に=ニ牌
・・ 4酔

うたげ、

ざりし、

与謂弓国越まョ事

之3
.ミア

ロ
モ〉
Q 
‘~ 
ロ
‘ず

与

ミョ
‘τ7 
り
‘ヨy
.". 

Cコ
.fc.rパt!.fc.rパt!.fc.rパt!.fc.rパt!.fc.r"~ t!.f c.rパt!.f{j・r

Q 
1 

G 
d三、.

Q 
「

G 
4阜、
E干
「
ρ司.

G 
4主、

Q 
.f c.r"~ t!.f c.r ~・ ~t!.f{j・ "~t!.f c.r"~ t!.f {j・ "~t!.f{j・ "~t!.fc.r" 

A ， +Cod空ー一一一一九

・ ..."-..・.
はるかな り.

A ，~ー一一一ーーーーーφφ 01 Finl 

4....，...唱
..・.."D.C 

かたるなり.

念。+

- .. ι ・_v 

の乙んの つ舎に、

ま ことの みち柱、

王寺再ま弓日

まぎ ら めや

るわし @"

事霊

一一一一一一ーー 庁

芸~ ~ '''' - " ' - "Fin~ 

すすまぎ ら めや.

/戸ア一一一一一ーーーーーー~ー

‘..，.-
われ らが ゆ〈て.

事監

85 

l!g 号三事匡謁弓
a. 

"・L."-"... 
た びのあ き



J>/]1'iiν・クl'ii ~J> ・0止ii ~J>/] l' ii ~J>/] l' íiν・/')1' íi~ J>/]1'
む、，
D 
・ヨ7、
む、7
ロ
‘<7 
込

む、7
3 
・4、
む

等診を惨鯵選参

む
‘7 

ロ
'" 与
む
』

ロ
‘グ、
Q 、7
ロ
・4
包

む
.f c.r rf~ tJ.f c.r rf~ tJ.f c.r~・~tJ .f c.r rf~ tJ.f c.r rf~ tJ.f c.r rf~ tJ.f C!rf 

廃;
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安
τ 

第
切
回
記
念
寮
歌

作
歌

佐

政
(
昭
和
お
年
入
寮
)

イ白

英

人
生
の
至
福
の
時
ラ
た
う

第
五
十
回
記
念
寮
歌
「
花
咲
き
散
り
て
」
の
頃
は
、
既
に
五
十
年
近
く

も
昔
の
こ
と
に
な
る
。
昭
和
三
十
三
年
度
の
寮
歌
と
同
時
の
募
集
で
あ
り
、

こ
の
記
念
寮
歌
に
は
一
編
の
応
募
し
か
無
く
て
、
結
果
と
し
て
小
生
が
作

詞
者
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
三
十
三
年
度
寮
歌
の

「
吾
れ
憧
れ
し
」
も
小
生
の
作
詩
で
あ
る
。
思
う
に
、
い
ず
れ
も
過
去
の

寮
歌
の
継
は
ぎ
の
様
で
恥
ず
か
し
く
も
あ
る
。

し
か
し
、
『
羊
群
声
な
く
牧
舎
に
帰
り
、
手
稲
の
嶺
黄
昏
こ
め
ぬ
』
の

寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
に
憧
れ
、
恵
迫
寮
に
憧
れ
て
い
た
私
は
二
編
も
寮
歌

を
作
詞
で
き
た
こ
と
は
今
も
っ
て
大
満
足
で
あ
る
。

当
時
の
恵
迫
寮
に
は
学
生
運
動
の
活
動
家
も
多
く
、
一
方
に
は
良
き
に

つ
け
悪
し
き
に
つ
け
寮
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
と
自
負
し
、
右
翼
的

言
動
を
好
む
応
援
団
。
私
な
ど
は
何
の
主
義
主
張
も
無
い
ノ
ン
ポ
リ
の
一

団
で
あ
り
、
自
瑚
的
に
、
そ
し
て
や
や
誇
ら
し
げ
に
自
称
「
寮
生
類
」
。
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日
く
、
寮
生
類
と
は
「
朝
寝
し
て
夜
寝
す
る
ま
で
昼
寝
し
て
、
時
々
起

き
て
居
眠
り
を
す
る
動
物
」
の
こ
と
と
か
。
と
に
か
く
、
雨
が
降
れ
ば
傘

が
無
い
と
て
休
み
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
良
い
で
何
か
理
屈
を
つ
け
て
休
む
。

た
ま
に
は
授
業
に
出
ょ
う
か
と
出
向
け
ば
「
本
日
の
講
義
を
も
っ
て
、
今

期
の
授
業
を
終
り
ま
す
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
。

冬
の
日
に
、
オ
ー
バ
ー
コ

l
ト
が
見
当
た
ら
ず
と
も
、
紛
失
届
も
出
来

な
い
。
誰
か
が
無
断
借
用
を
き
め
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
ん
な
寮
生
活
の
日
々
は
、
今
に
し
て
思
え
ば
吾
が
人
生
の
至
福
の
時

と
言
え
よ
う
か
・
・
・
。

春
に
咲
く
花
々
は
黄
色
の
花
が
多
い
。
寮
の
裏
に
も
一
面
に
黄
色
の
小

花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。
手
稲
の
夕
焼
け
も
美
し
い
。
手
稲
の
山
を
背
景

に
真
っ
直
ぐ
に
立
っ
て
い
た
二
本
の
ポ
プ
ラ
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

寮
の
玄
関
先
に
は
、
の
ん
び
り
と
放
牧
さ
れ
た
牛
が
寄
っ
て
来
て
、
水
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を
飲
ん
で
お
り
、
都
会
育
ち
の
私
は
牛
に
近
寄
る
こ
と
も
恐
く
、
寮
に
入

る
の
を
跨
賭
し
た
も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
寮
歌
に
つ
い
て
は
作
調
の
当
時
よ
り
も
、
そ
の
後
の

こ
と
ど
も
に
思
い
出
が
多
い
。

あ
る
と
き
「
こ
の
記
念
祭
歌
の
作
曲
者
を
思
い
出
せ
な
い
。
全
く
申
訳

な
い
こ
と
で
、
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
」
と
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
後
暫
く
し
て
、
あ
る
銀
行
の
横
浜
支
庖
長
だ
っ
た
横
山
好
博
氏

(
昭
和
三
十
二
年
入
寮
・
故
人
)
か
ら
近
い
う
ち
に
旧
寮
生
二
・
三
人
が

集
ま
る
か
ら
一
杯
や
ろ
う
と
、
電
話
が
あ
っ
た
。

数
日
後
、
の
こ
の
こ
と
支
庖
長
室
を
訪
ね
る
と
、
そ
こ
に
は
行
員
の
研

修
の
た
め
に
招
か
れ
講
師
を
務
め
た
先
客
が
一
人
。
名
刺
を
交
換
し
て
驚

い
た
。
こ
れ
が
「
花
咲
き
散
り
て
」
の
作
曲
者
で
、
当
時
、
横
浜
市
の
経

済
局
長
・
小
椋
進
氏
だ
っ
た
。

氏
は
そ
の
後
、
金
沢
区
長
な
ど
歴
任
し
て
、
恵
迫
寮
の
先
輩
で
あ
る
高

秀
秀
信
氏
(
故
人
)
が
横
浜
市
の
市
長
当
時
の
助
役
を
勤
め
た
。
現
在
は

偶
然
に
も
我
が
家
と
は
指
呼
の
聞
に
住
ん
で
居
ら
れ
る
。

あ
の
日
は
も
う
一
人
、
旧
寮
生
の
高
野
裕
君
を
加
え
て
飲
み
な
が
ら

の
昔
話
と
な
っ
た
。
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酔
う
ほ
ど
に
、
当
時
『
暮
ら
し
の
手
帳
』
で
名
人
の
味
と
紹
介
さ
れ
、

寮
生
の
空
腹
を
満
足
さ
せ
た
ラ
ー
メ
ン
屋
『
櫨
』
が
話
題
に
な
り
、
そ
の

『
櫨
』
の
親
父
が
近
く
の
六
角
橋
に
来
て
庖
を
出
し
て
い
る
と
わ
か
り
、

三
十
数
年
振
り
に
「
燈
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。

庖
に
入
っ
て
昔
の
味
を
要
求
す
る
と
、
親
爺
日
く
「
あ
ん
た
方
も
歳
だ

か
ら
強
く
て
食
え
な
い
よ
」
だ
と
。
で
は
多
少
と
も
近
い
味
を
と
譲
っ
て
、

脂
の
強
い
ラ
ー
メ
ン
に
昔
を
偲
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

帰
り
道
、
次
に
会
っ
た
ら
誰
も
歌
え
な
い
だ
ろ
う
「
花
咲
き
散
り
て
」

を
歌
う
こ
と
を
約
し
て
別
れ
て
か
ら
も
、
二
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
間
、
横
浜
近
郊
の
円
海
山
の
小
径
で
出
会
っ
た
り
、
駅
の
雑
踏

で
出
会
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

近
頃
で
は
、
横
浜
周
辺
に
住
む
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
四
年
入
寮
の

数
名
で
「
湘
南
恵
迫
会
」
と
称
し
て
年
二
回
ほ
ど
、
鎌
倉
か
ら
横
浜
へ
、

ま
た
は
横
浜
か
ら
鎌
倉
へ
の
裏
山
歩
き
を
し
た
り
し
て
い
る
。

恵
迫
寮
は
吾
が
青
春
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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四
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
時
を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
古
き
写
真
帖
な
ど
め
く
り
な
が
ら
、

当
時
を
思
い
出
し
て
見
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

入
寮
は
、
昭
和
三
十
二
年
(
一
九
五
七
年
)
で
す
が
、
入
寮
当
時
、
寮

歌
な
る
も
の
た
だ
大
声
で
放
歌
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
ほ
ど
よ
い
も
の
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
入
学
と
同
時
に
北
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
部
し
、
ビ
オ
ラ
を
弾

い
て
い
ま
し
た
の
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
傾
注
し
て
お
り
ま
し
た
。
寮

歌
に
つ
い
て
は
、
寮
生
と
し
て
お
付
き
合
い
す
る
程
度
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
毎
晩
寮
歌
に
お
付
き
合
い
を
し
、
ま
た
自
ら

も
口
ず
さ
む
よ
う
に
な
る
に
従
っ
て
、
寮
歌
の
持
つ
青
春
、
希
望
、
夢
、

等
々
、
そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
北
海
道
の
大
自
然
を
歌
い
上
げ
る
寮
歌

の
素
晴
ら
し
き
を
心
で
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
毎
年
度
新
し
い
寮
歌
が
作
詞
、
作
曲
さ
れ
、
あ
る

も
の
は
名
曲
と
し
て
、
今
日
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
共
に

歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
学
び
舎
で
学
ん
だ
同
志
と
し
て
の
鮮
を
深
め
、
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椋

進

(
昭
和
沼
年
入
寮
)

ま
た
青
春
を
語
り
合
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
第
五
十
回
記
念
寮
歌

「
花
咲
き
散
り
て
」
は
こ
ん
な
気
持
ち
の
中
か
ら
応
募
さ
れ
た
も
の
で
す
。

私
の
記
憶
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
度
寮
歌
と
五
十
回
記
念
寮
歌
の
作
詞

は
同
時
に
公
募
さ
れ
、
投
票
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
佐
伯
氏
の
作
品
が
当

選
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
十
二
年
度
寮
歌
の
作
詞
は
、
数
編
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
五
十
回
記
念
寮
歌
の
作
調
に
つ
い
て
は
佐
伯
氏
の
作
品
一
編
の

み
で
、
こ
れ
が
結
果
と
し
て
記
念
寮
歌
の
作
詞
と
し
て
当
選
さ
れ
た
と
思
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い
ま
す
。

五
十
回
記
念
寮
歌
の
作
曲
の
応
募
ば
、
数
曲
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
作
曲
の
選
考
会
は
食
堂
で
の
コ
ン
パ
の
時
に
行
い
ま
し
た
。
ユ

l
ゲ

ン
ト
コ

l
ル
の
皆
さ
ん
が
、
応
募
作
品
を
試
歌
し
、
寮
生
の
投
票
に
よ
っ

て
当
選
曲
が
決
ま
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
私
の
作
品
が
当
選
し
た
次
第
で

す
。
応
募
作
品
に
そ
れ
ほ
ど
自
信
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
ど
う

し
て
私
の
作
品
が
当
選
し
た
か
は
自
分
で
も
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
他

の
応
募
作
品
に
比
べ
、
な
ん
と
な
く
一
番
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
程
度
で
す
。
当
時
私
は
、
寮
内
で
一
番
大
世
帯
の
柔
道
部
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(
十
五
名
ほ
ど
)

く
れ
た
お
陰
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

作
曲
は
ま
っ
た
く
の
一
夜
漬
け
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
曲
想
は
や
は

り
記
念
寮
歌
と
し
て
明
る
く
元
気
に
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
曲
を
口

ず
さ
み
な
が
ら
、
バ
イ
オ
リ
ン
で
弾
い
て
み
て
は
手
直
し
し
、
そ
れ
な
り

に
ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
番
の
失
敗
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
で
音
を
つ

く
っ
た
た
め
、
器
楽
曲
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま
っ
た
曲
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
歌
の
曲
と
し
て
は
、
音
域
が
ひ
ろ
く
、
き
わ
め
て
歌

唱
し
に
く
い
曲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
試
し
歌
い
し
た
ユ

l
ゲ

ン
ト
コ

1
ル
の
皆
さ
ん
も
、
「
ま
っ
た
く
歌
い
に
く
い
曲
だ
な
あ
」
と
ぶ

つ
ぶ
つ
言
う
の
が
陰
か
ら
聞
こ
え
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
曲
の
流
れ

と
し
て
は
、
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た
の
か
、
聞
い
て
い
る
寮
生
等
は
ム

l
ド
的

に
評
価
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
上
が
作
曲
ま
で
の
経
緯
で
す
が
、
こ
の
歌
い
難
い
、
そ
し
て
ど
こ
か

校
歌
の
よ
う
で
寮
歌
ら
し
く
な
い
感
じ
の
曲
を
、
五
十
回
記
念
寮
歌
と
し

て
残
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、

こ
の
愚
作
永
久
に
対
す
る
恥
ず
か
し
き
と
作
詞
者
の
佐
伯
氏
へ
の
申
し
訳

な
き
が
残
り
ま
す
。

寮
歌
集
か
ら
一
時
作
曲
者
の
名
前
が
消
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
作

曲
者
不
明
の
ま
さ
に
幻
の
寮
歌
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
む
し
ろ
こ
の
方

が
格
好
が
良
い
と
思
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
作
調
者
で
あ
る
佐
伯
氏

と
ほ
と
ん
ど
面
識
も
な
く
卒
業
後
も
消
息
不
明
で
し
た
の
で
、

に
所
属
し
て
お
り
、

こ
れ
が
み
ん
な
応
援
団
に
回
っ
て
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こ
れ
ま
た

幻
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

花

咲

き

散

り

て

花
咲
き
散

q
て
五
十
年
伺

実
。
町
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ぞ
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く

こ
こ
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我
等
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友
よ
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急
建
y、
察

十
周
年
の
集

経
緯恵

適
寮
昭
和
三
十
九
年
・
四
十
年
入
寮
生
の
「
入
寮
四
十
周
年
の
集
い
」
が
、
二

O

O
四
年
十
一
月
二
十
七
日
(
土

)
i
二
十
八
日
(
日
)
一
泊
二
日
で
、
小
樽
朝
里
ク
ラ

ツ
セ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
二
十
五
名
が
参
集
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
の
発
端
は
、
二

O
O
四
年
九
月
十
九
日
に
札
幌
パ

l
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
恵
迫
寮
同
窓
会
「
大
寮
歌
祭
」
で
の
恵
迫
寮
昭
和
三
十
九
年
・
四
十
年
入
寮
生
の

四
十
年
振
り
の
感
激
的
な
再
会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
三
十
九
年
入
寮
生
に
と
っ
て
は

「
満
四
十
年
」
、
四
十
年
入
寮
生
に
と
っ
て
は
「
数
え
四
十
年
」
と
い
う
こ
と
で
、
話
は

と
ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
三
十
九
年
入
寮
生
の
幹
事
は
芝
垣
美
男
・
佐
竹
正
治
、
四
十

年
入
寮
生
の
幹
事
は
白
浜
憲
一
・
千
川
浩
治
と
な
り
ま
し
た
。

案
内
文
の
草
稿
、
名
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
順
次
行
い
、
十
月
六
日

に
は
お
よ
そ
二
七

O
名
の
方
々
に
案
内
を
送
付
し
、
そ
の
後
二
回
の
幹
事
会
を
聞
き

「
集
い
」
の
段
取
り
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
の
幹
事
会
で
、
芝
垣
氏
よ
り
亭
北

軒
(
通
称
モ
ツ
ラ
↑
モ
ツ
入
り
ラ
ー
メ
ン
か
ら
)
の
母
さ
ん
鈴
木
ト
ク
さ
ん
と
炊
務
栄

養
士
川
越
幸
江
さ
ん
を
招
待
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
幹
事
一
同
諸
手
を
挙
げ
て
賛

成
。
そ
の
場
で
の
連
絡
に
よ
り
鈴
木
ト
ク
さ
ん
の
参
加
が
決
定
、
会
を
盛
り
上
げ
る
隠

し
玉
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
体
調
不
良
に
よ
り
川
越
幸
江
さ
ん
の
参
加
は

い
ど
急
建
「

3
q
4
0
会
」
合
成

白

浜

(
昭
和
却
年
入
寮
)

憲

写
真

佐

竹

治
(
昭
和
却
年
入
寮
)

正

叶
わ
ぬ
夢
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
出
欠
連
絡
の
窓
口
と
な
っ
た
佐
竹
さ
ん
の
鍛
密
な
名
簿
の
整
理
や
案
内
送

付
者
へ
の
電
話
か
け
、
そ
し
て
集
い
の
菜
作
り
な
ど
の
献
身
的
な
取
り
組
み
を
垣
間
見

て
、
改
め
て
彼
の
恵
迫
寮
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

案
内
文
の
印
刷
や
参
加
者
の
名
札
作
り
と
寮
歌
集
の
制
作
、
恵
迫
グ
ツ
ズ
の
手
配
と
吟

醸
酒
「
都
ぞ
弥
生
」
の
差
し
入
れ
な
ど
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
、
ラ
ル
ズ

の
佐
藤
静
子
さ
ん
の
恵
迫
寮
同
窓
会
の
守
り
姫
の
ご
と
き
応
援
に
は
、
た
だ
た
だ
感
謝

す
る
の
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
々
の
下
支
え
が
あ
っ
て
、
ど
う
に
か
「
入
寮
四
十
周

年
の
集
い
」
を
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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「
入
寮
四
十
周
年
の
集
い
」
参
加
者

今
回
昭
和
三
十
九
年
入
寮
生
、
昭
和
四
十
年
入
寮
生
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
一
三
五
通

(
計
二
七
O
通
)
の
案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
。
が
、
返
信
数
は
そ
れ
ぞ
れ
七
十

1
五
十

通
で
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
敢
え
て
苦
言
を
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
「
回
巾

向。ロ己
g
H
gロ
一
」
の
精
神
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

出
欠
は
と
も
か
く
返
事
を
出
す
く
ら
い
の
こ
と
は
し
て
欲
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
翻
っ

て
考
え
て
み
る
と
、
寮
歌
を
歌
う
の
と
同
じ
く
ら
い
学
生
運
動
歌
も
歌
っ
た
世
代
だ
か



ら
、
あ
の
時
代
の
学
生
運
動
の
セ
ク
ト
の
対
立
構
造
の
深
刻
さ
が
未
だ
に
尾
を
引
い
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
恵
迫
時
代
を
自
ら
封
印
し
て
い
る
寮
生
が
少
な
か
ら

ず
存
在
し
て
い
る
の
も
紛
れ
も
無
い
事
実
で
す
。
い
つ
の
日
か
、
笑
っ
て
肩
組
み
寮
歌

を
歌
い
上
げ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

返
信
ハ
ガ
キ
に
は
、
「
懐
か
し
い
!
」
と
い
う
内
容
が
多
く
、
こ
の
企
画
へ
の
謝
意

代
を
象
徴
す
る
文
言
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開f
ib-

や
次
回
五
十
周
年
へ
の
期
待
な
ど
が
綴
ら
れ
、
「
定
年
退
職
で
す
」
と
か
私
た
ち
の
世

日
目
一ア
ド
レ
ス
欄
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
人
近
く
が

ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
時
代
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
集
い
へ
の
参
加
者
は

昭
和
三
十
九
年
入
寮
生

伊

藤

暢

(札
幌
市
)
、
木
谷

(
札
幌
市
)
、
佐
藤
忠
昭
(
神
奈
川
県
)

佐
竹
正
治

(北
広
島
市
)
、
芝
垣
美
男

(室
蘭
市
)
、
島
田
俊
夫

(岐
阜
県
)
、
長
浜
秋
良

(札
幌
市
)

芳
賀
嘉
幸

(帝
広
市
)
、
平
野

勝

(東
京
都
)
、
上
戸
鎖
邦
雄

修

(愛
知
県
)
、
林

仁

(静

内
町
)

昭
和
四
十
年
入
寮
生

飯
塚
健
三

(
栃
木
県
)
、
大
限
昭
二

(札
幌
市
)
、
鎌
田
哲
成

(神
奈
川
県
)
、
佐
藤
信
雄

(千
葉
県
)

鮫
島
正
純
(
青
森
県
)
、
白
浜
憲

一

二
年
入
寮
)

ご
招
待

亭
北
粁

(モ
ツ
ラ
)
鈴
木
ト
ク

(小
樽
市
)
、
娘

仙
石
磯
子

(小
樽
市
)

「
入
寮
四
十
周
年
の
集
い
」
宴
の
鐘

今
回
の
集
い
の
ド
ラ
マ
の
第

一
掌
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も
隠
し
玉
に
な
っ
て
頂
い
た

モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
と
の
再
会
で
し
た
。
芝
垣
さ
ん
は
お
迎
え
の
際
に
、
感
激
の
対
面
は

(鹿
児
島
県
)

(札
幌
市
)
、
千
川
浩
治

(旭
川
市
)
、
恒
吉
幸

成
ケ
沢
憲
太
郎
(
神
奈
川
県
)
、
西
雪
弘
光
(
札
幌
市
)

恵
辿
寮
同
窓
会

副
代
表
幹
事

厚
谷
純
吉

(
昭
和
三
十
年
入
寮
)
、
理
事

新
井
三
郎

(昭
和
三
十

J

終
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
ホ
テ
ル
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、
あ

一
の
頃
と
変
わ

っ
て
い
な
い
彼
女
を
見
つ
け
た
時
の
嬉
し
さ
と
懐
か

一
し
さ
は
こ
の
数
年
間
で

一
番
の
も
の
で
し
た
。
「
白
浜
寮
長
で
し

唱
一
ょ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
覚
え
て
い
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

E
-

出
一
と
再
会
で
き
た
喜
び
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
宴
会
場
で
は

清
一
「
集
い
」
参
加
者
と
の
再
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の
頃
お
世
話

1
・

同
一
に
な
っ
た
事
へ
の
お
礼
を
述
べ
る
者
、
無
理
難
題
の
押
し
つ
け
や

主
わ
が
ま
ま
放
題
の
無
礼
を
詫
び
る
者
な
ど
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で

、!っ
一

高
一
宴
の
輸
の
中
心
に
母
さ
ん
が
い
た
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ

声
一

ん
。ド

ラ
マ
第
二
章
は
、
襟
を
正
し
た
「
都
ぞ
弥
生
」

一
番
斉
唱
あ

一
と
の
宴
の
中
で
の
全
員
の
ス
ピ
ー
チ
。
三

i
五
分
で
こ
の
四
十
年

L

を
語
る
こ
と
な
ど
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恵
迎
寮
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の
想
い
出
や
そ
の
後
の
自
分
た
ち
の
人
生
の
歩
み
の
悲
喜
こ
も
ご
も
の
発
表
。

と
り
が
何
を
話
し
た
の
か
ま
で
は
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
恵
辿
時
代
に
培
っ
た

精
神
が
泊
々
と
流
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た
。

恵
辿
時
代
は
貧
乏
だ
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
納
豆
と
ひ
と
か
け
ら
の
マ
ー

ガ
リ
ン
と
味
噌
汁
と
麦
飯
の
朝
ご
飯
や
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
鯨
カ
ツ
な
ど
の
食
事
内
容

と
並
ん
で
待
っ
た
エ

ツ
セ
ン
開
放
な
ど
エ
ッ
セ
ン
の
話
が
多
く
、
ま
た
、
そ
の
後
の
人

人
ひ



生
で
は
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い
る
者
、
北
大
生
七

O
O名
を
相
手
に
「
夢
」
を
諾
つ

二
O
O
六
年

東
京

た
者
、
郷
里
に
帰
っ
た
ら
故
郷
回
帰
塾
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
者
な
ど
な
ど
、
す
べ
て

の
参
加
者
に
共
通
し
て
い
る
事
は
、
み
な
知
的
好
奇
心
に
溢
れ
、
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」

の
ご
と
く
青
年
の
よ
う
に
若
い
と
い
う
事
で
す
。
人
生
を
形
作
る
基
本
的
な
「
も
の
の

考
え
方
」
が
こ
の
恵
迫
時
代
に
培
わ
れ
た
の
で
す
。
宴
会
中
締
め
の
あ
と
も
同
じ
会
場

で
延
々
と
夜
中
ま
で
話
に
花
が
咲
い
た
の
は
言
、つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
ラ
マ
第
三
章
は
、
配
布
し
た
寮
歌
集
の
お
よ
そ
半
分
の
寮
歌
高
唱
。
こ
の
よ
う
に

し
て
寮
歌
を
歌
う
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
と
い
う

者
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、
腹
の
底
か
ら
大
声
を
出
し
て
思
う
存
分

の
合
唱
に
な
り
ま
し
た
。
曲
に
よ
っ
て
は
、
千
川
浩
治
君
の
尺
八

演
奏
が
付

い
た
り
、

参
加
者
中
唯

一
の
寮
歌
作
曲
者
で
あ
る
西
雪

弘
光
君
の
「
新
し
き
陽
は
」

(昭
和
四
十
年
度
寮
歌
金
子
公
良
君

作
歌
、
西
雪
弘
光
君
作
曲
)
の
独
唱
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
都
ぞ
弥
生
」

一
1
五
番
の
斉
唱
で
は
、

真
ん
中
の
モ
ツ
ラ
の
母

さ
ん
も
万
感
胸
に
つ
ま
り
自
に
ハ
ン
カ
チ
。
こ
れ
で
、
取
り
敢
え

ず
中
締
め
と
思
い
き
や
、
副
代
表
幹
事
の
厚
谷
さ
ん
が
「
サ

1
メ

ョ
、
マ

l
ヨ
イ
ノ
夢
醒
メ

ヨ
。
ソ
l
レ
」
と
の
掛
け
声
。
み
な
気

を
取
り
直
し
、
先
輩
の
号
令
に
続
き
ま
し
た
。
グ
ル
グ
ル
廻
る
こ

と
は
避
け
た
の
で
、
頭
の
血
管
が
切
れ
た
り
す
る
者
も
な
く
無
事

終
了
。

恵
迫

「
3
9
4
0
会
」
の
結
成

芝
垣
さ
ん
か
ら
、
こ
の
四
十
周
年
の
集
い
を
契
機
と
し
て
、
今
後
三
十
九
年
入
寮
生

担

当

者

(
三
十
九
年
木
谷
勝
、
佐
藤
忠
昭

四
十
年
飯
塚
健
三
、
鎌
田

哲
成
、
佐
藤
信
雄
、
成
ケ
沢
憲
太
郎
)

二
O
O
八
年

名
古
屋
ま
た
は
関
西

担

当

者

(
三
十
九
年
島
田
俊
夫
、
平
野
修

四
十
年
千
川
浩
治
)

二
O

一O
年

九
州、|

FO 

担
当
者
(
四
十
年
恒
吉
幸

一
、
千
川
浩
治
)

J

今
回
参
加
が
叶
わ
ず
五
十
周
年
の
時
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と

一
返
信
し
て
頂
い
た
方
々
に
と
っ
て
も
、
十
年
を
待
た
ず
に
二
年
後

一
に
参
加
の
機
会
が
で
き
ま
し
た
。
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
も
健
康
に
気

取
一
を
付
け
て
長
生
き
し
て
、

二
年
後
の
東
京
の
集
い
に
是
非
行
き
た

l
-

年
一
い
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
北
海
道
の
仲
間
で
必
ず
連
れ
て

ハU
-

制
一
行
く
と
約
束
し
ま
し
た
。

す
一

影
一

鑓
一

捻
一

こ
の
よ
う
な
形
で
「
入
寮
四
十
周
年
の
集
い
」
を
終
え
る
こ
と

え
一
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
恵
辿
寮
同
窓
会
を
立
ち
上
げ
、

今
日

4
-

仲
一
ま
で
会
を
引

っ
張

っ
て
き
て
頂
い
た
諸
先
輩
方
の
献
身
的
な
努
力

一
の
賜
物
で
す
。
今
回
も
副
代
表
幹
事
の
厚
谷
純
吉
先
輩
と
北
海
道

一
支
部
幹
事
長
の
新
井
三
郎
先
輩
の
快
い
参
加
を
い
た
だ
き
、
集
い

の
中
で
恵
辿
寮
同
窓
会
結
成
の
歴
史
や
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
な

ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
し、

私
た
ち
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
恵
辿
寮
精

神
の
堅
持
と
寮
歌
へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
恵
辿

「
3
9
4
0
会
」
の
活
動
を
温
か
く
見
守
り
、
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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と
四
十
年
入
寮
生
と
で
恵
迫
「
3
9
4
0
会
」
を
結
成
し
、
次
の
五
十
周
年
を
待
た
ず

二
年
ご
と
に
全
国
を
巡
業
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
も
大
い
に
賛
成

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
早
速
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



y、
察
z
A

十
周
年
記
念
の
隼

い
報
告

昭
和
二
十
九
年
度
入
寮
生
は
こ
れ
ま
で
、
三
十
周
年
(
昭
和
五
十
九
年
、
札
幌
)
、

三
十
五
周
年
(
同
六
十
三
年
・
支
拐
湖
)
、
四
十
周
年
(
平
成
六
年
・
札
幌
)
、
四
十
三

周
年
(
同
九
年
、
熱
海
温
泉
)
の
ほ
か
、
平
成
十
三
年
に
も
札
幌
で
二
十
九
・
三
十
年

入
寮
合
同
の
集
い
を
持
ち
、
同
期
の
集
ま
り
も
既
に
五
回
を
数
え
る
。
い
ず
れ
も
「
恵

迫
寮
同
窓
会
」
の
総
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。

五
十
周
年
記
念
の
集
い
は
平
成
十
六
年
六
月
、
在
札
同
期
生
が
中
心
に
な
っ
て
開
催

準
備
に
入
っ
た
。
七
月
、
岡
部
賢
二
君
の
「
呼
び
掛
け
」
が
全
国
の
同
期
生
仲
間
に
発

送
さ
れ
た
。

「
諸
兄
に
は
そ
の
後
い
か
が
お
暮
ら
し
か
。
春
未
だ
浅
い
札
幌
の
駅
頭
に
降
り
立
っ

て
か
ら
早
や
五
十
年
が
経
っ
た
。
腹
を
満
た
す
こ
と
に
懸
命
だ
っ
た
生
活
。
夜
昼
な
い

議
論
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
社
会
へ
の
目
を
聞
き
、
寮
歌
・
う
た
ご

え
な
ど
で
自
然
や
人
の
心
の
あ
り
方
に
心
を
聞
き
、
安
酒
と
パ
カ
騒
ぎ
で
青
春
を
彊
歌

し
た
。
多
様
な
個
性
や
自
己
主
張
の
ぶ
つ
か
り
合
い
も
あ
っ
た
が
、
自
治
の
伝
統
は
厳

然
と
存
在
し
、
友
情
と
信
頼
を
育
み
、
他
を
も
っ
て
替
え
難
た
い
時
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
、
既
に
半
世
紀
、
我
々
自
身
も
変
貌
し
な
が
ら
古
来
稀
な
齢
を

迎
え
る
。
短
時
間
で
も
昔
に
返
り
、
仲
間
内
の
交
流
の
時
間
を
皆
で
楽
し
も
う
で
は
な

い
か
(
一
部
略
)
」
。

* 

昭
和
二
十
九
年
入
寮
生
た
ち
は
九
月
十
九
日
、
中
島
公
園
内
の
札
幌
パ

l
ク
ホ
テ
ル

鈴

木

男
(
昭
和
泊
年
入
寮
)

勝

に
、
全
国
各
地
か
ら
続
々
と
集
ま
っ
た
。
入
寮
か
ら
半
世
紀
、
貧
し
か
っ
た
が
夢
多
き

青
春
時
代
を
、
同
じ
屋
根
の
下
で
起
居
、
エ
ツ
セ
ン
を
共
に
し
て
過
ご
し
た
仲
間
が
顔

を
合
わ
せ
た
。

こ
の
日
、
ホ
テ
ル
内
の
大
ホ
l
ル
で
は
午
後
六
時
半
か
ら
、
恵
迫
寮
同
窓
会
(
中
瀬

篤
信
会
長
、
二
十
六
年
入
寮
)
主
催
の
大
寮
歌
祭
が
聞
か
れ
た
。
道
内
外
か
ら
約
百
二

十
人
が
集
ま
り
、
こ
の
う
ち
我
々
二
十
九
年
入
寮
者
は
十
七
人
で
、
会
場
左
側
座
席
の

二
テ
ー
ブ
ル
を
占
め
た
。
「
都
ぞ
弥
生
」
で
は
全
員
が
起
立
、
応
援
団
O
B
の
板
谷
実
君

(
二
十
一
年
入
寮
)
の
元
気
あ
ふ
れ
る
音
頭
で
一
番
、
二
番
、
三
番
、
四
番
、
五
番
ま
で
を

高
唱
し
た
。
祝
宴
後
の
第
二
部
に
入
っ
て
、
寮
歌
披
露
で
は
二
十
九
年
組
が
最
初
に
登

場
し
、
阿
部
賢
二
君
が
「
我
々
は
今
年
で
入
寮
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

明
治
四
十
四
年
寮
歌
「
藻
岩
の
緑
」
(
松
山
茂
助
作
歌
、
柳
沢
秀
雄
作
曲
)
を
歌
っ
た
。

大
寮
歌
祭
の
ホ
l
ル
と
同
じ
フ
ロ
ア
に
設
け
た
「
五
十
年
記
念
の
集
い
」
の
会
場
で

は
、
す
で
に
村
上
一
良
、
仁
木
良
哉
君
が
受
付
を
し
て
い
た
。
午
後
七
時
過
ぎ
、
寮
歌

祭
の
参
加
者
も
次
々
に
席
を
移
し
、
全
員
が
一
堂
に
会
し
た
。
見
事
な
あ
ご
髭
の
篠
原

猛
君
は
予
科
の
羽
織
袴
姿
で
、
ま
さ
に
長
老
の
風
格
。
ま
た
常
連
の
近
藤
智
雄
君
は
い

つ
も
の
通
り
鉢
巻
き
姿
。
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
し
て
間
も
な
い
大
谷
章
君
は
、
夫
人
同
伴
で

九
州
か
ら
参
加
し
た
。
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
「
お
い
、
元
気
か
い
」
「
久
し
振
り
だ
な

あ
」
の
声
が
起
こ
り
、
笑
顔
で
握
手
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

開
会
の
前
に
、
会
場
担
当
・
岡
村
成
就
君
の
指
示
で
「
恵
迫
寮
入
寮
五
十
周
年
記
念
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の
集
い
」
の
手
作
り
横
幕
を
前
面
に
掲
げ
て
、
全
員
の
記
念
写
真
を
撒
影
、
出
来
上
が

っ
た
写
真
は
当
日
、
閉
会
前
に
各
人
へ
手
渡
さ
れ
た
。
参
加

者
は
次
の
通
り
で
、
計
二
十
七
人
。

[札
幌
市
]
石
川
弘
明
、
岡
部
資
二
、
岡
村
成
就
、
加
藤

法
、
金
子
正
光
、
鶴
岡
寿
松
、
西
井
規
雄
、

三
河
勝
彦
、
村

上

一
良
。〔
石
狩
市
]
仁
木
良
哉
、
羽
賀
正
信
。
[
北
広
島
市
]

鈴
木
勝
男
。
[
室
蘭
市
]
稲
沢
智
明
。
[
登
別
市
]
佐
藤
弘
。

[
東
京
都
]
片
倉
正
晴
、
河
野
明
男
、
樋
口
正
明
。
[埼
玉

県
]
篠
原
猛
、
辻
謙
次
、
西
原
康
一
一
。
[
千
葉
市
]
松
田
博
市
。

[
鎌
倉
市
]
塩
谷
雄
、
山
口
隆
。
[
名
古
屋
市
]
近
藤
智
雄
。

[大
阪
府
]
宮
野
正
行
。
[
福
岡
県
]
大
谷
章
、
外
国
邦
彦

* 

午
後
七
時
半
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、
三
卓
の
席
に
つ
い

て
開
会
。
司
会
の
加
藤
法
君
が
「
同
期
百
九
十
二
名
の
う
ち
、

こ
の
九
月
現
在
で
二
十
七
名
の
寮
友
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
黙
祷
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
全
員
起

立
。
加
藤
君
が
逝
去
者
の
名
前
を

一
人
ず
つ
読
み
上
げ
た
。

「伊
佐
弘
君
、
伊
藤
栄
君
、
江
上
孝
泰
君
、
大
久
保
英
彦

君
、
太
田
礼
之
君
、
奥
村
浩
君
、
尾
関
正
寛
君
、
甲
斐
久
行

君
、
亀
田
元
広
君
、
川
西
徹
君
、
木
村
弘
君
、
児
玉
忠
士
君
、

古
宮
英
明
君
、
小
山
昭

一
君
、
崎
山
用
演
君
、
篠
原
正
夫
君
、

妹
尾
弘
君
、
橘
寛
君
、
中
野
喜
久
美
君
、
中
本
節
朗
君
、
中

山
晋
君
、
鳴
海
孝
祐
君
、
林
孝
輔
君
、
藤
井
洋

一
君
、
藤
岡

慶

一
君、

山
下
雄
平
君
、

山
下
子
朗
君
、
以
上
で
す
」
。

加
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
返
事
が
来
な
い
の
で
、
岡
村
成
就
君
が
電
話
で
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
本
人
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今

一
晩
が
お
通
夜
で
す
:
:
:
」
。
加
藤
君
の
報
告
に
全
員
粛

一
然
、
長
い
黙
梼
を
捧
げ
て
、
亡
き
寮
友
た
ち
の
面
影
、

一
あ
り
し
日
を
偲
び
、
心
か
ら
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
呼
び
掛
け
人
を
代
表
し
て
、
阿
部
賢
二
君

一
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

一

「

遠
路
は
る
ば
る
ご
参
集
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

一
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
日
、
閲
識
社
に
出
席
し
、
久
し
ぶ
り

日
一
に
北
大
構
内
を
訪
れ
ま
し
た
。
呼
び
か
け
案
内
状
は
穏

語
功
一
や
か
な
秋
日
和
を
想
定
し
た
文
面
で
し
た
が
、
十
八
号

2

5
-

斡
位
台
風
に
よ
る
無
残
な
倒
木
の
光
景
に、

一
挙
に
「
洞
爺

川一同
一
丸
台
風
」
の
記
憶
が
蘇
り
ま
し
た
。

-

一

昨
日
一

あ

れ
か
ら
五
十
年
。
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
そ

A
芯

9
一

右
目
白
れ
ぞ
れ
、
ほ
ぽ
七
十
年
の
人
生
を
生
き
抜
い
た
「
風
格
」

1

-

t
q
d
-

澗
年
一
の
あ
る
素
敵
な
容
貌
を
備
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
寮
の
友

引

6
-

「
酌
一
人
に
会
う
と
ホ
ッ
と
し
た
気
持
に
な
り
ま
す
。
ゆ
っ
く

f
り
ご
歓
談
く
だ
さ
い
」

「
乾
杯
」
の
音
頭
は
、
最
も
遠
い
福
岡
県
太
宰
府
市

一
か
ら
駆
け
付
け
た
常
連
、
外
国
邦
彦
君
に
お
願
い
し
た
。

一
酒
が
入
り
、
会
場
の
雰
囲
気
は
く
つ
ろ
ぎ
、
次
第
に
盛

一
り
上
が
っ
た
。

*
 

近
況
報
告
を
兼
ね
て
、

全
員
に
ひ
と
こ
と
ず
っ
話
L

i
l
--L

て
貰
う
こ
と
に
な

っ
た
。

懐
し
い
寮
の
思
い
出
、
近
況
報
告
、
そ
の
他
何
で
も
。
順
番
に
マ
イ
ク
を
握
つ
て
の

加
藤
君
は
、
太
田
礼
之

(よ
し
ゆ
き
)
君
に
つ
い
て
付
け

加
え
た
。
彼
は
同
期
会
の
常
連
で
、

三
年
前
の
二
十
九
、

三
十
年
合
同
同
期
会
に
も
参
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ス
ピ
ー
チ
は
、
予
定
さ
れ
た
て

二
分
間
で
は
と
て
も
足
り
ず
、
次
第
に
長
く
な
っ
て

い
っ
た
。
同
期
生
の
話
に
笑
い
が
起
こ
り
、
昔
を
思
っ
て
し
ん
み
り
、
野
次
が
飛
び
、

拍
手
が
送
ら
れ
た
。
そ
の

一
端
を
紹
介
す
る
と
:
。

「
五
十
年
前
、

リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
っ
て
札
幌
に
来
た
」
「
暮
ら
し
は
低
く
、
思
い
は

高
か
っ

た
」
「
思
い
出
す
の
は
昭
和
二
十
九
年
九
月
、
洞
爺
丸
台
風
の
夜
。
農
場
へ
ア

タ
ッ
ク
に
出
か
け
た
が
、
守
衛
の
姿
が
農
場
に
全
然
見
え
な
い
。
リ
ヤ
カ
ー
に
カ
ボ
チ

ャ
を
い
っ
ぱ
い
積
み
、
寮
に
帰
っ
て
食
べ
た
」
「
食
事
を
知
ら
せ
る
鐘
が
鳴
る
と
食
堂

へ
走
っ
た
。
洗
面
器
で
、
醤
油
を
か
け
て
食
べ
た
米
飯
は
お

し
か
っ
た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
」
「
北
大
の
自
然
環
境
が

実
に
良
く
恵
ま
れ
た
」
「
昔
、
夜
な
夜
な
ス
ト
ー
ム
に
出
没

し
て
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
た
」
。

そ
し
て
今

。
「
短
大
で
女
子
学
生
に
教
え
て
い
る
」
者

も
い
る
が
、
大
半
は
仕
事
か
ら
自
由
の
日
々
。
「
水
泳
、
太

極
拳
、
ゴ
ル
フ
」
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
死
ぬ
ま
で
働
き

た
い
と
、
今
は
酒
を
飲
ま
ず
、
夜
八
時
以
降
は
食
べ
ず
、
毎

日

一
万
五
千
歩
を
歩
い
て
い
る
」
「
旅
、
囲
碁
、
文
学
の
一一一

つ
で
忙
し
い
」
「
脳
梗
塞
と
な
っ
た
が
、
皆
の
元
気
な
顔
を

見
た
い
と
出
て
来
た
。
人
生
五
十
年
、
夢
幻
の
ご
と
く
な
り
」

「
社
会
へ

出
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
た
が
、
恵
辿
寮
の
経

験
は
人
生
の
要
所
、
要
所
で
役
に
立

っ
て
い
る
。
皆
の
元
気

を
貰
っ
て
帰
る
」
「
同
室
だ
っ
た
亡
友
の
代
わ
り
に
元
気
で
、
生
き
て
ゆ
き
た
い
」
。

そ
し
て
、
再
会
を
期
待
す
る
声
も
多
か
っ
た
。
「
五
十
周
年
の
集
い
に
来
て
良
か
っ

た
。
十
年
後
に
ま
た
会
い
た
い
」
「
頭
も
体
に
も
ボ
ケ
が
出
て
き
た
が
、
六
十
周
年
に

は
元
気
で
出
た
い
」
。

ま
た
塩
谷
雄
君

(鎌
倉
市
)
は
席
を
借
り
て
、
持
参
し
た
古
希
兼
叙
勲

(勲
二
等
瑞

宝
章
)
記
念
出
版
の
「
小
作
官
・
横
山
芳
介
の
足
跡
」
(
北
大
図
書
刊
行
会
)
五
部
、

記
念
講
演
録
十
五
部
を
寄
贈
、
「
叙
勲
も
皆
さ
ん
の
お
陰
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。

* 

ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
っ
た
。
今
回
は
大
寮
歌
祭
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
開
会
時
間
が
遅

く
ず
れ
込
み
、
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
六
年
間
寮
記
念
の
寮
歌
「
別
離
の
歌
」

(
大
槻
均
作
歌
、
中
村
小
弥
太
作
曲
)
を
歌
っ
た
。

「
・
・
懐
し
き
友
よ
|
、
彼
の
寮
を
思
い
浮
か
べ
て
心
静
か
に
、
別
離
の
歌
を
奏
で

ん
|」
。
篠
原
猛
君
の
発
声
に
続
い
て
、
参
加
者

一
同
は
そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨
を
込
め
な

J

が
ら
声
を
張
り
上
げ
た
。

一
「
高
速

(き
)
を
誇
る
自
治
寮
よ

星
永
遠
に
流
れ
て
は

ル
一
春
秋
こ
こ
に
二
十
六

ji-
-
7
-

駅
付
一
尽
き
ぬ
名
残
の
一決

す

る

今

宵

限

り

の

こ

の

宴

か

な

」

l

j
一

年

ど

も

っ
と
語
り
合
い
、
も
っ
と
寮
歌
も
歌
い
た
い
。
だ
が
、
「
閉
会
」

9

j
一

む
岬
一
の
時
聞
が
来
た
。
最
後
は
、
河
野
明
男
君
の
「
乾
杯
」
で
締
め
く
く

す
2

一

笑
日
一
り
、
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
五
十
周
年
記
念
の
集
い
は
閉
会
し
た
。

主
釦
一

記
則
一

話
し
尽
く
せ
な
い
思
い
は
強
く
、

二
次
会
を
ホ
テ
ル
内
の
パ

l
に

A
M
h
，
 

W
一恥
一
移
し
て
、
さ
ら
に
午
後
十

一
時
ま
で
歓
談
が
続
け
ら
れ
た
。

-
乞
ハ
口

一

なん即
一(「
北
大
恵
迎
寮
入
寮
五
十
周
年
記
念
の
集
い
報
告
」
か
ら
。
文
京

・

平
一

(
一
鈴
木
勝
男
)
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追
記
。
今
回
の
集
い
の
案
内
状
は
、
同
窓
会
名
簿
の
住
所
を
基
に

百
五
十
六
人
へ
郵
送
し
た
。
こ
の
う
ち
、
同
封
葉
書
が
返
送
さ
れ
た
の
は
約
半
数
。
う

ち
「
参
加
す
る
」

二
十
七
人
、
「
参
加
し
な
い
」
が
五
十
二
人
だ
っ
た
。
後
日
、
呼
び

掛
け
文
、
返
信
葉
書
に
添
え
書
き
の
近
況
報
告
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
当
日
の
写
真
、
参
加

者
全
員
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
内
容
、
経
過
事
務
報
告
を
「
北
大
恵
辿
祭
入
寮
五
十
周
年

記
念
の
集
い
報
告
」

(
B
五
判
、
四
十
二
頁
)
に
編
集
。
五
十
周
年
記
念
資
料
と
し

て
、
返
信
葉
書
を
寄
せ
ら
れ
た
全
員
に
送
っ
た
。



わが寮と青春¥

我
々
が
入
寮
し
た
昭
和
十
六
年
の
十
二
月
に
開
戦

と
な
り
、
戦
時
下
の
厳
し
い
時
代
と
な
っ
た
。
食
糧

は
配
給
制
と
な
り
、
何
事
に
つ
け
て
も
「
欲
し
が
り

ま
せ
ん
、
勝
つ
ま
で
は
」
と
耐
乏
の
生
活
が
国
民
全

体
に
要
求
さ
れ
た
。

恵
迫
寮
は
自
治
寮
で
あ
る
。
寮
生
を
飢
え
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
委
員
と
な
り
、
寮
を
運
営
す

る
上
級
生
の
責
任
で
あ
る
。
し
か
し
寮
の
運
営
委
員

で
も
炊
務
部
(
当
時
既
に
学
校
当
局
の
命
に
よ
り
生

活
部
と
改
名
さ
れ
て
い
た
。
)
の
委
員
と
な
る
者
は

大
変
多
忙
と
な
る
た
め
、
忌
避
さ
れ
て
、
他
の
文
化

部
等
に
比
べ
志
望
者
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
生
活
部
の
委
員
と
な
っ
た
我
々
九
名
は
全
員

が
寮
生
の
た
め
に
一
肌
脱
ぐ
こ
と
を
覚
惜
し
、
更
に

勉
強
の
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
引
き

受
け
た
。

三
O
O名
の
寮
生
の
賄
い
に
は
約
十
名
の
賄
い
夫

(
婦
)
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
戦
時
下
、
求
人
は

極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
毎
日
委
員
が
道

立
女
子
医
専
(
現
在
の
札
幌
医
大
)
の
近
く
ま
で
職

業
紹
介
所
を
訪
れ
、
地
方
か
ら
札
幌
へ
出
て
来
る
求

職
者
を
探
し
た
。
そ
し
て
い
ざ
就
職
希
望
者
が
決
ま

る
と
今
度
は
新
居
探
し
に
北
十
八
条
周
辺
の
め
ぼ
し

い
家
を
廻
っ
た
。
当
時
寮
の
食
堂
附
属
の
家
屋
は
二

家
族
分
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
我
々
委
員
は
職

員
の
下
宿
探
し
ま
で
苦
労
し
た
わ
け
で
あ
る
。

料
理
長
は
長
年
勤
務
し
た
ベ
テ
ラ
ン
で
、
極
め
て

誠
実
で
絶
対
に
信
頼
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

料
理
長
が
出
す
一
週
間
分
の
献
立
に
従
っ
て
出
入

り
商
店
に
電
話
で
注
文
し
た
。
し
か
し
既
に
食
糧
は

配
給
の
時
代
、
隔
日
に
我
々
は
十
八
条
の
米
屋
ま
で

六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
米
俵
を
六
俵
運
ぶ
仕
事
が
あ

り
、
競
っ
て
米
俵
を
担
い
だ
。
ま
た
毎
朝
近
く
の
第

二
農
場
ま
で
牛
乳
を
大
き
な
缶
に
入
れ
て
運
び
、
寮

生
の
朝
の
食
卓
に
供
し
、
残
り
は
寮
内
の
売
庖
で
販

売
し
た
。
そ
の
他
に
配
給
食
品
を
引
き
取
り
に
遠
く

は
豊
平
川
を
越
え
て
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
冬
は
橋
を

引
い
て
歩
い
て
行
っ
た
。

炊
夫
(
婦
)
の
足
り
な
い
手
助
け
の
た
め
、
我
々

塩

敬

田

司
(
昭
和
団
年
入
寮
)

委
員
は
毎
晩
翌
日
の
料
理
の
準
備
を
手
伝
い
、
馬
鈴

薯
の
皮
む
き
と
か
米
研
ぎ
等
を
手
伝
っ
た
。
特
に
晩

餐
会
の
た
め
ピ

l
ル
や
砂
糖
、
パ
タ

l
等
、
当
時
の

配
給
品
を
用
意
し
て
貯
め
て
お
く
こ
と
も
務
め
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
折
角
大
学
総
長
や
予
科
長
を
招
く
の

に
貧
弱
な
料
理
で
は
恥
ず
か
し
い
か
ら
一
生
懸
命
努

力
し
て
集
め
た
。
ま
た
前
の
晩
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
作
る

の
に
配
給
の
榔
子
油
を
利
用
し
卵
黄
を
混
ぜ
、
我
々

が
交
代
で
か
き
ま
わ
し
た
。

寮
費
の
徴
収
は
寮
の
事
務
室
に
学
内
の
係
員
が
駐

在
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
拓
銀
の
特
別
当
座
預
金
に

振
り
込
ん
だ
。
我
々
の
中
、
会
計
担
当
は
月
末
に
出

入
り
商
店
へ
特
別
当
座
預
金
の
小
切
手
を
切
っ
て
支

払
っ
た
。

こ
う
し
た
毎
日
の
忙
し
さ
の
た
め
勉
強
が
お
そ
ろ

か
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
授
業
に
出
て
宿
題

の
答
弁
に
も
寮
担
当
の
教
師
は
ぽ
い
っ
と
我
々
を
抜

い
て
先
へ
指
名
し
た
り
し
て
、
答
え
ら
れ
ず
所
謂
沈

没
す
る
こ
と
も
な
く
ほ
っ
と
し
た
。

毎
日
の
忙
し
さ
の
中
に
も
生
活
部
委
員
九
名
が
全
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員
結
束
し
て
寮
生
の
た
め
仕
事
を
す
る
意
気
込
み
が

あ
り
、
張
り
合
い
が
あ
っ
た
。
一
方
戦
争
は
所
々
で

苦
戦
が
続
き
、
次
第
に
旗
色
が
悪
く
な
り
、
そ
の
た

め
陸
海
軍
は
多
数
の
戦
闘
要
員
を
必
要
と
し
た
。
生

活
部
委
員
長
だ
っ
た
生
出
は
農
学
部
へ
の
進
学
を
中

止
し
て
十
八
年
九
月
に
海
箪
予
備
学
生
と
し
て
入
隊

し
た
。
そ
し
て
小
生
は
そ
の
年
十
月
医
学
部
へ
進
学

す
る
と
聞
も
な
い
月
末
に
近
衛
工
兵
隊
に
入
隊
し
た
。

八
十
年
を
越
え
た
長
い
旅
路
の
今
、
苦
し
き
あ
り

楽
し
さ
あ
り
、
種
々
の
思
い
が
錯
綜
す
る
。
世
俗
を

今
考
え
る
と
応
援
団
ら
し
き
ひ
げ
面
の
入
寮
面
接

委
員
の
前
で
、
つ
い
数
日
前
ま
で
高
校
三
年
生
の
純

真
な
私
が
、
落
語
を
語
る
は
め
に
な
っ
た
。
入
寮
申

込
書
の
趣
味
欄
に
落
語
と
記
載
し
た
為
で
、
当
時
入

寮
合
格
者
は
道
外
者
優
先
の
噂
が
流
れ
て
お
り
、
北

海
道
室
蘭
市
出
身
の
私
と
し
て
は
、
ま
さ
に
芸
は
身

を
助
け
る
心
境
で
、
古
典
落
語
「
時
そ
ぱ
」
の
さ
わ

り
を
語
り
、
か
ろ
う
じ
て
入
寮
と
な
っ
た
。

二
年
間
の
寮
生
活
は
、
主
に
南
寮
で
の
暮
ら
し
が

多
く
、
半
期
毎
の
部
屋
構
成
で
は
、
名
は
忘
れ
て
し

ま
っ
た
が
最
初
は
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
部
屋
で
、
そ
の

後
は
落
語
研
究
会
と
言
う
部
屋
に
所
属
し
て
い
た
よ

う
だ
つ
た
。
入
寮
当
初
落
語
研
究
会
の
部
屋
を
創
設

す
る
た
め
に
、
寮
の
各
便
所
の
ト
イ
レ
の
丁
度
金
隠

し
の
上
あ
た
り
の
壁
に
「
人
生
は
笑
い
だ
。
落
語
研

究
会
の
旗
揚
げ
を
。
芝
垣
」
と
黒
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い

た
紙
を
貼
り
付
け
た
が
応
募
者
は
無
か
っ
た
。

そ
の
後
島
田
俊
夫
君
と
出
会
い
、
寮
祭
で
は
、
同

君
や
私
の
落
語
と
後
輩
の
高
彰
君
の
ギ
タ
l
漫
談
で

寄
席
を
聞
き
、
や
が
て
そ
の
後
島
田
君
の
努
力
で
北

大
落
語
研
究
会
が
正
式
に
学
内
に
発
足
し
現
在
も
存

続
し
て
い
る
。

私
は
二
年
の
寮
生
活
を
終
え
て
寮
を
退
去
し
た

が
、
退
去
の
日
深
夜
南
寮
の
廊
下
の
壁
に
、
黒
々
と

無
視
し
て
理
想
の
世
界
に
住
み
、
哲
学
、
美
術
、
文

学
や
音
楽
な
ど
実
利
を
超
え
た
永
遠
の
価
値
を
求

め
、
互
い
に
苦
楽
を
共
に
し
、
夢
を
求
め
詩
の
中
に

生
き
、
良
き
先
輩
、
同
輩
、
後
輩
と
恵
ま
れ
た
恵
迫

寮
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
心
か
ら
誼
歌
し
た
い
。

芝

美

男
(
昭
和
泊
年
入
寮
)

垣

墨
で
次
の
よ
う
に
大
書
き
し
た
。

「
今
宵
寮
を
去
る
に
涙
に
く
れ
な
ん
。
明
日
は
人
生

の
旅
な
れ
ば
。

昭
和
四
十
一
年
二
月
二
十
八
日
悪
徳
弁
護
士
芝
垣
美

男」
私
は
寮
を
退
去
後
、
寮
か
ら
五
分
程
の
タ
バ
コ
屋

の
裏
の
六
畳
一
聞
の
安
ア
パ
ー
ト
の
屋
根
裏
部
屋
に

引
越
し
、
風
呂
は
寮
の
風
呂
に
入
り
、
床
屋
に
も
行

か
ず
風
呂
で
か
み
そ
り
で
頭
の
毛
を
切
り
、
年
中
長

靴
を
履
き
、
朝
、
昼
、
晩
の
三
食
は
ク
ラ
l
ク
会
館
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望書生に固まれたモツラの母さん

(佐竹正治さん撮影)

の
学
生
食
堂
で
食
べ

、
た
だ
ひ
た
す
ら
図
書
館
で
十

一
時
間
司
法
試
験
め
勉
強
を
約
三
年
間
続
け
た
。

寮
生
活
時
代
は
、
亭
北
軒
こ
と
モ
ツ
ラ
ー
メ
ン
の

屈
に
通
っ
た
の
は
多
く
の
寮
生
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
私
が
モ
ツ
ラ
ー
メ
ン
の
経
営
者
鈴
木
ト
ク

さ
ん
に
生
涯
の
恩
を
受
け
る
の
は
、
実
は
む
し
ろ
寮

を
退
去
し
て
か
ら
で
あ
る
。
前
期
の
よ
う
に
、
昭
和

四
十

一
年
三
月
か
ら
、
私
は
朝
八
時
に
屋
根
裏
部
屋

を
出
発
、
中
央
ロ
l
ン
を
歩
い
て
ク
ラ
館
に
行
き
朝

食
を
食
べ
、

九
時
か
ら
図
書
館
で
机
に
向
か
い
、

十

二
時
ク
ラ
館
で
昼
食
を
食
べ
、

一
時
か
ら
図
書
館
で

机
に
向
か
い
、
六
時
ク
ラ
館
で
夕
食
を
食
べ
、
六
時

半
か
ら
図
書
館
で
机
に
向
か
い
、
八
時
閉
館
に
よ
り

図
書
館
を
出
発
、
八
時
半
モ
ツ
ラ
ー
メ
ン
屋
に
立
ち

寄
り
、
モ
ツ
ラ
ー
メ

ン

杯

と

一
合
の
酒
を
飲
み
、

九
時
半
屋
根
裏
部
屋
に
戻
り
、
十

一
時
ま
で
机
に
向

か
い
十

一
時
半
頃
万
年
床
に
潜
り
込
む
、
こ
ん
な
生

活
を
司
法
試
験
合
格
の
昭
和
四
十
三
年
九
月
ま
で
続

ナ
た
。

こ
の
間
毎
日
八
時
半
過
ぎ
に
、
モ
ツ
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
る
の
が
当
時
の
私
の
最
高
の
賛
沢
で
あ
り
、
最

高
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
の
境
遇
を
知
っ

た
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
が
、
そ
の
都
度
弱
気
に
な
る
私

を
励
ま
し
、
こ
の
三
年
間
の
苦
闘
を
無
事
乗
り
切
れ

た
の
は
ま
さ
に
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
の
お
陰
で
あ
る
。

司
法
試
験
合
格
を
知
ら
せ
た
日
、
モ
ツ
ラ
の
母
さ

ん
は
「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
と
言
い
な
が
ら

一
升
瓶

を
私
に
渡
し
た
。
そ
の
後
私
が
室
欄
で
法
律
事
務
所

を
開
設
し
た
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ
母
さ
ん
は
お
祝
い
の

電
話
を
下
さ
り
、
私
も
母
さ
ん
の
次
女
の
豊
平
館
で

の
結
婚
式
に
は
出
席
す
る
な
ど
、
年
賀
状
を
毎
年
交

換
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
交
流
は
続
い
て
い
る
。

私
は
同
じ
法
学
部
の
同
級
生
と
結
婚
し
、

三
人
の

娘
を
授
か
り
、
寮
歌
か
ら
「
さ
や
香
」
「
は
な
乃
」

「
な
の
香
」
と
名
づ
け
、
三
人
の
孫
(
い
ず
れ
も
女

の
子
)
も
授
か
っ
た
。
私
は
来
年
還
暦
を
迎
え
る
が
、

私
の
人
生
で
北
大
そ
し
て
恵
迫
寮
の
存
在
な
く
し
て

今
の
私
は
な
い
。
私
の
人
生
で
、
寮
で
食
べ
た
朝
食

の
、
ド
ン
ブ
リ

一
杯
の
麦
飯
と
マ

ー
ガ
リ
ン

一
片、

た
く
わ
ん

二
切
れ
、
い
も
の
み
そ
汁
と
そ
し
て
モ
ツ

ラ
の
母
さ
ん
の
作
る
モ
ツ
ラ
ー
メ
ン
は
、
今
で
も
こ

の
お
い
し
さ
に
勝
る
食
べ
物
を
、
私
は
知
ら
な
い
。

こ
の
度
の
入
寮
四
十
周
年
の
集
い
に
出
席
し
た
モ

ツ
ラ
の
母
さ
ん
は
、
苓
北
軒
を
閉
庖
し
て

二
十
年
、

今
年
八
十

一
歳
、
現
在
小
鱒
市
銭
函
で
長
女
礼
子
さ

ん
と
お
孫
さ
ん
ら
と
暮
ら
し
て
い
る
。
集
い
の
最
後

に
参
加
者
全
員
が
旬
さ
ん
を
真
中
に
し
て
肩
を
組
み

な
が
ら
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
い
だ
し
た
時
、
母
さ
ん

は
毎
晩
酔
っ
た
学
生
が
一
屑
を
組
み
な
が
ら
こ
の
歌
を

歌
っ
て
い
た
当
時
が
魁
り
鳥
肌
が
立
っ
た
と、

帰
り

の
車
中
で
私
に
話
し
て
い
た
。
そ
し
て
長
生
き
し
て

良
か
っ
た
と
何
度
も
肱
い
た
。
当
時
の
ラ
ー
メ
ン

一

杯
の
値
段
は
、

三
十
五
円

・
四
十
円

・
四
十
五
円

・

五
十
円
と
寮
生
に
よ
っ
て
記
憶
が
様
々
で
、
母
さ
ん

も
相
手
に
よ
っ
て
値
段
を
変
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

か
つ
て

N
H
K
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

「
新
日

本
紀
行

・
恵
辿
寮
」
で
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
思
い
出
話
を

一
つ
聞
か
せ
て
と
の

N
H

K
の
記
者
の
問
い
か
け
に
「
貧
し
い
学
生
さ
ん
が
う

ち
の
ラ
ー
メ
ン
食
べ
な
が
ら
勉
強
し
て
、
今
は
弁
護

士
を
し
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
固
さ
ん
の
言
葉
を
テ

レ
ビ
で
聞
い
た
私
は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

私
が
弁
護
士
に
な
っ
た
昭
和
田
十
六
年
に
、
当
時

五
十
三
歳
で
私
の
母
が
死
ん
で
い
る
の
で
、
モ
ツ
ラ

の
閉
さ
ん
が
私
の
母
と
い
つ
も
女
房
と
話
し
て
い

る
。二

年
後
東
京
四
年
後
関
西
の
我
ら
の
集
い
に
も
、

私
が
必
ず
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
を
連
れ
て
行
き
ま
す
。
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私
が
現
恵
迫
寮
に
入
寮
し
た
の
は
、
平
成
八
年
、

女
子
が
恵
迫
寮
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
二
回
目

の
春
の
こ
と
で
し
た
。
恵
迫
寮
に
入
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
と
い
う
も
の
が
特
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く

て
、
大
学
か
ら
届
い
た
入
学
資
料
の
中
に
入
寮
案
内

が
入
っ
て
お
り
、
寮
を
希
望
す
る
女
子
学
生
は
恵
迫

寮
と
霜
星
寮
に
第
一
希
望
、
第
二
希
望
を
つ
け
る
か
、

霜
星
寮
の
み
に
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
、
と
あ
っ
た

の
で
、
霜
星
寮
を
第
一
、
恵
迫
寮
を
第
二
と
し
て
返

送
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
恵
迫
寮
か
ら
電
話
が
来
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

た
だ
、
一
番
最
初
の
女
子
の
恵
迫
寮
入
寮
の
際
に

は
大
変
な
経
緯
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
私
が
入
寮
す
る

前
に
、
北
大
生
の
男
女
比
に
比
べ
て
女
子
寮
の
キ
ヤ

パ
が
小
さ
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
霜
星
寮
生
が
女
子

寮
増
設
を
大
学
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
恵
迫
寮
に

空
き
が
あ
る
と
言
う
理
由
で
却
下
さ
れ
、
そ
れ
な
ら

ば
恵
迫
寮
に
女
子
が
入
れ
る
よ
う
に
道
筋
を
つ
け
よ

う
と
い
う
こ
と
で
霜
星
寮
生
七
名
が
恵
迫
寮
に
途
中

入
寮
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
な
ん
と
も

す
ご
い
女
子
寮
生
た
ち
は
、
私
が
入
っ
た
と
き
に
は

実
際
に
三
年
目
と
し
て
恵
迫
寮
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
私
の
同
期
入
寮
の
女
子
寮
生
は
二
十
人
く
ら
い

で
し
た
が
、
半
分
ほ
ど
女
子
寮
生
が
男
子
寮
生
と
混

合
の
部
屋
に
入
り
、
上
の
年
目
は
二
年
目
、
一
二
年
目

合
計
し
て
十
五
人
く
ら
い
で
し
た
の
で
当
時
の
女
子

寮
生
は
全
部
で
三
十
五
人
く
ら
い
、
そ
れ
に
対
し
て

男
子
寮
生
は
三
五

O
人
程
で
し
た
の
で
、
約
十
分
の

一
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
寮
し
た
日
の
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
玄
関
ら
し
き
と
こ
ろ
か
ら
中
に
入
る
と
丹
前
の

よ
う
な
も
の
を
着
た
男
子
寮
生
に
、
こ
こ
は
土
足
禁

止
だ
か
ら
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
、
と
注
意
さ
れ
な
が

ら
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
、
な
ぜ
か
畳
の
小
上
が
り

が
あ
る
「
事
務
室
」
に
通
し
て
も
ら
う
と
、
そ
の
丹

前
の
人
が
事
務
室
内
の
マ
イ
ク
を
手
に
と
っ
て
「
た

だ
い
ま
新
入
寮
生
の

O
Oさ
ん
が
来
寮
し
ま
し
た

1
、
取
り
た
い
部
屋
は
事
務
室
ま
で
」
と
い
う
よ
う

な
放
送
を
か
け
、
ほ
ど
な
く
女
子
寮
生
が
二
人
先
を

争
う
よ
う
に
事
務
室
に
走
っ
て
き
て
、
二
人
は
私
に

測

上

玲

子
(
平
成
8
年
入
寮
)

向
か
っ
て
自
分
の
“
部
屋
"
に
入
る
よ
う
説
得
し
始

め
、
見
て
か
ら
決
め
て
い
い
で
す
か
?
と
聞
く
と

「
今
決
め
な
い
と
だ
め
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

と
、
若
干
早
め
に
来
て
く
れ
た
人
の
“
部
屋
"
に
行

く
こ
と
に
し
て
、
私
の
恵
迫
寮
で
の
四
年
間
は
始
ま

っ
た
の
で
し
た
:
:
:

恵
迫
寮
で
い
う
“
部
屋
"
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
室
で
は
な
く
、
居
間
や
台
所
を
共
有
す
る
一

フ
ロ
ア
二
十
個
室
な
い
し
片
方
一
ブ
ロ
ッ
ク
十
個
室

で
構
成
さ
れ
る
共
同
生
活
の
単
位
を
言
い
ま
す
。
私

が
一
番
最
初
に
入
っ
た
部
屋
は
、
女
子
寮
生
が
二
人

に
男
子
寮
生
が
五
人
の
部
屋
で
、
新
入
寮
生
は
そ
こ

に
私
と
も
う
一
人
の
女
子
寮
生
と
男
子
寮
生
三
人
が

入
り
ま
し
た
。
男
女
が
同
じ
“
部
屋
"
に
住
む
と
い

っ
て
も
、
寝
る
部
屋
は
も
ち
ろ
ん
別
に
な
っ
て
お
り
、

“
居
部
屋
"
と
言
う
個
室
の
聞
の
壁
を
ぶ
ち
抜
い
て

広
く
し
た
茶
の
間
の
よ
う
な
場
所
と
“
捕
談
"
と
い

う
台
所
を
共
有
し
て
生
活
を
す
る
の
で
す
。
最
初
に

部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
に
は
ま
る
で
見
た
こ

と
も
な
い
よ
う
な
光
景
で
、
廊
下
や
居
部
屋
に
は
畳
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が
敷
か
れ
て
お
り
、
壁
に
は
一
面
に
落
書
き
や
“
人

拓
"
、
台
所
に
は
何
日
も
洗
っ
て
い
な
い
よ
う
な
鍋

が
転
が
っ
て
い
て
:
・
、
で
も
不
思
議
と
最
初
か
ら
あ

ま
り
不
安
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
い
う
の
は
、

先
に
暮
ら
し
て
い
た
女
子
寮
生
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、

男
子
寮
生
も
女
子
寮
生
だ
か
ら
と
特
別
扱
い
し
て
い

る
よ
う
で
も
な
く
、
こ
ん
な
暮
ら
し
方
が
当
然
で
あ

る
か
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
女

子
寮
生
も
男
子
寮
生
と
同
じ
恵
迫
寮
自
治
会
員
と
し

て
、
選
挙
は
も
ち
ろ
ん
、
代
議
員
会
、
行
事
な
ど
の

自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
権
利
が
男
子
寮
生
と
同
じ

ょ
う
に
あ
り
ま
し
た
。

他
の
部
屋
で
は
、
毎
日
カ
レ

l
し
か
食
べ
な
い

「
カ
レ

l
部
屋
」
と
か
、
そ
の
名
の
通
り
「
麻
雀
部

屋
」
「
寮
歌
部
屋
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
部
屋
員

は
そ
の
部
屋
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
達
成
に
向
け
て
、
次

の
部
屋
代
え
ま
で
の
半
年
間
、
そ
の
部
屋
員
と
毎
日

朝
ま
で
飲
ん
だ
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、
あ
る
時
は

険
悪
に
な
っ
た
り
、
た
ま
に
他
の
部
屋
に
麻
雀
し
に

行
っ
た
り
、
今
か
ら
思
う
と
ま
る
で
長
い
夢
を
見
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
男
子
寮
生
と
一
緒
に

寮
生
活
を
し
て
み
て
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

か
つ
て
、
シ
ベ
リ
ア
街
道
と
呼
ば
れ
た
渡
り
廊
下
、

そ
れ
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
、
高
さ
を
も
た
な
い
木
造

校
舎
の
連
な
り
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
予

科
の
校
舎
と
し
て
、
そ
し
て
、
新
制
に
な
っ
て
か
ら
は

文
化
系
の
講
義
棟
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
日
は
、
事
故
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
が
、

シ
ヨ
ン
を
左
右
す
る
の
は
性
別
よ
り
も
最
終
的
に

「
思
い
」
と
か
「
考
え
」
の
持
ち
様
だ
な
と
つ
く
づ

く
思
い
ま
し
た
。
恵
迫
寮
の
最
高
の
美
点
は
、
性
別

に
と
ら
わ
れ
ず
何
百
人
も
の
「
思
い
」
「
考
え
」
の

持
ち
主
に
と
交
流
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
私
が
個
人
的
に
何
よ
り
良
か
っ
た
と
思
え
る
こ

と
は
、
外
か
ら
帰
っ
て
き
て
「
た
だ
い
ま
l
」
と
言

う
と
必
ず
だ
れ
か
が
「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
だ
っ
た
か
な
!
と
思
い
ま
す
。

石

義

典
(
昭
和
却
年
入
寮
)

ネナ

予
習
が
充
分
出
来
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
遅
刻
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
、
き
だ
か
な
記
憶
は
た
ど
れ
な
い

が
、
十
分
ぐ
ら
い
遅
刻
し
て
、
そ
の
木
造
教
室
の
一
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室
の
扉
を
静
か
に
、
ゆ
っ
く
り
と
、
講
読
を
す
る
声

を
期
待
し
て
押
し
あ
け
た
。
期
待
し
て
い
た
講
読
の

声
は
な
く
、
教
室
に
た
だ
一
人
、
教
壇
近
く
の
学
生

机
に
座
る
、
そ
の
講
義
の
、
若
く
は
な
い
、
担
任
教

官
の
静
か
な
視
線
を
、
つ
け
た
。

「
待
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
来
て
く
だ
さ
い
よ
」

と
、
そ
の
教
官
は
一
言
、
ぽ
つ
り
と
も
ら
す
と
、
教

壇
の
席
に
つ
き
、
私
は
は
に
か
み
の
お
詫
ぴ
を
の
べ
、

す
ぐ
テ
キ
ス
ト
を
聞
い
て
、
講
読
に
取
り
か
か
っ
た

よ
う
に
記
憶
す
る
。
独
文
科
以
外
の
学
生
を
対
象
と

し
た
独
文
講
読
の
、
そ
の
講
義
の
選
択
者
は
卒
業
し

た
女
子
の
聴
講
生
が
一
名
い
た
が
、
一
回
き
り
で
消

え
て
し
ま
い
、
英
文
学
専
攻
の
女
子
学
生
一
名
と
私

の
二
名
だ
け
の
受
講
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
エ
ツ

カ
マ
ン
「
ゲ
1
テ
と
の
対
話
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
日

は
九
十
分
授
業
の
ほ
ほ
終
わ
り
近
く
ま
で
、
っ
か
え

っ
か
え
、
つ
ま
づ
き
な
が
ら
の
、
私
一
人
の
講
読
で
、

終
わ
り
近
く
に
、
も
う
一
人
の
女
子
学
生
が
現
れ
た
。

留
学
の
手
続
き
の
た
め
、
専
修
担
任
の
教
官
と
の
面

談
が
長
引
い
た
結
果
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
一

回
無
断
欠
席
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
、
そ

の
時
は
そ
の
女
子
学
生
か
ら
「
石
村
さ
ん
、
こ
の
前

は
私
一
人
で
や
っ
た
の
よ
。
」
と
の
言
葉
を
う
け
た

こ
と
を
反
制
御
す
る
。
講
義
の
終
了
す
る
三
月
の
初
め
、

そ
の
女
子
学
生
と
と
も
に
、
そ
の
教
官
宅
に
招
か
れ
、

ご
馳
走
に
な
り
、
私
は
寮
の
食
生
活
に
お
い
て
、
よ

り
遠
き
に
あ
る
「
ト
ン
カ
ツ
」
を
腹
に
詰
め
込
ん
だ

の
を
記
憶
し
て
い
る
。

私
一
人
が
正
規
の
受
講
生
で
あ
る
講
義
を
経
験
し

た
の
は
次
の
年
度
、
「
露
文
講
読
」
で
、
露
文
科
専

修
学
生
以
外
を
対
象
と
す
る
講
義
で
、
聴
講
生
と
し

て
、
露
文
科
専
修
の
女
子
学
生
二
名
が
い
て
、
計
一
一
一

名
で
あ
っ
た
が
、
私
が
教
育
実
習
で
欠
席
し
た
と
き

な
ど
は
、
前
も
っ
て
、
教
官
の
ポ
ス
ト
へ
私
の
欠
席

す
る
こ
と
の
許
可
願
い
の
連
絡
の
手
紙
を
投
入
し

た
。
私
の
欠
席
に
よ
り
、
正
規
の
受
講
生
が
い
な
い

の
で
、
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
す
、
休
講
に
な

っ
た
よ
う
で
、
次
回
出
席
し
た
時
に
、
女
子
聴
講
生

か
ら
教
え
ら
れ
た
り
し
た
。

私
と
同
年
齢
の
、
露
文
講
読
の
そ
の
教
官
が
「
山

本
」
姓
か
ら
川
端
家
に
入
り
、
「
川
端
」
姓
に
な
っ

た
の
は
私
の
在
学
中
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
か
ら

四
O
年
近
く
、
そ
の
間
幾
回
か
の

N
H
K
ラ
ジ
オ
講

座
で
、
そ
の
教
官
の
声
を
聴
く
こ
と
を
持
っ
た
。
な

つ
か
し
さ
よ
り
も
、
講
義
に
対
し
、
私
の
熱
心
で
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
の
気
持
ち
の
ほ
う
が
先
行
す

る
思
い
で
ラ
ジ
オ
講
座
を
聴
講
す
る
。

私
も
古
稀
は
す
で
に
過
ぎ
、
か
の
開

n
W
2
5
2ロ

の
教
官
も
私
よ
り
十
歳
以
上
年
長
、
大
声
を
出
せ
ば
、

と
ど
く
距
離
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
三
十
年
を
持

ザつ。

壁
に
残
せ
し
言
の
葉
の

い
つ
か
消
ゆ
と
も
嘆
く
ま
じ

互
(
か
た
み
)
に
き
ざ
む
心
の
言
葉

消
す
す
べ
な
き
を
人
知
る
や
否
や

歳
が
明
け
、
私
た
ち
二
人
を
迎
え
い
れ
て
く
れ
た
、

か
の
元
教
官
は
部
屋
の
隅
に
用
意
し
て
あ
っ
た
ピ
ア

ニ
カ
に
向
か
い
、
音
階
を
確
か
め
な
が
ら
、
押
さ
え

た
、
想
い
を
こ
め
て
、
自
己
の
作
曲
に
よ
る
「
壁
に

残
せ
し
言
の
葉
:
・
」
を
独
唱
し
て
く
れ
た
。
機
会
を

見
て
、
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
懇
請
し
て
お

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
人
に
と
っ
て
、
こ
の
寮
歌
を

歌
う
こ
と
は
、
か
つ
て
の
東
都
の
誇
り
高
い
、
旧
制

高
校
の
寮
、
そ
の
南
三
十
号
室
、
つ
い
で
北
三
十
号

室
で
の
、
太
平
洋
戦
争
末
期
、
二
年
余
の
生
活
空
間

を
と
も
に
し
、
繰
り
上
げ
卒
業
、
学
徒
出
陣
し
て
い

っ
た
五
人
の
友
人
た
ち
の
共
有
す
る
、
秘
め
た
凝
縮

し
た
時
間
・
空
間
の
懐
い
に
浸
る
一
時
で
も
あ
る
。

白
雲
た
な
び
く
丘
の
上

柏
の
蔭
に
う
ち
集
い

学
ぶ
一
千
剛
健
の
士
が

努
む
る
心
を
人
知
る
や
否
や

一
夜
に
し
て
、
か
の
人
が
ベ
ッ
ド
の
な
か
で
作
詩

作
曲
し
、
翌
朝
同
室
の
友
人
に
披
露
し
た
と
こ
ろ
、

同
室
の
友
人
た
ち
は
、
こ
れ
を
共
に
歌
い
、
か
の
人

の
本
歌
の
「
人
知
る
や
否
や
」
を
リ
フ
レ
イ
ン
し
て
、

各
自
一
つ
づ
っ
五
番
ま
で
作
詞
し
、
「
商
三
十
」
の

部
屋
の
寮
歌
と
し
て
歌
い
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ

と
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
帰
室
し
た
、
満
面
の
笑
み
の
友

人
に
「
人
知
る
や
い
な
や
、
い
な
や
:
・
」
の
歌
声
の

な
か
に
、
か
の
人
は
、
そ
の
友
人
に
首
に
抱
き
つ
か

れ
る
よ
う
な
こ
と
も
幾
度
か
あ
っ
た
り
し
、
友
人
た

ち
の
な
か
に
生
き
続
け
、
と
く
に
「
壁
に
残
せ
し
言

/わが寮と青春|
101 



わが寮と青春¥

の
葉
・
:
」
は
感
情
の
起
伏
の
あ
る
と
き
、
友
人
を
追

憶
す
る
と
き
に
口
ず
さ
み
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
知
る
。

あ
の
時
、
ど
ん
な
想
い
、
ど
ん
な
見
通
し
を
持
っ

て
、
こ
の
世
に
自
己
を
置
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
思
考
を
停
止
し
、
た
だ
、
時
間
の
流
れ
の

そ
と
に
身
を
置
き
、
そ
れ
に
耐
え
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

不
惑
へ
も
四
、
五
年
を
の
こ
す
の
み
の
年
齢
に
達
し

て
い
た
。
数
十
日
後
に
せ
ま
る
、
学
業
を
去
る
日
々

を
も
っ
頃
、
か
の
明
n
w
耳
目
自
ロ
の
教
官
を
北
二
十

四
条
の
官
舎
に
少
時
訪
ね
、
近
況
を
洩
ら
し
て
辞
し

た
数
日
後
、
「
貴
君
の
就
職
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

か
ら
、
研
究
室
へ
の
来
訪
を
乞
う
」
と
の
ハ
ガ
キ
を

受
け
取
り
、
か
つ
て
の
恵
迫
寮
と
照
尺
の
距
離
に
あ

っ
た
研
究
室
を
訪
ね
た
。
不
足
気
味
の
、
明
か
り
を

つ
け
て
い
な
い
窓
辺
で
書
物
に
向
か
う
教
官
に
迎
え

ら
れ
た
。
私
の
希
望
の
職
種
を
聴
く
と
、
す
ぐ
そ
の

場
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
北
大
に
来
て
い
る
、
心
当

た
り
の
私
大
の
教
官
の
電
話
番
号
を
事
務
室
に
確
認

大

し
て
く
れ
、
そ
れ
か
ら
、
東
奔
西
走
、
同
僚
の
二
人

の
教
官
も
応
援
に
加
わ
り
、
私
へ
手
を
さ
し
の
べ
て

く
れ
た
。

三
月
二
十
五
日
、
卒
業
式
を
終
え
て
、
午
後
帰
寮

す
る
と
、
一
通
の
ハ
ガ
キ
が
あ
っ
た
。
「
貴
君
の
就

職
先
の
見
通
し
が
、
ほ
ほ
つ
い
た
」
と
の
文
面
で
あ

っ
た
。
四
月
に
入
つ
て
の
数
日
後
、
あ
る
私
大
の
図

書
館
長
を
訪
ね
、
新
卒
と
同
じ
条
件
で
の
勤
務
を
始

め
た
。開

n
w
o円
岡
田

ω
ロロ・』・
M
M
O
H
2
・
“
の
ゆ
印
刷
百
位
向
H
F
O
B
-

の
0
0同
町
凶
作
古
島
内
山
口

-
O
R
Sロ

】釦}同町何回白色ロ

g
F
S
g
p
と
の
出
会
い
が
な
け
れ

ば
、
か
の
教
官
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
と
、
そ
の

時
の
私
の
人
生
を
想
う
こ
と
が
あ
る
。

先
日
、
森
の
畑
の
小
舎
に
訪
ね
来
た
、
恵
迫
の
友

人
か
ら
も
、
彼
の
長
男
の
「
エ
ツ
カ
マ
ン
『
ゲ
1
テ

と
の
対
話
』
」
と
の
出
会
い
を
告
げ
ら
れ
た
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
を
幾
人
も
出
し
て
い
る
、
関
西
の
伝

統
あ
る
大
学
の
理
系
に
学
ぶ
、
そ
の
長
男
が
独
語
上

大

級

(
E
A
-
E
B
)
を
選
択
し
た
と
こ
ろ
、
受
講
者

は
彼
一
人
の
み
で
、
教
材
は
や
は
り
、
「
エ
ツ
カ
マ

ン
『
ゲ
l
テ
と
の
対
話
』
」
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
理
系
の
第
二
外
国
語
は
一
年
の
初
級
の
み
必

修
で
、
二
年
目
の
中
級
以
上
は
選
択
し
な
く
て
も
よ

く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
学
問
の
重
み
を
も
っ

こ
の
学
園
で
も
、
一
般
学
生
の
、
よ
り
安
易
な
道
を

撰
ぶ
風
潮
を
知
る
。

講
義
の
終
了
の
期
末
に
、
彼
の
長
男
も
担
任
の
教

官
に
食
事
に
招
か
れ
、
そ
し
て
、
独
語
辞
書
を
贈
ら

れ
た
と
の
こ
と
を
も
知
っ
た
。

こ
の
友
人
の
長
男
に
つ
い
て
の
話
が
、
私
に
こ
の

小
文
を
書
か
せ
る
切
っ
掛
け
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
、
も
う
一
度
、
「
人
知
る
や
、
否
や
」
、
私
の
人

生
に
お
け
る
出
会
い
と
別
離
に
想
い
を
重
ね
、
そ
し

て
、
か
の
寮
で
「
互
(
か
た
み
)
に
き
ざ
ん
だ
心
の

言
葉
」
を
も
う
一
度
身
の
う
ち
に
確
か
め
る
。

ヲた
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(

一

)

今
年
平
成
十
七
年
一
月
、
仙
台
学
寮
(
の
ち
青
葉

学
生
ハ
イ
ツ
)
の
設
置
者
で
あ
る
「
財
団
法
人
仙
台

学
寮
」
は
法
人
と
し
て
の
清
算
業
務
の
最
終
処
理
、

残
余
財
産
を
学
術
国
際
交
流
振
興
を
事
業
と
す
る
財

団
法
人
杉
野
目
記
念
会
に
寄
附
し
て
、
八
十
年
の
歴

史
を
閉
じ
た
。

平
成
十
四
年
の
或
る
目
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
先
輩
で

あ
る
島
津
(
誠
二
・
昭
二
十
三
年
医
卒
)
さ
ん
か
ら

「
財
団
法
人
解
散
の
事
で
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。
な
に

せ
世
故
に
う
と
い
者
ば
か
り
で
」
と
、
お
声
が
か
り

が
あ
り
「
そ
れ
な
ら
俺
は
世
故
い
と
い
う
わ
け
か
」

と
腰
を
上
げ
た
の
が
契
機
で
、
そ
の
後
何
度
か
理

事
・
評
議
員
の
方
が
た
と
お
目
に
か
か
る
こ
と
に
な

っ
た
。
土
地
・
建
物
の
売
却
ほ
か
財
産
の
整
理
、
緒

手
続
き
は
杉
野
目
(
浩
・
昭
二
十
八
年
旧
制
理
卒
・

名
誉
教
授
)
先
生
が
当
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
、
お
手

伝
い
と
い
っ
て
も
汗
を
流
し
た
こ
と
は
一
つ
も
な
い
。

青
葉
学
生
ハ
イ
ツ
と
な
っ
た
仙
台
学
寮
は
す
で
に

平
成
十
二
年
に
閉
寮
と
な
っ
て
い
て
、
島
津
理
事

長
・
杉
野
目
先
生
か
ら
法
人
と
寮
の
沿
草
を
年
譜
程

度
に
で
も
ま
と
め
て
こ
の
世
に
残
し
た
い
と
の
発
議

に
「
是
非
と
も
」
と
賛
意
を
表
し
た
も
の
だ
が
、
こ

れ
も
杉
野
目
先
生
の
手
に
よ
り
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
。

私
た
ち
の
時
代
に
は
恵
迫
寮
の
ほ
か
に
大
学
所
管

の
学
寮
や
県
人
寮
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
仙
台
学
寮
だ
っ
た
わ
け
だ
が
こ
れ
ま
で
仙
台

学
寮
に
一
度
も
立
ち
入
っ
た
事
が
な
い
と
い
う
皮
肉

な
関
係
に
気
付
き
、
同
時
に
か
つ
て
幾
つ
も
あ
っ
た

学
寮
や
県
人
寮
の
歴
史
が
何
ら
か
の
形
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
存
在
す
る
な
ら
仙
台
学
寮
の
よ
う

に
『
恵
迫
』
に
載
せ
て
行
っ
た
ら
ど
う
か
。
存
在
し

な
い
な
ら
恵
迫
寮
同
窓
会
か
ら
何
ら
か
の
手
だ
て
を

模
索
し
、
か
つ
て
寮
生
で
あ
っ
た
人
た
ち
を
掘
り
起

し
て
問
題
提
起
を
し
て
み
て
は
い
か
が
か
と
思
っ
た
。

(
二
)

仙
台
学
寮
が
最
後
に
残
し
た
の
は
A
四
版
七
十
数

ペ
ー
ジ
の
冊
子
『
財
団
法
人
仙
台
学
寮
』
で
あ
る
。

で
き
う
れ
ば
、
雑
誌
「
恵
迫
」
の
中
で
資
料
と
し

河

克

美
(
昭
和
初
年
入
寮
)

原

て
記
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
も
思
っ
た
が
、
七
十

頁
に
も
な
る
も
の
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
。
仙
台
学
寮
は
、
北
海
道
帝
大
の
開
学
の
こ

ろ
宮
城
県
出
身
者
が
四
十
名
前
後
在
学
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
宮
城
県
関
係
者
の
発
議
に
よ
り
、
半
沢
淘

先
生
を
発
起
人
代
表
と
し
て
学
寮
建
設
の
活
動
が
開

始
さ
れ
大
正
十
三
年
、
敷
地
六
七
二
坪
・
木
造
二
階

建
延
一
六
O
坪
の
規
模
を
も
っ
て
開
寮
さ
れ
た
。
学

生
室
は
六
畳
個
室
二
十
四
人
用
と
集
会
室
・
図
書

室
・
生
活
室
か
ら
な
り
開
寮
時
の
寮
生
二
十
名
を
も

っ
て
自
治
寮
と
し
て
出
発
し
た
。
活
動
は
、
入
寮
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
・
観
桜
会
か
ら
始
ま
り
恵
迫
寮
と
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
、
雑
誌
「
峠
」
を
開
寮
か
ら
昭
和

十
八
年
ま
で
三
十
五
号
発
行
し
た
こ
と
や
、
個
室
寮

で
あ
っ
た
た
め
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
よ

く
勉
強
す
る
寮
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
な
よ
う
だ
。

昭
和
二
十
年
に
全
寮
生
が
帰
省
し
空
家
に
な
っ
た
こ

と
や
、
昭
和
四
十
一
年
に
金
市
館
加
藤
良
雄
社
長
の

一
人

O
O
万
円
の
寄
附
と
杉
野
目
学
長
の
奔
走
に
よ

り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
一
八
四
坪
に
新
築
さ

/わが寮と青春|
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其
の
関
係
者
)
、
北
海
尚
志
社
(
長
野
県
出
身
者
)
、

秋
田
北
盟
寮
(
秋
田
県
出
身
者
)
、
荘
内
寮
(
荘
内

出
身
者
)
、
第
三
進
修
学
舎
(
和
歌
山
県
南
葵
育
英

会
関
係
者
)
そ
し
て
汝
羊
寮
(
基
督
教
信
仰
者
を
収

容
)
青
年
寄
宿
舎
と
記
さ
れ
て
い
る
。

函
館
の
学
寮
の
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
い

わ
ゆ
る
県
人
寮
は
な
い
。
北
学
寮
は
北
大
新
潟
県
人

会
設
置
の
県
人
寮
で
こ
の
年
(
一
九
四
九
年
)
北
大

に
移
管
し
た
も
の
で
他
の
学
寮
の
前
身
は
県
人
寮
で

れ
た
こ
と
、
平
成
十
五
年
に
開
寮
八
十
年
を
迎
え
た

こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

仙
台
学
寮
は
、
財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
、
半
沢

淘
・
半
沢
道
郎
・
今
村
成
和
・
熊
野
雄
幸
・
島
津
誠

一一
と
五
代
の
理
事
長
の
御
指
導
と、

学
寮
設
立
綱
領

寮
則
に
掲
げ
た

「
寮
生
は
協
力

一
致
、
質
実
剛
健
を

旨
と
し
て
高
潔
な
る
精
神
の
緬
養
と
人
格
の
陶
冶
に

勉
め
学
寮
設
立
の
目
的
を
体
得
し
学
生
に
活
の
本
領

を
完
う
す
べ
き
も
の
な
り
。
」
の
綱
領
に
み
ち
び
か

ら
れ
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(一一一)

な
お
、
『
北
大
百
年
史
(
通
史
)
』
に
は
「
学
寮

一

覧
」
(
一
九
四
九
年
)
に
恵
辿
寮
、
北
学
寮
、
月
来
、

学
寮
、
桑
国
学
寮
、
江
別
検
影
寮
と
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
県
人
寮
は
札
幌
興
譲
館
(
米
沢
出
身
者
)
、
会
津

学
寮
(
会
津
藩
士
の
子
弟
)
、
仙
台
学
寮
(
旧
仙
台

藩
出
身
者
)
、
厳
鷲
寮
(
旧
南
部
領
及
岩
手
県
人
並

l~、ら点以F

仙台学寮のスケッチ

第29回寮生青木宏画

(IIi:l'f1125年10月発行祭誌 11峠」より)

/わが寮と青春 |
104 



わが寮と青春¥

は
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
県
人

寮
で
後
に
北
大
に
移
管
と
な
っ
た
の
は
第
三
進
修
学

舎
H

進
修
学
寮
で
あ
る
。

私
は
、
恵
迎
寮
オ
ン
リ
ー
だ
っ
た
の
で
仙
台
学
寮

の
暮
し
の
い
ぶ
き
は
知
ら
な
い
。
た
ま
た
ま
法
人
と

l人
l工
;雪
!発
l生
lの
i地
j碑

学
寮
の
清
算
に
あ
た
り
最
後
の
理
事
と
し
て
か
か
わ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、

仙
台
学
寮
の
歴
史
に
深
い
愛
惜

を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
仙
台
学
寮
同
窓
会
は
少
数

精
鋭
の
寮
で
あ
っ
た
た
め
強
い
終
に
結
ぼ
れ
た
結
社

と
聞
く
。
思
う
に
我
が
恵
迫
寮
同
窓
会
は
官
民
の
そ

の
他
の
学
寮
(
女
子
寮
も
含
め
)
同
窓
を
会
員
に
す

る
定
款
改
正
は
出
来
な
い
の
か
と
つ
く
づ
く
感
じ
た

の
で
あ
る
。
仙
台
学
寮
同
窓
が
我
が
同
窓
会
と
冥
を

共
に
す
る
日
を
願
い
私
の
報
告
と
す
る
。

現恵迫寮

遠
友
学
舎

(
完
)

/わが寮と青春
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老;

f鷺f

沢

久
(昭
和
口
年
入
寮
)

春

船
着
け
ば
鹿
の
迎
へ
る
島
の
春

眼
帯
を
し
て
立
春
の
景
を
見
る

草
萌
の
対
岸
の
声
遠
く
近
く

夏

弥

時
の
日
の
天
声
人
語
時
の
記
事

ろ
う
お
・
ワ

老
鷲
や
摩
周
湖
畔
の
展
望
台

ゆ

か

た

浴
衣
着
て
孫
集
ま
れ
り
祖
母
の
家

秋

ま
た
お
い
で
と
孫
に
電
話
す
夜
長
か
な

お

や

し

ら

ず

こ

し

ら

ず

つ

る

ベ

お

と

親
不
知
子
不
知
釣
瓶
落
し
か
な

ゆ
く
あ
き

行
秋
の
関
所
の
跡
に
登
り
た
り

タL

鎌
倉
の
名
所
め
ぐ
り
や
小
六
月

舶
来
の
ス
ト
ー
ブ
の
火
の
青
さ
か
な

お
飾
を
売
る
兄
妹
の
小
庖
か
な

北大植物園
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寝
技
の
猛
者
集
団

一
、
部
の
創
立

「
部
は
剣
道
と
共
に
既
に
札
幌
農
学
校
当
時
よ
り

愛
好
者
遣
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
が
、
名
実
と
も
に

備
わ
っ
た
柔
道
部
が
発
足
し
た
の
は
、
溝
淵
進
馬
先

生
(
後
の
四
高
校
長
)
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

常
設
の
道
場
が
で
き
た
明
治
四
十
一
年
と
し
て
よ
か 応

ろ
う
」
(
部
創
立
七
十
年
記
念
・
北
海
道
大
学
柔
道

部
史
)
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
は
部
創
立
九
十
八
年

に
な
る
。

二
、
戦
前
(
全
国
高
専
柔
道
大
会
時
代
)

旧
制
高
校
聞
の
対
戦
は
明
治
三
十
一
年
の
一
高
対

二
高
戦
が
幕
開
き
で
あ
る
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
高

枝
問
で
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
三
年

に
な
っ
て
漸
く
こ
の
機
運
が
熟
し
、
京
大
(
後
に
四

帝
大
連
盟
)
主
催
の
「
第
一
回
全
国
高
専
柔
道
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
北
大
予
科
の
初
参
加
は
大
正
十
年

• 
柔
道
部

の
第
八
回
大
会
か
ら
で
、
そ
の
後
決
勝
戦
出
場
は
七

回
・
準
決
勝
進
出
は
三
回
と
活
躍
し
、
昭
和
九
年
の

第
二
十
一
回
大
会
に
は
、
念
願
か
な
っ
て
全
国
優
勝

を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
試
合
に
出
場
さ
れ
た
選
手

の
お
一
人
に
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
堂
垣
内
元
知
事

が
お
ら
れ
る
。
こ
の
大
会
は
私
立
も
含
め
た
全
国
大

会
で
、
ま
さ
に
全
国
制
覇
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
の
特
徴
は
即
戦
力
を
養
成
す
る
た
め
寝

技
を
中
心
と
し
た
柔
道
で
、
最
近
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
る
格
闘
技
で
し
ば
し
ば
決
ま
り
技
と
な
る
「
一
一
一
角

絞
」
は
、
高
専
柔
道
か
ら
生
ま
れ
た
技
で
あ
る
。

三
、
戦
後
(
国
立
七
大
戦
時
代
)

戦
後
の
混
乱
が
漸
く
落
ち
着
き
始
め
た
昭
和
二
十

七
年
に
、
環
境
を
同
じ
く
し
て
い
る
旧
帝
国
大
学
柔

道
部
が
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
化
し
た
柔
道
を
武
道
と
し

て
の
柔
道
に
戻
す
・
日
本
民
族
の
文
化
遺
産
で
あ
る

一一一
宅

肇
(
昭
和
初
年
入
寮
)

高
専
柔
道
の
継
承
な
ど
を
目
的
に
第
一
回
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
北
大
は
第
二
回
大
会
か
ら
出
場
し
た
。

大
会
当
初
は
高
専
柔
道
の
継
承
と
は
違
い
立
ち
技
の

試
合
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
高
専
柔
道
の
伝
統
を

引
き
継
ぎ
寝
技
中
心
の
試
合
に
な
っ
て
い
る
。
強
い

弱
い
は
別
に
し
て
七
大
学
が
高
専
の
寝
技
を
引
き
継

い
で
い
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
、
あ
る
柔
道
関
係
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者
は
評
価
し
て
い
る
。
試
合
は
高
専
大
会
同
様
一
本

勝
ち
の
み
有
効
(
技
あ
り
は
引
き
分
け
)
の
十
五
人

の
勝
抜
き
戦
。
こ
の
大
会
で
北
大
が
初
優
勝
し
た
の

は
第
十
三
回
(
昭
和
三
十
九
年
)
大
会
で
あ
る
が
、

そ
の
後
第
二
十
人
・
二
十
九
・
四
十
一
・
五
十
・
五

十
一
そ
し
て
昨
年
の
五
十
三
回
大
会
と
合
計
七
回
、

こ
の
五
年
間
で
三
回
優
勝
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ
る
試
合
第
一
日
目

の
夜
は
、
合
同
O
B
会
で
あ
る
七
柔
会
主
催
の
懇
親



国
立
七
大
学
戦
初
優
勝
(
昭
和
泊
年
6
月
京
都
大
学
養
気
館
)
一

一で
喜
び
の
記
念
撮
影

会
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
現
役
当
時
の
試
合
の
様
子
を

酒
の
肴
に
し
て
、
各
校

O
B
が
懇
親
を
深
め
て
い
る
。

四
、
寮
生
活

予
科
時
代
の
部
員
は
札
幌
市
内
在
住
者
以
外
寮
生

活
を
し
て
い
て
、
柔
道
部
全
盛
期
に
は
南
寮
の

二
階

を
ほ
ぼ
占
領
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
予
科
柔

〔
参
考
資
料
〕

部
創
立
七
十
年
記
念

・
北
海
道
大
学

道
部
が
全
国
優
勝
し
た
当
時
、
同
じ
寮
生
だ
っ
た
あ

柔
道
部
史

国
立
七
大
学
柔
道
戦
史

昭
和
五
十

る
先
輩
が
「
柔
道
部
が
全
国
優
勝
し
た
と
聞
い
た

の

年
度

北
大
柔
道

で
部
員
は
さ
ぞ
か
し
荒
く
れ
男
達
か
と
思

っ
て
い
た

っ
て
い
た
の
を
想
い
出
す
。

が
、
皆
本
当
に
お
と
な
し
い
学
生
で
あ

っ
た
」
と
言

戦
後
の
柔
道
部
は
、
昭
和
二
十
五
年
入
寮
の

二
戸

O 

• 
O 

昭
、
浦
木
清
十
郎
ら
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
当
時

と
聞
い
て
い
る
。

は
食
糧
難
時
代
と
あ

っ
て
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

っ
た

七
大
戦
初
優
勝
時
の
主
将
山
田
邦
彦

・
小
西

守

・
衛
藤
正
敏
は
寮
O
B
で
あ
る
。

五
、
今
後
の
課
題

最
近
は
十
五
名
の
選
手
が

揃
わ
な
い
大
学
が
で

で
き
て

お
り
、
部
員
の
確
保
が
重
大

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
各

大
学

O
B
が
情
報
を
交
換
し

あ

っ
て
、
合
格
し
た
高
校
柔

道
部
員
の
入
部
勧
誘
を
行
つ

て
い
る
。

敬
称
略

農
学
部
を
中
心
に
し
た
北
大
構
内
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丑治 久次
星

恵治 督 会

吉田 矢貫 杉山 沢 一村中 堤
主 師

滞 戸

功 碩
茂治

寛
正雄

昭
菊作 義雄 将 範

準優勝 事
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5年4 53 52 51 50 4年9 48 4年7 46 45 44 43 42 41 
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

1海道大E 
九 九

実京学 要京学 京都学大 都京大学

大

都大学京 都京大
東宝学 雲

州大学 州大学 大学阪
学 学 学

学

屋名古
北海道大学

北海道 北海道
重大学 京都大学 北海道 都京大 芸大 古屋名 古屋名

学大学 大学 大学 大学
学 学

大学 大学

京 福 大 札
屋古名

東 仙 京 大 福 札
古名

仙 東

都 岡 阪 幌 京 台 都 阪 岡 幌 屋 ぷ口、京

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 
回 回 回 回 回 回 回 回 回 囲 回

z z 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

年16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

北大学海遭
車i大学t 

北富士学 北文童学 京都大学 事大苧 車i大学E 都京大苧 都大京学 実車学 古屋名

大学

重大学
九

車i大学t 古屋名
北海道大学

東
屋名古

車北大学 東北大
北学海美車北大学

州大学 北大学

大学 大学 学

札
古名

仙 東 京 大 福 札 名 東 仙
古

幌 屋 台 京 都 阪 同 幌 屋 京 d口a、

第 第 第 第 第 第 第 第
14 13 12 11 10 9 8 7 
回 回 回 回 回 回 回 回

和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭

40 39 3年8 37 3年6 35 3年4 33 
年 年 年 年 年

里名古学
九 震

大臣大学
京費

大要学州大学
学

州大学九

都京大学

九 九 大

学州大
州大

大学阪
学 学

大 京 京 札 福 仙 大
名古

阪 都 都 幌 岡 台 阪 屋

第 第 第 第 第 第 第 第
42 41 40 39 38 37 36 35 
回 回 回 回 回 回 回 回

平成 平成 平成z 平成 和昭 和昭 和昭

5 4 3 2 年7じ 63 62 61 
年 年 年 年 年 年 年

九

重
九

京都大学 都京大学 都大京
車費学 京費学

州大学 大州学
学

学

東北大学 東北大学

屋名古
九

重古屋名 大大阪 東支
州大

大学 学 大学 大学 学 学

京 大 福 札 名 東 仙 京
古

都 阪 岡 幌 屋 主民 台 都
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年 年 年 年

都京大学 屋古名
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九
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東 京 東 京
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第 第 第 第
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回 回 回 回

和昭 和昭 和昭 和昭
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年 年 年 年

京都大学 京実学 車費学 京妻学

喜重

九 東
屋名古

州大 北大

学 学 大学

大 福 札 名
古

阪 岡 幌 屋

第
2 
回

和昭

28 
年

聖学大

東

京

第
30 
回

和昭

56 
年

都尽大

学

名

屋古

大
学

東

京

第
1 
回

和昭

27 
年

東北大学

京都大学

京

都

第
29 
回

和昭

55 
年

北海道

大学

名

古屋

学大

仙

4口a、

年

度

催地主

年

度

主

催地

大
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一描

一

一占小

一

一
畑
沼

一

一
品
広
1

一

一人

一

( 

ー
) 

親

岩

崎

行

親

は

一
八
五
五
年
(
安
政
二
年
)
、
香
川
県

行
豊
中
町
に
生
れ
二
十
歳
の
と
き
東
京
英
語
学
校
(
の

t
f
ち
の
東
京
大
学
)
に
入
学
し
、
翌
年
と
も
に
内
村
鑑

4

=
nH 

三

・
新
渡
戸
稲
造

・
宮
部
金
吾
と
四
人
組
な
る
立
志

社
を
つ
く
り
翌
年
と
も
に
札
幌
農
学
校
二
期
生
と
し

て
転
校
し
て
き
た
。
札
幌
農
学
校
に
於
て
、
内
村

・

新
波
戸

・
宮
部
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な

っ
た
の
に
対

し
、
岩
崎
は
国
学
者
の
父
よ
り
幼
少
よ
り
燕
陶
を
受

け
神
道
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。

岩
崎
は
農
学
校
を
卒
業
し
、
北
海
道
開
拓
使
に
奉

職
す
る
が
翌
年
こ
の
廃
止
と
共
に
札
幌
県
に
転
じ
二

年
間
で
退
職
す
る
。
退
官
後
は
大
阪
府
に
転
じ
、
著

述
業
の
か
た
わ
ら
私
塾
な
ど
を
聞
き
す
ご
し
た
。

一
八
九
四
年

(明
治
二
十
七
年
)
、
当
時
の
文
部

次
官
牧
野
伸
顕
の
口
添
え
で
鹿
児
島
県
知
事
加
納
久

宣
の
知
事
の
教
育
と
勧
業
の
顧
問
に
な
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
、
新
設
の
中
学

(
の
ち
の
鹿
児
島

一
中
)
の

教
頭
兼
技
師
と
し
て
赴
任
し
翌
年
校
長
と
な
る
。
つ

づ
い
て
岩
崎
は
、
鹿
児
島

一
中
校
長
と
し
て
七
年
に

わ
た
り
校
風
の
確
立
に
努
力
し
、
さ
ら
に
川
内

(二

中
)

・
加
治

木

(
三
中
)

・
川
辺
(
四
中
)
の
中
学

校
創
設
に
尽
力
し
創
立
と
共
に
校
長
を
兼
務
し
た
。

一
方
で
勧
業
顧
問
と
し
て
は
、
か
ん
が
い
工
事
・
稲

作
改
良
・
種
苗
改
良
・
柑
き
つ
栽
培
奨
励
な
ど
を
提
言

し
、
鹿
児
島
県
の
農
業
振
興
に
大
き
く
寄
与
を
し
た
。

1とえ三ヂルtや〉投書

北大モデルバ ン畜舎

( 

一一) 

一
八
九
七
年

(明
治
三
十
年
)
鹿
児
島

一
中
造
士

館
校
長
で
あ

っ
た
岩
崎
は
、
島
津
藩
の
寄
付
金
に
よ

り
経
費
を
ま
か
な
う
べ
く
、
旧
鹿
児
島
務
主
島
津
忠

重
と
と
も
に
高
等
学
校
創
設
に
奔
走
し
、

一
九
O
一

年

(明
治
三
十
四
年
)
つ
い
に
第
七
高
等
学
校
造
士

館
の
創
立
を
実
現
し
、
岩
崎
は
そ
の
初
代
校
長
に
就

任
し
た
。
校
舎
は
、
桜
島
を
真
正
面
に
城
山
を
背
景

と
し
て
広
が
る
鶴
丸
域
社
に
設
置
さ
れ
、
開
校
式
に

は
文
部
大
臣
菊
地
大
麓
や
学
務
局
長
上
田
万
年
の
出

席
を
え
て
鹿
児
島
市
民
多
数
の
出
席
の
下
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
第

一
回
卒
業
証
書
授
与

で
あ
り
、
日

式
は

一
九
O
四
年

(明
治
三
十
七
年
)

露
戦
争
勃
発
の
年
と
重
な
り
、
時
代
の
急
激
な
変
化

と
共
に
大
国
日
本
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
時
で
も
あ

っ
た
。
と
き
に
岩
崎
は
、
西
郷
隆
盛
の
座
右
の
銘

「
敬
天
愛
人
」
を
掲
げ
、
鹿
児
島
人
の
伝
統
を
受
け

つ
ぎ
質
実
剛
健
に
し
て
愛
と
誠
を
も
っ
て
社
会
に
立

つ
人
間
を
育
成
せ
ん
と
努
力
し
た
。

一
九

一二
年
(
大
正
元
年
)
、
病
の
ゆ
え

に
第
七
高
校
長
を
辞
任
し
、
千
葉
で
療
養
の
の
ち
回

岩
崎
は、

復
し
大
阪
の
実
業
家
田
中
省
三
に
請
わ
れ
再
び
鹿
児

島
に
も
ど
り
私
立
福
山
中
学
校

(現
福
山
高
校
)
の

設
立
を
荷
い
校
長
に
な
る
と
共
に
七
年
在
籍
し
た
。

( 

一一
、-./
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岩
崎
は
、
福
山
中
学
校
長
退
職
の
の
ち
鹿
児
島
に

て
悠
々
自
適
の
生
活
を
し
て
い
た
が
、

一
九
二
八
年

(昭
和
三
年
)
懇
談
会
の
席
上
で
倒
れ
、

享
年
七
十

四
歳
で
逝
去
し
た
。

H

都
ぞ
弥
生
H

は
三
大
寮
歌
と
し
て
定
着
し
て
い
る

が
、
七
高
の

H

北
辰
斜
め
に
H

や
旅
順
高
の

H

北
帰

行
u

を
入
れ
る
人
も
い
る
。
造
士
館
の

H

北
辰
斜
め

に
H

は
名
歌
と
し
て
今
日
も
歌
い
次
が
れ
て
い
る
。

一
高
校
長
と
し
て
名
声
を
は
せ
た

新
渡
戸
稲
造
と
共
に
、
七
高
校
長
と
し
て

一
世
を
風

・
脱
し
た
岩
崎
行
親
と
い
う
こ
人
の
偉
大
な
巨
星
の
存

在
を
知
る
。

ま
:

I
h

主
主
、

4

1/
耳
、
治

l



( 

一、ー"

志
賀
重
昂
は

一
八
六
三
年
(
文
久
三
年
)
、
愛
知

県
岡
崎
町
に
武
士
の
子
と
し
て
生
れ
、

一
八
八

一
年

(
明
治
十
四
年
)

札
幌
農
学
校
に
入
学
。
卒
業
と
と

も
に
一
八
八
五
年
(
明
治
十
八
年
)
長
野
県
に
中
学

校
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
。

と
き
は
明
治
維
新
の
直
後
、
関
税
自
主
権
の
な
い

治
外
法
権
の
不
平
等
条
約
の
改
正
運
動
や

八
九

O

年
(
明
治
二
十
三
年
)
に
開
設
さ
れ
る
国
会
へ
の
世

論
が
沸
騰
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
な
か

札
幌
農
学
校
を
卒
業
し
た
志
賀
は

一
八
八
六
年
(
明

治
十
九
年
)
に
海
軍
練
習
艦
「
筑
波
」
に
便
乗
し
南

海
諸
島
を
め
ぐ
り
翌
年
そ
の
見
聞
記

『南
洋
事
情
」

を
出
版
し
全
国
に
名
声
を
博
し
た
。

こ
の
名
声
を
背
景
に
志
賀
は

一
八
八
八
年
(
明
治

二
十

一
年
)
三
宅
雪
嶺
と
共
に
雑
誌

『日
本
人
」
を

発
行
し
藩
閥
専
制
政
府
に
反
対
す
る
論
陣
を
張
り
国

民
的
運
動
の
拠
点
を
形
成
す
る
。

( 

一一) 

こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
で
当
時
の
日
本
人
は
民
族

的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
何
た
る
か
を
求
め
る
気

風
に
満
ち
て
い
た
。
新
渡
戸
稲
造
や

「武
士
道
』
や

尾
崎
行
雄
の

『帝
国
君
民
の
天
職
』
が
日
本
精
神
の

根
拠
と
優
越
を
訴
え
る
中
で
、

一
八
九
五
年
(
明
治

二
十
七
年
)
志
賀
は

『日
本
風
景
論
』
を
刊
行
し
た
。

地
理
学
者
と
し
て
の
基
礎
を
持

っ
て
い
た
志
賀
は
こ

の
本
で
、
日
本
の
風
土
が
気
象

・
海
流
・
地
質
に
於

て
欧
米
の
そ
れ
と
異
り
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
こ

と
、
そ
の
変
化
の
中
で
日
本
人
は
研
錆
し
適
応
し

一

致
し
て
国
土
を
守
っ
て
き
た
こ
と
、
こ
の
気
質
が
他

の
ア
ジ
ア
諸
国
に
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
組
織
さ
れ
て
き

た
こ
と
、
か
く
し
て
日
本
は
列
強
の
植
民
地
に
な
ら

ず
に
近
代
化
に
成
功
し
独
立
を
守
っ
た
こ
と
、
か
く

し
て
日
本
人
の
特
質
と
優
越
は
保
た
れ
て
き
た
し
未

来
に
開
花
し
て
ゆ
く
の
だ
と
喝
破
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
本
が
発
刊
さ
れ
る
や
圧
倒
的
な
国
民
の
支
持

と
人
気
を
博
す
る
こ
と
に
な
り
、

『
日
本
風
景
論
』

は
空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
、
国
民
の
精
神
的

統

一
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
自
負
と
於
持
を
誇
ら
し
め

昭
和
に
読
み
つ
が
れ
る
名
著
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

言
論
人
と
し
て
成
功
し
た
志
賀
は
、

一
八
九
四
年

(
明
治
二
十
七
年
)
全
国
新
聞
雑
誌
同
盟
代
表
に
就

任
し

一
躍
全
国
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

( 

ー) 

一
八
九
六
年

(明

志
賀
は
こ
の
活
動
を
背
景
に
、

治
二
十
九
年
)
に
進
歩
党
の
結
成
に
参
加
し
幹
事
と

な
り
政
官
界
の
活
動
に
参
画
す
る
。
一

八
九
七
年

(
明
治
三
十
年
)
に
は
、
大
限
重
信
の
推
挙
に
よ
り

農
商
務
省
山
林
局
長
、
ひ
き
つ
い
で
外
務
省
参
事
官

と
な
り

一
九

O
二
年
(
明
治
三
十
五
年
)
に
は
衆
議

院
議
員
に
当
選
し
政
治
家
に
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
志
賀
は
、

言
論
活
動
・
政
治
活
動
の
か

た
わ
ら
、
南
北
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
中
東
・
ア
フ
リ

カ
を
地
理
学
者
と
し
て
十
数
年
に
わ
た
り
歴
訪
し
貴

重
な
記
録

を
数
々
出

版
し
た

。

晩
年
の
志

函館地区公会堂

こに小は 賀
と止国もの
をま日は心
離る本や中
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れ
、
広
く

世
界
の
何

た
る
か
を

見
、
調
べ
、
如
何
に
未
来
を
聞
く
べ
き
か
を
求
め
る

そ
の
眼
で

か
を
世
に
問
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
風
景
論

が
問
う
「
:
:
:
独
り
日
本
の
み
は
、
貧
民
個
々
に
希

望
を
懐
抱
し
、
社
会
的
生
活
の
真
味
を
領
す
る
も
の

は
、
そ
も
そ
も
何
の
理
ぞ
:
:
:
」
こ
の
疑
問
を
広
く

世
界
に
広
げ
明
か
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
真
理
い

年
)
志
賀
は
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

ま
だ
し
の
西
走
東
奔
の
な
か

一
九
二
七
年
(
昭
和
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一
八
八
七
年

(明
治
二
十
年
)
に
生
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磯
は
卒

業
と
共
に

台
湾
総
督

札幌日本基督教団札幌協会

に日のた赴手府
よ清台 。 と農

任
り i成湾当 し林
3Yl争は時して J支

得
さ
れ
た

植
民
地
台

乱
を
鎮
圧
し
内
政
を
確
立
す
る
最
中
に
あ
り
、
そ
の

湾
は
、

内

っ
た
。

た
め
に
は
産
業
の
振
興
や
食
糧
の
増
産
が
必
須
で
あ

磯
は
台
中
州
農
事
試
験
場
に
於
て
場
長
で
あ
っ
た

末
永
仁
の
指
導
に
よ
り
米
種
改
良
に
専
心
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
当
時
の
台
湾
の
米
作
は
在
来
種
イ
ン

デ

イ
カ
米
で
あ
り
パ
サ
パ
サ
し
た
食
感
は
現
地
人
に
も

日
本
人
に
も
不
評
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
磯
は
各
種
の
日
本
米
の
交
配
を
く
り
返

し

一
九
二
四
年
(
大
正
十
三
年
)
に
「
神
力
」
と

「
亀
治
」
の
交
配
に
よ
っ
て
新
品
種
「
台
北
六
五
号
」

が
開
発
さ
れ
た
。

( 

一一) 

こ
れ
に
よ
り
台
中
六
五
号
は
全
島
に
普
及
す
る
と

共
に
収
穫
は
倍
増
し
農
家
は
経
済
的
に
大
き
く
う
る

お
う
よ
う
に
な
っ
た
。一

九
二
六
年
(
大
正
十
五
年
)

台
北
で
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
日
本
穀
物
大
会
は
時

況
総
督
に
よ
り
台
北
六
五
号
は
「
蓬
莱
米
」
と
命
名

さ
れ
以
後
の
日
本
型
の
交
配
育
成
種
を
総
称
し
て
蓬

莱
種
と
よ
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
最
近
の

一
九
九

二
年
に
台
湾
の
米
作
は
、
イ
ン
デ
イ
カ
種

0
・
五
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
蓬
莱
種
三
五

・
O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
、
台
湾
は
開
拓
時
の
不
毛
の
荒
地
か
ら
豊
一
穣
の

緑
野
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
精

二
O
O
二
年
台
湾
の
李
登
輝
前
総
統
は
、

神
の
素
晴
ら
し
さ
を

『武
士
道
」
を
通
し
て
語
る
と

共
に
、
そ
れ
を
台
湾
に
体
現
し
た
「
八
回
ダ
ム
」
の

開
設
者
・
八
回
与

一

っ
た
が
、
時
に
不
毛
の
台
地
を
豊
沃
な
緑
野
と
し
た

(四
高

・
東
大
)

の
偉
業
を
語

先
覚
者
と
し
て
、
八
回
与

一
と
共
に
磯
永
吉
の
こ
と

を
語
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
と
い
う
。

( 

ー) 

磯
は
そ
の
後
、
台
北
帝
大
に
転
じ
教
授
と
な
り
、

蓬
莱
米
の
父
と
い
わ
れ
、
さ
ら
な
る
改
良
に
つ
と
め

る
と
共
に
、

日
本
敗
戦
後
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り

中
華
民
国
農
林
庁
に
て
顧
問
と
し
て
農
事
指
導
を
続

け
る
こ
と
に
な
る
。一

九
五
七
年

(昭
和
三
十
二
年
)

蒋
介
石
総
統
は
、
そ
の
功
に
こ
た
え
る
べ
く
景
星
勲

章
を
授
与
す
る
と
共
に
永
世
に
わ
た
り
蓬
莱
米
二
十

俵
を
毎
年
お
く
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。
そ
し
て

若
き
日
に
磯
を
指
導
し
た
末
永
に
は
蓬
莱
米
の
母
と

し
て
同
じ
く
毎
年
蓬
莱
米
二
十
俵
を
送
ら
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
。
新
渡
戸
稲
造
の
台
湾
総
督
府
に
於
る
産

業
の
振
興
の
努
力
の
足
跡
を
た
ず
ね
、

農
事
試
験
場

で
は
土
壌
の
渋
谷
弥
三
郎

(明
三
九
化
)

三
宅
勉
(
明
治
三
十
八
年
生
れ
)
・
見
虫
の
素
木
得

一
(
明
治
三
十
九
年
生
れ
)
が
磯
と
同
じ
く
研
究
者

と
し
て
活
躍
し
、
台
北
帝
大
で
は
糖
業
の
色
部
米
作

病
理
の
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(
明
三

九
経
)

(
大
九

農

-
園
芸
の
桜
井
芳
次
郎

・
鈴
木
進

一
郎

(大
九
経
)
が
磯
と
同
じ
く
教

授
と
し
て
活
躍
し
た
。

い
ま
や
台
中
平
野
は
肥
沃
な
大
地
と
し
て
農
産
物

の

一
大
生
産
地
と
し
て

一
大
集
散
地
と
し
て
発
展
し

て
い
る
。
そ
の
彰
化
県
大
村
郷
に
は
、
「
蓬
莱
米

・

台
中
六
五
号
の
記
念
碑
」
が
し
ず
か
に
た
た
ず
む
。

磯
は
日
本
に
帰
国
後
も
、
し
ば
し
ば
台
湾
を
訪
ね
後

輩
の
指
導
に
余
念
が
な
か

っ
た
と
い
う
。

九
七

年
(
昭
和
四
十
七
年
)
八
十
三
歳
で
没
。



(

一

)

駒
井
徳
三
は

一
八
八
五
年
(
明
治
十
八
年
)
、
滋

賀
県
穴
村
に
生
れ
、

一
九

一一

年
(
明
治
四
十
四
年
)

東
北
帝
大
農
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
在
学
中
は
農
政

学
を
学
び
、
卒
業
論
文
は
名
著
『
満
州
大
豆
論
』
で

あ
る
。

駒
井
は
、

論
文
作
成
の

た
め
満
州
を

踏
査
し
、
卒

卸
業
と
も
に
、

法
迷
わ
ず
に
南

ト
満
州
鉄
道
側

刊

へ

入

社

し

れ
た
。
駒
井
は

北
満
鉄
に
入
社

す
る
や
、
大

豆
の
み
な
ら

i
}
41F

ず
満
州
各
地

I
L
l
-

の
農
業
資
源

調
査
に
尽
力
し
た
。
こ
の
時
代
大
正
初
期
に
日
本
政

府
は
蒙
古
の
調
査
に
乗
り
出
し
衷
世
凱
政
府
の
了
解

の
も
と
に
共
同
調
査
団
を
結
成
し
そ
の
満
鉄
班
代
表

に
駒
井
を
指
向
し
た
。

駒
井
は
、
鉄
道
・
畜
産
・
人
文
地
理
・
衛
生
の
各

部
門
を
統
括
し
自
ら
は
別
に
産
業

一
般
を
担
当
し
春

か
ら
秋
に
か
け
半
年
か
け
て
内
蒙
古

一
帯
を
調
査
す

る
と
共
に
、
共
同
調
査
団
の
解
散
の
の
ち
、
新
渡
戸

稲
造
の
紹
介
で
指
導
を
受
け
た
ド
イ
ツ
人
ド
ク
ト

iふ;えL紛納紡}帰隊1白働ぬ溺
駒井 徳徳、三

ル

・
チ
l
ズ
の
訓
を
実
行
し
、
秋
の
終
り
か
ら
次
の

春
ま
で
半
年
を
逆

コ
ー
ス
で
更
に
蒙
古
の
四
季
や
生

活
を
調
査
し
た
。

こ
の
実
績
の
下
に
満
鉄
は
、
満
蒙
に
、
日

・
満
・

蒙
三
国
に
よ
る
共
同
の
一
大
理
想
郷
を
建
設
せ
ん
と

土
地
の
購
入
や
鉄
道
の
建
設
に
立
ち
上
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
計
画
は
土
地
の
購
入
ま
で
は
成
功
す
る

が
、
満
州
軍
関
張
作
霜
と
の
激
し
い
渡
り
合
い
と
な

り
駒
井
ら
の
努
力
は
実
ら
な
か
っ
た
。

(一一
)

こ
の
よ
う
な
実
績
に
よ
り
駒
井
は

一
九

一
七
年
(
大

正
六
年
)
欧
米
洋
行
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
断

わ
り
中
国
全
土
踏
査
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
二
年
半

に
わ
た
る
助
手
二
名
っ
き
経
費
七
万
円
の
調
査
が
実

現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
国
全
省
に
及
ぶ
調
査
は

「
支
那
産
業
研
究
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
孫
文
か
ら

謝
辞
を
受
け
る
と
共
に
、
英
文
と
し
て
世
界
に
紹
介

さ
れ
、
秀
れ
た
研
究
と
し
て
広
く
参
考
に
供
さ
れ
た
。

満
鉄
は
駒
井
の
将
来
に
多
大
な
期
待
を
か
け
て
い

た
が
、

一
九
二
O
年
(
大
正
九
年
)
と
き
の
内
田
文

部
大
臣
に
懇
請
さ
れ
満
鉄
在
籍
の
ま
ま
対
華
経
済
問

題
の
指
南
役
と
し
て
外
務
省
に

一
室
を
設
け
ら
れ
る

に
至
っ
た
。
一

九
ご
二

年
(
昭
和
六
年
)
柳
条
湖
に

お
け
る
満
鉄
爆
破
と
と
も
に
始
ま
っ
た
満
州
事
変

は
、
翌
年
の

一
九
三
一
一
年
(
昭
和
七
年
)
満
州
帝
国

の
建
国
へ
と
連
な
る
事
と
な
り
、
建
国
に
当
り
日
本

陸
軍
の
推
挙
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
満
州
人
華
人
の

友
人
や
、
総
理
大
臣
鄭
孝
膏
の
懇
請
に
よ
り
駒
井
は

初
代
総
務
長
官
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

(一一一
)

日

・
満
・

蒙

・
鮮

・
露
の
五
族
共
和
の
理
想
郷
建

設
を
国
是
に
か
か
げ
た
満
州
帝
国
に
駒
井
の
心
は
踊

っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
満
州
帝
国
は
、
こ
の
建

国
を
疑
問
視
す
る
国
際
連
盟
に
否
定
さ
れ
、
時
を
待

た
ず
満
州
帝
国
は
皇
帝
・
総
理
・
大
臣
の
全
て
が
偲

侃
と
さ
れ
顧
問
や
次
官
に
就
く
日
本
官
僚
や
箪
人
が

実
権
を
に
ぎ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
ら
の
理
想
と
信
念
を
も
っ
て
理
想
国
家
建
設
に

逝
進
せ
ん
と
し
た
殉
教
者
に
も
似
た
駒
井
は
満
州
帝

国
最
高
の
実
権
者
と
し
て
当
時
の
日
本
の
国
益
と
反

す
る
理
想
に
情
熱
を
燃
や
し
た
の
で
あ
っ
た
。

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
総
務
長
官
室
に
迎
え
た
駒
井

は
、
満
州
の
特
性
と
建
国
の
必
然
性
を
率
直
明
快
に

語
る
と
共
に
理
想
国
家
建
設
の
所
信
を
泊
々
と
述
べ

た
と
い
う
。
そ
し
て
若
き
日
に
草
牡
(
ワ
ラ
ジ
)
ば

き
で
歩
い
て
え
た
中
国
・
満
州
の
多
く
の
友
人
と
共

に
未
来
へ
の
夢
と
努
力
を
語
る
日
々
で
あ
っ
た
と
い

う
。
駒
井
の
長
官
在
籍
の
間
は
関
東
軍
の
干
渉
や
製

肘
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

一
九
一一一

七
年

(昭
和
十
三
年
)
鹿
前
橋
で
の
日
中
両
軍
衝
突

で
は
じ
ま
る
日
中
戦
争
は
、
駒
井
の
理
想
と
夢
を
打

ち
砕
く
に
充
分
で
あ
っ
た
。
駒
井
は
満
州
国
総
務
長

官
退
任
後
も
満
州
国
参
議
と
し
て
止
ま
り
、
ま
た
昭

和
二
十
年
三
月
勅
令
に
て
創
設
が
決
ま

っ
た
旅
順
帝

国
大
学
設
立
に
奔
走
し
た
と
い
う
。
一

九
六

一
年

(昭
和
三
十
六
年
)
没
。
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同窓会通信恵迫

E0111. 
電話兼Fax.(011) 815-6377 事務所:062-8611札幌市豊平区平岸1-H紛ラルズ気付

今年の活動一覧

月 日 行 事 会場等 担当

5月28日 仙台寮歌祭 ホテル白萩 東日本支部

6月4日 本会理事会 札幌健保会館 本部

7月16日 大寮歌祭西日本大会 アパホテル名古屋 西日本支部

10月 1日 文化講演会「開識社J 札幌時計台 北海道支部

1月末日 寮歌歌初めの会 札幌市内 北海道支部

同
窓
会
へ
の
加
入
と
会
費
の
納
入
の
お
願
い

この他にも、地域別の集会等の活動が計画されています。支部からの連絡をお待ち下さい。

一
.
会
員
で
な
い
方
に
は
同
窓
会
へ
の
加
入
を

本
誌
は
、
会
誌
送
付
条
件
を
満
た
す
会
員
の
他
に
、
恵
迫
寮
同
窓
会
の
紹

介
と
会
員
加
入
へ
の
お
誘
い
を
兼
ね
て
、
今
年
入
寮
却
周
年
を
迎
え
る
昭
和

却
年
入
寮
者
と
大
寮
歌
祭
が
聞
か
れ
る
名
古
屋
地
区
O
B
な
ど
に
お
送
り
し

ま
し
た
。

恵
迫
寮
同
窓
会
は
、
恵
迫
寮
に
在
籍
し
た
こ
と
の
あ
る
方
を
会
員
と
し
、

す
べ
て
の
学
問
分
野
に
ま
た
が
る
先
輩
後
輩
、
仲
間
と
の
交
流
と
親
睦
を
重

ね
な
が
ら
、
恵
迫
寮
の
自
治
制
度
を
思
い
、
青
春
の
証
し
を
回
顧
し
て
お
の

れ
の
発
展
の
糧
に
し
て
貰
う
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

恵
迫
寮
O
B
の
皆
さ
ん
、
恵
迫
寮
同
窓
会
の
名
を
始
め
て
聞
く
方
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
本
誌
を
入
手
さ
れ
た
機
会
に
同
窓
会
に
加
入
し
、
多
様
な
先

輩
・
後
輩
や
仲
間
と
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
同

封
の
郵
便
振
替
に
新
規
加
入
と
記
載
し
て
年
会
費
三
千
円
を
お
送
り
く
だ
さ

れ
ば
、
直
ち
に
会
員
と
し
て
登
録
し
、
余
部
の
あ
る
限
り
会
誌
「
恵
迫
四
号
」

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ニ
.
正
会
員
の
皆
様
へ
の
お
願
い

本
会
は
、
年
会
員
の
方
の
会
費
三
千
円
と
終
身
会
員
の
組
織
運
営
支
援
金

二
千
円
お
よ
び
カ
ン
パ
の
供
出
に
よ
り
、
北
海
道
・
東
西
日
本
の
三
支
部
で

持
ち
回
る
「
大
寮
歌
祭
」
や
文
化
講
演
会
「
開
識
社
」
の
開
催
、
会
誌
「
恵

迫
」
や
「
恵
迫
寮
同
窓
会
通
信
」
の
発
行
、
地
域
に
密
着
し
た
親
睦
活
動
な

ど
、
目
的
に
沿
っ
た
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
恵
迫
寮
精

神
の
存
続
を
願
う
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
い
て
は
年
会
員
の
方
に
は
、
平
成
十
七
年
度
会
費
と
し
て
三
千
円
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
終
身
会
員
方
に
は
、
財
政
改
革
策
が
実
を
結

ぶ
ま
で
引
き
続
き
運
営
支
援
費
二
千
円
の
供
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
同
封
の
郵
便
振
替
に
よ
り
ご
送
金
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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な
お
、
送
付
ラ
ベ
ル
の
下
方
に
は
、
本
会
の
会
員
整
理
番
号
の
後
に
の
M
M

ま
た
は
J
P
M
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
の
は
終
身
会
員
、
ペ
は
年
度
会
員
で
あ

り
、
続
く
誌
は
支
援
費
又
は
年
会
費
の
納
入
(
平
成
)
年
限
(
見
以
上
は
前

納
)
を
示
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
参
考
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

終
身
会
員
の
皆
様
に
補
足
し
ま
す
が
、
今
日
に
至
っ
て
も
低
金
利
、
景
気

低
迷
の
状
況
は
改
善
さ
れ
な
い
た
め
、
終
身
会
費
を
積
み
立
て
た
基
金
か
ら

の
配
当
金
は
数
千
円
と
徴
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
終
身
会
費
納
入
時
に
お
約

束
し
た
全
経
費
を
賄
う
に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
「
改
革
検
討
委

員
会
」
を
設
け
て
根
本
か
ら
の
改
革
に
取
組
み
、
組
織
体
制
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
第
十
期
執
行
部
は
、
恵
迫
の
灯
を
と
も
し
続
け
る

た
め
、
予
算
執
行
に
当
っ
て
も
厳
正
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
会
員
の
皆
様
の
財
政
支
援
が
な
い
と
運
営
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
「
運
営
支
援
費
」
の
名
の
下
で
年
二
千
円
の
ご
支
援
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
厳
し
い
事
情
を
ご
理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
各
位
の

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。(

第
十
期
代
表
幹
事

O
西
日
本
支
部

五三

9
6
0
0
一
大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
旦
一
|
二
|
二

O
O

大
阪
駅
前
第
二
ピ
ル
二

F

北
大
会
館
内

電
話
&
F
a
x兼

O
六
|
六
三
四
三
l
三
七
三
六

本
会
第
十
期
総
会
の
報
告

横
山

清

三
年
間
を
一
期
と
す
る
本
会
は
、
昨
年
九
月
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
北
海

道
開
拓
の
村
の
開
拓
使
庁
舎
講
堂
で
第
十
期
(
平
成
十
六
年
四
月
一
日

1
十

九
年
三
月
三
十
一
日
)
総
会
を
開
催
し
た
。
代
表
幹
事
横
山
清
君
の
開
会
の

辞
で
開
会
さ
れ
、
会
長
中
瀬
篤
信
君
の
会
長
挨
拶
に
続
い
て
規
約
十
条
に
よ

っ
て
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
第
九
期
事
業
報
告
並
ぴ
に
決
算
報
告
、
第
十

期
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
の
報
告
を
行
っ
て
か
ら
、
議
案
に
入
り
第
九
期

監
査
報
告
お
よ
び
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
お
よ
び
役
員
選
出
を
行
っ
て
閉

会
し
た
。
な
お
、
選
出
さ
れ
た
役
員
は
、
す
べ
て
留
任
と
な
り
、
次
ベ

I
ジ

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
に
は
、
議
案
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
同
窓
会

活
動
の
大
き
な
変
曲
点
に
あ
る
本
会
の
現
況
を
整
理
し
て
報
告
す
る
。
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【
同
窓
会
連
絡
先
一
覧
】

O
恵
迫
寮
同
窓
会
(
本
部
事
務
局
)
お
よ
び
北
海
道
支
部

O
六
一
丁
人
六
二
札
幌
市
豊
平
区
平
岸
一

l
一

鮒

ア

l
ク
ス
内

電
話
&
F
a
x兼

(
U
H
)
O
一
一
|
八
一
五
|
六
三
七
七

E
'
B包

-was-a⑧
凹

U
M
E
Rロ0
・』℃

郵
便
振
替

O
二
七
二

O
l八
|
七
九
三
三

(
送
金
は
全
て
振
替
で
お
願
い
す
る
)

一
.
組
織
改
革
の
基
盤
構
築

発
足
当
時
の
会
員
を
主
体
と
す
る
本
会
は
、
会
員
の
高
齢
化
と
金
利
を
生

ま
な
い
終
身
会
費
制
度
に
よ
り
、
組
織
全
体
が
脆
弱
化
し
始
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
①
若
い
世
代
の
会
員
加
入
促
進
と
会
運
営
の
委
譲
、
②
支
部
中
心

の
き
め
細
か
な
対
応
、
③
本
部
機
能
の
見
直
し
、
な
ど
の
組
織
改
革
が
不
可

欠
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
第
九
期
総
会
を
平
成
十
三
年
九
月
十
五
日
に
札
幌
・
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
会
長
に
前
任
者
に
比
べ
二
十
歳
も
若
い
中
瀬
篤
信

(s

m)
君
、
代
表
幹
事
横
山
清

(
S
担
)
君
を
選
出
し
た
。
さ
ら
に
、
第
九
期

に
発
足
し
た
改
革
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
臨
時
総
会
を
平
成
十
四
年

O
東
日
本
支
部

一
六
九
占
O
七
五
東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
二
|
五
|
二
四

メ
ゾ
ン
ド
l
ル
高
田
馬
場
コ
二

O
号
北
大
東
京
同
窓
会
気
付

電
話

O
一一一ーー三二

O
入
|
六
三
七
八

F
a
玄

O
三
|
一
一
一
二

O
八
|
六
三
四
四



八
月
三
十
一
日
に
京
都
駅
前
・
第
二
タ
ワ
l
ホ
テ
ル
で
、
平
成
十
五
年
一
月

三
十
一
日
に
札
幌
・
氷
雪
の
門
で
開
催
し
、
東
西
日
本
支
部
に
北
海
道
支
部

を
加
え
て
三
支
部
体
制
と
す
る
こ
と
、
副
会
長
お
よ
び
理
事
は
、
札
幌
主
体

で
な
く
、
全
国
か
ら
選
任
す
る
こ
と
と
し
、
副
会
長
は
各
支
部
一
名
と
会
長

推
薦
の
一
名
(
会
長
代
行
)
、
理
事
は
各
支
部
推
薦
に
よ
り
五
名
以
内
を
選

ぶ
方
式
と
し
て
所
要
の
規
約
改
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
一
体
に
な

っ
た
活
動
方
向
が
明
確
に
な
り
、
組
織
改
革
を
本
格
化
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
経
過
か
ら
新
役
員
(
敬
称
略
)
は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

[
名
誉
会
長
]
一
繁
富
一
雄

(
S
6
、
前
会
長
)
、
[
顧
問
]
一
石
塚
喜

一

(
S
2
)
、

田

畑

武

雄

(
S
3
)
、
中
川
義
一

(
S
3
)
、

青

山

越

男

(
S
4
)
、
山
谷
幸
之
助

(
S
5
)
、

小

島

悦

吉

(
S
5
)
、

中

山

二

郎

(
S
5
)
、

宍

戸

昌

夫

(sm)、
星

野

力

(sm)、
小

篠

守

正

(
S
げ

)

、

安

井

勉

(
S
M
)
、

池

田

秀

司

(sm)、
須

藤

清

二

(
S
四
)
、
多
田
邦
男

(sm)、
富
士
野
昭
典

(sm)、
板
谷

実

(sn)、
森
谷
正
三

(sn、
東
日
本
支
部
長
)
、
阿
澄
昌
夫

(sm)、

中

野

昭

伸

(sn)、
村

山

正

(sn)、
石

田

端

(
S
部
一
東

日
本
副
支
部
長
)
、
富
永
巌

(
S
お)、

[
会
長
]
一
中
瀬
篤
信

(
S
お
)
、
[
副
会
長
]
一
辻
山
昌
佑

(
S
お
一

西
日
本
支
部
長
)
、
篠
原
猛

(sm
一
東
日
本
副
支
部
長
)
、
幸
健
一

郎

(
S
初
一
北
海
道
支
部
長
)
、
井
口
光
雄

(sm
一
会
長
代
行
)
、
[
監

事

]

一

大

西

敵

(sm)、
小
笠
原
孝
之

(
S
剖
)
、
[
理
事
]
一
伊
東

孝

(
S
却

)

、

轟

明

(
S
沼
)
、
新
井
三
郎

(
S
沼
)
、
窪
田
開

拓

(
S
沼

)

、

和

孝

雄

(sm)、
山

崎

克

彦

(
S
沼
)
、
石
川

舜

(
S
沼
)
、
問
中
俊
夫

(
S
お
)
、
伊
藤
靖
久

(
S
詔
)
、
関
口
光

雄

(sm)、
入

江

和

彦

(
S
4
)
、

坂

倉

雅

夫

(
S
M
)
、

荒

木

隆

夫

(
S
却
)
、
岩
井
隆
郎

(
S
日
)
、
竹
下
忠
彦

(
S
臼)。

新
役
員
の
下
で
改
革
の
方
針
が
検
討
さ
れ
、
組
織
強
化
と
会
員
増
強
対
策

に
は
、
各
支
部
の
下
に
地
域
毎
の
「

O
地
域
支
部
」
ま
た
は
「

O
恵
迫
会
」

等
を
設
置
し
て
活
動
の
輸
を
広
げ
、
そ
れ
を
会
員
加
入
に
つ
な
ぐ
。
そ
の
た

め
数
年
の
問
、
会
員
増
強
費
を
用
意
す
る
。
本
会
の
会
計
が
厳
し
い
折
か
ら
、

そ
の
ま
ま
会
員
増
強
に
つ
な
が
ら
な
い
と
、
赤
字
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
。
も
し
も
赤
字
が
出
た
場
合
は
、
期
末
決
算
時
に
基
金
を
取
り
崩
し
て
充

当
し
、
将
来
、
会
員
の
増
加
し
た
時
に
補
填
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
利
子
を
生
ま
な
い
た
め
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
終
身
会
員
制
度
は
、

今
後
、
六
十
五
歳
以
上
(
会
費
三
万
円
)
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ

し
、
平
成
十
六
年
三
月
末
ま
で
に
終
身
会
員
に
な
っ
て
い
る
会
員
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
運
営
支
援
金
を
お
願
い
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
。

ま
た
、
支
部
の
活
動
活
性
化
を
促
す
た
め
、
会
費
、
(
今
後
の
終
身
会
費

を
含
め
て
)
の
二
分
の
一
を
支
部
費
と
し
、
支
部
別
に
納
入
会
員
の
割
合
に

応
じ
て
配
分
(
最
低
額
十
万
円
)
す
る
こ
と
と
し
た
。

ニ
.
第
十
期
活
動
の
概
要

大
寮
歌
祭
の
開
催
は
、
平
成
十
六
年
北
海
道
支
部
、
平
成
十
七
年
西
日
本

支
部
、
平
成
十
八
年
東
日
本
支
部
の
順
に
回
り
持
ち
と
し
、
こ
れ
に
支
部
毎

に
聞
識
社
や
地
域
恵
迫
会
な
ど
独
自
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

会
員
と
同
窓
会
を
つ
な
ぐ
刊
行
物
で
は
、
本
会
を
代
表
す
る
文
芸
誌
「
恵

迫
」
は
、
投
稿
原
稿
を
主
体
に
し
て
、
カ
ラ
l
グ
ラ
ビ
ア
人
頁
、
研
究
・
論

文
、
主
張
、
臨
想
・
便
り
、
特
集
な
ど
二
一

0
1
二
六

O
頁
で
構
成
し
、
創

刊
号
を

H
七
年
に
出
し
た
後
、
二
号
一

H
入
、
(
同
窓
名
簿
一

H
九
)
、
三

号
一

H
十
一
、
四
号
一

H
十
三
、
(
同
窓
名
簿
一

H
十
五
)
の
よ
う
に
、
同

窓
名
簿
を
加
え
て
約
二
年
お
き
に
発
行
し
て
来
た
。
出
版
経
費
二
二

0
1
二

五
O
万
円
、
広
告
収
入
四

O
i九
O
万
円
、
送
料
六

O
万
円
、
ほ
と
ん
ど
が

恵
迫
出
版
基
金
出
資
者
に
無
料
送
付
し
て
販
売
収
入
五
万
円
以
下
と
な
っ
て

大
幅
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
毎
年
の
大
寮
歌
祭
、
支
部
や
部
会
行
事

の
開
催
・
参
加
法
等
を
会
員
に
通
知
し
て
き
た
「
同
窓
会
通
信
」
は
、
支
部

活
動
報
告
、
投
稿
、
恵
迫
グ
ツ
ズ
販
売
、
「
恵
迫
寮
の
文
化
財
」
紹
介
な
ど

で
十
二

1
十
六
頁
で
構
成
し
、
毎
年
春
に
刊
行
し
て
き
た
。
な
お
、
こ
の
他

に
同
窓
会
行
事
を
会
員
に
通
知
す
る
手
法
は
、
往
復
葉
書
・
葉
書
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
支
部
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。
通
信
の
出
版
費
十
五
万
円
、
広
告
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費
五
万
円
、
送
料
二
十
万
円
で
、
差
し
引
き
三
十
万
円
ほ
ど
の
赤
字
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
出
版
物
は
全
て
赤
字
経
営
で
あ
る
が
、
「
同
窓
会
と
会
員
を
つ

な
ぐ
情
報
誌
」
の
位
置
は
極
め
て
高
い
こ
と
か
ら
、
内
容
の
充
実
と
郵
送
料

の
削
減
を
主
目
的
に
、
平
成
十
七
年
度
は
、
「
同
窓
会
通
信
」
と
「
恵
迫
」

を
合
併
し
て
毎
年
の
刊
行
を
目
指
し
、
そ
れ
以
降
は
、
平
成
十
七
年
の
経
過

を
見
て
か
ら
、
合
併
号
を
発
行
す
る
か
、
従
来
通
り
「
恵
迫
寮
同
窓
会
通
信
」

は
毎
年
で
事
務
局
担
当
、
「
恵
迫
」
は
二
年
毎
で
部
会
担
当
と
し
て
刊
行
す

る
か
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
号
は
、
そ
の
試
行
の
第
一
号
で
あ
る
。

本
会
は
、
規
約
の
活
動
目
的
に
添
っ
て
益
々
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す

の
で
、
会
員
各
位
の
忌
惜
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

(
副
代
表
幹
事

高
井
宗
宏
)

席
も
あ
り
、
プ
レ
l
後
の
紹
介
を
兼
ね
て
の
ス
ピ
ー
チ
に
花
を
咲
か
せ
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

③
九
月
十
九
日
(
日
)
正
午
に
札
幌
駅
北
口
を
パ
ス
で
出
発
し
、
「
北
海
道

開
拓
の
村
」
の
恵
迫
寮
舎
訪
問
に
行
っ
た
。
開
拓
の
村
講
堂
に
於
い
て
本

部
主
催
の
総
会
(
一
一
人
頁
に
記
載
)
が
終
了
し
た
後
、
村
内
パ
レ
ー
ド
、

寮
舎
前
に
て
「
都
ぞ
弥
生
」
の
献
歌
、
自
由
見
学
の
後
に
大
寮
歌
祭
会
場

に
向
け
て
移
動
し
た
。

④
九
月
十
九
日
(
日
)
午
後
六
時
よ
り
パ

l
ク
ホ
テ
ル
に
て
大
寮
歌
祭
を
開

催
(
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)
し
た
。
近
年
に
な
い
多
数
の
参
加
者
を
得
て
、
入

寮
年
次
別
や
学
部
・
ク
ラ
ブ
別
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
思
い
出
深
き
寮

歌
を
絶
唱
し
た
。
道
内
の
遠
隔
地
は
も
と
よ
り
、
は
る
ば
る
府
県
か
ら
の

参
加
者
も
あ
っ
て
、
参
加
者
に
感
動
を
与
え
た
。

北
海
道
支
部
ニ
ュ
ー
ス

ニ
.
寮
歌
初
め
の
会
の
開
催

平
成
十
七
年
一
月
三
十
日
(
金
)
札
幌
「
氷
雪
の
門
」
に
て
寮
歌
初
め
の

会
を
開
催
し
た
。
中
村
北
大
総
長
を
始
め
、
有
江
・
広
重
両
前
総
長
、
山
本

元
応
援
団
顧
問
の
四
氏
を
御
来
賓
に
、
総
勢
一

O
O名
程
の
参
加
者
を
得
て

盛
大
に
行
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
現
寮
生
が
五
名
、
そ
の
内
女
子
学
生
二

名
が
参
加
し
、
最
新
寮
歌
を
紹
介
す
る
な
ど
で

O
B
と
交
流
を
深
め
た
。
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北
海
道
支
部
は
、
三
年
に
一
度
の
総
会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、
そ

れ
と
連
動
し
て
大
寮
歌
祭
を
担
当
す
る
な
ど
次
の
行
事
を
行
っ
た
。

一
.
大
寮
歌
祭
と
関
連
事
業
の
開
催

①
九
月
十
八
日
(
土
)
北
大
ク
ラ
l
ク
会
館
集
会
室
に
て
「
開
識
社
」
を
開

催
し
た
。
講
師
は
、
北
大
総
合
博
物
館
長
・
獣
医
学
部
教
授
藤
田
正
一

氏

(
S
羽
入
寮
)
で
あ
り
、
先
生
が
作
ら
れ
た
部
厚
な
資
料
に
よ
っ
て

「
ク
ラ
l
ク
精
神
と
恵
迫
寮
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
農
学
校
創

立
時
に
醸
成
さ
れ
た
ク
ラ
l
ク
精
神
は
、
今
日
の
活
動
の
中
に
も
継
承
さ

れ
て
い
る
調
査
分
析
報
告
で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
に
大
き
な
感
動
を
与

え
て
好
評
で
あ
っ
た
。

②
九
月
十
八
日
(
土
)
愛
好
者
に
よ
る
「
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
札
幌
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
真
駒
内
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
藻
岩
コ

l
ス
に
て
開
催
し
た
。

参
加
者
は
十
六
名
と
少
数
で
あ
っ
た
が
、
遠
く
は
ア
メ
リ
カ
在
住
者
の
出

三
.
会
員
増
強
、
地
域
組
織
の
強
化

支
部
発
足
時
よ
り
目
標
と
し
て
い
た
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、
会
員
資
格

者
の
多
い
札
幌
地
域
を
重
点
目
標
地
と
し
て
特
化
し
、
現
在
も
鋭
意
努
力
中

で
あ
る
。

一
方
、
地
域
組
織
の
強
化
に
つ
い
は
、
全
道
を
函
館
、
室
蘭
、
札
幌
、
十

勝
、
旭
川
、
道
束
、
道
北
の
七
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
地
域
に
恵
迫
寮
全
組

織
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

室
蘭
地
域
で
は
北
海
道
支
部
が
発
足
す
る
よ
り
前
に
「
室
蘭
恵
迫
会
」
を

作
っ
て
活
動
し
て
い
た
。
芝
垣
美
男
君

(
S
却
)
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。



平
成
十
六
年
に
は
、
支
部
の
若
手
幹
事
の
努
力
が
実
を
結
び
始
め
、
函
館
、

十
勝
帯
広
、
旭
川
の
三
地
域
で
恵
迫
会
を
旗
揚
げ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

O
函
館
地
区
恵
迫
会

1
二
O
O
三
年
十
二
月
十
九
日
発
足
。
幹
事
一
森
越

清
彦
君

(
S
4
)
が
担
っ
て
い
る
。

O
十
勝
帯
広
地
区
恵
迫
会

1
二
O
O
四
年
三
月
二
十
日
発
足
。
幹
事
一
小

林
征

(
S
泊
)
、
川
尻
惰

(
S
却
)
両
君
が
担
っ
て
い
る
。

O
旭
川
地
区
恵
迫
会

j
二
O
O
四
年
七
月
一
一
一
日
発
足
。
幹
事
一
千
川
浩
治

(
S
却
)
、
山
田
浄
二

(
S
4
)
両
君
が
担
っ
て
い
る
。

四
.
現
寮
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

北
大
を
管
内
に
持
つ
北
海
道
支
部
の
置
か
れ
た
地
位
を
重
大
に
受
け
止

め
、
現
恵
迫
寮
か
ら
寮
生
を
招
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
本
年
は
、
大
寮
歌
祭
に
七
名
、
歌
初
め
の
会
に
五
名
参
加
。

こ
こ
に
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
(
敬
称
略
)

O
実
行
委
員
長
一
辻
山
昌
佑

(sm)

O
実
行
委
員
長
代
行
一
間
中
俊
夫

(
S
お
)

O
副
実
行
委
員
長
一
深
谷
勲

(
S
泣
)
・
牧
野
俊
一

(
S
お
)
・
安

藤

利

孝

(
S
却
)
・
窪
田
開
拓

(
S
泣

)

・

徳

永

徹

(
S
お
)

塚

崎

喜

寿

(
S
沼
)
・
斉
藤
爾
郎

(
S
お
)

O
実
行
委
員
一
(
名
古
屋
地
区
)
未
定
、
(
大
阪
地
区
)
藤
井
洋
治

(
S

U
)

・
竹
田
邦
雄

(
S
剖

)

・

桜

井

清

(
S
却

)

・

福

井

毅

(
S
却
)
・
得
本
安
彦

(
S
日
)
・
梶
原
洋
治

(
S
臼
)
・
中
田
泰

央

(
S
臼

)

・

小

寺

修

(
S
日
)
・
榊
原
悟
志

(
S
日
)

O
顧
問
一
阿
澄
昌
夫

(sn)
・
池
田
秀
司

(sm)
・
米
田
昌
宏

(
S
お
)

O
事
務
局
一
伊
藤
靖
久

(
S
招
)
・
植
松
高
志

(
S
叫
)
・
木
村
成

二

(
S
必
)
・
山
本
雅
彦

(sm)
・
岩
井
隆
郎

(
S
日
)
・
桑
原

和
彦

(
S
臼
)
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西
日
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス

※ 

愛
・
地
球
博
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
一
宮
苦
一
¥
¥
者
巧
者
・

2HVONOB-
。ιU
¥

一
.
活
動
報
告

今
期
一
年
間
活
動
ら
し
い
活
動
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
前
回
の
恵
迫
寮

同
窓
会
理
事
会
決
定
を
踏
ま
え
、
健
全
な
る
支
部
財
政
は
会
員
増
強
に
あ
り

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
当
番
の
二
O
O
五
年
恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会
を

そ
の
契
機
と
す
べ
く
、
昨
年
後
半
か
ら
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
を
立
ち
上

げ
大
会
案
を
練
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
阪
地
区
の
開
催
を
軸
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
愛
知
万
博
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
名
古
屋

地
区
で
や
っ
て
み
て
は
の
意
見
を
見
て
、
名
古
屋
地
区
の
西
日
本
支
部
役
員

深
谷
氏

(
S
担
)
、
牧
野
氏

(
S
お
)
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
得
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
二
O
O
五
年
の
西
日
本
大
会
は
名
古
屋
で
開
催
と
相
成
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
二
一
五
ペ
ー
ジ
の
西
日
本
大
会
ご
案
内
を
ご
覧

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ニ
.
お
知
ら
せ

恵
適
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
の
事
務
局
オ
フ
ィ
ス
を
下
記
の
通
り
北
大
会

館
に
移
し
ま
し
た
。

住
所
一
〒
五
三
O
|
0
0
0
一

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
|
二
O
O
号

電
話
.
O
六
|
六
三
四
三
l
三
七
三
六

場
所
一
大
阪
駅
前
第
二
ピ
ル
二
階
北
西
の
隅



東
日
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス

は
、
面
白
い
お
爺
さ
ん
達
だ
と

一
緒
に
踊
る
や
ら
、
手
拍
子
を
打
つ
や
ら
喜

ぶ
こ
と
し
き
り
で
あ

っ
た
。
友
誼
校
の
旧
制
水
戸
高
校
理
科
昭
和
二
十
五
年

卒
の
医
師
小
林
健
次
氏
に
よ
る

「水
戸
高
校
(
正
寮
歌
)
時
乾
坤
」、

「水
戸

高
校
夕
べ
の
丘
に
」
も
披
露
さ
れ
、
寮
歌
祭
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

宴
も
進
み
十
七
時
三
十
分
頃
の
夕
食
時
に
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
加
え
、

黒

米
の
「
縄
文
お
に
ぎ
り
」
を
頬
張
っ
た
。

夜
の
帳
が
降
り
る
頃
に
は
フ

ア
イ
ヤ
l
ス
ト
ー
ム
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
の

寮
歌
祭
第
二
部
が

一
段
と
盛
り
上
が
り
、
陸
平
な
ら
で
は
の
野
趣
溢
れ
る
宴

と
な
っ
た
。
予
定
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
、
曇
り
が
ち
の
空
か
ら

は
宴
の
終
駕
を
見
計
ら

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
雨
滴
が
落
ち
始
め
、

「
別
離

の
歌
」
斉
唱
に
続
く
ス
ト
ー
ム
の
乱
舞
で
大
盛
会
の
寮
歌
祭
が
幕
を
閉
じ
た

の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
宿
泊
組
は
宿
と
し
た
地
元
美
浦
村
の
「
(
株
)
花
王

・
研
修
所
」

に
な
だ
れ
込
み
、
止
ま
ら
ぬ
勢
い
で
大
い
に
飲
み
、
語
り
、
寮
歌
放
吟
し
夜

の
更
け
る
の
を
忘
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
三
日
(
日
)
に
は
美
浦
村
周
辺
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
歩
く
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ス
ツ
ア

l
に
多
数
名
が
参
加
し
、

J
R
A
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
予
科
練
記
念
館
、
抱
撲
舎
(
故
住
井
す
ゑ
さ
ん
宅
)
、
小
川
芋

銭
記
念
館
等
を
訪
ね
た
。

今
回
の
企
画
は
茨
城
県
北
大
同
窓
会
、

美
浦
村
前
村
長
市
川
紀
行
氏

(
S
お
入

寮
)
を
始
め
と
す
る
茨
城
県
在
住
の
同

窓
生
有
志
の
絶
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
り

実
現
し
、
成
功
裡
に
終
え
ら
れ
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
二
O
O
五
年
度
開
催
地
仙
台
市

在
住
の
小
出
精
(
あ
き
ら
、

S
羽
入
寮
)

氏
よ
り
寮
歌
祭
へ

、
次
の
よ
う
な
祝
電

を
頂
い
た
の
で
紹
介
す
る
。

「ニ

O
O
四
北
大
寮
歌
祭
吉
美
浦
」

ー
二

O
O
四
年
五
月
二
十
二
日

茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
「
目
指
定
史
跡

陸
平
貝
塚
」
に
て
|

東
日
本
支
部
で
は
昨
年
五
月
二
十
二
日
(
土
)
、
競
馬
フ
ァ
ン
に
は
お
馴

染
み
の
日
本
中
央
競
馬
会
美
浦
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
近
く
、
眼
下
に

霞
ヶ
浦
を
望
む
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
の
陸
平
(
お
か
だ
い
ら
)
貝
塚
に
て

「
二
O
O
四
北
大
寮
歌
祭
呂
美
浦
」
を
開
催
し
た
。
北
は
北
海
道
か
ら
荷
は

長
野
県
松
本
か
ら
同
窓
生
と
そ
の
家
族
、
旧
制
高
校
O
B
有
志
ら
合
わ
せ
て

約
八
十
名
の
参
加
を
得
、
大
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
え
る
事
が
出
来
た
。

「
陸
平
貝
塚
」
は

一
八
七
九
(
明
治
十
二
)
年
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
最
初
の
学
術
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
八、

0
0
0
1
二
、
五

O
O年
前
の
縄
文
人
の
生
活
の
舞
台
だ
っ
た
処
で
、
保
存
範
間
約
九

O
、
0

0
0
2m
、
貝
塚
研
究
の
宝
庫
と
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
今
回

の
寮
歌
祭
は
、
貝
塚
発
見
と
保
存
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
前
明
治
大
学
学
長
戸

沢
充
則
氏
を
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
こ
の
大
自
然
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
五
時
三
十
分
か
ら

の
寮
歌
祭
第

一
部
と
し
て
美
浦
村
村
長

上
野
武
男
氏
、
中
瀬
篤
信
会
長
の
挨
拶

も
そ
こ
そ
こ
に
乾
杯
、
地
元
の
女
子
中

学
生
ら
に
よ
り

「
縄
文
太
鼓
」
が
披
露

さ
れ
た
。
寮
歌
祭
参
加
者
の
大
部
分
を

占
め
る
オ
ジ
さ
ん
と
い
う
よ
り
も
お
爺

さ
ん
達
が
熱
き
青
春
の
血
を
呼
び
起
こ

さ
れ
て
は
破
顔

一
笑
、
目
尻
を
下
げ
て

の
大
喝
采
の
の
ち
勢
い
に
乗
っ
て
直
ち

に
寮
歌
放
吟
に
入
る
。
女
子
中
学
生
ら
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本
会
が
刊
行

・
製
作
し
た
恵
迎
グ
ッ
ズ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
事

務
局
ま
で
F
a
x
.
で
お
申
込
み
く
だ
さ
る
か
、
郵
便
振
替
用
紙
に
注

文
品
名
を
書
い
て
送
金
く
だ
さ
い
。
郵
便
振
替
の
場
合
は
、
も

っ
と
も

早
く
お
届
け
で
き
ま
す
。

O
二
七
二
O
|
八
l
七
九
二一
一

(
本
会
へ

の
送
金
は
、

全
て
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
)

事
務
局
F
a
x
.

O

一一

ーー
八

一
五
|
六
三
七
七

『北
大
寮
歌
祭
美
浦
大
会
の
大
盛
会

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、

私
、
欠
席
の
や
む
な
き
に
至
り
、
残
念

で
す
が
、
来
年
の
仙
台
大
会
に
も
皆
様

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
仙
台
は
東
京
か

ら
は
新
幹
線
で
わ
ず
か
二
時
間
前
後
で

す
。
山
紫
水
明
、
風
光
明
蝿
な
風
景
も

中
心
街
の
近
く
に
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
又、

仙
台
は
、
雄
大
剛
健

の
旧
制
第
二
高
が
あ

っ
た
街
、
又
、
朝

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
天
花
」
ち
ゃ
ん
の

街
で
も
あ
り
ま
す
。
新
緑
の
棒
の
萌
ゆ
る
下
で
高
ら
か
に
北
大
寮
歌
を
歌
い

ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」

恵
迫
ク
ツ
ズ
販
売
の
ご
案
内

郵
便
振
替

最
後
に
、
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
こ
O
O
五
年
度
北
大
寮
歌
祭
に
つ
い
て
簡

単
に
報
告
を
す
る
。

1
.

日
時

二
O
O
五
年
五
月
二
十
八
日

(
土
)

{グ
ツ
ズ
品
名
}

・
陣
羽
織

・
恵
辿
タ
イ
ピ
ン

.
寮
歌
テ
l
プ

.
恵
辿
絵
ハ
ガ
キ

・
写
真
集

「青
春
の
北
大
恵
辿
寮
」

・
恵
辿
寮
同
窓
名
簿
(
平
成
九
年
刊
)

・
同
窓
会
誌
「
恵
迎
」
第
五
号

「
恵
辿
」

二
j
四
号
は
無
料
、

一
回
一

O
O
j
一

七
一

O

0
 

2.
会
場
ホ
テ
ル
白
萩

(
公
立
学
校
共
済
組
合
仙
台
宿
所
)

3
.
費
用

六
、
0
0
0
円

(
家
族
同
伴
者
は
四
、

0
0
0
円
)

※
翌
二
十
九
日

(日
)
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ス
ツ
ア
l
で
、
佐
藤
惣
之
助
さ

ん

(「魔
人
の
呪
」
の
作
者
)
と、

二
階
堂
孝

一
さ
ん
(
「
津
軽
の
槍
海
の
」

の
作
者
)
の
墓
参
と
献
歌
を
含
む
仙
台
市
内
巡
り
を
楽
し
ん
だ
。

(
東
日
本
支
部
坂
倉
雅
夫
、

S
M
H
)

{
仲
介
グ

ッ
ズ
品
名
}

・
寮
歌
集
(
北
大
恵
辿
寮
刊、

最
新
刊
)

・
恵
辿
寮
史
(
復
刻
版
、
昭
和
七
年
刊
)

・
恵
迎
寮
史
(
第
二
巻
、
昭
和
五
十
八
年
刊
)

恵
辿
寮
同
窓
会

{頒
価
}

六、

0
0
0円

一
、
五
O
O
円

一
、
0
0
0
円

三
五
O
円

一一
、
五
O
O
円

一
、
0
0
0
円

七
O
O円

送
料
相
当
分
を
負
担

【頒
価
}

一
、
0
0
0
円

六
、
0
0
0
円

九、

0
0
0円
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肩
額
「
養
之
如
春
」

が
「
心
」
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
「
心
を
養
う
」
、
つ
ま
り
、
『
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
い
う
時
に
、
春
が
万
物
を
育
て
る
よ
う
に
、
ぽ
か
ぽ
か
の
ん
び

り
と
育
て
る
べ
き
だ
。
』
と
読
み
と
れ
る
。

こ
れ
が
揮
官
署
さ
れ
た
昭
和
十
七
年
と
言
え
ば
、
「
恵
迫
寮
小
史
」
の
刊
行

意
図
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
が
、
厳
し
い
戦
時
下
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ま
す

ま
す
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
て
配
属
将
校
が
軍
事
訓
練
を
行
い
、
学
生
を
三
年

半
や
三
年
で
繰
り
上
げ
卒
業
を
さ
せ
て
若
き
卒
業
生
を
軍
隊
に
動
員
し
た
ば

か
り
か
、
兵
役
免
除
の
対
象
学
科
を
見
直
し
て
幅
広
く
学
徒
動
員
に
つ
な
が

る
動
き
が
明
確
化
し
た
時
で
あ
っ
た
。

漢
籍
辞
典
の
『
字
通
』
は
、
「
心
」
が
「
こ
れ
が
し
た
い
」
「
こ
れ
に
な
り

た
い
」
と
い
っ
て
赴
く
先
の
こ
と
を
「
之
」
と
い
う
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
戦
時
下
の
若
き
学
徒
の
心
に
「
之
」
の
目
標
に
疑
念
が
強
く
の
し
か
か

っ
た
時
で
あ
る
た
め
、
今
先
生
の
総
長
と
し
て
の
執
行
義
務
と
教
育
者
と
し

て
理
念
が
相
克
し
た
文
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
扇
額
は
、
縦
七
七
畑
、
横
一
七
六
個
の
比
較
的
大
き
な
額
に
表
具
さ

れ
て
い
る
。

【
揮
選
者
紹
介
】

揮
事
者
の
第
四
代
総
長
今
裕
先
生
は
、
医
学
部
摘
理
学
第
一
講
座
教
授

で
、
細
胞
学
が
専
円
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
戦
時
体
制
下
の
昭
和
十
二
(
一

九
三
七
)
年
十
二
月
か
ら
昭
和
二
十
(
一
九
四
五
)
年
十
一
月
ま
で
総
長
を

務
め
ら
れ
、
軍
か
ら
の
多
様
な
指
令
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
大
変
な
苦
労
を

さ
れ
た
。
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本
シ
リ
ー
ズ
は
、
北
十
八
条
に
あ

っ
た
第
二
代
恵
迫
寮
舎
に
掲
示
さ
れ

て
い
な
が
ら
、
現
寮
に
移
管
で
き
な
い
た
め
に
本
同
窓
会
が
管
理
し
て
い
る

書
額
等
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
同
窓
会
通
信
」
に
連
載
し

て
き
た
の
を
本
誌
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

恵
迫
寮
の
文
化
財
恥

e

.d. 
i 

裕

第
四
代
総
長
揮
官
弔

電

45《必
4 

臨

図

【
掲
示
場
所
】

従
来
は
、
北
十
人
条
に
あ
っ
た
第
二
代
寮

舎
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
書
額
で
あ
る
が
'
寮

務
事
務
室
だ
っ
た
か
、
応
接
室
だ
っ
た
か
明

ら
か
で
な
い
。

現
在
は
、
北
海
道
大
学
に
寄
託
し
て
北
大
総

合
博
物
館
が
管
理
し
て
い
る
。

【
揮
事
経
過
】

こ
の
扇
額
は
「
恵
迫
寮
小
史
」
の
刊
行
に

合
せ
て
一
九
四
二
(
昭
和
十
七
)
年
に
書
か

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

扇
額
の
右
上
の
小
さ
な
印
鑑
状
の
カ
ン
ポ

ウ
は
、
「
一
生
稽
古
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

先
生
の
座
右
の
銘
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
「
養
之
如
春
」
(
之
を
養
う
こ
と

春
の
知
し
)
は
、
『
春
秋
』
(
繁
露
巻
第
十
、

十
六
)
を
原
典
と
す
る
よ
う
で
あ
り
、
「
之
」



司...~，州議離糊塗錯j自献言
愛知万博の地・名古屋に参集!

同窓会の皆さん、ご健勝でご活躍のこととお慶び、申し上げます。

さて、また熱い季節が巡ってまいりました。スマ トラ沖地震、日中・日韓問題などアジアをめぐる話

題が各種メディアを賑わせている今日この頃、囲内に目を転じますと名古屋では愛 ・地球|専と銘打った

万国博覧会が 3月から始まっています。そこで、今年の当番である西日本支部は名古屋地区の幹事に11乎

びかけ、大寮歌祭と万|専見学のタイアップにより西日本大会を大いに盛上げようと大会企画を練りあげ

ました。恵辿同窓会発足後223:J三が経過し、はたして言われるところの 『恵辿精神』が引継がれ、発展を

みているのでしょうか。

同窓会の皆さん!初夏の一 日、名古屋の地に参集 し、それを実証しようではありませんか 1

恵迎寮同窓会西 日本支部長 辻山昌佑

[ご案内]

日時:2005年 7月16日(土)(三連休の初日です 12: 30~19 : 00 

場所:アパホテル名古屋錦

名古屋市中区錦 3丁目 15-30 地下鉄東山線栄駅下車 2番出口すぐ

Tel : 052 -953 -5111 Fax: 052 -953 -5110 

<大会式次第>

匡~ 12: 30~ 13 : 00 

直三回 開識社(13: OO~ 15 : 00) 会場:御岳の問

講師 勢力 常史氏 (愛知県国際博推進局事業調整課長)

O 愛知万博のテーマにまつわる講演及び会場の目玉展示などの紹介。

O 質疑応答など (30分程度)

直三回 西日本支部総会 05:…:00)会場 :旭の問

直三田 大寮歌祭及び懇親会 (16:ー:00)会場 :旭の問

匡亙本人 6，000円

女性及び中学生以上 5，000円

小学生 3，000門

学令未満 無料
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各自自力で確保して下さい。

一般大人 18~65歳未満 3.700円 (当 日券4600円)

シニア 65歳以上 3.300円 (当日券3700円)

数が少なく EI"訳ありませんが、先着順で販売。売切れごめん。

券は当日会場で現金引換えで手渡します。事前送付は対応できません。

屋三百

!万博前売券|

l申込み方法 | 参加される方は、下記の方法で必ず 6月15日までにご連絡下さい。

①郵便:申込書Fにご記入の上、 葉書にJ!~í るか又は封書で郵送下さい(当日消印有効)

〒530-0001 大阪市北区梅田1-2-2-200 大阪駅前第 2ピル 北大会館内

②FAX:申込書にご記入の上、下記までFAX下さい。

06 -6343 -3736 恵迎同窓会西日本支部宛

③E-mail:申込書内の必要事項を、下記までメ ール下さい。

iwai2@cubemagic.co.jp 西日本支部事務局長 岩井宛

なお、申込み後の当日キャンセルは会計に支障をきたしますので、後日、会費を請求させていただ

きます。問い合わせ先西日本支部幹事長 伊 藤靖久(携帯 090-3613 -3641) 
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i-----------------------------編集後記~~~~~~~~~~

; 醐……6伴印年制1…一…版 (剃悶…面)に 1 ペ←一一

海道大学恵迫寮」について、その青春謡歌ぶりが掲載されました。昭和3却O年代の頃 L 

のパンカラぶりを採り上げたものです。(もしコピーを御希望の方は郵便番号060-

8711札幌市中央区大通西 3丁目 6北海道新聞社読者閲覧室・電話011ー221-2111・

内線2590に御申し込み下さい。コピー料金は 1部100円で、後日同室から切手代など

を含めた料金を請求してきます)

今回「恵迫」第 5号編集に当たり、原稿を読ませていただきましたが、やはり寮

で過ごした青春の 1ページを思い出したものが圧倒的に多かったです。また、戦時

中の食糧難時代の苦労、原始林で寮歌を高吟したこと、その寮歌作製にかかわるエ

ピソード、さらには高尚な論文……。まさに玉石混交ながら、今なお恵迫魂を忘れ

ないものが多く見られました。

ただ、寄稿をお願いした方のほとんどが締め切りを守らず編集作業に支障を来た

しました。また、予定したページ数の倍以上書いて来た方もありました。寮を愛す

る心の現れと思い、出来るだけ掲載する努力をしましたが一部割愛せざるを得ず、

誠に申し訳ありません。拙ない編集ですが、精いっぱい力を入れたつもりです。

最後に、広告募集などで各支部役員の方や恵迫寮同窓会事務局の佐藤静子さんら

には並々ならぬ御協力を戴き、心から御礼申し上げます。

(文責・「恵迫」部会長・平岡義博)

〔編集委員〕鈴木勝男 (29年入寮)高井宗宏 (31年入寮)

和 孝雄 (32年入寮)河村征治 (32年入寮)

氏平増之 (38年入寮)谷口哲也 (46年入寮)

次号の原稿随時受付中!

恵、

型 恵著者

発 迫
T T 

061 062行 第迫寮
1102 5 

社 中同 号
北 北会 窓

8Oll3社ナT 幌E区 会

広海道福祉
瀬会

平成
長

g 5 重歯ハリ 法人
篤 17 

年

信
6 

O ピ 月
0117 の リ
|香里 l
3{5地

u| ズ 1
2U6 1 6377内 6 条
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当行ATM時間外手数料無料など ~ 
お取引に応じて、お得なサービスがいっぱい。圏~北迩道銀行
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アミJnll
)ュー

きのうの自分に、
勝てる気がする。
BCAA飲料として好評のアミノバリューから「ダブルアミノバリュー』と 「アミノ

パリューパウダー』が新笠場です。ダブルアミノパリューはBCAAの含有量を

これまでの2000mgから4000mgへと、 Wになってアスリートを応援します。

また、パウダーは携帯性に優れ、 かさばらずどこでも気軽に持ち運べます。

BCAAは活動するカラダに必要な必須アミノ酸。それは食物などからしか摂取

できません。アミノバリューは、体内で作り出せないその9種類の必須アミノ酸の

うち特に活動するカラダに必要なパリン・口イシン・イソロイシン (BCAA;分岐

鎖アミノ酸)を 1:2:1の理想的なパランスで含んだBCAA飲料です。

BCAA飲料と言えば、アミ)J11
リュー

ダブルアミノパリュー l アミノバリュー l アミノパリュ-
500mlペットボトル I 500mlべットボト}I， I 290mlボトル缶

アミノパリューパウダー l アミノバリューパウダ-
500ml周 IlL周

インタ ネットやフリ ダイヤルでも、製品のご購入ができます.・ www.otsuka.plusl.com0120-390-795 

0型品に関するお問い合わせは‘大既製業お客儀相酷室 03-3293-6111 www.otsuka.co.jp/a-v/ 
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自然の無限の可能性を、

「新しい食』の驚きに変えていきます。

f 
司、

.. -砂
L J 

自然 の無限のちからを 明治乳業のやわらかな発想で 未来のチカラへ変えます

ト I伝説主主主主計三万五.
健康 っておいしい.

開EIJI
明治訳業

明治訳業株式会社〒136-8908東京都江東区新砂ト2-10代表取締役会長中山悠

主日古 ?学? q.I 3 
T 字詮作学禍当法a事s 和附 璽早 学連 T札腕i/i 草部語学秘主事朝問I 学笹R fメ 二 岡 県 f北区|ヒ 三 村

九七 丁 d入Z141 Ekゴ!本地明日式全副品 〈三)三Oルゾンドl 年学O入 ~ゴ圭 長長 )一一 八軒七 年O入競 認合品 o一一 八 年入学 ~ おK 

:s 担当長 二O高III島助則 六二条酉 士苦伺十 七一条西五

T五 夫 惜六三五7 士 lハ子目 孝 fE 男

八 tO二 九 一
九 八号四 五 一

安 繁 横 要中空

合員 学i d zf 雪会量副 215化 3主副
lf 勉 丘 雄 iE 清 日 悠
O一 八 |

三-L 六二 六五 00 
五 六
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外で飲んでごらんと雲が雷う。
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2002年7月からニッスイは、

フィッシュハム・ソーセージ、ねり製品の

すべてに「卵Jを使用していません。

この取り組みは、

ニッスイ独自の技術で実現しました。

2005年度、さらにこの取り組みを

ご理解いただく活動を展開してまいります。 ‘ ・0)7-?!J'ElE!J(''9，
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My Retreat at P 1 aそぞ Tirne
~そこにあるのは、上質な時間の流れ~

9月1日、 4Fチャペルサイドに

カリヨンガーデン誕生!

-ゲストルーム/509室

.レストラン・パー・ショップ/10庖舗・25mの温水プーノレ・サウナ他

・駐車場400台 (24時間営業)

務・京王スラ訪ホテル札幌
〒060-0005札幌市中央区北5条西7丁目在L0l1-271-0111(代表)
http://www.keioplaza-sapporo.cojp/ 
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八 豊かな社会づくりに創意と技術で貢献

予ぼ工スケー産業株式会社
代表取締役社長木村 保

(営業内容)・道路資材事業部 ・土木・環境資材事業部

・建材・内装事業部・住宅事業部・企画開発室

本 社干003-0001 札幌市白石区東札幌1条4丁目8番1号
TEL (Q 11) 8 1 1 -6600 (代)
FAX (Q 11) 8 1 1 -3 5 40 

旭川営業所帯広営業所

ATU官CQ)al 

新車、中古車販売、板金、車検、整備、車両保険、

その他お車に関することなら何でも…

有限会社オートサプライス‘
干003-0821 札幌市白石区菊水元町1-1-10-1
TEL 011 (879) 1617 FAX 011 (879) 1619 

代表取締役会長平岡義博

(自宅)札幌市北区新川3条12丁目3-1 TEL 011 (762) 1615 
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美味しい幸福、届けますも

生活者一人ひとりにこJ満足いただける

「食」の流通を目指して・・・・・・。

肉食・中食・外食のさまざまなニーズにお応えするため

先進の物流機能や情報システムを駆使して

安全で安心できる「食jの中間流通を創造します。

消費と生産を結ぷ価値あるかtt橋

4ミリヨーショク
株式全社聾宮北海道支社
T血&∞3Il北淘遜札幌市白石区流遜センターa丁目4&77司・s(011)861.3761

巳芦 CGC凶Cは一の附有軌糊明力榊畑中曙即堅
E ~缶~三τ --ι-司~竺、》〆守-守竺、

CGC北海道本部はCGCグループの一員として
協業活動を推進し、物流コストの低減と
商品力の強化を目指します。

lCGCがとだわっている事|

・安全・安心は商品

・原材料や製法にとだわった商品

-人にやさしい商昂
.商画間男開国ユニHーヲルデザイン推量

・曹踏包震をよD且く ・包醤置柑の誠量化‘調由化

・圏構にや古しい圃柑軒やインクの活用

-シ=ア‘植I!旗向け商品の岡蝿

-・1;;野ヨ註印llieI晒qJC陵適圃

-北海道の企業数....・ H ・-12社 ・ 庖 舗 数_..・ H ・..227眉
株式会社 9竺9当F北海道本部

代表取締役社長横山清

136 



ICDDI 

~ 

KDDIグノレープは、かけがえのない地球を

次の世代に引き継ぐことができるよう、

地球環境保護を推進することがグローパル企業

としての重要な責務であるととらえ、

環境に配慮した絞極的な取り組みを、

会社全体で続け ていきます。
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五E:SU~'iil会毛.'j i:_

w ・酬@

情報セキュリテイ対策は万全ですかっ

FSS@基本'ぜ内ケージ ForMacintosh 
~ ...， I ， Ver1.0 - MacOS 10.3対応

鐙喪な個人情報クライアン卜情報、かけがえのないデザインデー夕、そして会社の信頼一一。

鉄壁のガードで守り掠く、セキュリティソリユ シヨンの決定版が、ついにMac版で貨場 1

曲ICカードとパスワードで、fなりすましjにも対処できる強力な認証システム

OUSBやCD-ROM等の外部デパイスでのデータ持ち出しを防止

。漏洩改毘に対して安全に、そして簡単にデザインデ タを保存

9置要度機密度にランヲ分けし、階層管理が可能

価格一台25，250(税込) お問い合わせ s011-780-5677(代)

yudu 

ーーーー芸量I， I~lat~~.主主u_

認訟を23可能性昧香り戦略研究所点Z時
昧覚研究において世界的権威である九州大学都甲潔教浸らと産学共同で昧香リ戦略研究所在設立し、

これまで感覚で捉えるしかなかった苦昧、渋隊や後昧(キレ)等の降覚を同教撮開発の「昧覚センサ Jに
より客観的に測定。従来の成分分析ではなく、「昧Jを科学的に評価し蓄積したデータベース(食譜)を作成

し、食品メー力一向け新商品開発や、POSデ タとリンクさせ売上分析に資する流通小売業向けソリユー

シヨン等、昧覚データベースを用いたサービスーコンテンツを提供。さらにはバイオセンサー妓術を活用

し医療福祉分野への応用等、応用次第で綴々な分野で可能性を広げていきます。

昧雷り戦略研究所ウヱブサイトー叶首相・I/www.mikaku.jp/ 線)インテリジエントセンサテクノロジ社製隊貧センサー

. . . . . . . . . . . . . . . . ..  "館 内容 ・・・・・・・・・・刷.. . . . . . 
商業印刷惨チラシ、ダイレクトメール、ポスター、カタログ、パンフレツ卜、包装紙、ベージ物、他

マスコミ広告砂子レピ、ラジオ、新開広告、広報誌広告、交通広告

屋 外 広 告 砂 種板、垂幕、他

調査・分析惨競合調査、消費者動向調査、POSデータ分析、コンサルト業務、他

そ の 他惨年賀状印刷、挨拶状印刷、各種イベン卜の企画立案・実施、販売促進ツールの制作販売、他

企業価値を高めるセールスプロモーション 干007-0802札幌市東区東箇穂2条3丁目4-48

十ハ.dヨ鉱工宜也些=ド.0.吻中 お問い合わせ包011・780・5677(代)
市、口問Wl1不ム.¥iZ玄1ユ http:/川 NW.shouken.co.jp JASDAQ銘柄コード 7850

本社札幌 支社東京大阪 営業所.旭川l仙台・和敬山 工場札幌厚木・大阪
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「
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
食
品
卸
ヘ
」

当
社
は
、
北
海
道
の
総
合
食
品
卸
会
社
で
す
。

ド
ラ
イ
・
チ
ル
ド
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
温
度
帯
の
商
品
を

幅
広
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、
北
海
道
内
の
小
売
庖

様
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
様
へ
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
お
客
様
第
一
主
義
」
で
あ
り
、

お
得
意
先
様
の
繁
栄
が
、
当
社
の
生
き
残
り
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
、
お
客
様
の
た
め
に
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
食
品
卸
ヘ
」

を
合
言
葉
に
、
北
海
道
の
食
品
流
通
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
、
日
本
ア
ク
セ
ス
北
海
道
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

日本アクセス北海道株式怠紅
干065-8522札幌市東区苗穂町9丁目 1番1号電話代表(011)750-31 00 
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営業種目

。水力・火力・原 子力発電所工事

。プ フ ン ト 設 備 工 事

。環 境 設 備 工 事

。昇降機・立体駐車設備工事

。変 電 所 工 事

。 動力・制御・計装・電気工事

。 般 土 木 工 事

。建設機械整備 改 造

米額繁富エ務庖
代表取締役会長 繁富一雄(機械10期)

代表取締役社長 繁富文承(機E修士1期工博)

本 社札幌市中央区南12条西 6丁目 1番28号宮 (011)511-3428
江別事業所江別市緑町西 3丁目 10番 6号包 (011)382・2994
苫小牧事業 所苫 小牧 市字 勇払 15 7番地 2 B (0144)56・0711
泊 事 業 所 古宇郡泊倣繍鮒字ヘロカルウス7崎地樋附泊発電所補修事務所内 宮 (0135)75・3402
知内事業所上磯郡知内町字元町 28番 地 13B (01392)5-6157 
札幌事業所札幌市西区発寒日条 12丁目 2番 5号宮 (011)661・3588
旭川 事 業 所旭川市永山 3条 9丁目 1番 5号宮 (0166)48-2660
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。 北斗循環器病院

理事長 阿
院 長 音B 秀 *fi1 名誉院長 中 ;頼 篤

副院長 臼 神 幸太郎 麻酔科 ヨ月三
主任部長 井 賢一郎

診療科目 循環器科心臓血管外科麻酔科

診療時間 月~金 9 : 00"""'17 : 00 
土 9 : 00"""'12 : 30 
※急患は24日寺間対応

診療内容のご案内

・狭心症、心筋梗塞の救急外来及び風船治療(ステント留置術他)

・心臓・大動脈手術(冠動脈バイパス術他)と集中治療

-不整脈・ペースメーカー外来

・動脈硬化性閉塞症及び静脈癌の外科的治療
札輯新酒 相 週明 ④ i 

交通機関

.パス 地下鉄環状通東駅始発
断由即日叫が1地.... ~<t<t 

=~~ 
東61・東79 北24条東21下車

地下鉄北24条駅始発

jl:2頃議週一 .元町田 日~.

東70 北24条東21 (西友前)下車 高

-地下鉄 東豊線元町駅より徒歩10分 聞状腺

札幌市東区北25条東20丁目 7-1

TEL 011-785-7555 FAX 011一785-1188

地 出光G出 ・聞直

下 ・ -sゑ
東

雇

.iIl'臨血痕駅

-開成小学匠

http://www.hokutocv.co.jp お問合せ hosp@hokutocv.co.jp 



東京・麻布十番 [はーび}ず]
和菓子の素材と洋菓子の手法が出会いました。日本人の好みの食感が
嬉しい、新・西洋和菓子です。

「クイ ーン・ココ ン」をー11いただくと、その しっとり して懐

かしい味わいに驚きます。今|型|、荒木シェフが本誌のためにfIJ

なしてくださったのは、極上のなめらかパージョン。その総絡

は尚級バター・エシレにnあんのピュアな部分だけを合わせた

技にあるのだとか。一見フランス菓子風のロールケーキにも、

さりげなく白あんが使われており、今までにないふんわりと し

た口どけに出会えます。

はーぴーすロール・特選晶

申込番号 10702 0002 

4，620円 (本体価格4刈 O円)

匡豆~lli豆E
匡 豆囲冷凍ω日冷蔵3日

-荒木隆夫シェフ

「いい食材に国境はない」が信念。和菓

子と洋菓子の自然な融合を目指すべく、

研究を重ねる毎日。菓子か ら始まる生活

提案を、と!古内には犬のためのスイ ーツ

やデザイング yズも。

http://www.harbees.com 

麻布十番

Harbee'sオーナー

代表取締役荒木隆夫

株式会社 ウィンズ ・アーク

イiI製会社かなりや

上記、写真、文章は世界文化社

「家庭函報 6月号jより転載して

おります。(S49入寮)

el'l桃ロールケーキ、マロンロールケーキ

各 1-1' (約280g)訂2本

・冷凍wより取り I-Hして、 n然M泌がお

すすめ。シフォン生地にどさかれたクリ

ームは、仁iあんがかくしl床 しっとり

とした11どけと香りの品さを恥能して
くださし、。

クイーンココン特選晶

申込番号 10702 0003 

4，095円 (本体価格3，900円)

直豆翌日 1 1~ i) 1 1'i'iJ I 

匡亙E冷蔵6日

.クイーンココン12倒入り
elll:抗t11.~: l¥'，ij級の発両手ハタ

ー ・エシレと 11本のあん

を却下のj文でくるみま し

た リッチなl味わいなが

ら、どこか十hかしさを!ぷ

じさせる新l川i!f彼頭です。




